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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第165回 年次総大会報告

7995年4月1，2の 両日，

ユタ州ソル トレークシティー，

テンカ レスクウェアのタバナクルにおいて開かれた

年次総大会の説教とその模様

ゴ∴1∴ 臨灘
で 教会 員 に次 の よ うに語 っ た。 「も う

少 しの頑 張 りを示 し， 視野 を広 げ，福

千 年 にお け る末 日聖徒 イ エ ス ・キ リス

ト教 会 の壮 大 な使命 に対 す る知識 と理

解 を深 め る よ う精神 を集 中す る時 が来

ま した 。今 は堅 固 に立 っ べ き時 です。

自分 た ち に与 え られ てい る使命 の意義 ，

大 きさ，重 要性 を よ く理解 した うえで，

た め ら う ことな く前進 す る時 で す。 ど

の ような結 果 に な ろ う とも， そ れ をい

とわず に， 正 しい こ とをなす べ き時 で

す。 戒 め を守 るべ き時 で す。 悲 しみの
くらやみ

中 に あ る人 々， また暗 闇 と苦 しみの 中

を さま よって い る人 々 に， 愛 とや さ し

さ を示 す時 で す。 すべ て の人 間関 係 に

お いて ，お 互 い に思 いや りを示 し，親

切 に し，節 度 あ る態度 で， 礼儀 正 し く

す る時 です 。言 い換 えれ ば， な お一層

キ リス トに近 い生活 をす る時 な ので す。

私 た ち に は， 恐 れ るべ き もの は何 も

あ りませ ん。神 が私 た ち を導 い てお ら

れ ます 。神 は， この み業 の益 とな るよ

うに， すべ て をつ か さ どって お られ ま

す。 主 は戒 め に忠 実 に歩 む人 々 に祝福

を注 いで くだ さい ます。 主 はそ の よ う

に約 束 して くだ さい ま した。 主が 約束

を果 た して くだ さ る ことに，疑 問 の余

地 は ま った くあ りませ ん。」

この前 日の4月1日 ，土 曜 日の 午前

には聖会 が 開 かれ ， ゴー ドン ・B・ ヒ

ンク レー大 管長 は， トー マス ・S・ モ

ン ソン第 一 副管 長 ， ジ ェーム ズ ・E・

フ ァウス ト第 二 副管 長 ， お よび十 二使

徒定 員会 会 員 と ともに，世 界 じゅ うの

教会 員 か ら支持 を受 けた。 このた び の

聖会 で は， これ まで七十 人第 一 定員 会

に所 属 してい たヘ ン リー ・B・ ア イ リ

ング長 老が ，十 二使 徒定 員会 の空席 を

埋 め るた め に主 の予 言者 ， 聖見 者， 啓

示 を受 け る者 と して 召 さ れ た 。(pp.

112-113参 照)

聖 会 で の支持 に続 いて，新 た に七 十

人第 一定 員会 会 員 として4人 が 支持 を

受 け， ひ とりが 七十 人第 二定 員 会会 員

と して支 持 された。 七十 人第 二 定員 会

か ら七十 人第 一 定員 会 に召 された の は，

デ ビッ ド ・E・ ソ レンセ ン長 老 ， ジ ェ

イ ・E・ ジ ェ ンセ ン長 老 ， ジ ョ ン ・

B・ デ ィク ソン長老 で あ る。 そ して ソ

ル トレー ク シテ ィー在住 のW・ クレ イ

グ ・ズ ウ ィ ック長 老 が新 しい教会 幹部

として七 十人 第一 定 員会 に支 持 され た。

また ， ユタ州 プ ロボ出身 の ブル ース ・

D・ ポ ータ ー長老 が新 し く教 会幹 部 に

召 され ，七 十人第 二定員 会会員 となった。

(pp.113-115参 照)

これ らの管 理上 の 決定 に加 え，4月

1日 土 曜 日夜 の神 権 部 会 で ， ヒン ク

レー 大 管 長 は こう述 べ た 。 「今 年 の8

月15日 で， すべ ての地 区代 表 を名 誉 を

もって解任 す る こ とを， こ こに発 表 し

ます 。」 続 い て ヒ ンク レー大 管 長 は次

の よ うに 発 表 した。 「こ こで， 地域 幹

部 とい う各 地 域 の地元 役 員 を新 た に召

す こ とを発 表 い た し ます 。 この職 に召

され るの は， 経験 豊 か な現職 の教 会指

導 者 あ るい は過去 に教 会 指導 者 として

働 い た経歴 のあ る人 々 の中 か ら選 ば れ

た大祭 司 で す。彼 らは現在 の各 自の職

業 を続 け る とと もに， 自宅 に住 んで，

教 会 で の奉 仕 と して この召 しを果 た す

よ うに な り ます。 この召 しに は確 定 し

た任期 はあ りませ ん が，通 常 は約6年

です。 地域 幹部 は地域 会長 会 との密接

な関係 の下 に働 き ます 。」(pp.58-59

参 照)□
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●以下のテーマによる説教が，それぞれ右側

のページに掲載されています。 この リス トは

話者が取 り上 げたテーマを，すべて網羅す る

ものではありません。
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●1995年4月1日(土)午 前の部会

聖会および

教会役員の支持

第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

弟 姉 妹 の 皆 さん ， 私 は ピ ン ク

兄 レー大 管長 か ら， 聖会 の議 事 の

進行 を担 当 す る ように指 示 され ました。

この会 は，全 世界 の末 日聖徒 イ エ ス ・

キ リス ト教会 の会 員 に とって， きわ め

て重 要 で神聖 な会 で す。挙 手 は定 員会

とグル ープ ご とに取 り ます。 皆 さんが

ど こにい よ う と，要請 が あ りま した ら

起立 して，提 議 され た名 前 の人 に対 し

て支 持， 不支 持 の挙 手 を して くだ さい。

挙手 はその 時 に起 立 してい る人 だ けが

行 な う こ とがで きます。

テ ンプル ス ク ウェア のア セ ンブ リー

ホール ， な らび にジ ョセ ブ ・ス ミス記

念館 に集 う よう割 り当 て を受 けた教 会

幹部 も， この挙 手 の模様 を見守 って い

ます。 また ス テー キ部 セ ンター で は，

ステー キ部 長会 の皆 さんが 同 じ くこの

挙 手 の模 様 を見 守 って い ます。 反対 の

挙 手が あれ ば， そ の 旨 を こち らへ伝 え

て くだ さい。で は， これか ら議 事 を進

めて い きた い と思 い ます 。

大 管長 会 のか たが た， お立 ち くだ さ

い。 大管 長会 が ゴー ドン ・ビ トナー ・

ヒン クレー を予 言者 ，聖 見者 ，啓 示 を

受 け る者 と して， また 末 日聖 徒 イ エ

ス ・キ リス ト教会 の大 管 長 として支持

す る よう提議 し ます 。 この提 議 に賛成

の方 は， そ の意 を表 わ して くだ さ い。

反対 の方 が いれ ば， そ の意 を表 わ して.

くだ さい。

大 管長 会 が トーマ ス ・スペ ンサ ー ・

モ ン ソン を当教 会 の大管 長会 第 一副 管

長 として， また ジ ェー ムズ ・エ ス ドラ

ス ・フ ァウス トを第 二副 管長 として支

持 す る よう提 議 し ます。 賛成 の方 は そ

の意 を表 わ して くだ さい。反 対 の方 も

同様 にお願 い します。

大 管長 会 が トー マ ス ・スペ ンサ ー ・

モ ンソ ンを十 二 使徒 定員 会会 長 と して，

また ボイ ド ・ケネ ス ・パ ッカ ー を十 二

使徒 定員 会会 長 代理 として支持 す る よ

う提 議 し ます。 賛成 の方 は， その意 を

表 わ して くだ さい。 反対 の方。

大 管長 会 が十 二使 徒定 員会 会 員 とし

て ボ イ ド ・K・ パ ッカー，L・ トム ・

ペ リー， デ ビ ッ ド ・B・ ヘイ ト， ニ ー

ル ・A・ マ ック スウ ェル， ラ ッセ ル ・

M・ ネル ソン， ダ リン ・H・ オー クス，

M・ ラ ッセル ・バ ラ ー ド， ジ ョセ ブ ・

B・ ワー ス リン， リチ ャー ド ・G・ ス

コ ッ ト， ロバ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ，

ジ ェ フ リ ー ・R・ ホ ラ ン ド， ヘ ン

リー ・B・ ア イ リング を支 持 す る よう

提 議 します。賛 成 の 方 はその意 を表 わ

して くだ さい。反対 の方。

大管 長会 が 大管 長会 副管 長 お よび十

二 使徒 を，予 言者 ，聖 見者 ，啓 示 を受

け る者 として 支持 す る よ う提 議 し ます。
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賛 成 の方 はその意 を表 わ して くだ さい。

反 対 の方 。大 管長 会 の かた がた， お座

り くだ さい。 ア イ リング長老 は，十;

使 徒評 議 員会 の ご自分 の席 にお着 き く

だ さい。

十 二使 徒定 員会 のか たが た は， お立

ち くだ さい。 大 管長 会 が ゴー ドン ・ビ

トナー ・ヒ ンク レー を予言者 ， 聖見 者，

啓 示 を受 け る者 ，末 日聖徒 イエ ス ・キ

リス ト教 会 の大 管長 として，副 管長 な

らび に十 二使 徒 定員 会会 員 を同 じ く予

言者 ，聖 見者 ， 啓示 を受 け る者 として

支持 し ました ので， 同様 の こ とを十 二

使 徒 定員 会 の皆 さん に提議 し ます 。賛

成 の方 は その意 を表 わ して くだ さい。

反対 の 方 もそ の意 を表 わ して くだ さい。

ど うぞ お座 りくだ さ い。

七 十人 第 一定 員 会 と第二 定員 会 な ら

びに管 理監 督会 の か たが た， お立 ち く

だ さい。大 管長 会 は， ゴー ドン ・ビ ト

ナー ・ヒ ンク レー を予 言者 ， 聖見 者，

啓 示 を受 け る者 ， 末 日聖徒 イエ ス ・キ

リス ト教会 の大 管 長 として， 副管 長 な

らび に十二 使徒 定 員会 会員 を同 じ く予

言 者， 聖見 者 ，啓 示 を受 ける者 として

支 持 しま した の で， 同様 の ことを皆 さ

ん に提 議 します。 賛成 の方 はそ の意 を

表 わ して くだ さい。反 対 の方 が いれ ば，

同様 に その意 を表 わ して くだ さい。 お

座 りくだ さい。

皆 さ んの い る場 所 が どこで あれ，次

のか たが た はお立 ち くだ さい。聖 任 を

受 けたす べ ての祝 福 師 の皆 さん ，大祭

司 定員 会 と長老 定 員会 に所属 す るす べ

ての会 員 の皆 さん。 私 たち は， ゴー ド

ン ・ビ トナ ー ・ヒン クレー を予 言者 ，

聖 見者 ， 啓示 を受 け る者 ，末 日聖徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 の大 管長 として，

副 管長 な らび に十 二使 徒 定員 会会 員 を

同 じ く予 言者 ， 聖見 者， 啓 示 を受 け る

者 として支持 し ました ので ，同様 の こ

とを皆 さん に提 議 し ます。賛 成 の方 は

その 意 を表 わ して くだ さい 。 あ りが と

うご ざい ます。 反対 の 方が いれ ば， 同

様 にそ の意 を表 わ して くだ さい。 お座

り くだ さい 。

ア ロン神権 者 の方 全員 ， つ ま り聖 任

を受 けたす べ ての祭 司 ，教 師， 執事 の

か た が た ， お立 ち くだ さ い 。 ゴー ド

ン ・ビ トナ 「 ・ヒン ク レー は予 言者 ，



聖見 者， 啓 示 を受 け る者 ， 末 日聖 徒 イ

エ ス ・キ リス ト教会 の大 管 長 として，

副管 長 な らび に十二 使徒 定 員会 会員 を

同 じ く予 言者 ， 聖見 者 ，啓 示 を受 ける

者 として ここ まで支 持 され ま した の で，

同様 の こ とを皆 さん に提 議 し ます 。 こ

の提 議 に賛成 の方 は全 員，挙 手 に よっ

て その意 を表 わ して くだ さい。 あ りが

と うござ い ます。反 対 の方 が いれ ば，

同様 にそ の意 を表 わ して くだ さい。 お

座 り く.ださい。

扶 助協 会 に所 属 す るす べて の会 員 の

か たが た， つ ま り18歳 以 上 の すべ て の

女性 の皆 さん， お立 ち くだ さい。 これ

まで ゴー ドン ・ビ トナー ・ヒ ンク レー

を予 言者 ，聖 見 者， 啓 示 を受 け る者 ，

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の大 管

長 として，副 管 長 な うび に十二 使徒 定

員会 会員 を同 じ く予 言者 ， 聖見 者， 啓

示 を受 け る者 として支持 しま した の で，

同様 の こ とを皆 さん に提 議 し ます。 賛

成 の方 は全員 ， 挙手 に よって その意 を

表 わ して くだ さい。 あ りが と うござ い

ます 。反 対 の方 が いれ ば， その意 を表

わ して くだ さい。 お座 り くだ さい 。

若 い女 性 のか た がた ， つ ま り12歳 か

ら18歳 まで のす べ て の若 い女性 の皆 さ

ん， お立 ち くだ さい。 これ まで ゴー ド

ン ・ビ トナー ・ヒ ング レー を予 言者 ，

聖見 者， 啓示 を受 け る者 ，末 日聖徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 の大 管長 として ，

副管 長 な らび に十 二使 徒 定員 会会 員 を

同 じ く予 言者 ， 聖見 者， 啓示 を受 け る

者 として支持 し ました ので， 同様 の こ

とを皆 さん に提議 し ます。賛 成 の方 は

全員 ，挙 手 に よっ てそ の意 を表 わ して

くだ さい。 あ りが とうご ざい ます。 反

対 の方 がい れ ば， その意 を表 わ して く

だ さい。 お座 り くだ さい。

今 まで に起 立 され た かた がた も含 め

て ， 全 員 お立 ち くだ さ い。 これ まで

ゴー ドン ・ビ トナー ・ヒ ンク レー を予

言者 ，聖 見者 ，啓 示 を受 け る者 ，末 日

聖徒 イ エス ・キ リス ト教 会 の大管 長 と

して ，副 管長 な らび に十 二使 徒定 員会

会 員 を同 じ く予 言者 ，聖 見者 ，啓 示 を

受 け る者 として 支持 しま したの で， 同

様 の こ とを皆 さん に提 議 レ ます 。賛成

の方 は全 員， 挙手 に よって その意 を示

して くだ さい。 あ りが とう ござい ます。

反対 の 方が いれ ば， そ の意 を表 わ して

くだ さい。 あ りが とうご ざい ま した 。

お座 りくだ さい 。

今 度 は着席 した ま ま， その ほかの教

会 幹部 お よび中央 の教会 役員 を支持 し

ます 。私 た ち は，七 十人 定員 会会 長 会

として レ ック ス ・D・ ビネ ガー ， カー

ロス ・E・ エ イ シー ， チ ャ ー ル ズ ・

デ ィ デ ィ エ ，L・ ア ル デ ィ ン ・ポ ー

タ ー ， ジ ョー ・J・ ク リ ス テ ン セ ン ，

モ ン テ ィ ・J・ ブ ラ フ ，W・ ユ ー ジ

ン ・ハ ン セ ン の各 長 老 を， さ ら に七 十

人 第 一 定 員 会 会 員 と し て ロ ー レ ン ρ

C・ ダ ン， ジ ー ン ・R・ ク ッ ク ， ウ ィ

リ ア ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド， ジ ョ

ン ・H・ グ ロ ー バ ー グ ， ボ ー ン ・J・

フ ェ ザ ー ス トー ン ， デ ィ ー ン ・L・

ラ ー セ ン， ロバ ー ト ・E・ ウ エ ル ズ ，

ジ ェー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア ， ヒ ュ ー ・

W・ ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ツ ィ オ ・ブ ッ

シ ェ， 菊 地 良 彦 ， ロ ナ ル ド ・E・ ポ ー

ル マ ン ，F・ バ ー トン ・ハ ワ ー ド， テ

デ ィー ・E・ ブ ル ー ア ー ト ン， ジ ャ ッ

ク ・H・ ゴ ー ズ リ ン ド， ア ンヘ ル ・ア

ブ レ ア ， ジ ョ ン ・K・ カ ー マ ッ ク ，

J・ リチ ャ ー ド ・ク ラ ー ク ， ハ ン ス ・

B・ リ ン ガ ー ， マ ー リ ン ・K・ ジ ェ ン

セ ン， ア ー ル ・C・ テ ィ ン ギ ー ， ア レ

ク サ ン ダ ー ・B・ モ リ ソ ン ，L・ ラ イ

オ ネ ル ・ケ ン ド リ ッ ク ， ハ ロ ル ド ・

G・ ヒ ラ ム ， カ ー ロ ス ・H・ ア マ ー

ゾ ー ， ベ ン ・B・ バ ン ク ス ， ス ペ ン

サ ー ・J・ コ ン デ ィ ー ， ロ バ ー ト ・

K・ デ レ ン バ ッ ク， グ レ ン ・L・ ペ イ

ス ，F・ メ ル ビ ン ・ハ モ ン ド， ケ ネ

ス ・ジ ョ ン ソ ン， リ ン ・A・ ミケ ル セ

ン ， ニ ー ル ・L・ ア ン ダ ー セ ン ，D・

大 会 時 の光景 。 ソル トレー.クタバ ナ クル の1階 お よ び2階 の一 部 の様 子が.うかが え る。
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ト ッ ド ・ク リ ス ト フ ァ ー ソ ン ， ク

リ ー ・L・ コ ッ ク ォ ー ド， デ ニ ス ・

B・ ノ イ エ ン シ ュ バ ン ダ ー ， ア ン ド

リ ュ ー ・ウ ェ イ ン ・ピー タ ー ソ ン， セ

シル ・0・ サ ミ ュ エ ル ソ ン ・ジ ュ ニ ア ，

ジ ョ ン ・B・ デ ィ ク ソ ン ， ジ ェ イ ・

E・ ジ ェ ン セ ン， デ ビ ッ ド ・E・ ソ レ

ンセ ン，W・ ク レ イ グ ・ズ ウ ィ ッ ク め

各 長 老 を， ま た 七 十 人 第 二 定 員 会 会 員

と し て エ ドワ ル ド ・ア ヤ ラ ， リ グ ラ ン

ド ・R・ カ ー テ ィ ス ， ヘ ル ベ シ オ ・

マ ー テ ィ ン ズ ，J・ バ ラ ー ド ・ウ ォ

シ ュバ ー ン ， デ ュ レル ・A・ ウ ル ジ，

W・ マ ッ ケ ン ジ ー ・ロ ー レ ン ス ， ル ロ

ン ・G・ ク レ ー ブ ン， ジ ョセ ブ ・C・

ミ ュ ー レ ン ， グ ラ ハ ム ・W・ ドク シ ー ，

ホ ル へ ・A・ ロ ハ ス ， ブ リオ ・E・ ダ
ハンインサン

ビ ラ ， 韓 仁 相 ， ス チ ー ブ ン ・D・ ナ

ドー ル ， サ ム ・K・ 島 袋 ， リノ ・ア ル

バ レ ス ， ダ ラ ス ・N・ ア ー チ ボ ル ド，

C・ マ ッ ク ス ・コ ー ル ドウ ェ ル ， ゲ ー

リー ・J・ コ ー ル マ ン ， ジ ョ ン ・E・

フ ァ ウ ラー ， ア ウ グ ス ト ・A・ リム ，

ジ ョ ン ・M・ マ ドセ ン，V・ ダ ラ ス ・

メ リル ，F・ デ ビ ッ ド ・ス タ ン レ ー ，
タイクオックユン

戴 國 源 ， ロー ウェル ・D・ ウ ッ ド，

クラ ウデ ィオ ・R・ メ ンデス ・コス タ，

W・ ドン ・ラ ッ ド， ジェー ム ズ ・0・

メー ソ ン， デ ィー ター ・F・ ウー ク ト

ドル フ， ラ ンス ・B・ ウ ィ ックマ ン，

ブルー ス ・D・ ポ ータ ーの各 長 老 を，

また 管 理 監 督 会 管 理 監 督 と して メ リ

ル ・J・ ベ イ トマ ン を， 第一 副監 督 と

してH・ デ ビッ ド ・バ ー トンを， 第 二

副監督 として リチ ャー ド ・C・ エ ッジ

リーの各 長老 をそれ ぞれ 支持 す る よ う

提 議 します。 この提議 に賛成 の方 は，

そ の意 を表わ して くだ さい。 反対 の 方

が いれ ば， 同様 に その意 を表 わ して く

だ さい。

私 た ちは各補 助 組織 の 中央 会長 会 を

現 状 の ま ま支持 す るよ う提 議 し ます。

賛 成 の方 は， そ の意 を表 わ して くだ さ

い。反 対 の方 が いれ ば， その意 を表 わ

して くだ さい 。

ヒン クレー大 管 長， 私 が見 て きた か

ぎ り， す べて の提 議が タバ ナ クル で は

全 会一 致 を もって承 認 され ま した 。で

は，新 しい七十 人 のか た がた ， よ ろし

けれ ば壇上 の 方 に着 席 して くだ さい。

「信 仰 の 盾 」

十二使徒定員会会長代理

ボイド ・K・ パツカー

教会の教えが最終的に目指 しているものは，主イエス ・キリストを信

じる信仰の中で，親と子をひとつに結びつけることです。

カ 月 前 に エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン

10 ソ ン大管 長 が亡 くな り， 短 い期

間 で し た が 深 い 印 象 を残 した ハ ワ ー

ド ・W・ ハ ンター大 管長 の指導 が， 時

を置 か ず に始 ま りました。 この偉大 な

予言 者 が長 く人 々 の記憶 に と どま りま
かんげき

す ように。 そ して今 また， 一瞬 の 間隙

もな く， 啓 示 に よっ て確 認 され た手 続

きが 私 た ち全員 の参 加 を得 て行 なわれ，

教会 は定 め られ た道 を前 進 してい きま

す。

教 会 を導 き， 教会 の 中で教 え るよ う

に召 され た人 々 を支 持 す る ときの， こ

の挙 手 の慣行 は神 聖 な意 義 を持 ってい

ます 。支 持 の挙手 は集会 の 中で行 なわ

れ，世 界 じ ゅうの教 会 に中継 ない し録

画で 送 られ てい るこの大 管長 会 の支持

の模様 も，次 の 主の啓 示 に従 う もの で
なんじ

す。 「また われ汝 らに告 ぐお よそ… …
あんしゆ

権威ある者より聖職に按手任命 され，
も

また その 者 の権 威 を有 て る こと と，教

会の長たる者たちより正式の按手聖任

を受けたることとが教会員の知る所に
なんびと

あ らざれ ば，何 人 とい え ど もわ が福音
の

を宣 べ ん た めに 出で行 くこ と， また は

教 会 を創 立 す る こ とを許 され ざ る べ

し。」(教 義 と聖 約42：11， 下線 付 加)
おい

「教 会 の 大 管長 会 の指 揮 下 に於 て
，

さだめ かな

天 の制 に適 う よう主 の御名 に よ りて職

務 を行 う」(教 義 と聖約107：33)十 二

使徒 定 員会 につ いて い えば，皆 さん に

断 言で きます。 私 た ちの大 管長 会 で あ

るゴー ドン ・B・ ヒン クレー大 管 長 と

ふ た りの副 管長 を支持 す る に当た っ て，

十二 使徒 会 は完 全 に一 致 して い ます。

なぜ な ら，教 会 の大 管 長 を支持 す るた

め に挙手 を して，私 た ち は回復 の み業

の 当初 か ら途 絶 える こ との な い権 威 の

経 路 を継 続 させ て い るか らです 。
かぎ

あ る人 々 は，大 管 長職 の 鍵 を リレー

競 技 の際 のバ トンの よ うに， ひ と りの

人 か ら別 の人 に手 渡 され る もの と思 っ

て い ます。 また予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

スが秘 密 の うちに， あ るい は私 的 に大

管 長職 の鍵 を後継 者 に授 けた と考 えて

い る人 々 もい ます。

しか し これ は定 め られ た秩 序 で はあ

りませ ん。 ハ ワー ド ・W・ ハ ンタ ー を

教 会 の大管 長 に聖 任 した の はエ ズ ラ ・

タ フ ト ・ベ ン ソン大管 長 で はあ りませ

ん し， 同様 に， ゴー ドン ・B・ ヒンク

レー を教会 の大 管 長 に聖任 した の もハ

ワー ド ・W・ ハ ン ター大管 長 で は あ り

ませ ん。

ひ と りの大管 長 の在 任期 間 か ら別 の

大管 長 の在 任期 間 まで の権 威 の経 路 の

橋 渡 し をす るの は十二 使徒 会 で あ り，

こ うして経 路 が途 絶 えな い よ うに守 ら

れ て い ます 。
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殉教 の少 し前， 予 言者 ジ ョセ フ ・ス

ミスは次 の ような予 言 的 な言葉 を残 し

ま した 。 「兄 弟 た ち， 主 は私 た ち の従

事 す るみ業 を速 め る よ うに命 じ られ ま

した。 近 々， 重大 な局面 の 展 開が あ る

で し ょ う。私 の命 が敵 に奪 わ れ る こ と

か もしれ ませ ん。 もしそ うで あ った場
かぎ

合 ，私 に ゆだね られ た鍵 と権 能 をあ な

た方 に伝 えて いな か った ら， それ らは

地 上 か ら失 われ て しま うで し ょう。 し

か し私 が そ れ ら をあな た方 の頭 の上 に

授 け る ことが で きさ えすれ ば，神 の許

しの下 に私が 暗殺 者 た ちの手 に陥 って

も，私 は心 か らの喜 び と満足 を もって

行 くこ とが で き ます 。私 の務 め は終 わ

り，神 の王 国が建 つ土台 は時満 ち た る

神 権時 代 に確 立 され る こ とが わか って

い るか らで す。 あ なた 方が 自分 た ちの

後 継者 を任命 す る まで， 今後 ， 教会 を

導 く責 任 は十 二使 徒 の肩 に置 かれ な け

れ ば な りませ ん 。」(『1844年3月 の 十

二 使徒 集 会 に関 す る十 二 使徒 会 の宣 言

草 稿 』 「ブ リガム ・ヤ ング文 書 」 末 日

聖 徒教 会 公文 書課 蔵)

・十二 使 徒 は個人 的 に も総体 的 に も鍵

を保有 し，教 会 を管理 す るひ と りの男

性 ， す なわ ち先任 使徒 にす べ ての鍵 を

行 使 す る権 能 を確 認 し ます。

主 が備 え て くだ さっ た制度 に は， 地

位 を熱 望 した り， 策 略 を用 い て地 位 や

権 力 を手 に入 れ た り， また投 票 を勧誘

した り， 影響 力 を行使 した りす る気 配

さ えあ りませ ん。 制度 自体 が それ らを

許 し ませ ん し， 主 ご 自身 もそれ らをお

許 し にはな りませ ん。 この制 度 は人 間

が普通 行 な うよ うに機能 は しませ ん し，

そ うで あ って はな りませ ん。 主 は予 言

者 イザ ヤ に こう注意 を促 され ま した 。

「天 が地 よ り も高 い よ うに
， わ が道 は，

あ なたが た の道 よ りも高 く， わ が思 い

は， あ な た が た の思 い よ りも高 い 。」

(イザ ヤ55：9)

挙手 は太古 か らの.習慣 で す。 それ は

モー セが 荒野 の破 壊者 ・略奪 者 ， アマ

レ ク人 と遭遇 した時 の話 に象 徴 され て

い ます。

「モー セ は ヨシ ュア に言 った
， 『わ れ

われ のた め に人 を選 び， 出 て アマ レ ク

と戦 い な さい。 わた しは あす神 のつ え

を手 に 取 っ て， 丘 の 頂 に立 つ で あ ろ

う。』

ヨ シュア はモ ーセ が彼 に言 った よ う

に し， アマ レ ク と戦 った 。 モー セ とア

ロ ンお よび ホル は丘 の頂 に登 った。

モ ーセ が手 を上 げて い る とイ ス ラエ

ル は勝 ち， 手 を下 げ る とアマ レク が

勝 った。

しか しモ ーセ の手 が重 くな ったの で，

ア ロ ン とホル が石 を取 って， モ ーセ の

足 も とに置 く と，彼 はその上 に座 した。

そ して ひ と りは こち らに， ひ とりはあ

ち らに いて， モ ーセ の手 をさ さえた の

で，彼 の手 は 日没 まで さが らなか った。

ヨ シュア は， つ る ぎにか けて アマ レ

ク とそ の民 を打 ち敗 った 。」(出 エ ジプ

ト17：9-13)

主 の み業 を阻止 す る現 代 の邪悪 な人

人 は， 当時 とは異 な ってい る ものの ，
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略奪者アマレク人に劣らず手ごわい相

手です。予言者への支持の挙手はこの
あんねい

民 の安寧 に とって 現在 も守 られ て い る

不 可欠 な要 素 です 。万 一年齢 や 衰弱 の

た め に手 を挙 げ るのが 重 くな った とき

は，副 管長 た ちが わ き にいて腕 を支 え

ます。 ふた りとも， 十 二使 徒定 員会 の

一人 一人 が そ うで あ る よう に
， 予言 者，

聖見 者 ，啓 示 を受 け る者 で す。

1976年 ， デ ンマ ー ク の 首 都 コ ペ ン

ハ ーゲ ンで の大 会 の後 ， スペ ンサ ー ・

W・ キ ンボール 大管 長 は私 た ち を招 い

て小 さな教 会へ 行 き， バー テル ・トル

バ ルセ ン作 の キ リス トと十 二使 徒 の彫

像 を見 ま した 。 「キ リ ス ト」 と名 付 け

られた この作品 は祭 壇 の奥 に立 ってい

ま した 。十 二使 徒 の像 は礼 拝堂 の側 面

に順 番 に並 ん でい ます が， イ スカ リオ

テ のユ ダ に代わ ってパ ウロが立 ってい

ます。

キ ンボー ル大 管長 は年配 の管 理人 に

次 の よ うに語 りま した。 「トルバ ル セ

ンがデ ンマ ー クで ち ょう どこの美 しい

彫像 を制 作 してい た時 に， イエ ス ・キ

リス トの福 音 の回復 が ア メ リカで起 き，

い に し えに保 持 してい た人 々か ら権威

を受 けて使 徒 と予 言者 が備 え られ ま し

た 。」

キ ンボー ル大 管長 はそ の場 にい た人

人 を 自分 の周 りに集 め， その管 理人 に

さ らに こ う言 い ま した。 「私 た ち は主

イ エ ス ・キ リス トの 生 き た 使 徒 で

す 。」 ま た ビ ネ ガ ー 長 老 を 指 し て ，

「新 約 聖書 の 中で語 られ てい るの と同

じ七 十人 が こ こにい ます」 と言 い まし

た 。

私た ち はペ テ ロの像 の近 くに立 って

い ましたが ，彫 刻 家 は彼 に王 国の鍵 を

象徴 す る実 際 の鍵 を その手 に握 らせて

い ました。 キ ンボール 大管 長 は こ う言

い ま した。 「私 た ち はペ テ ロ と同 じ よ

うに ほん とうの鍵 を持 ち， それ らを毎

日使 って い ます。」

次 いで私 は決 して忘 れ る こ との で き

な・い光 景 を 目撃 し ました。 このや さ し

い 予言 者， キ ンボール 大管 長 は コペ ン

ハ ーゲ ンステ ー キ部 の ジ ョア ン ・H・

ペ ンテ ィーネ ス テー キ部長 の方 を向 き，

命 ず る よ うな口調 で こう言 ったの です 。

「デ ンマ ー ク じ ゅ うの聖 職 者 に伝 えて



かぎ

くだ さい。 王 国の鍵 を持 って い るの は

あなた 方で はあ りませ ん。 持 って い る

のは私 です ， と。」

その 時， 末 日聖徒 には理 解で きて も

経験 して いな い人 に は表 現 が むず か し

い， ひ とつ の光 明， 人 の魂 その もの に
あかし

注 がれ る力 ， あの証 が 私 に与 え られ，

確 か に ここ に王 国 の鍵 を持 った 生 きた

予 言者 が立 っ てい る とい う こ とを私 は

知 りま した 。

主 はなぜ 「あ る人 を使 徒 とし， あ る

人 を預 言者 とし」 てお立 て にな ったか

理 由 を示 され ま した。 す なわ ち 「聖 徒

た ち を と との えて奉 仕 のわ ざを させ，

キ リス トの か らだ を建 て させ」 るた め

で す。 それ は 「わ た した ちすべ て の者

が， 神 の子 を信 じる信仰 の一 致 と彼 を
まった

知 る知識 の一 致 とに到達 し，全 き人 と

な り， つい に， キ リス トの満 ちみ ちた

徳 の高 さに まで 至 るた めで あ る。」(エ

ペ ソ4：11-13)

で す か ら 「使 徒 」， す な わ ち大 管 長

会 と十二 使徒 会 の務 め とは，私 た ち を

信仰 の一 致 に至 らせ る こ とな ので す。

時の初 めか らそ うで あ る よう に， サ

タン は私 た ち を分 裂 させ ，打 ち破 り，

で きる こ とな ら破 滅 させ よ う としてい

ます 。 しか し主 は こ う言 われ ま した 。
なんじ
「汝 の心 を は り上 げて喜 べ

。 汝 の腰 を

引 きか ら げ， わが 物 の具 を こ とご と く
よう あ あ

身 に甲 うべ し，汝 悪 しき 日に遭 いて 立
ゆん で

ちむ かい …… 得 んた め な り。 左手 に悪

しき者 の 火矢 を こ とご と く消 すべ き信

仰 の糖 を執 り… …。」(教 義 と聖約277

15，17， 下 線付 加)

予言 者 と使 徒た ち は， そ の務 め ゆえ

に 自分 た ちの 注意 を常 に家 庭 と家 族 に

向 けてい ます 。信仰 の盾 は工場 で はな

く，家庭 で生産 され るか らで す。

教会 の教 えが最終 的 に 目指 してい る

もの は， 主イ エ ス ・キ リ入 トを信 じる

信仰 の中 で，親 と子 をひ とつ に結 び っ

け る ことです 。 それ は彼 らが家 庭 で幸

福 にな り， 永遠 の 結婚 に よる結 び固 め

を受 け，世 代 どう しを結 びつ け， 天 父

の み もとでの昇 栄 を確 信 で き るよ うに

す るため です 。

親 や子供 た ちが 「もて あ そばれ た り

す る こ とが な く」， 「人 々 の 悪 巧 み に

よ って 」(エ ペ ソ4：14)誤 っ て導 か

れ る ことが ない よ うに，天 父 の ご計 画

に よれ ば， 命 それ 自体 の創 造 と同 じよ

聖 徒の道/[995年7月 号

8

うに，家 族 の一人 一 人 に合 った 信仰 の

盾 を作 る必要 が あ るの です 。 どの盾 も

同 じ もの はひ とつ として あ りませ ん。

どれ も個人 の規格 に合 った手 作 りで な

けれ ば な らない ので す。

御 父の 考案 された ご計 画 で は，男性

と女性 ， 夫 と妻 が一 緒 に働 き， 悪魔 の

火 矢 を はね返 し， 奪 い取 られ る こ との

ない が っ し りと した信 仰 の盾 を，子供

た ち一 人一 人 に合 わ せ て備 えて や る必

要 が あ ります。

そ れ には， 盾 の材料 で あ る あ らが ね

を打 ち出 す父親 の着 実 な力 と， それ に

磨 きをか け，一 人 一人 の規 格 に合 わ せ

る母 親 の や さ しい手 が必 要 です。 とき

には親 が ひ とりで それ を しな けれ ばな

らな い場合 もあ ります。 む ずか しい務

めです が， それ は可能 で す。

教 会 で は，信 仰 の盾 の材 料 にな るい

くつ かの原 料 につい て教 える こ とが で
けいけん

き ます。敬 度 さ， 勇気 ，純 潔 ，悔 い 改
ゆる

め，赦 し， 愛 に満 ち た思 い や りな どが

それ です。 それ らを組 み合 わせ て，個

人個 人 の規 格 に どの ように合 わせ る こ

とが で きるか に つい て も教 会 で学 べ ま

す。 しか し実 際 に信 仰 の 盾 を作 り， そ

れ を個 人 に合 うよ うにす る作 業 は家族

の 中 で行 な う必 要 が あ ります 。 そ うで

なけれ ば， 危機 が襲 って きた と きに盾

は緩 んで， 外 れ て し まうか も しれ ませ

ん。

予 言 者 と使徒 た ち は はっ き り と知 っ

て い ます。 パ ウ ロの予 言 した末 日の危

険 な時代 が 現代 で あ る こ とを。 「人 々

は自分 を愛 す る者， 金 を愛 す る者 ，大

言壮 語 す る者， 高慢 な者， 神 を そ しる

者， 親 に逆 ら う者， 恩 を知 らぬ者 ，神

聖 を汚 す 者 ， 無情 な者 … … とな る。」

(IIテ モ テ3：1-7参 照)

この よう にな る こ とをご存 じで あ っ

・た主 は
， この よ うに警 告 され ました。

「シ オ ン また は … … シオ ンの ス テ ー キ

部 内 にて子供 を有 す る両 親あ らば，… …
くいあらた

悔 改 め， 生 け る神 の 子 キ リス トの信
たまもの

仰 ， バ プテ スマ と…… 聖霊 の賜 な どの

教 義 を教 えて理 解せ しめ ざれ ば，罪 そ
こうべ とどま

の両親 の頭 に留 るべ し。
お き て

お よそ シオ ン… … に住 め る者 の律 法
ごと

はか くの如 し。 … …

また両 親 はその子 供 た ち に祈 る こ と



と， 主 の前 に正 し く歩 む こ と とを教 え

ざ るべか らず 。」(教 義 と聖約68：25-

28参 照)

信仰 の 盾 は工場 の 流れ 作業 で 一斉 に

組 み立 て られ るので はあ りませ ん。 一

軒 一軒 の家庭 で丹 念 に手 で作 られ るの

です 。だ か らこそ， 教会 の指 導 者 た ち

は行 な う価 値 の あ る最 も大切 な事柄 を

家 庭 の中 で行 なわ な けれ ばな らな い，

とい う点 を会 員 た ち に理 解 させ よ うと

して い るので す 。 それ で も まだ 一部 の

人 々 は， 家庭 の外 で行 なわ れ る活動 は，

それ が どん な にす ば ら しい意 図 を持 つ

もの で あ って も， あ ま りに も多 す ぎれ

ば，家 庭 で信仰 の盾 を作 り， 一 人一 人

に合 わせ るた め の時 間が ほ とん ど取 れ

な くな って し ま うこ とを理解 して い な

い よ うで す。

私 た ち は この神 聖 な聖 会 の中 で， 大

祭 司 や大 管長 ，使 徒 ，予 言者 ， 聖見 者，

啓 示 を受 ける者 な ど とい う尊 い称 号 に

心 を向 けて い ますが ， 同時 に， 父親 ，

母 親， 子供 ，兄 弟 ， 姉妹 ，家 族 ， さ ら

にお 父 さん， お母 さん， お じいち ゃん，

お ばあ ち ゃん，赤 ち ゃん とい った こと

を採 り上 げ て も天 の 怒 りを買 う こ とは

あ りませ ん。
けいけん

も し敬度 に祈 りの気 持 ち を もっ て従

順 に時 を過 ごす な ら， なぜ天 の神 が ご

自分 に向 か って 「御 父」 と呼 び，宇 宙

の創造 主 を 「御 子 」 と呼 ぶ よ うに命 じ

られ たの か， そ の理 由 を示 され る 日が

来 るで し ょう。 その 時聖 典 の中 に語 ら

れて い る 「高 価 な真 珠」 を見 いだ して，

喜 ん で行 き， それ を得 るた め に自分 の

持 って い る もの をす べ て売 り払 うよ う

に な るで し ょう。

予 言者 た ち に示 され た偉大 な幸福 の

計 画(ア ル マ42：8，16参 照)と は， 幸

福 な家 族 にな るた めの計 画 です 。 それ

は世代 を超 えて常 に書 き替 え られ る，

夫 と妻 ，親 と子供 の 愛 の物語 なの です。

で すか ら， 途切 れ る こ との ない この

神 権 の権威 の経路 と神 権 の力 を今得 て，

私 た ち は 自信 を持 ち ， 信 仰 と一 致 を

もって前 進 します。 そ の導 き手 は， こ
あがな

の教会 を所属 す る贋 い主 なる キ リス ト

で あ り， 神が 器 として語 られ る この地

上 の神 の予言 者 です 。 イエ ス ・キ リス

トの み名 によ り， アー メ ン。

モルモン経翻訳の奇跡

七十人

ロバー ト ・K・ デレンバック

モルモン経は世の入々にとって吟味に値するたぐいまれな書物としての地

位を確立しています。165年 以上も前に天から発せられた火花は，新たな

時代の夜明けを告げる明るいたいまつとなって，輝きわたっているのです。

す る兄弟 姉 妹 の皆 さ ん， モル モ

愛 ン経 の翻 訳 が いか に重 要 な意義

を持 つ奇跡 で あ るか は っ き りと認 識 し

てい るで し ょ うか 。 奇跡 とは， 「人 の

業 に神 の力 が介 在 した こ とを示 す 超 自

然 的 な 出 来事 」 で す 。(「 メ リア ム ・

ウ ェブ スタ ーズ ・カ リー ジエ ト英 英辞

典 」第10版 。 メ リア ム ・ウ ェブ スタ ー

社)ジ ョセ ブ ・ス ミスが モル モ ン経 を

翻 訳 した こ とは この定 義 と一致 して お

り， まさに現代 の奇跡 と言 え ます 。

モ ルモ ン経 は現 在80以 上 の言語 に翻

訳 され てお り， この ほか に もさ らに数

力国語 で翻 訳作 業 中 か あ るいは 出版 に

向 けて準備 が進 め られ てい ます。 こ こ

で， モル モ ン経 を英語 か らほか の言語

に翻訳 す る場合 の現行 のプ ロセ ス につ

いて考 察 してみ たい と思 い ます。 教会

で は， 英語 に精 通 す る とと もに母 国語

の表現 力 に も秀 でた， 有能 で経験 豊 か

な会 員 の翻訳 者 が働 い てい ます。 彼 ら

は皆 ，信 仰 あつ い教 会員 で あ り， 霊感

に よっ て翻訳 の業 に導 き を得 られ るよ

う， 高潔 で高 い倫 理 観 を備 えて い ます。

ジ ョセ ブ ・ス ミス の時代 と同様 に，今
たまもの

日 も聖典 を翻 訳 す るに は神 の賜が 不可

欠 で す。

しか し， ジ ョセ ブ ・ス ミスの時 代 と

違 って， 今 日の翻 訳 者 の多 くはその神

聖 な仕事 を行 な うのに コ ンピ ュー ター

や ワー プ ロ， 辞書 や 百科 事典 を活 用 し

て い ます 。現 代 の翻 訳業 務 は実 に大規

模 で ，各 行程 で教 会 の翻 訳 に関 す る専

門 家 か ら厳 密 な検 査 を受 け る こ とに

な って い ます。 しか し， い か に教 会 員

の有 能 な翻訳 者 と高 度 の技術 を もって

して も， 一 か ら始 めて 出版 に こぎつ け

るまで の全行 程 に はお よ そ4年 はか か

ります。

そ れ で は， この 現 代 の 翻 訳 と若 き

ジ ョセ ブ ・ス ミスが 行 な ったモ ルモ ン

経 の翻 訳 とを比 較 して み ま し ょ う。

ニ ュー ヨー ク州 北 部 の 農 家 で 育 っ た

ジ ョセ ブが， 変体 エジ プ ト文 字 で書 か

れた 聖 な る記 録 を英 語 に翻訳 す る業 を

完 成 した のはわ ず か24歳 の時 で した 。

経 済 的 に困難 で， 妻子 を養 うた めに

忙 し く働 いて い ま した。 種 まき と収穫 ，

まき割 り，水 くみ， 家畜 の世 話 な どに

追 われ て いた のです 。

翻 訳 をす るジ ョセ ブの置 かれ た環境

も理 想 とはほ ど遠 い もので した。 彼 は

命 を脅 か され てい ました し， 暴徒 た ち

か ら金版 をね らわ れて い ま した。 その

た め，古 代 の記録 を隠 し， しか も頻 繁

に隠 し場 所 を変 えな けれ ばな りませ ん

で し た 。(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：60参
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照)ジ ョセ フに は電 話 や フ ァク シ ミ リ，

口述 用 の録音.機器， ワー プ ロ， 複写 機

は もち ろん，電 灯 す らあ りません で し

た 。

彼 は公 の教育 もほ とん ど受 けて い ま

せ ん で した。 お そ ら く小学3年 生程 度

の教育 しか受 けて い なか った と思 わ れ

ま す。 ま して や ， 翻 訳 に 携 わ る に先

立 って大学 に通 う こ とな どで きる はず

が あ りませ ん。 文 学雑誌 や専 門の 定期

刊 行物 が家 に届 くこ ともあ りませ ん で

した。 南 ア メ リカや 中東諸 国 を訪 れ た

こ ともあ りませ ん。学 会 に も属 さず，

大 規模 な調 査 を行 な う こ と もな く，金

版 に刻 まれた 古代 の記 録 の内容 につ い

て話 し合 える学識 者 も周 りにい ませ ん

で した。 ただ基 礎 的 な読 み書 きや 算 数

を学 び， そ して おそ ら くア メ リカの歴

史 につ いて少 し くらい は知 って いた か

もしれ ませ ん。 ジ ョセ フが英語 の聖書

を読 んで いた こ とは知 られ てい ます が，

常 識 的 に考 えて この よ うな人物 が 学者

や神 学者 ， ま して聖典 翻訳 の専門 家 で

あ るはず が あ りませ ん。

で は ジ ョセ フに は，翻訳 に役立 つ ど

の よ うな技能 が備 わ って いた の で し ょ

うか 。モ ル モ ン経 の筆 記 に携 わ った 中

心 的人 物 ，オ リヴ ァ ・カ ウ ド リは ジ ョ

セ ブの翻訳 力 の源 につ いて こう語 って

い ます。 「予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス は，
たまもの

神 の賜 と力 に よ っ て ， そ し て ウ リ ム と

ト ミム を 用 い て モ ル モ ン 経 を 翻 訳 し

た 。」(『 オ リ ヴ ァ ・カ ウ ド リ の 晩 年 』

「デ ゼ レ トニ ュ ー ズ 」1859年4月13日

号 ，p.48)
すいこう

通 常， 著作 物 とい う もの は推敲 や校

正 を重 ねて よ うや く美 し く洗 練 され た

原稿 へ と仕上 が っ てい くもので す。 た

とえば， エ ー ブラハ ム ・リ ンカー ンは

あ のゲ テ ィズバ ー グの演 説 を書 くのに

5回 も書 き直 し ました 。 書 き直 した ど

の草 稿 も微妙 に異 なっ てい ます。(『ゲ

テ ィズバ ー グ の演 説 』 「世 界 書 籍 百 科

事典 」1992年 版参 照)

今 大会 で お話 を準 備 す るに当 た り，

私 は ジ ョセ ブ ・ス ミス に よるモ ル モ ン

経 の 翻 訳 原 稿 を 数 ペ ー ジ に わ た って

じっ くり読 む とい う栄誉 にあず か りま

した。教 会 の公文 書 保管 室 に大切 に保

管 され て い る もの です。 誤字 な ど， ほ

蕪

灘
「難

んのわずかのささいな訂正しかなされ

ていない美しい原稿を見て非常な感銘

を受けました。ジョセブの翻訳原稿の
かんぺき

原本 が完 壁 そ の もので， 唯一 の源 ，神

の啓 示 に よ り もた らされた としか考 え

られ なか ったか らです。

ジ ョセ ブ には， モル モ ン経 の翻 訳 だ

けで な く， イエ ス ・キ リス トの教会 を

回復 し再 び組 織 す る とい う責任 が あ り

ま した。 翻訳 に取 り組 んで い る時 で さ

え， ジ ョセ フは多 くの啓 示 や天使 の訪

れ を受 け，神 権 の 回復 やバ プ テス マ に

関す る啓 示 な どの重 要 な責任 を次々 と

与 え られ た の で した。(ジ ョセ フ ・ス

ミス2：68-75参 照)ジ ョセ ブ は この

よ うな多 くの責 任 のた め に しば しば翻

訳 を中 断 しな けれ ば な りませ んで した 。

それが何 カ月間 に も及 ぶ こと も とき ど

きあ りました。 しか し翻 訳 の業 に専 念

で きる とき は どん どん作 業 が はか ど り，

1日 に8ペ ー ジか ら10ペ ー ジ も翻訳 し

ま した 。 モル モ ン経 翻訳 の大半 は， 実

際 に翻訳 に取 り組 めた 日数 で見 る と約

63日 で完 了 して い ます。(ジ ョセ ブ ・

W・ ウ ェ ル チ ， テ ィ ム ・ラ ス ボー ン

「モ ル モ ン経 の翻 訳
， そ の確 か な 史

実」p.14参 照)

オ リヴ ァは この奇 跡 的 な出来 事 を振
あかし

り返 って こう証 して い ます 。 「来 る 日

も来 る 日 も，私 は…… この歴史 書， 民

の記 録 ， す なわ ち 『モル モ ン経 』 を…

… ジ ョセ ブが翻 訳 し口述 す る ままに，

や む こ とな く筆 記 して い った 。」(「末

日聖 徒 使 者 に して唱 導者 」pp.14

-16)

ジ ョセ ブ は， ニ ー フ ァイ， アル マ，

モル モ ン， モ ロ ナイ を は じめ とす る，

葬講. 講

モ ルモ ン経 の 予言 者 た ちが記 した救 い

主 の み 言 葉 を，1，400年 以上 を経 て初

めて読 ん だ人物 で す。 彼 の翻 訳 の能力

は まさ に 「めず らしい業 と驚 嘆 すべ き

事 」(IIニ ー フ ァイ25：17)そ の もの

で した。

ジ ョセ ブが 英訳.した モル モ ン経 の翻

訳 原稿 は，文 法的 訂正 と校 正 箇所 が わ

ず か に あ るだ けで，今 日私 た ちが 使 用

して い る もの とほ とん ど変わ りませ ん。

そ して，世 界 じ ゅうで モル モ ン経 をほ

か の 言 語 に翻 訳 す る際 に そ の原 本 と

な って い ます 。(「モ ル モニ ズム百 科事

典 」 ダニ エル ・H・ ラ ドロ ー，.第4巻

『モ ル モ ン経 の翻 訳 原稿 』 の項 参 照)

昔 ニ ー フ ァイが予 言 した とお りです。

「わ が 言葉 は世 界 の 隅 々 まで も響 きわ

た り， … … わが 民 の 旗 とな るべ し。」

(IIニ ー フ ァイ29：2)

現在 この よ うな業 を成 し遂 げ られ る

人 が い るで しま うか。 世 界屈 指 の神学

者 ，古 代 言語 学者 ，考 古 学者 が何 人集

まった として も， これ ほ ど崇 高 で卓絶

した価 値 を有 す る書物 を著 わす こ とは

で きな いで しょ う。

ジ ョセ ブ と同様 に少 ししか教育 を受

けず， 設 備 も限 られ た状 態 だ った とし

た ら， 一体 ほか にだ れが 独力 で しか も

これ ほ ど短期 間 に古代 の記録 を翻 訳 し，

500ペ ー ジ を超 え る聖 典 として世 に著

わせ るで し ょうか。現 在 この書物 の発

行 部数 は7，300万 部 に も上 って い ます。

ジ ョセ フが 行 な った， この神聖 な古

代 の聖 典 の翻 訳 は， 多 くの懐 疑論 者 に

よる綿 密 な調 査 に も耐 えて きま した。

モル モ ン経 は世 の人 々 に とっ て吟 味 に

値 す るた ぐい まれ な書物 と しての地位
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を確 立 して い ます。165年 以 上 も前 に

天 か ら発 せ られ た火花 は， 新 た な時代

の夜 明 け を告 げ る 明 るい た い まつ と

な っ て， 輝 きわ た っ て い るの で す。

「主 の みた まは火 の ご と燃 え」(賛 美歌

3番)と 歌 わ れ てい るの も うな ず け ま

す 。 い まや 世界 じ ゅ うの人 々 が モル モ

ン経 に記 され たイ エ ス ・キ リス トに対
あかし

す る証 を探 し求 めて い ます。彼 らは ま

さに あ らゆ る国 民 ， あ らゆ る血 族 ， あ

らゆ る国語 の民 で あ り， ジ ョセ ブ ・ス

ミス に啓 示 され た とお りで す 。 「地 の
はて なんじ たず

い や果 に あ る者 す ら汝 の名 を訊 ね … …

ん 。」(教 義 と聖 約122：1)で は なぜ

彼 らはジ ョセ ブ ・ス ミスの名 を尋 ね求

め るの で し ょうか。 それ はモル モ ン経

が 救 い 主 イ エ ス ・キ リス トの 神 性 と
しょくざい

順 罪 に つ い て 証 す る 書 物 で あ り，

ジ ョセ ブが 回復 の予 言者 だ か らで す。

モ ル モ ン経 の翻 訳 とい う奇 跡 へ の感

謝 の念 を込 めて， 皆 さん と と もに こう

歌 いた い と思 い ます 。

「た た え よ
， 主 の召 した まい し

主 と語 りし予言 者 を

末 の時 を始 め た る
あが

業 を世 ，皆 崇 め よ… …

ジ ョセ ブを世 は また知 る」

(賛美歌16番)

皆 さ んに証 し ます。 モル モ ン経 翻訳

の奇跡 は， ジ ョセ ブが神 の予 言者 で あ

る こ との確 か な証 拠 です 。彼 は まさに
も とい

「〔キ リス トの〕 教 会 の 基礎 を置 き
，

人 に知 られ ぬ所 よ りまた 暗 き所 よ り，
お まこと いの ち

全 地 の面 に於 け る唯一 の真 に して生命

あ 〔る〕 この教 会 を明 るみ に出 す」 よ

う召 され ま した 。(教 義 と聖 約1：

30)モ ル モ ン経 は 「私 た ち の宗教 のか

なめ石 」 で あ り， 人 は 「そ の教 え に従

う こ とによ り， ほか の どの書 物 に も増

して神 に近 づ く ことが で きる」 ので す。

(「予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え」

p.194)私 た ち が モ ルモ ン経翻 訳 とい

う奇跡 の貴 さを は っき りと認識 し， モ

ル モ ン経 に記 され た救 い主 の教 え を通

して主 を知 り，主 に従 お う とい う望 み

を一 層 強 め て い け ます よ う に。 イ エ

ス ・キ リス トのみ名 に よって お祈 り し

ます。 アー メン。

神殿は家族の務め
七十人

J・ バラード ・ウォシュバーン

私たちは神殿に参入して誓約を交わし，家に戻って自分たぢの交わした

誓約を守らなければなりません。

す る兄弟 姉妹 の皆 さん。 皆 さん

愛 と ともに， ヒン ク レー大 管長 ，

モ ンソ ン副 管長 ， ファ ウス ト副 管長 ，

パ ッカー会 長代 理 な らび に十二 使徒 会

の か たが た に愛 を表 明 し， 支持 で きる

の は，名 誉 で あ り特 権 で す。私 は また ，

皆 さん を愛 してい ます。喜 び を もっ て

私 は そ う申 しあ げ ます 。皆 さん と とも

に王 国 の み業 に従事 で きる こ とを感 謝

して い ます。

最 近 ，私 はあ るス テー キ部 大 会 の後

で，10代 の子供 を持 つ あ る家 族 と話 す

機会 が あ りま した。 その子供 たち に私

は こ う言 い ま した 。 「い つ の 日か両 親

と一 緒 に神殿 に参入 で きる よ うに， あ

な たが た は正 しい生 活 をす る必 要が あ

ります。」 す る と16歳 に な る娘 さん が

こ う答 え ま した。 「私 た ち ， ほ とん ど

毎週 の ように両 親 と一緒 に神 殿 に入 っ

て い るわ。行 って家 族 フ ァイル のバ プ

テ ス マ を受 け るの よ。」家 族 で一 緒 に

神殿 に参入 す るの は なん とす ば らしい

こ とだ ろ う ， と私 は 思 い ま した 。

イエ スが12歳 の時 ，彼 の両 親 はイエ

ス を神殿 に連 れ て行 き ました。私 た ち

も子 供 が12歳 にな った ら彼 ら と一 緒 に

神 殿 に入 る こ とがで きます が， これ が

イエ ス の話 と一致 して い る ことに は単

な る偶 然以 上 の意 味 が あ る と思 い ます。

ヨセ ブ とマ リヤ は 「監 督 ，息 子 を神殿

に連 れ て行 って くれ ませ ん か」 とは言

い ませ んで した。 自分 たち で連 れて行

きま した。

私 た ち は親 と して ， ワー ド部 ， ス

テー キ部 と して， 青少 年 がふ さわ しい

状 態 で， 今， 神殿 に参 入 で きるよ う援

助 す るこ とに，力 を注 が な けれ ばな り

ませ ん。若 い女性 も， 若 い男性 と同様

に，今 ，神 殿 に参 入 で き るふ さわ しさ

を身 に つ ける こ とが 目標 です 。監 督 は

毎 年青 少年 と面接 す る とき， ふ さわ し

さ を判 断 す る面接 も行 ない ます。

す べ ての若 い女 性 と若 い男性 が 神殿

に参入 で きる よ うに親 が力 づ けるの を，

毎 年助 ける とい うの は，神 権指 導 者や

若 い女 性指 導者 に とって な ん とす ば ら

しい 目標 で しょ う。事 情 が許 す な ら，

少 な くと も年 に1度 ，12歳 以上 の子供

と一緒 に神 殿 に参 入 す る とい うのは，

親 に とって なん と大 きな祝 福 で し ょう。

神殿 に参 入 したい とい う望 み を何 よ

りも与 えて くれ る ものの ひ とつ は，聖

霊 を受 ける ことです。

聖 霊 を受 け るに は， ふ たつ の大切 な

事柄 が 必要 で す。 第1は それ を受 け る

にふ さわ しい生 活 を送 る こ と， 第2は

聖 霊 を求 め なけれ ば な らな い とい うこ

とです 。
なんじ
「汝 ら必 ず受 くべ きを信 じて

，信 仰
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も

を以 て わが名 に よ り御 父 に願 うべ し。
ため

さ らば，人 の子 らの為 に な るす べ ての

事 を示 す聖 霊 を受 くべ し。」1

信仰 を もって願 い求 め るな らば，聖

霊 が与 え られ， 聖霊 は私た ちを神殿 に

導 い て くれ ます。

こ こで ひ とつの 警告 を した い と思 い

ます。 ふ さわ し くな い ま ま聖 な る宮居

に参入 す れ ぼ， 神 の裁 きを 自分 の身 に

招 くとい う点 です 。神 を欺 くこ とは で

きな いか らで す。

過去 の罪 を完 全 に悔 い改 めな い ま ま

神 殿 に参入 して結 婚 しよ う とす る男女

は， 出発 の時 点 か ら非 常 に危 うい土 台

の上 に立 っ た結婚 生活 を始 め る こ とに

な ります 。私 は， これが神 殿 結婚 を し

てか ら離婚 す る人 々 の原 因 のひ とつ で

あ ろ う と考 えて い ます。 自分 の妻 や 子

供 に対 して， あ るい は仕 事上 の取 り引

きにつ いて正 直 な生活 を送 って い ない

男性 が神殿 に参入 す れ ば， 自分 自身 に

神 の裁 き を招 いて い るので あ って， 深

く悔 い改 め る必 要が あ ります。

ハ ンター大 管長 は こ う言 い ま した 。

「私 の心 か らの願 い は
， す べ て の教 会

員 が神殿 に参入 す るふ さわ しさ を身 に

つ け る こ とで す。」2教 会 の若 い男 性 ，

若 い女性 が伝 道 地へ 赴任 す る前 に， ふ

さわ し くない状 態 で神殿 に参入 す るの

は大 きな間 違 いで す。 まず 最初 に彼 ら

を神 殿 に参 入 で きる状 態 に備 え なけれ

ばな りませ ん。 そ うす れ ば伝 道 に出 る

準備 も整 い ます。ハ ンタ ー大管 長 は こ

うも言 い ました 。 「ふ さわ しい状 態 で

神殿 に参入 で きる よ うに， 将来 宣教 師

とな るすべ て の人 を備 え まし ょう。 神

殿 参入 の経 験 が，彼 らに とって伝道 の

召 しを受 け る こ と以 上 に人 生 で重 要 な

出来事 とな る よ うに しま し ょう。」3

す ば ら しい永遠 の祝 福 は神殿 か ら私

た ち に もた ら され ます 。 神 の 最 大 の
たまもの

賜 で あ る， 永遠 の 生命 は男女 ふ た り

で しか受 ける こ とが で き ませ ん。 そ し

てふ さわ しい状 態 にあ るす べて の人 々

はいつ の 日か， この祝 福 を受 け ます 。

教義 と聖 約 第131章 に は， 次 の よ う に

記 され てい ます。

「日の光栄 には三種 の天界
， す なわ

ち三 種 の階級 あ り。
しか

而 して その最 も高 き もの を得 んた め

に，人 は この神権 の位(す なわ ち新 し
か い

く且 つ永 遠 の結婚 誓約 を言 う)に 入 ら

ざ るべか らず 。
しか う

人 もし然せ ず ん ばそれ を得 る こ とを

得 ず 。

人 は他 の天 界 に入 るを得べ し。 され

ど， そ はす なわ ち その人 の光 栄 の国 の
ふ あた

行 き止 りに して， また殖 ゆる こ と能 わ

ず。」(1-4節)

ここに あ るよ うに，夫 と妻 は新 し く

か つ永遠 の結 婚誓 約 と呼 ばれ る神 権 の

位 に入 ります。 この誓約 には進 んで 子

供 を も うけ，彼 らに福音 を教 え る こと

も含 まれ ます。親 が この誓約 に伴 う責

任 を引 き受 けない ため に，現 代 の さ ま

ざ まな問題 が 引 き起 こされ て い ます。

親 が健康 な状 態 にあ りなが ら子供 を持

とう としない の は， この誓約 に反 して

い ます 。

私 が 医師 と して 開業 し始 め た35年 前

には，既 婚 の女 性 が避妊 の相 談 を求 め

て来 る こ とはほ とん どあ りません で し

た 。私 が 医療 の仕事 か ら退 く時 に は，

一部 の忠実 な末 日聖徒 の女 性 を除 い て
，

既婚 の女性 が ひ と りまた はふ た り以上

の子供 を望 む の は まれ で した 。.中には

子供 を まった く望 まない女 性 もい ま し

た 。神殿 で交 わ した神 聖 な誓 約 を破 る

よ うに仕 向 け る この世 の偽 りの教 えに，

教 会員 は捕 らえ られ て はな りませ ん。

私 た ちは神殿 に参入 して誓 約 を交 わ

し，家 に戻 って 自分 た ちの交 わ した誓

約 を守 らな けれ ばな りませ ん。 家庭 は

試 しの場 です。 家庭 はキ リス トの よ う

な特 質 を身 につ け るため の場所 で すg
ささ

利 己心 を克 服 し，奉 仕 に自分 を捧 げ る

こ とを学 ぶ場所 なの です。

大 切 な の は家 族 の祈 りや家庭 の夕 べ

な ど 「小 さ な こ と」 であ る とい う提 案

を， 簡 単 にわ きへ 押 しや らない で くだ

さい。 父親 が テ レ ビを見 な いで子供 と
ささ

一緒 に夜 の祈 りを捧 げ，寝 る前 に短 い

話 を してや る とい った 「小 さな こ と」。

聖典 を家族 で一緒 に読 む た め に時 間 を

割 く とい う 「小 さ な こ と」。 夫 が心 を

大 き く持 っ て 「ごめんね 。 そん な こ と

を言 うべ きじ ゃなか った 。 これ か ら は

改 め る よ」 と言 った り，母 親 が子 供 に
ゆる

「怒 った りして ごめん な さいね 。赦 し

てね」 と言 った りす る 「小 さな こ と」。

そ うです 。私 た ちが 毎 日行 な い，毎 週

行 な う 「小 さ な こ と」が ，大 きな違 い

を生 む ので す。

神 殿 で 交 わ した 誓 約 を守 る こ と に

よって， 神 のす べ ての子 供 た ち は昇 栄

の可 能性 を得 ます。 私 は もう一 度 申 し

あ げ ます。 私た ち は神殿 に参入 して誓

約 を交 わ し ます 。 しか し， 家 に帰 っ て

それらの誓約を守らなければなりませ

巫

ボイ ド ・K・ パ ッカー長 老が 紹介 し

た話 をお伝 え しま し ょう。 パ ッカー長

老 は世界 各 地 を訪 問 し， 異 国情 緒 あ る

場所 をた くさん見 た後 で， 世界 じ ゅ う
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の ど こへ で も行 け る とした らど こへ行

きた い か と質 問 され た そ うです 。 「家

に帰 りた い」 とい うのがパ ッカ ー長老

の答 えで した。 まっ た く同感 です 。私

も同 じ質 問 を受 け た ら， こ う言 う で

し ょ う。 「家 に帰 っ て大 き な揺 りい す

に座 り，両 腕 に孫 を抱 い て，彼 らが ま

だ 肌 に残 して い る天 の ち りをほ おず り

す る私 に も少 し分 けて ほ しい。」愛 し

方 ，分 か ち合 い方 ， キ リス トの よ うに

なる方 法 を学べ る家庭 に， 私 は感 謝 し

て い ます。

私 は神 殿 に も感謝 して い ます。 そ こ

で私 た ち は永遠 に家 族 として ひ とつ に

結 び固 め られ る こ とが で き ます。 私 は

神殿 に感 謝 してい ます 。 そ こで私 た ち

は祈 り， 礼拝 し，天 の祝 福 を家 族 のた

め に願 い求 め る こ とが で き ます 。私 は

神 殿 に感 謝 して い ます 。 そ こへ 私 た ち

は家族 で一緒 に参 入 し，私 た ち を永 遠

の家族 に して くれ る とこし えの きず な

を強 め る こ とが で き ます。 私た ち は そ

こで また，先 祖 が 自分 で はで きな い大
あがな

い な る贋 い の業 を， 彼 らの た め に行 な

うこ と もで きます。 そ れ はち ょう ど，

私 た ちが 自分 で は で きない こ とを， イ

エ スが私 た ちの た めに して くだ さった

の と同 じで す。神 が永 遠 の知 恵 を もっ

て そのす べ ての子 供 た ちの た めに こ う

した祝 福 を用 意 して くだ さった こ とを，

私 は感 謝 してい ます。 しか し中 に は，

これ らの祝 福 を受 け るため に来世 まで

待 た な けれ ばな らない人 々 もい ます 。

それ で もふ さわ しい状 態 で生 活 す る人

人 はすべ て， どの祝福 も逃 す こ とはあ

りませ ん。 イエ ス は神 殿 に参 入 す る こ
あかし

とを愛 され ま した。私 はそ れ を証 し ま

す。神殿 参 入 を愛 す る ことを学 ぶ のは，

キ リス トの よ うな特質 を身 につ け る過

程 の一 部 です 。私 た ちが永 遠 の生 命 を

享 受 す るた めに永 遠 の家族 とな れ る よ

う祈 って い ます。 イ エ ス ・キ リス トの

み名 に よ り， アー メン。

注

1.教 義 と聖 約18：18

2.『 尊 く， 大 い な る 約 束 」 「聖 徒 の

道 」1995年1月 号 ，p.9(下 線 付 加)

3.『 神 の 御 子 に 従 う 」 「聖 徒 の 道 」

1995年1月 号 ，p，97(下 線 付 加)

い や

内から癒す力

管理監督

メリル ・J・ ベイトマン

あがな

イエスは贋いの力の一部として，死のとげを取り除き，苦しa}心に霊的な

癒しをもたらしてくださいます。

弟姉 妹 の皆 さん， 私 はハ ン ター

兄 大管 長 が予 言者 として の短 い期

間 に教 会員 に与 えて くれ た，驚 くべ き

す ば らしい影響 力 に心 か ら感謝 して い

ます。 ハ ワイか ら西 ア フ リカに至 るま

で ， も.っとキ リス トの よ うにな り，神

殿 に心 を向 け る民 にな る とい うチ ャレ

ン ジに こた え る人 々 の姿 を，私 は 目に

し て き ま した 。 き ょ う私 は， ゴー ド

ン ・B・ ヒンク レー長 老 を予 言者 ，聖

見者 ，啓 示 を受 け る者 ，教 会 の大管 長

として支持 し ました。 新 しい大 管長 会

が発 表 された記 者会 見 を見 て い る時，
きよ

聖 きみた まが私 に，予 言者 の召 し とこ
あかし

れ までの備 えにつ い て証 しま した。 ま

た， その時 と同 じ ように きょ うも， モ

ン ソン副管 長 とフ ァウス ト副管 長， ま

た十 二使 徒 定員 会会 長代 理 のパ ッカー

長老 につ いて， み た まの確認 を感 じま

した 。 き ょ う は さ らに， ヘ ン リー ・

B・ アイ リング長老 につ いて もみ た ま

の確 認 を受 け ました。 予言 者 を備 え る
く

主 の方 法 は まさ に奇 し きみ業で す。

少 し前 に私 は，友 人 の息 子 さん の葬

儀 に参列 し ま した。 週 の初 め の夜 遅 く，

その 少 年 が友 達 と一 緒 に車 で家 に 向

か って いた 時， 居眠 り運 転 をして いた

対 向車 が 中央分 離帯 を乗 り越 えて息子

さんの車 に激突 しま した。事 故 は一 瞬

の 出来事 で ，道 路 に はブ レー キの跡 が

ほ とん ど見 られ ず，2台 の車 は大 破 し

ま した。 この事 故で ，友 人 の17歳 の 息

子 さん を含 め，3 .人が亡 くな りました。

私 は この事 故 につい て考 え，死 か ら，

特 に身近 な人 の死 か らさ まざ まな教訓

を学 び ま した。第1に ，17歳 で死 の う

と80歳 で死 の う と，人 生 は短 い とい う

こ とで す。17歳 の人 に とって，80年 は

永遠 の よ うです が，70歳 の人 にすれ ば，

80年 は長 い試 しの期 間 とは感 じ られ な

いで し ょう。

第2に ，死 は， 人 の 中 には霊 が存在

す る こ とを， 私 た ちに改 め て考 え させ

ます。 遺体 と対面 した時 ， その 肉体 か

ら失 われ た のが血 液 だ けで ない の は，

明 らか で した。彼 に宿 って いた霊 の光

は， もはや顔 の表 情 に生 気 を帯 び させ

る こ と も， 目 を輝 か せ る こ とも しませ

ん。少 年 は年 若 くして天 に召 され た の

です。

死 か ら学 ぶ も うひ とつの教 えは，永

遠 の家 族 の大切 さで す。 この世 に生 ま

れ る赤 ちゃ ん を迎 え る家族 が い る よ う

にう 聖 典 は， 心や さ しい先 祖 た ちが霊

たち をパ ラ ダイ スで迎 え， 新 しい生活

に溶 け込 め る よ うに助 け る と教 えて い

ます 。(創 世25：8;35：29;49：33

参 照)私 は ひつ ぎの前 に立 ちなが ら，

この別 離 は両親 だ けで な く，突 然 幕 の
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向 こう側 に行 って し まった少 年 に とっ

て もシ ョックだ った ろ うと思 い ま した。

彼 は も う一度 家族 に， 自分 の愛 を伝 え

た か った こ と と思 い ます。家 族 が永 遠

で あ って初 め て，天 国 は存在 す るので

す 。

4つ 目は， お そ ら く最 も重要 な教 訓

で ，人 生 の 目的 に関す る もの です 。有

意 義 な人生 を送 る には，若 い ころのつ

かの まの喜 び以 上 の ものが 必 要で す。

計 画が なけれ ば な りませ ん。死 は， た

とえ不 慮 の死 で あ って も， 計 画 の一部

です。 信仰 をは ぐ くみ，主 を知 る よ う

に なる こ とが計 画 の 中心 です 。永 遠 の

行 く末 に希 望 を抱 い て喜 び を経験 す る

こ とも，人 生 の 目的 の ひ とつ に な りま

す。

死 が教 える よ うに， 私 た ち は この世

で は完 全 な喜 び は得 られ な い し， 主 の

助 けな しに永 遠 の喜 び に到達 す る こ と

もで きませ ん。(教 義 と聖 約93：33-

34参 照)ベ テス ダ の池 にい た足 の不 自
いや

由 な人 が，癒 され るた め に自分 よ りも

強 い 人 を必 要 と した よ う に(ヨ ハ ネ

5：1-9参 照)， 私 た ち は嘆 きや 悲

しみや罪 か ら癒 され るた めに， キ リス
あがな

トの順 いの奇 跡 に頼 るので す。 もし嘆

き悲 しむ両親 や 家族 が ，救 い主 とその

計 画 を信 じ るな らば，死 の とげ は和 ら

げ られ ます 。 イエ スが信 じ る人 の悲 し

みを負 い1聖 霊 を通 して慰 め を与 えて

くだ さ るか らです。 キ リス トを通 して，

傷 つ いた心 が癒 され，不 安 や悲 しみが

平安 に変 わ るので す。先 週 少年 の両 親
』
か ら届 い た手紙 に は， キ リス トへ の信

仰 を通 して平安 を得 た こ とが書 か れ て

い ま した。 彼 らは再 び息子 さん と会 い，

永 遠 に一緒 にい られ る こ とを知 って い

ま した。 イザ ヤ は救 い主 につ い て こ う

言 い ま した。 「ま こ とに彼 はわ れ わ れ

の病 を 負 い ， わ れ わ れ の 悲 し み を に

な った。 … … その打 たれ た傷 によ って，

われ われ はいや され たの だ。」(イ ザ ヤ

53：4-5)

予 言者 アル マ は ギデオ ンの民 を教 え

た時 ， キ リス トの癒 しの力 につ いて話

しま した。 キ リス トについ て こ う言 っ

て い ます。 「〔主 〕 は世 の中へ 出 て苦 難

とあ らゆ る誘 惑 で あ る試 み とを受 けた

も う。 これ は， この方が 自分 で そ の民

の苦 しみ と病 い とを引 き受 け る と言 い

た もう言 葉 が成 就 す るた めで あ る。 …

… また 肉体 を もっ者 と して慈悲 の心 に

富 みた まい，虚 弱 の度 に応 じてそ の民

を救 う方法 を知 るた めに民 と同 じ く虚

弱 を受 けた も う。」(ア ル マ7：11-

12)苦 難 の源 が何 で あれ， イ エス は肉

体 だ けで な く霊 の こ とについ て も理 解

して お られ，癒 す 力 をお持 ち なの です 。

救 い主 は神会 の お ひ と方 と して私 た

ち一人 一人 を知 って お られ ます。 イ ザ

ヤ と予 言者 ア ビナダ イ は， キ リス トが
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ご自身 を罪 の 「供 え物 とな す とき， そ

の子孫 を見 るこ とが で き」 る と言 い ま

した 。(イ ザ ヤ53：10。 』モ ー サ ヤ15：

10と 比 較)ア ビナ ダイ の説 明 に よれ ば，

主 の子孫 とは予 言者 に従 う義 人 た ちで

す。(モ ー サヤ15：11参 照)イ エ ス はあ

の 園 と十 字架 にお いて ，私 た ち一人 一

人 を見 て， そ の罪 を負 われ た だ けで な

く， 私 た ち を慰 めて力 づ け る方法 を知
くもん

るた めに，深 い苦悶 を経験 されたのです。

イエ ス は贈 いの 力 の一部 として ，死

の とげ を取 り除 き，苦 しむ心 に霊 的 な

癒 しを もた ら して くだ さい ます。 聖典

に はその例 が た くさん あ りますが ，私

に忘れ られ ない教 訓 を与 え て くれ た韓

国 の若 い姉 妹 の話 を ご紹介 し ま しょ う。

1994年 の初 め，私 は韓 国 の ソウルの ス
キムヤン ヒ

テー キ部大 会 で，20代 の金 英 姫姉 妹 に

会 い ました。 美 しい容 姿 の彼 女 は，壇

上 で車 いす に座 り，話 の順 番 を待 って

い ま した。彼 女 の番 が来 る と， ひ とり.

の兄弟 が 車 いす を中央 の説教 台 の横 ま

で押 して行 き，会 場 か ら見 える よう に

しま した。彼 女 はその兄 弟 か らマ イ ク

を受 け取 って話 し始 め ました。

以 前 に彼 女 は健 康 で ，す ば らしい仕

事 に就 いて ，充 実 した生 活 を送 ってい

ま した が， まだ ク リス チ ャ ンで はあ り

ません で した。 と ころが1987年 にひ ど

い交 通事 故 に遭 い， 下 半身 が まひ して

し ま い ま した 。退 院 し て両 親 の 家 に

帰 った彼 女 は， これか ら どん な人 生が

待 ち受 けてい るの か考 える につれ ，落

胆 し無 気力 に`なりました。 ある 日， ド

アを ノ ックす る人 が い ま した。 母親 が

出 る と， ふた りのア メ リカ人 の女性 が

イエ ス ・キ リス トに つい て のメ ッセ ー

ジ を伝 え た い と言 い ま した 。 母 親 は

ち ゅ うち ょし ま したが ，声 を聞 いた彼

女 が 中 に招 き入 れ ま した。 ふ た りは末

日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の宣 教 師

で した 。 金 英 姫 姉 妹 は ， 宣 教 師 か ら

レ ッス ンを受 ける こ とに しま した。 モ

ルモ ン経 を読 み， その真 実性 につい て

祈 り， 教会 に出席 し ました。 そ して 回
あかし

復 された福 音 へ の証 を得 てバ プ テ スマ

を受 けま した。

ステ ーキ部 大会 で の証 で彼 女 はこ う

言 い ました。 「天 父 は外 見で はな くて，

心 を ご覧 にな ります 。 また真 の奇 跡 は，



いや

心が 癒 され て変 わ り， 高慢 さが な くな

る ことです。 私 の体 は この世 で は癒 さ

れ ない か もしれ ませ んが，私 の霊 は聖

霊 に よって癒 され ま した。 そ して復 活

の時 ，す べ て回復 され た完全 な体 が再

び私 の霊 を宿 し，私 は完 全 な喜 び を受

け るで し ょ う。」
あかし あがな

彼女 の証 を聞 いた 時， 贋 い の最大 の

奇 跡 と，傷 つい た心 を慰 め内か ら癒 す

救 い主 の力 につ いて ， みた まが 私 に証

し ま した。 そ して10人 の ハ ンセ ン病 患

者 の た とえ話 に つい て，理 解 を深 め る

こ とが で きま した。 ルカ に よれ ば， イ

エ ス に会 った10人 のハ ンセ ン病 患 者 は，

救 い 主 を見 て こう言 い ま した。 「イ エ

スさ ま， わ た した ち をあ われ ん で くだ

さい… …。」 イエ ス は答 え られ ま した。

「祭 司 た ちの ところ に行 って
， か らだ

を見 せ な さい … …。」 そ'して行 く途 中

で， 彼 らは清 め られ ま した。 ひ と りが

帰 って来 て ，足 元 に ひれ伏 して感謝 し

ました。 イ エ ス は言 わ れ ま した。 「き

よめ られ た の は，十 人 で はなか ったか。

ほか の九人 は， ど こにい るのか 。」 そ

れか らイエ ス は， 帰 って来 た ひ と りに

言 わ れ ま した。 「立 っ て行 き な さい。

あな たの信 仰 が あな た を救 った のだ 。」

(ル カ17：12-19)完 全 な人 に な るた

めに， そ の感謝 にあ ふれ たハ ンセ ン病

患者 は外側 だ け でな く内側 も癒 され た

のです 。 その 日， ほ かの9人 のハ ンセ

ン病 患 者 も体 は癒 され ま した が， 完全

にな る信仰 を もって いた の はた だひ と

りで した。 この10人 目のハ ンセ ン病 患
キム しょくざい

者 と金姉 妹 は ，救 い 主 と順 罪 の癒 し

の 力 を信 じる信 仰 に よ り， 永 遠 に変

わ った ので す。

園 と十 字架 にお け る救 い主 の贋 い は，

無 限 で あ る と同 時 に個人 的 な もの です 。

永遠 にその効 力 が及 ぶ ので無 限 で あ り，

救 い主が 一人 一人 の 苦痛 や苦 悩 ，病 を

負わ れ たの で個人 的 な ので す。 だか ら

こそ主 は， どうすれ ば私 た ちの 悲 しみ

を取 り除 き， 重荷 を軽 くし， 人 を内 か

ら癒 し，完 全 な者 と し，神 の王 国で 永

遠 の喜 びを受 けさせ られ るか を ご存 じ

なの です。 天 父 と御子 へ の信仰 が，'完

全 に な るた めの助 け とな るよ う， イ エ

ス ・キ リス トの み名 に よ り祈 り ます。

アー メ ン。

予'言者の声に聞き従う

十二使徒定員会会員

ロバー ト ・D・ ヘイルズ

もし予言者の勧告に耳を傾けるなら，私たちはさらに強められ，現世での

試しに耐えていけるでしよう。

ンク レー大管 長 ，モ ンソ ン副 管

ヒ 長 ， フ ァウス ト副管 長， 聖会 に

お いて全 体 一致 の律 法 にの っ とって挙

手 を した時 ，私 た ち は予 言者 へ の奉献

と愛 ，献 身 を表 明 し，大 管長 会 を支 持

しま した。

ささ
「感 謝 を神 に捧 げん 予言 者 の導 き

末 日に，福 音 を 光 とた まい ぬ」

(賛美 歌11番)

わ ずか1年 の間 に私 た ち は2度 も予

言 者 の死 を経験 しま した 。私 た ちが こ

よな く愛 した エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソ

ン大管 長 とハ ワー ド ・W・ ハ ンター大

管 長で す。 このふ た りの偉 大 な神 の予

言者 は，私 た ちの 生活 に真 理 と光 ， そ

して喜 び を もた ら して くれ ま した 。神

の み言葉 を伝 えて くれ ました。 家族 の

大 切 さ， モ ル モ ン経 研 究 の大 切 さ，

もっ と神 に近 づ ける よ うな生 活 をす る

こ との大切 さにつ い て教 えて くれ まし

た 。 また， 互 い に親 切 に し，戒 め に従
まった

う こ との大 切 さを教 え， どうすれ ば全

き喜 び を受 け， 永遠 の生命 を授 か れ る

か を説 い て くれ ま した 。 もっ とキ リス

トの よ うな生 活 を送 り， す べ ての行 な

い にお い て救 い主 の模範 に倣 い，主 の

聖 な る神 殿 で しか受 け られ な い救 い と

昇栄 にかか わ る祝福 にあず かれ るふ さ

わ しさを身 に つ ける よ う，私 た ち に心

か ら勧 めて くれ ました。 私 た ちばか り

で な く， 世 の中 に さ らに幸福 と平 安 が

もた らされ る よ うに励 ま し と勧告 を与

えて くれ ま した。 私 た ち は， 従順 さ と

深 い思 いや りを示 して くれた ふ た りを

心 か ら愛 してい ます。

き ょう私 は，皆 さん とともに， ゴ ー

ドン ・B・ ヒ ンク レー大管 長 を予 言者，

聖 見者 ，啓 示 を受 ける者， 末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教会 の大管 長 として支

持 し ました。私 た ち の住 む この混乱 し

た世 の中 で は， 至 る所 に悲 しみ と破 壊

的行 為 が見 受 け られ ます。 そ の多 くは

神 の 真 の 予 言 者 の 言 葉 に耳 を傾 けな

か った た めに もた らされ てい ます。 こ

れ まで の さ まざ まな神権 時代 に生 を受

けたす べ ての人 々が 予言 者 モー セ の言

葉 に耳 を傾 け， 十戒 に従 って いた とし

た ら，彼 らの生 活 は どれ ほ ど違 って い

た こ とで し ょうか。

生 ける神 の予 言者 の安 心 を与 える確

固 とした声 は， いつ の世 に も何 もの に

も増 して必要 とされ て き ま した。 予言

者 は神 のみ ここ ろを語 り，霊 的 に安 全

で平安 と幸 福 に続 く道 を示 して くれ る

か らです 。

愛 に満 ち た天父 はアダ ム の時代 か ら

世 に予 言者 を遣 わ して こ られ ま した。
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い にし えの予言 者 た ち は， 予言 者 の声

に耳 を傾 け る こ との大切 さ を よ く教 え

ま した。一 例 として， 歴代 志下 第20章

の ヨシ ャパ テ の話 が挙 げ られ ます 。 い

くつ もの 強大 な軍 隊 が ヨシ ャパ テ王 の

国 を奪 お う として攻 めて来 てい ま した。

当然 の こ となが ら彼 は非常 な恐怖 を覚

え ま した 。 そ こで全 国 に断食 をす る よ

う宣 言 し， ユダ の民 を集 め て，主 の助

けを求 め ま した。 ヨシ ャパ テ はへ り く

だ り， 熱 心 に祈 りま した 。 「わ れ わ れ

の神 よ， … …わ れわ れ は この よ うに攻
あた

め て来 る大軍 に当 る力が な く， また い

か にな すべ きか を知 り ませ ん。 た だ，

あなた を仰 ぎ望 む のみ です。」(12節)

す る と主 の答 えが 予言 者 ヤハ ジエル

を通 し て与 え られ ま し た 。 「ユ ダ の

人 々 ， エ ル サ レム の住 民 ， お よ び ヨ

シ ャパ テ王 よ， 聞 きな さい。主 はあ な

た が た に こう仰 せ られ る， 『この大 軍

のた め に恐 れ て はな らな い。 おの の い

て はな らない 。 これ はあ なた がた の戦

いで は な く， 主の戦 いだ か らで あ る。

恐 れて は な らない。 お の のい て はな

らない。 …… 主 は あなた がた と共 にお

られ るか らで あ る。』」(15，17節 ， 下

線 付加)

ヨシ ャパ テ とエル サ レム のすべ て の
ささ

民 は，主 の み前 に感謝 の祈 りを捧 げ ま

した。 この時 ヨシ ャパ テ は， 今 日の私

た ち に も当 て は まる大 切 な勧 告 を しま

した。事 実， 当時 のユ ダの民 と同様 ，

私 たち が幸福 ， ひ いて は永遠 の生 命 を

得 られ るか どうか も， この勧 告 に従 う

か否 か にか か っ て い るの で す。 「あな

た がた の神， 主 を信 じな さい。 そ うす

れ ば あなた が た は堅 く立 つ こ とが で き

る。主 の預 言者 を信 じな さい。 そ うす

ればあなたがたは成功す るで しょ

う。」(歴 代 下20：20， 下 線 付加)

約束 どお り， 主 は正 しいユ ダの民 を

守 られ ま した。 ヨ シャパ テの軍 勢 が見

てい る うち に，彼 ら と戦 お う と攻 め て

来 た はず の大軍 は，敵 軍 どう しで 激 し

く戦 い， つ いに はユ ダの民 の所 にた ど

り着 く前 に完 全 に 自滅 して し まった の

です。 皆 さ ん，私 た ち も予 言 者 の声 に

耳 を傾 け， 従 お うで は あ りませ んか。

生 け る予 言者 に従 う人 には， 平安 が も

た ら され るので す。

予 言者 につい て， い つの世 に も共 通

した 特徴 は， その結 果 が ど うな ろう と

も， 彼 らは神 の み言 葉 を常 にわ か りや

す くか つ大胆 に語 る力 を備 えて い る，

とい う点で す。 ニ ー フ ァイ は自分 の記

録 を次 の よ うに結 んで い ます。

「私 が 弱 い 身 で書 いた 言葉 は
， 私 の

民 のた め に大 い に力 強 い もの にな るで

あろ う。.この言 葉 は善 を行 え とか れ ら

に説 き勧 め， そ の先 祖 の ことを明 らか

に し， イ エ スの ことを教 え， また イエ

ス を信 じて終 りまで堪 え忍 べ と説 き勧

めて い る。 イエ ス を信 じて終 りまで堪

え忍 ぶ な らば永遠 の生 命 を得 るので あ

る。

私 の書 い た言葉 は真 理 をはっ き りとヨ
語 って罪悪 を きび し く轡 め るか ら，悪

魔 の ような精 神 の者 で ない か ぎ りは，
たれ 　

誰 も 〔予 言者 で あ る〕私 の書 い た言葉

を怒 らない で あ ろう。

私 は明 白な こ とを喜 んで誇 りとし，

真 理 を喜 ん で誇 り とし， またわ が イエ
あがな

スが 私 の身 も霊 も地 獄か ら贈 い た もう

たか ら， イ エ スのた め に喜 んで誇 り と

す る 。」(IIニ ー フ ァイ33：4-6， 下

線付 加)

ヨシャパ テ の も うひ とつ の話 は， 予

言者 が いか に率 直 にわ か りやす く神 の

み言 葉 を語 るか， また どの よ うな結 果

が それ に続 くか を よ く表 わ してい ます。

イス ラエル の王 アハ ブは， ユ ダの王 ヨ

シ ャパ テ と手 を組 ん でス リヤ と戦 お う

としま した。 ヨシ ャパ テ は， ス リヤ と

戦 うの は賢 明 な こ とか ど うか を主 に お

伺 い す る ように と， アハ ブ に言 い ま し

た。

アハ ブの元 にい た400人 もの 自称 予

言 者 たち は 口 をそ ろえて アハ ブ の聞 き

たが って い る とお りの こ とだ けを彼 に

告 げ ました。 つ ま り， アハ ブ はス リヤ

に勝 利 を収 め るで し ょう， と告 げた の

です 。 しか し ヨシ ャパ テ は， ほか に予

言者 はいな いか尋 ね ました。 す る とア

ハ ブ は こ う答 えま した 。 「まだ ひ と り

い ます。 … … ミカヤ です 。彼 はわた し

につ い て良 い事 を預 言せ ず， た だ悪 い

事 だ けを預言 す るので， わ た しは彼 を

憎 んで い ます。」(列 王上228， 下 線

付加)
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ヨシ ャパ テ はアハ ブ を説 得 して，予

言 者 ミカヤの 言葉 を求 めさせ ま した。

王 の元 か ら ミカ ヤの所 に遣 わ された使

者 は， ア ハ ブ王 の聞 きた が って い る こ

とだ け を伝 え るよ う， ミカ ヤ に忠告 し

ま した 。 「ミカヤ は言 っ た1『 主 は生

きて お られ ます。 主 が わた しに言わ れ

る事 を 申 し ま し ょ う。』」(列 王上22

14， 下 線 付加)

ミカ ヤ はアハ ブ に， イス ラエ ル は勝

利 を収 め る こ とはな く， ア ハ ブ は殺 さ

れ て し まうだ ろ う， と告 げ ました。 し

か しア ハ ブ は予 言 者 の この勧 告 に逆

らって戦 い に赴 き， 生命 を失 い， イス

ラエ ル は敗北 して しまい ま した。 ミカ

ヤ は，彼 以 前 そ して彼以 降 の すべ ての

予言 者 た ちが して きた よ うに，神 の言

葉 を平 明 さ と真 理 を もって，結 果 を恐

れ ず に語 りま した 。

「われ らは
，教 会 に は， 初期 の教 会

あ

に在 りた ると同一 の組 織 す なわ ち使徒 ，

予 言者 ，監 督 ，教 師， 祝福 師 等 の ある

べ き こ とを信 ず。」(信 仰箇 条 第6条)

ジ ョセ ブ ・フィー ル デ ィング ・ス ミ

ス大管 長 は， この神権 時代 にイ エ ス ・

キ リス トの教 会が 回復 され るの は必 要

な こ とで あ り， 「過 去 の神 権 時 代 の予
すべ かぎ

言 者 が保有 して いた神 権 の全 て の鍵 と

権 能 が，地 上 にお け る神 の選 ばれ た代

表 者 に与 え られ な けれ ばな らない」 と

教 えて い ます。(「救 い の教義 」 ブル ー

ス ・R・ マ ッコ ンキー編 ，1：162)

予 言者 ウイル フォー ド ・ウ ッ ドラ フ

は こ う述 べ で い ます。 「これ は最 後 の

神 権 時 代 で あ る。 〔主 〕 は そ の み業 を

行 な うため に人 々 を備 えられた 。 ……

私 たち の多 くは この時代 にな る まで創

世 の時 か ら霊 界 に とどめ置 かれ て いた

の で あ る。」(「説 教 集」21：284)

福 音 の回復 を告 げ るた め主 に召 され

た予 言者 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス は1836年

にカー トラ ン ド神殿 で 受 けた啓 示 を次

の よう に記 してい ます 。

「この 示現 閉 ぢ らる るや
， 天再 びわ

れ らに開 けて モー セわ れ らの前 に現わ

れ ，世界 の四隅 よ りす るイ スラエ ル人

の 集合 と北 の 国 よ り十 の支 族 を導 き来
わた

る こ との鍵 をわれ らに委 せ り。

この後 よ りエ ライ ヤ ス現 わ れ， ア ブ

ラハ ムの福 音 の神 権 の時代 を委 して 言
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え る よう，わ れ ら とわれ らの子孫 に よ

りて すべ てわ れ らの後 の代 の人 々祝福

を受 くべ し， と。

この示 現閉 じ らる るや ， また別 の雄

大 に して 栄光 ある示現 突 如 開か れ た り。

す なわ ち，死 を味 わ う ことな く天 に上

げ られ し予言 者 エ ライ ジ ャわれ らの前
いわ

に 立 ち て 曰 く，
おい まった

見 よ， こ こに於 て正 に その時 は金 く
かつ

至 れ る な り。 そは嘗 て マ ラキ の 口に よ

りて言 わ れ しこ とに して， す なわ ち主

の大 い な るお そるべ き 日の来 らん前 に，

彼(エ ライ ジ ャ)遣 わ さ るべ し。

す なわ ちエ ライ ジ ャは来 りて先 祖 の

心 に子 らを思 わせ ，子 らの心 に先 祖 を
しか のろ

思 わせ ん。然 らず ば， 全 地 は咀 い を も
あかし

て打 た るべ し， と言 われ し こ とを証 す

る時 な り。
ゆえ

この故 に， この末 日の神権 の時代 の
かぎ なんじ わた

鍵 を汝 の手 に委 す。 これ に よ りて汝 ら

は，主 の大 い なるお そ るべ き日のす で
かどぐち

に近 づ きて正 に門 口に あ るを知 るを得

ん。」(教 義 と聖約110：11-16)

1829年 ，神 権 の回復 と同時 に， この

神権 時 代 の予 言者 も回復 され ま した 。

そ して今 日 も生 け る予言 者が この教会

を導 い て い る の で す 。 末 日聖 徒 イ エ

ス ・キ リス ト教会 の会 員 に とって，何

よ りも大 い な る平 安 は， 生 け る予言者

を通 して 主が与 えて くだ さるみ 言葉 や

戒 め に耳 を傾 け従 う こ とか らもた ら さ

れ ます。世 の人 々が今 日地上 に生 け る

予 言者 を頂 いて い る こ との大切 さ を理

解 して くれ る よ う心 か ら願 って い ます。

予 言者 が受 ける戒 め につ いて聖 典 に
なんじ

は こ うあ ります。 「汝 ら教 会 員 は， …
きよ ふ

…わ が前 に全 く聖 き道 を履 むべ きな り
。

ことば

そ は彼 の言 は， 汝 ら全 き忍 耐 と信仰
もっ

とを以 て ， あた か もわが 口よ り聞 くが
ごと

如 くに これ を受 け入 るべ き な れ ば な

り。」(教 義 と聖約21：4-5)

賛美 歌 に もこ うあ ります。

「来たれ，予言者よりみ言葉聞け

喜びでうたえ 真理の道

昔の予言者の道を知 りて
た

今， 他 の予 言者 を また送 らる」

(賛美 歌13番)

この よ うな賛 美歌 もあ ります 。

「われ ら
， 予言 者 の声 と

救 い主 のみ言 葉 に耳傾 けん

予言者 は愛 を込 め語 る，

主の み業 行 な え と

救 い 主 は聖見 者 を召 し，

神 の み言 葉 を教 え る，

人 が鉄 の棒 の示 す道

見 い だせ るよ うに

予 言者 は証 す 主 はわれ らを知 る，

と

予 言者 は語 る 世 の人 よ，耳傾 け，

彼 に従 え

神 権 の鍵 持 つ予 言者 」

(賛美歌22番 〔英文 〕)

私 は これ まで 予 言者 た ち と交 わ り，

主が どの よ うに して彼 らを備 え られ る

か を見 て き ました。 彼 らが 予言 者 にな

る ころに は，彼 らの最大 の関心 事 は教

会 の会員 た ち の徳 と従順 さ を増 す こと

に向 け られ て い ます。彼 らの心 は， 忠

実 な聖徒 た ち に対 して ， また人 々 を高
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め力 づ け るた め に世 界 じゅ うで善 と奉

仕 の業 に携 わ っで い るすべ て の人 に対

して愛 と感 謝 の念 で満 た され て い ます 。

彼 らの 目的 は， この時代 に向 けて の主

の み こ ころ を私 た ち に伝 え る こ とに あ

ります.。私 は， い に しえ の予言 者 た ち

や この神 権 時代 の これ まで の予 言者 た

ちが有 した 特質 を， 今 日の予言 者 だ ち
あかし

も確 か に備 えてい る こ とを証 します。

予 言 者た ち は皆， 自分 の召 しを果 た

す うえで， 神 のみ こ ころを知 り， そ れ

に従 え るよ うに とへ り くだ って祈 りの

気持 ちで願 い求 めて き ま した。 か つ て

イエ ス ・キ リス トが従順 にお っ しゃ っ

た ように， 予言 者 のだ れ もが確 固 と し

た 態 度 で こう宣 言 して きま した 。 「わ

た しの思 いで は な く， み ここ ろが成 る

よ うに して くだ さい。」(ル カ22：42)

予 言 者 た ちの心 か らの望 みは，天 父

と御 子 イエ ス ・キ リス トをお助 け して，

救 い の計画 ， す なわ ちい に しえ の予言

者 が 語 っ た， 「人 に幸 福 を与 え る偉 大

な計 画 」(ア ル マ42：8)と い う 目的

を ともに達成 す る ことです。

今 日の予言 者 た ちの言 葉 に私 た ちが

耳 を傾 け るな らば，貧 し く助 けを必 要

として い る人 々 へ の愛 にあふ れ た奉仕

が貧 困 に取 って代 わ る ことで し ょう。

もろ もろの深 刻 な健康 上 の 問題 も，知

恵 の言葉 や純 潔 の律法 に従 うこ とに よ
じゆうぶん

り避 け られ る で し ょ う。 什 分 の 一 を

収 め るな ら祝 福 を受 け， 必要 な もの は

じ ゅうぶん に与 え られ るで しょ う。予

言者 た ちの勧 告 に従 うな ら， 不必 要 な

苦 痛 や 自滅 の生 涯 を招 か ず に済 む で

し ょう。 何 の チ ャレ ンジ に も遭遇 しな

い と言 って い るわ けで はあ りませ ん。

何 の試練 も受 けな い と言 っ てい る ので

もあ りませ ん。 チ ャ レン ジや 試練 は確

か にあ ります。 なぜ な らそ れ も人 生 の

目的 の一 部 だか らで す。 しか し も し予

言者 の勧 告 に耳 を傾 けるな ら，私 た ち

は さ らに強 め られ，現 世 で の試 しに耐

え てい け るで し ょう。 また希 望 と喜 び
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が得 られ るで し ょう。 過去 も現在 も，

予 言者 た ちが勧 告 の言 葉 を述 べ るの は，

私 た ちが強 め られ， それ に よ って ほか

の人 々 を高 め強 め られ る よう にな るた

めな ので す。

私 たち に託 された神 の権 能 によ り，

今 日， 私 た ちに は予 言者 が与 え られ て

い る ことを厳粛 な気持 ちで宣 言 いた し

ます。教 会 の大 管 長 す なわ ち予言 者 は，

地上 にお け る神 の代 表 者 で あ り， 主 の

教会 を導 くた め に任命 され てい ます。

この ことは， 旧約 聖書 ，新 約 聖書 ， モ

ル モ ン経 に記 されて い る とお り， 過去

にお い て 真 実 で あ り， 末 日聖 徒 イ エ

ス ・キ リス ト教 会 の 回復 と ともに もた

らされ た時 満 ち た る最 後 の神権 時 代 に

お い て も真 実 な ので す。

救 いの祝 福 を与 え る権能 を伴 った神
かぎ

権 の鍵 をすべ て有 してい るの は， 生 け

る予言 者 だ けで す。主 は こう宣言 され

ま した。 「この権 能 と この神権 の鍵 と
おい ただ

を授 与 さ るる者 は この世 に於 て一代 唯

一人 の ほか にあ る こ とな し
。」(教 義 と

聖 約132：7)私 は， ゴー ドン ・B・

ヒ ンク レー大管 長 が それ.らの鍵 を現在

託 されて い る こ とを証 し ます 。

ヒ ンク レー大 管 長 は今 日私 た ち に与

え られた予 言者 です。 彼 は創世 の以前

か ら備 え られ ，予任 され て い ま した。

これ まで半 世紀 以上 にわ た って， 彼 は

ともに働 いた使 徒 と予 言者 か ら学 び訓
そうめい

練 を受 けて き ました。 聡 明で 思 いや り

に満 ちた人 物 です 。 主の代 弁 者 です。

その声 に聞 き従 い ま し ょう。 霊 的な平

安 は， 生 け る予言者 の はっ き りとした

声 に耳 を傾 け るこ とに よ り もた らされ

ます。 私 た ちが彼 の声 に耳 を澄 ませ そ

の勧 告 に従 うな ら， キ リス トが私 た ち

に望 んで お られ る よ うな生 活 をし，最

後 まで堪 え忍 ぶ こ とがで きます。 そ し

てい つの 日か， 私 た ち は天 父 と救 い主

イ主 ス ・キ リス トの み も とに，家 族 と

ともに戻 る こ とが で きます。

き ょう この聖 会 に おい て予 言者 を支

持 した すべ て の人 々 の証 に私 の証 をへ

り くだ っ て付 け加 えさせ てい た だ きた

い と思 い ます。 イエ ス ・キ リス トの み

名 に よ り申 しあ げ ます。 アー メ ン。
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霊の渇きを癒す

生ける水

十二使徒定員会会員

ジョセブ ・B・ ワースリン

イエス ・キリストの福音に従って生活することにより，私たちの中に生け

る泉がわき上がり，幸福や平安，永遠の生命に対する渇きを癒してくれ

るでしよう。

地
上 で 導 き と恵 み を施 す業 に従 事

して お られた 初期 の ころ，救 い

主 は弟子 た ち とと もに， ユダ ヤか らガ

リラヤへ 旅 す る途 中， サマ リヤ を通 過

され ま した 。旅 の疲 れ や空 腹， 渇 きを

覚 え， ス カル とい う町 の ヤ コブの井 戸

で休 み を取 られ ま した。 弟 子 た ちが食

べ物 を探 しに行 って い る問 ，救 い主 は

井戸 の そ ばで体 を休 めて い らっ しゃ い

ま した。 そ して，水 を くみに来 た サ マ

リヤの女 に， ひ と口飲 ませ て くれ るよ

うに求 め られ ま した。 ユ ダヤ人 とサ マ

リヤ人 は ひ ど く憎 み合 っ てい て，互 い

にほ とん ど口 を利 か なか った ので， そ

の女 は救 い主 の求 め に こ う答 え ま した。

「あ なた はユ ダ ヤ人 で あ りな が ら
， ど

う してサマ リヤの女 のわ た しに，飲 ま

せ て くれ とおっ しゃ るので すか。」1

新約 聖書 の中 で，救 い主 は この井戸

での短 い会 話 を利 用 して，力 強 い永遠

の真理 を教 え られ ま した 。疲 れ と渇 き

を覚 え なが らも， 偉大 な教 師 は この機
あがな

会 を と らえ， 世 の贋 い主 と して の神聖
あかし

な使命 につ いて証 し， ご 自身 が約 束 さ

れた メ シヤ であ る こ とを権 威 を もって

宣 言 され ま した。 主 は忍耐 強 く， しか

も思 いや りを もっ て， お答 え にな りま
たまもの

した。 「も しあ なた が神 の賜 物 の こ と

を知 り， また， 『水 を飲 ませ て くれ』

と言 った者 が ， だれ で あ るか知 っ てい

た な らば， あな た の方か ら願 い 出 て，

その人 か ら生 ける水 を もらった こ とで

あ ろ う。」2

女 は興 味 を引 かれ る と同時 にいぶ か

し く思 いなが ら， イエ スが水 を くむお

け を持 って お られ ない の を見 て， さ ら

に こ う尋 ね ました。 「そ の生 ける水 を，

ど こか ら手 に入 れ るの です か。」3イ エ

ス は力 あふ れ る約 束 の 中で， ご自身 が

生 け る水 の源 で あ り，永遠 の命 の泉 で

あ る と宣 言 され ました。 こ う言 われ ま

した。 「この水 を飲 む者 は だれ で も，

また か わ くで あ ろう。

しか し， わた しが与 え る水 を飲 む者

は， い つ まで も， かわ くこ とが な いば

か りか， わ た しが与 える水 は， そ の人

の うち で泉 とな り， 永遠 の命 に至 る水

が， わ きあ が るで あ ろ う。」4

主 の メ ッセー ジ の霊 的な意 味 をま っ

た く理解 で きなか った女 は， の どの渇
いや

きを癒 す こ と と自分 の都 合 だ け を考 え
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て， こう求 め ま した。 「主 よ， わ た し

がか わ くこ とが な く， また， こ こに く

み に こな くて もよい よ うに， その水 を

わた しに下 さ い。」5

救 い主 とこの 女 との会 話 につ いて，

ロバ ー ト ・シ ンプ ソ ン長 老 は次 の よ う

に教 えてい ます 。

「歴 史 を通 じて
，人 は い つ も楽 な 方

法 を探 し求 め て きた。 『若 さの 泉 』 す

なわ ち永 遠 の生 命 を もた らす とい う奇

跡 の水 を見 つ け るた めに命 をか けた人

人が い た。今 日で も多 くの人 が ……成

功や 夢 の実現 ， 幸福 を生 み 出す魔 法 の

泉 を探 して い る。 しか し， ほ とん どは

無駄 に終 わ る。 人 の子 らに幸 せ と成功

と永 遠 の生命 を もた らせ るの は， 『生

ける水』 す なわ ち イエ ス ・キ リス トの

福 音 だ けで あ る。」6

この女 にされ た救 い主 の約 束 は， 天

父 のす べて の子供 た ちに当 て は ま りま

す。 イ エ ス ・キ リス トの福音 に従 って

生活 す る ことに よ り，私 た ち の中 に生

ける泉 がわ き上 が り，幸 福 や平安 ， 永

遠 の生命 に対 す る渇 きを癒 して くれ る

で し ょ う。 主 が 教 義 と聖 約 の 中 で ，

はっ き り と説 明 された よ うに， 忠実 で

従順 な人 々 だ けが， 身 と霊 を一 新 して

活気 づ け る生 け る水 の井 戸 に到 達で き
いましめ

るの で す。 「され ど， わ が 誠命 を守 る
しか

者 に はわれ王 国の奥 義 を示 さ ん。而 し
うち

て これ は彼 の 中 にて生 け る水 の井戸 と
わ い

な り，生 け る水 は湧 き出で て永 遠 の生

命 とな らん。」7

メ シヤが来 られ る のを知 っ てい る と

この女 が言 う と， イエ ス は 「あなた と

話 を して い る この わた しが， それで あ

る」8と 宣 言 さ れ ま した 。 そ して ， 予

言者 が持 つ識 別 の力 を表 わ し， 神 の洞

察力 を持 っ者 しか知 り得 ない， この女

の生 活 の詳細 につ い て話 され ました。

驚 いた サ マ リヤの女 は，水 が め を置 い

て そ こ を離 れ， 急 いで人 々 に主 と話 し

た こ とを告 げ ま した。 「わ た しの した

こ とを何 もか も， 言 いあ てた人 が い ま

す。 さあ， 見 に きて ご らんな さい。 も

しか した ら， この人 が キ リス トか も知

れ ませ ん。」9耳 を傾 け る町 の人 々 を彼

女 が集 め てい る問 に， イ エス は帰 って

来 た弟 子 たち に教 えて こ う言 われ まし

た 。 「わ た し には， あ なた が た の知 ら



な い 食 物 が あ る 。」lo食べ 物 を 携 えて

来 た弟子 た ち の困惑 した顔 を見 て， さ

らに説 明 され ま した。 「わ た しの 食 物

とい うの は， わ た しをつか わ され たか

た のみ ここ ろを行 い， そ のみわ ざ をな

し遂 げる こ とで あ る。」II

好 奇心 に駆 られ たサ マ リヤ人 の群 衆

が ， メ シ ヤ と名 乗 る人 を見 る た め た

や っ て来 ま した。 そ し て， 「自分 た ち

の とこ ろ に滞 在 して いた だ き た い と

願 った ので， イエ スは そ こにふ つ か滞

在 さ れ 」 ま し た 。12聖 典 に よ れ ば ，

た くさんの人 々 が救 い主 の教 え を信 じ

ま した。 教 え を聞 きなが ら， 初 め の好
あかし

奇心 は証 へ と成長 し，彼 らは言 い まし

た。 「自分 自身 で 親 し く聞 い て， この
すくいぬし

人 こそ ま こ とに世 の救 主 で あ る こ と

が， わ か った・… ・・。」B

この末 日は，霊 的 に渇 い て い る時 代

で す。世 の多 くの人 々 は，人 生 の 目的

と教 えに対 す る望 み を満 た して くれ る

活力 の源 を， ときには激 し く求 め てい
いや

ます 。魂 の渇 きを癒 して くれ る知 識 と

洞察 とい う冷 た い豊 か な水 を切望 して

い ます。 彼 らの霊 は，渇 い た心 を満 た

す ため に，平 安 と安 らぎ とい う生 命 を

保 つ水 を要求 して い ます 。

実 に次 の聖 句 に あ る とお りで す 。
まちぶせ

「そ は
， この世 に はな お欺 か ん と待 伏

こうかつ こう ち まなご

をする人間の狡猜なる巧智に眼くらみ
ゆえ

て， 真理 の あ る所 を知 らざるが故 にた

だ真 理 に遠 ざか る者 ， あ らゆ る教 派 ，
うち

党 派 ， 宗 派 の 中 に 多 けれ ば な り。」14

私た ち は心 と勢力 と思 い と体 力 を尽 く

して働 き，渇 い てい る兄 弟姉 妹 た ちに，

福 音 とい う生 ける水 の あ る場 所 を示 し，

彼 らが 「永遠 の命 に至 る水」 を飲 める

ように助 けるの です。

真理 の干 ばつ に よって人 々 の生 活 は

乾 燥 し， 主 はそ の燃 え る ような渇 きを

癒 す た め に生 ける水 を備 え られ ま した。

主が 私た ち に期 待 してお られ るの は，

彼 らの渇 きを癒 す た め に， 聖典 と予 言
まった

者の言葉を与えて全き福音を伝え，回
あかし

復 された福 音 の真 理 につ いて証 す る こ

とで す。福 音 の知識 とい う杯 を飲 み干

す とき渇 きは癒 され， 幸福 を与 え る天

父 の偉 大 な計 画 を理解 す るよ うにな る

ので す。

ヤ コ ブの井戸 の 時 と同様 に，今 日で

も主 イエ ス ・キ リス トは， 生 け る水 の

唯一 の源 です。 その水 は， 全世 界 を襲

う真 理 の干 ばつ に苦 しむ人 々 の渇 きを

癒 す で し ょう。 予 言者 エ レ ミヤ を通 し

て古代 イ ス ラエル に与 え られ た主 の み

言葉 に は， 現代 の多 くの神 の子 供 た ち

の状 態 が描 か れ て い ます。 「わ た し の

民 が ……生 け る水 の源 で あ るわた しを

捨 て て， 自分 で水 た め を掘 った。 それ

は， こわ れた水 た めで ，水 を入 れ てお

く こ との で き ない もの だ。」15あ ま り

に多 くの天 父 の子供 た ちが ， この世 の

壊 れ た水 た めを掘 るた め に貴重 な人 生

を費 や して い ます。 それ は永遠 の真 理

へ の生 まれ なが らの渇 きを癒す 生 け る

水 を入 れ てお け ない もの なの です。
か りいお

仮 庵 の祭 りの最後 の 日に，エ ル サ レ

ムに戻 られ た救 い主 は，時 を超 えた普

遍 的 な呼 びか け をされ ました。 「だれ

で もか わ く者 は， わた しの と ころに き

て飲 むが よい。」16

ブル ー ス ・R・ マ ッコ ンキ ー長老 は，

生 け る水 を こ う定義 しま した 。 「永 遠

の生 命 の言 葉， 救 いの メ ッセ ー ジ， 神

と王 国 に関 す る真理 で あ り，福 音 の教

義 で あ る。」 さ らに こ う説 明 してい ま

す。 「神 の 予 言者 が い る所 に は， 生 け

る水 の 流れ る川 と永 遠 の真理 をた た え

た井 戸 と， 生命 を与 える水 のわ き出 る

泉が あって ，霊 の死 か ら人 を救 う。」17

主 は次 の よ うに 宣 言 され ま した 。
しもべ

「わ が声 にて言 わ る る も
，僕 らの声 に

て 言 わ る る もみ な 一 つ な り。」18私 た

ち は祝福 され て，予 言者 と使 徒 が地 上

にい る時 代 に生 を受 けてい ます 。彼 ら

を通 して，永 遠 の真 理 の豊 か な流れ に

よって いつ も元 気づ け られ， 従順 で あ

るな らば， 主の 生 け る水 を 自分 の生 活

の 中 に引 き込 む こ とが で き るの です 。

ヤ コブ の井戸 で救 い主 のみ 言葉 を聞 い

たサ マ リヤ人 が語 った よ うに，私 た ち

も信仰 と確信 を もって こう宣 言 で き ま

す。 私 たち は 「自分 自身 で親 し く聞 い

て， この人 こそ まこ とに世 の救 主で あ

るこ とが わ か った… …。」19

ハ ワー ド ・W・ ハ ンター大 管長 の声

が聞 けない の を寂 し く思 い ます。 ハ ン

ター大 管長 の簡 潔 で人 を動 かす言 葉 に
あわ

は，愛 と希 望 とイエ ス ・キ リス トの憐

れみ が あ りました。彼 は私 たち の理解
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を深 め， 神聖 な誓 約 を守 る とい う決意

を新 た にす る よ うに促 しま した 。 そ し

て こ う言 い ま した。 「キ リス トの 至 高

の犠牲 は，私 に従 いな さい とい う主 の

招 き を受 け入 れ た ときにだ け，私 たち

の生 活 に完 全 な効 力 を発 揮 します。」20

ハ ンタ ー大管 長 は， 私 たち が 「互 い に

もっ と親 切 に し， もっ と礼儀 を尽 くし，
けんそん ゆる

もっ と謙 遜 で， 忍耐 強 く，赦 し合 」 う

よ う教 え ま した。21キ リス トの よ うな

徳 を備 えた彼 自身 の模 範 は， 忘 れ られ

な いそ の言葉 以上 の力 を もっ て私 た ち

を教 え ま した。ハ ンタ ー大管 長 は，私

た ち の生 活 に霊 的 な糧 を もた らす生 け

る水 を， もっ と頻 繁 に飲 む ように勧 め

た の です 。

ハ ン ター大 管長 は また この よ うに も

言 い ま した。 「神殿 に参 入 す るふ さわ

しさをす べ ての教 会員 が 身 につ け る こ

と， それ が私 の心 の奥 底 か らの願 い で

す 。神 殿 が近 くに ないた め に， す ぐに

あ るい は頻 繁 に参 入 で きな い と して も，

す べ ての成 人 会員 が有 効 な神殿 推 薦状

の発行 を受 け るふ さわ し さを身 につ け

られ る よ うに， また推 薦状 を所持 で き

る よ う に願 っ て い ます 。」 ハ ンタ ー大

管 長 はす べて の会 員 が 「神 聖 で奉献 さ
きよ

れ た壁 の 内部 で得 られ る安 全 と聖 め」

に よって 力づ け られ る よ うに願 って い

た の で す 。22救 い 主 に つ い て も っ と

よ く知 り， 主 の よ うに なる とい う決意

を強 め るに は，聖 な る宮 居 に頻 繁 に参

入 し， 生 け る水 を飲 む こ と以 上 に よい

方 法が あ るで し ょうか 。 ハ ンタ ー大管

長 は， 神殿 で 味わ える美 や啓 示， 平安

とい う祝福 の た め に， 正 しい生活 を通

してふ さわ し さを身 につ け る よう に求

め ま した。 で す か ら， 「主 の 宮居 を，

教会 員 で あ る こ との崇 高 な象徴 」 とす

る よう繰 り返 し勧 めた の です。23

き ょう私 た ち は，ハ ンター大 管長 の

後継 者 を支 持 しま した 。皆 さん とと も

に聖 会 に 出席 して ， ゴー ドン ・B・ ヒ

ンク レー大 管長 を予言者 ， 聖見 者 ，啓

示 を受 け る者 として， また主 イエ ス ・

キ リス トの地 上 にお け る代 弁者 として

支持 す る機会 が あった こ とを うれ し く

思 い ます。 ヒ ンク レー大 管 長 は， 主 に

油注 が れた者 であ り， す べて の神権 の
かぎ

鍵 を持 ち，神 の王 国 を導 くた め にそれ



らを行使 す る権 限 を受 けてい ます 。 ま

た人 々 に よ く知 られ た声 と心 を持 った
しもべ

主 の忠 実 な僕 です 。教 会幹 部 として の

37年 間 の奉 仕 を通 して，私 た ち は心 か

ら彼 を愛 す る よう にな りました。 今 か

ら34年 前 ， ヒ ン ク レー 大 管 長 は イ エ

ス ・キ リス トの特 別 な証 し人 で あ る使

徒 に聖 任 され ま した 。 現 在 存 命 中 の

人 々 の中 で， 最 も長 い経験 を持 っ教会

幹 部 です 。 ヒ ンク レー大 管長 が十 二使

徒 に召 され た 時 ， 会 員数 は190万 人 ，

ステ ー キ部 は336で した が， 今 は900万

人 の会 員 と2，000以 上 の ス テー キ 部 が

あ ります 。

ヒ ンク レー長老 は高潔 な父親 と気 高

い母 親 の元 に生 まれ ，少 年 時代 に忠実

な両 親 か ら回復 された福 音 の真 理 を学

び ました。 開拓者 か ら受 け継 いだ もの

に深 い敬 意 を払 い， イ ギ リス で若 い宣

教 師 と して雄 々 し く伝道 し ま した 。大

人 にな っ てか らは， 王 国 を築 くた め に

疲 れ を知 らず に働 き続 けま した。8人

の 大 管 長 の 下 で 仕 え， ス ペ ンサ ー ・

W・ キ ンボー ル， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ

ン ソン，ハ ワー ド ・W・ ハ ンタ ーの3

人 の副 管長 として14年 間働 き ま した。

ヒン クレー 大管 長 は， 生涯 を通 じて

ζの召 しに備 えて き ました。 ボイ ド ・

K・ パ ッカ ー長老 は最 近 こ う言 い ま し

た。 「生 涯 を通 じ て訓練 さ れた 人 で な

けれ ば教会 の大管 長 には な らな い。」24

聖典 が教 えて い るよ うに， 予言者 とし

て仕 える人 は 「神 の先見 の 明 に よって

創世 の 前か らす で に選 んで備 えて おか

れ た」 ので す。25

ヒンク レー大 管長 が神 に よって予 任

され， 立 て られ，備 え られ ，召 されて ，

「キ リス トの 民 に永 遠 の生 命 を得 させ
の

るた め に ， キ リス トの道 を宣 べ 伝 え
あかし

る」26こ と を 証 し ます 。 私 は青 少 年

の ころか ら彼 を よ く知 って い ます。 そ

の高貴 な人 格 を織 り成 す糸 は， まが い

物 で は あ りませ ん。 ヒンク レー大管 長

は主 と回復 され た福 音 の生 け る水 を こ

れ までず っ と飲 んで きま した。彼 の義

に基 づ く従 順 さの ゆ えに，生 ける水 が

彼 か ら流 れ 出 て27霊 的 に 渇 い た 世 の

人 々 を潤 す ので す。

私 はき ょう， トー マ ス ・S・ モ ン ソ

ン副 管長 とジ ェーム ズ ・E・ フ ァウス

ト副 管長 を支 持 で きて うれ し く思 い ま

す。 このふ た りも長 年 にわ た って神 と

人類 に仕 え る中で試 されて きた ，雄 々

し く忠実 な人々 で す。 この3人 の大 管

長会 の管 理 大祭 司 は，私 た ちが 忠誠 と
ささ

献身 を捧 げ るに値 す る人 々 です 。私 た

ちは完全 な信頼 と 自信 を もっ て支持 し，

従 う ことが で きます。
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私 は特別 な証 し人 のひ と りとして，

昔 の信仰 深 い サマ リヤ人 の証 に，私 の

証 を付 け加 えたい と思 い ます。 兄弟 姉

妹 の皆 さん と世 の すべ て の人 に対 して，

ヤ コブの井 戸 で あの女 と語 られた ナザ

レの イエ ス こそ， まさ にキ リス トで あ
すくいぬし

り， 「世 の救 主 」28で あ る こ とを厳 粛

に証 します。 主 は現在 も生 きてお られ，
あがな

私 た ちの贈 い主， 天 父 との仲保 者 です。
かしら

また キ リス トの名 を冠 した教会 の頭 で

す。大 管 長会 と十 二使 徒 定員会 は，神

の正 当 な権 能 と聖 任 を受 けた僕 で あ り，

この末 日 に主 の教 会 を導 く神 聖 な責任

を 受 けて い ます 。 私 た ち の 責 任 は，

「つかわ された かたのみ こころを行 い」29，

渇 いて い る人 々 に生 け る水 を与 え る こ

とです。 これ らを イエ ス ・キ リス トの

聖 な るみ名 に よ り証 し ます。 ア ー メン。
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●1995年4月1日(土)午 後の部会

教会監査委員会報告

教会監査委員会

テッド ・E・ デービス提出

末日聖徒イエス ・キリスト教会大管長会への報告

教
会 監査 委員 会 は， 教会 監査 部 を

含 め， 教会 の あ らゆ る役員 ，職

員， 業務 ，部 署， 職員 か ら独 立 して お

り，大 管 長 会 に直 接 報 告 す る こ とに

な って い ます 。 当委員 会 で は，託 され

た責任 を遂行 す る うえで必 要 な あ らゆ

る記録 類 ，お よび教会 職員 か らす べ て

の情報 を入 手 し，教 会 基金 の収 支 管理

お よび教会 とそ の管理 下 に あ る組織 の

資 産管 理 の方 針 と方法 を検 討 いた しま

した。 その中 に は，予 算編 成， 会計 ，

報 告 お よび監査 方 式， また， それ に関

連 した1994年12月31日 現在 の教 会 の年

次 財政 報告 書 が含 まれて い ます。

年度 内 の教会 基金 の支 出 は， 定 め ら
じゆうぶん

れ た 方 針 にの っ と り，什 分 の一 の配

分評 議会 で承 認 され ま した。 同評議 会

は， 啓 示 に よって規 定 され た とお り，

大管 長会 ， 十二 使徒 定員 会 お よび管 理

監督 会 で構 成 され てい ます 。承認 され

た予 算 の管 理 は，予 算承 認委 員会 の 管

理 の下 ，教会 予 算部 によ って管理 され

て い ます。

教 会監 査部 は，現在 ， 教会 とその 関

連 会社 の1994年12月31日 までの財 政監

査 を， 認 可 さ れ た 専 門 の監 査 基 準 に

従 って管 理 して い ます。 また，教 会 の

運 営全 般 にかか わ る財 政 監査 や運 営監

査 ， コン ピュー ター を導 入 した情 報 シ

ステ ム の監 査 を世 界 的規模 で行 な って

い ます。監 査部 職 員 は，公 認会 計 士 な

どの資 格 あ る会 計 監査 役員 で構 成 され

てい ます。 教会 監 査部 は， 教会 の ほか

のあ らゆ る部 門 か ら独 立 してお り，監

査結果を直接大管長会に報告していま

す。教会が所有または管理する会社は，

標準的な実務処理方式に従って，個々

に会計ならびに報告の制度を設けてい

ます。そして，教会監査部および独立

した公認会計事務所，あるいはそのい

ずれかから監査を受けています。ブリ

ガム ・ヤング大学および教会運営のそ

のほかの高等教育機関は独立した公認

会計事務所から監査を受けています。

さらに教会監査部は，地元での監査手

続きを定め，地元ユニットの監査結果

と支出状況を監督しています。

教会監査委員会は，財務運営の方針

ならびに方法，1994年中に提出された

監査報告書やそのほかの回答を検討し

ました。その結果，1994年12月31日 現

在の教会基金の収支に関するすべての

事柄は，定められた教会の方針と手続

きに従って運営され，会計処理されて

いました。以上，謹んでご報告申しあ

げます。

教会 監査 委 員会

テ ッ ド ・E・ デー ビス(委 員長)

ドナル ド ・D・ サ ルモ ン

ジェー ム ズ ・B・ ヤ コブ ソ ン

ソル トレー クタバ ナ クル か ら少 し離 れ た場所 に立 ち，聖 会 の問， 教会 指 導者 た ち を支 持 す る ア ロン神 権 者 た ち。
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聖会 で支 持 の挙 手 をす る大 管 長会 。左 か ら ジ ェー ム ズ ・E・ フ ァウス ト第 二副 管 長 ，

マス 。S・ モ ン ソン第 一 副 管長。

ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー 大 管 長 ， トー

1994年 度統計記録

大管長会秘書

F・ マイケル ・ワトソン提出

管長会は，教会員の参考のため

大 に，1994年12月31日 現在 の教 会

の成 長 と現 況 を示 す以下 の よ うな統 計

記録 を発 表 しま した。(会 員数 は，大

会前 に入 手 した1994年 の報 告 に基 づ い

てい る)

教会ユニット

ステーキ部数

地方部数

伝道部数

ワード部数と支部数の合計

21008

709

303

21，774

ワー ド部/支 部が組織されている

独立国，属領地156

教 会 員数

総会 員数9，024，569

1994年 にバ プ テス マ を受 けた

記録上の子供

改宗者

宣教師数

専任宣教師

72，538

300，730

47，311

1994年4月 以 降 に他 界 した著名 な教 会

員

第13代 大管 長 エズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン

ソ ン長 老(94歳 ，1994年5月30日)，

第14代 大 管長 ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター

長 老(87歳 ，1995年3月3日)， 七十

入 第 二定 員会 会 員 ク リン トン ・L・ カ

トラー長 老， 教 会名 誉幹 部 ス ター リン

グ ・W・ シル長 老， ユ ー ドラ ・ウ イ ッ

ツ ォー ・ダ ラム姉妹(元 七十 人 会長 会

会員G・ ホー マー ・ダラ ム長老 夫人)，

教会 中央 財務 委 員会 会 員 ウ ェス トン ・

ユ ー ジ ン ・ハ ミル トン兄弟 ，元 モ ルモ

ン ・タ バ ナ ク ル 合 唱 団 団 長 オ ー ク

レー ・S・ エ バ ンス兄 弟。
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人生の疑問に答える

十二使徒定員会会員

M・ ラッセル ・バラー ド

天父の計画を理解すれば，入生の疑問に対する答えをキリストの福音の

中に見いだせます。

生 で最 もむずか しい質 問 は， た

人 い て い 「なぜ」 で始 ま るよ うで

す 。 「な ぜ 人 生 は こん な に大 変 な の

か。」 「なぜ 世 の中 にはた くさん の悲 し

みや憎 しみ，不 幸 が あ るのか 。」 「なぜ

死 が若 い命 を奪 い 去 っ て い くの か。」

「なぜ罪 の ない人 が 苦 しむ のか
。」 私た

ち はだ れ で も，世 の中 の移 り変 わ りに

取 り組 み なが ら， とき どきそ の よ うな

質 問の答 え を見 い だ そ う とし ます。 そ

れ に対 す る満 足 で きる唯 一 の答 えは，

幸福 の た めの永遠 の計画 と天 父 へ の信

仰 に基 づ いた永遠 の視点 か ら もた らさ

れ ます。 私 は特 に天 の家 族 に属 す る若

い会 員 の皆 さ んに その理 由 につ い てお

話 しした い と思 い ます。

予 言者 ア ルマ は この計 画 を 「人 に幸

福 を与 え る偉 大 な計 画」 と呼 び ました。

(アル マ42：8)一 般 的 に は 「救 い の

計 画 」 として知 られ て い ます。 それ は，

人 生 の 目的 と真 の意 味 を知 って理 解 し

よう とす るすべ ての人 に とって， 簡 潔

で美 しい計画 で す。

神 は過 去 と現在 の 予言者 を通 して，

「人 に幸 福 を与 え る偉 大 な計 画 」 の教

義 を明 らか に され ま した 。 それ は終 わ

りな く永遠 の ，絶対 的不変 の原則 で す。
あがな

アル マが教 えた よ うに 「神 は贋 いの計

画 を示 した も うてか ら， …… 法令 を人

類 に下 した も うた 」 の です 。(ア ル マ

12：32， 下 線付 加)そ の計 画 に よれ ば，

この地上 に生 を受 けるす べて の人 は天

の両 親 の霊 の子 供 です 。私 た ち は，骨

肉 の体 を受 けるた め に この地球 に来 る

前 に，天 の父母 と と もに住 ん で いた の

で す。

「もし もア ダ ム 〔とイヴ 〕 が罪 を犯

さな か った な らば， 〔彼 ら〕 は堕 落 を

せず にその ままエ デ ンの園 に いた で あ

ろ う。 ……

また， ア ダム とイ ヴは子供 を も うけ

るこ と もな か ったで あ ろ う し， … …喜

び もな く， …… その まま罪 が無 い状 態
とどま

に留 った で あ ろ う。

ア ダム が堕 落 した の は人 類 を生 ず る
あ

ため で あ り，人 類 が現 世 に在 るの は幸

福 を得 ん た めで あ る。」(IIニ ー フ ァイ

2：22-23，25)

堕 落 の後 ，神 はア ダム に， 妻 イヴ と

結 び合 う よう命 じられ ま した 。(モ ー

セ3：24;教 義 と聖 約42：22参 照)

「神 は…… 言わ れ た
， 『生 め よ， ふ えよ，

地 に満 ち よ… …。』」(創 世1：28)こ

の戒 めは， これ まで取 り消 された こ と

が あ りませ ん。

天 父 の計 画 は， イエ ス ・キ リス トの
しょくざい

瞭 罪 を通 して堕 落 か ら順 わ れ る道 を

備 えて い ます。 神 の独 り子 ， この地 上

で罪 の な い唯一 の御 方 として， 主 は全
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人 類 の た め に完 全 な順 罪 を行 なわ れ ま

した 。順 罪 は無 条件 で すべ て の人 に適

用 され， 現世 で の死 ， つ ま り肉体 の死

か らの復 活 を もた らし ます 。贋 罪 の結

果 ， す べ て の人 が 不 死 不 滅 の体 を ま

とづて復 活 で き るよ うに なった の です。

しか し個人 の罪 に関 して は，順 う うえ

で条件 が あ ります。 イ エス ・キ リス ト

を信 じ，悔 い改 め，福 音 に従 う度 合 い

に応 じて， その力 が及 ぶの です 。昇 栄

と永遠 の生 命 は， 戒 め を守 る人 々 に約

束 され ます。

す なわ ち この世 は， 天 父 の計画 を理

解 す る能力 と， もち ろ ん進 んで それ に

従 う態度 とを試 され る時 な ので す。従

順 は， 昇栄 と永 遠 の生 命 に あず か るた

め に不 可欠 で す。 ベ ン ジ ャ ミン王 は こ

う説 明 し て い ます 。 「主 な る神 は これ

らの こ とをあ らゆ る血 族， あ らゆ る国
の

民， あ らゆ る国語 の民 に宣 べ伝 え させ
きよ

るた め に， そ の聖 い予 言者 た ち を よろ

ず の民 の中 につか わ した まい， これ に

よって キ リス ト… … を信ず る者 に罪 の
ゆる もっ

赦 し を受 け させ ， …… 非常 な喜 び を以

て 楽 し ませ よ う とな した も う た 。」

(モーサ ヤ3：13)

また民 に次 の よう に も教 えてい ます。

「私 はお 前 た ちが 神 の 命令 を守 る人 々

の受 け る幸 福 な楽 しい境 涯 をよ く考 え

る よ うに望 む。 ごらん， その人 た ち は

この世 に関係 の あ る こ とで も霊 に関係

の ある こ とで もすべ て に祝 福 を受 けて，

もし最 後 まで 耐 え忍 んで 忠実 で あ るな

らば天 に迎 えち れ ， と こしえ に幸 福 な

有 様 で 神 と共 に住 め る の で あ る。」

(モー サヤ2：41)

天 の神 の第1の 目的 が， 「人 に不 死

不 滅 と永 遠 の 生 命 と を もた ら す 」

(モーセ1：39)こ と，言 い換 えれ ば，

私 た ちの永 遠 の幸福 と喜 びで あ る と知

るの は， なん とす ば ら し く心温 ま る こ

とで し ょうか。 私 た ち はその意 味 と生

活 に与 え る影 響 とを ほん とうに理解 し

て い るで し ょうか。 真 の幸福 ， 永遠 に

続 く幸 福 の教 義 に もっ と注意 を向 けな

けれ ば な りませ ん。 そ れ こそ， 教会 で

教 え る こと と私 た ちの行 な う ことすべ

ての 目的 で あ るべ きで す。

予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は こ う言 い

ました。 「私 た ち は まず知 らな くて は，



い か なる戒 め も守 る ことが で きない。

また私 た ちがす で に受 けてい る戒 め に

従 わず， 守 らない な らば， す べ ての戒

めは もとよ り， 今知 って い る以 上 の戒

め を知 りた い と望 む こ と は で き な

い。」(「予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス の教

え」p.256)私 た ち は，基 本 的 な教 義

を理 解 し， 永遠 の幸 福 と昇 栄 に不可 欠

な救 いの儀 式 を受 け な けれ ばな りませ

ん。 現世 で は， 忘却 の幕 に よっ て心が

覆 わ れ て い るの で ，私 た ち は， 「何 に

て もあれ， 主 な る 〔私 た ちの〕 神 の命

じた まわ んすべ て の こ とを」行 な える

か ど うか 証 明 で き ます 。(ア ブ ラハ ム

3：25)現 世 で は永 遠 にわ た る見通 し

が限 られ てい ますが ， 主か ら指 示 な し

に放 置 され る ことは あ りませ ん。 主か

ら賜 わ った 聖典 や使 徒， 予 言者 を通 し

て， 昇栄 と永遠 の生 命 を得 るた めの計

画が 明 らか に され ます。 また， 私 た ち

を導 く慰 め主， す なわ ち聖 霊が 与 え ら

れ てい ます 。

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス は こう教 え

て い ます 。 「従 順 の中 に は，純 粋 で 汚

れ のな い喜 び と平 安 が あ る。 神 は私 た

ち に… …幸福 を得 させ よう とされ た。

神 は今 まで， ご 自身 が意 図 され た幸福

と結 び つか ない ような儀 式 や戒 め を定

め られ た こ とはな か った。 また神 の律

法 と儀 式 を受 け入 れ る人 々 に最 も大 い

な る祝 福 と栄 光 を もた らさない ような

儀 式 や戒 め を定 め られ た こ ともなか っ

た。」(「予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教

え」pp.256-257)

幸福 の計画 に関す る知識 で大切 な こ

とは， 自由意 志 とい う偉 大 な管理 の原

則 を理解 す るこ とです。 この世 とい う

学 校 で は， それ ほ ど時間 をか けな くて

も， 天父 の計 画 が人 生 のす べて の面 に

最 高 の祝福 を もた らす わ けで はな い と

い う こ とが理 解 で き ます。人 生 に あふ

れ る厳 しい現 実 が心 を引 き裂 き， 信仰

を失 わせ よ う とす るの です。

原 因 は ど うあれ， そ の よ うな苦 難 を

見 る と きに， 心 の痛 みや 同情 を感 じず

に はい られ ませ ん。 永遠 を見 通 す こ と

の で きない人 は， 飢 えた子供 た ちや非

人 道 的 な行 為 につ いて伝 える シ ョッキ
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ング なニ ュー ス を見 て，怒 りの あ ま り

天 に向 か っ て叫 び ます。 「神 が い る な

ら， なぜ この ような ことを許 され る の

で す かP」

そ の答 え は簡 単 で はあ りませ ん が，

複雑 で もあ りませ ん。神 は計画 を進 め

られ たの です。 それ は 自然 の法 則， 神

の律 法 を通 して進 め られ ます。 神 の律

法 で すか ら，神 ご 自身 も私 た ち と同様

それ に拘束 されて お られ ます。 この世

の 私 たち に は理 解 で きな いか もしれ な

い 目的 の た め に， 主 が物 質 を コ ン ト

ロール され る こ とが あ ります。 しか し，

ほ とん どの場合 ， 主が 引 き起 こされ る

の で はな く， 自然 の ま まに物 事 が起 こ

るの を主が 許 され るので す。 この不 完

全 な世界 で は， ときど き悪 い ことが 起

こ ります。地 球 の基 盤 が とき どき動 く

と地 震 が起 こ ります。 また天候 が あ る

状態 にな る と台 風 や洪水 ，竜 巻 ，干 ば

っ な どが発 生 します。

非 常 に多 くの苦難 が人 に起 因 してい

ます。人 々 の心 が冷 え る と，サ タ ンの

霊 に行動 を支配 され ます。現 在 の苦 難

の時 代 を予 見 して， 救 い主 は こう言 わ
ひや

れ ました。 「人 々 の愛 は冷 やか に な り，

不 法 は満 つ べ し。」(教 義 と聖 約45：

27)暴 力 ， 不道 徳， その ほか の悪が 地
まんえん

に蔓 延 し ます。 多 くの苦 難 は， 自由意

志 の原則 に端 を発 してい ます。

私 た ち は 自由意志 を個 人 の問 題 とし

て考 えが ちで す。 「道 徳 上 の 自由意志 」

を定 義 す る よ うに言 えば，次 の よ うな

答 えが返 って くる こ とで し ょう。 「そ

れ は 自分 で 自由 に選 択 で きる こ とで

す 。」 よ く見落 とされ るの が， 選 択 に

は結 果 が伴 う ことです。 また， 自由意

志 は ほか の人 に も同 じ選 択 の権 利 を与

えて い る ことを忘 れが ち です。 とき に

は， ほか の人 が 自由意志 を行 使 す るた

め に選 ん だ方法 に よって，逆 の影響 を

受 け る こ ともあ ります。 天 父 は 自由意

志 を守 る ことを重視 され るの で，人 々

が善 ， また は悪 の た めに それ を行使 す

るの を許 され るの です。

幸 福 の計 画 は神 のす べ ての子 供 に与

え られ ます 。 もし人 々 が それ を受 け入

れ て守 るな ら， 平安 と喜 び，豊 か さが

地 に あふれ るで し ょう。 現在 知 られ て

い る苦難 の多 くは， 世界 じゅ うの人 々



が福 音 を理 解 して 実践 す るな ら， 姿 を

消 す こ とで し ょう。

この世 で は， 永遠 の見地 か ら人 生 を

見 る目 は限 られて い ます。 しか し天父

の計画 を知 って理 解す れ ば， 逆境 は私

た ちを試 すお もな方法 の ひ とつで あ る

こ とが わ か ります 。 天 父 と御 子 イ エ

ス ・キ リス トを信 じる信仰 は， 内的 な

力 の源 とな ります 。信 仰 を通 して，平

安 や慰 め，耐 える勇気 を見 いだす こ と

が で きます。 自分 の知 識 に頼 らず ，神

と幸福 のた めの計 画 を心 か ら信頼 す る

な らば希 望 が生 じます 。(箴 言3：5

参照)希 望 は信仰 に よって は ぐ くまれ，

行 な うすべ て の こ とに 目的 と意味 を与

え ます。 また逆境 の と きに慰 め を， 試

練 の と きに力 を， そ して疑 問や苦 悩 を

感 じて 当然 の ときに平安 を与 えて くれ

るので す。

私 た ちの永 遠 の幸福 のた め に天 父 が

立 て られた計 画 の原則 に焦 点 を当 てて

生活 す るな らば，世 の罪 悪 か ら 自分 を

切 り離 す こ とが で きます。 自分 が何 者

で ， なぜ この地 上 にい て，死 んだ後 ど

こに行 くのか を正 し く理 解 してい れ ば，

サ タ ン はいか な る誘 惑 を用 い て も， 私

た ち の幸福 を脅 か す こ とはで き ませ ん。

天 父 の計画 に従 って生活 す る こ とを決
たまもの

意 すれ ば， 神 の賜 で あ る自由意 志 を正

し く行 使 し， ほか の人 の意 見 や世 の風

潮 で は な く，啓 示 され た真 理 に基 づ い

て決定 を下 す こ とがで きるで し ょう。

た とえば， 私た ち は家庭 の 中 に まで

情 報 が はん らんす る可 能性 の あ る時代

を迎 え よ う と して い ます 。 光 フ ァイ

バ ー を用 いた コン ピュー ター 技術 によ

り，家 庭 で信 じ られ ない ほ ど多 くの種

類 のメ ッセ ージや 影響 力 を受 け られ る

ように な りま した。 これ は， 私 た ちの

文 化 す なわ ち生活 その もの を変 え る力

の あ る情報 源 とな るで し ょ う。 それ ら

の高度 な情 報 源 に約束 され た可能 性 を

利 用 して私 たち の知性 を養 うこ との大

切 さ につい て考 え る とき，私 た ち はプ

ログ ラムの選 択 や生活 へ の メデ ィアの

影響 力 に もっ と注意 す る必要 が あ りま

す。 喜 び と幸 福 を もた らす天 父 の永遠

の計 画 を理解 して い る人 々 は， 高度 な

情報 網 が世界 じ ゅう に張 り巡 ら された

状況 の 中で ，正 しい選 択 をす る備 えが

撫

轍

編識 撒 轍'

で きてい るで し ょう。 コ ンピュー タ ー

や テ レ ビ， 衛星 放送 ， マ イ クロ チ ップ，

電話 な ど， す べ ての もの は祝福 を もた

らし生 活 を高 め る こ ともで きれ ば，低

め る こ ともで きます。

だ か ら こそ，天 父 の計画 に基 づ い て

日々 の決定 を下 す こ とが非 常 に大切 な

ので す。 自分 が神 の子 供 で あ り， 地上

で生活 して い るの は信 仰 に よっ て， ま

た神 とその独 り子 イ エ ス ・キ リス トの

教 え と戒 め に よって生 活 す る こ とを学

ぶた めで あ る と心 か ら信 じるな らば，

神 の み もとへ 戻 る にふ さわ しい選 択 が

で き るで し ょう。

イエ ス ・キ リス トの福音 を理解 し，
あがな

救 い主， 贈 い主 な る主 に従 うな らば，

個々 の選 択 を含 め， 生活 の あ らゆ る面

です ば らしい影響 を受 け るで し ょう。

天父 の計 画 に従 っ て生活 す る人 は， 不

適切 で望 ま し くな い情 報 は何 で あれ 取

り入 れ な い し， 不道 徳 な行 ない や有 害

な物 質 の使用 を通 して， 霊 的感 受性 を

損 な う こ ともない で し ょう。 また， 教

会 の聖任 され た指導 者 に挑 む理 由 を見

つ け るた めに， 教義 の あ ら探 し を した

り， 福音 の簡 潔 な真 理 を変 え よ う とし

た りし ませ ん。 幸福 の計 画 に反 す る生

活 を正 当化 し よう とも しませ ん。 もし
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これ らの ことを何 で あれ行 な うな ら，

福音 に従 った生 活 の もた らす心 の平 安

と喜 び は決 して得 られ ませ ん。 天 父の

す べ ての子 供 は，祈 りを通 して 自分 が

何 者 で あ るか 尋 ね 求 め， 神 の 戒 め に

従 つ て最後 まで堪 え忍 ぶ こ とに よ って

真 の幸福 を見 いだ す こ とが で きます。

ハ ンター大 管長 は こ う言 い ま した 。

「福 音 の真 理 を受 け入 れ
， そ れ らの

原則 に従 って 日々 生活 す る人 に とって，
ゆううつ

悲 しみや憂 欝 を もた らす ものは何 もあ

りませ ん。 神 は ご 自身 の すべ て の子供

た ちが 喜 び と幸せ を得 る よ うに望 んで

い らっ しゃ い ます 。私 た ち は，進 んで

戒 め を守 りす べ ての行 ない にお いて み

言 葉 に従 っ て生活 す るな ら， この よ う

な祝福 を得 られ るの で す。」(「大会 報

告 」1961年9，10月 ，p.108)

天 父 の計 画 を理 解 すれ ば， 人生 の疑

問 に対 す る答 えを キ リス トの福音 の中

に見 い だせ ます。 私 た ちが福 音 の教義

と教 えを信 仰 を もって受 け入 れ， 真 心

か ら救 い.の計 画 を受 け入 れ るこ とが で

きます よ うに。兄 弟姉 妹 の皆 さん，教

会 の指導 者 は福音 の計 画 を理 解 し受 け

入 れて い ます。 そ して いつ で も ど こで

もそれ を擁 護 して い ます。
まな で し あかし

愛 弟子 ヨハ ネ の次 の証 は， 私 自身 の

証 で もあ ります。 「も し これ らの こ と

が わが って いて ， それ を行 うな ら， あ

な たが た は さい わ いで あ る。」(ヨ ハ ネ

13：17)幸 福 の偉 大 な計 画 に含 まれ る

教義 と戒 め を探 し求 めて それが わ か っ

た とき，進 んで 受 け入 れ る こ とが で き

ます よ うに。 そ うすれ ば，尽 き る こ と

の ない喜 び と平 安 を得 られ るで し ょう。

イ エ ス は言 わ れ ま した。 「わ た しは平

安 を あなた がた に残 して行 く。 わ た し

の平 安 をあなた が た に与 え る。 わ た し

が与 え るの は， 世 が与 える よ うな もの

とは異 な る。 あ なたが た は心 を騒 がせ

るな， また お じける な。」(ヨ ハ ネ14：

27)

天父 の 「幸福 の計 画 」 の原則 を知 っ

て ， それ に従 って 生活 す る とき， 主が

約 束 され た平安 が もた らされ る ことを

証 します。 主 の平安 と喜 びが私 た ち皆

の うえ に注 が れ ます よ うに， へ り くだ

りイ エ ス ・キ リス トの み名 に よ りお祈

りし ます。 アー メ ン。



「御子を常に忘れず」

十二使徒定員会会員

ヘンリー ・B・ アイリング

しょ くざ い

この主のおかげで私たちは復活します。主の贋 罪のおかげで私たちには

昇栄の可能性が与えられています。

何
年 も前 の こ とで す。 私 は責任 を

受 けて ブ ラジル へ赴 き ました。

その旅 の一部 として， サ ンパ ウ ロか ら

2時 間余 り離 れた 町で 開か れ る大会 に

出席 す るた め， 私 は車 に乗 らな けれ ば

な りません で した。 十 二使 徒定 員会 の

一員 が その大 会 を管 理 す る こ とにな っ

て い ま した。 私 は十 二使 徒 か ら教 えを

受 け るため に彼 の：車 に同乗 したい と思

い ました。 しか しその十 二使 徒 は， 宣

教 師 と一 緒 に別 の車 に乗 る よう に提 案

し ます。 「道 中 い ろい ろ彼 らを教 えて

くだ さ い。」 私 が 指 示 され た車 の助 手

席 に乗 り込 む と， 同僚 どう しのふ た り

の若 い姉 妹宣 教 師が転 任 の た めそ の町

へ行 くところで した 。

お互 い に知 り合 いに な ってか ら， 私

は座席 の後 ろへ振 り向 いて こう尋 ね ま

した。 「何 か知 りた い こ とが あ ります

か。」 ふ た りは熱 意 を込 め， ほ とん ど
けんそん

声 を そ ろ えて言 い ま した 。 「謙 遜 にな

るに は ど うした らい いで しょ う。」

皆 さん も私 と同 じよ うに答 え に窮 し

た か も しれ ませ ん。 質 問 に答 え よ うと

努 めた ものの， 窓外 にブ ラ ジル の青 々

と した丘 が 流れ て い った こと しか私 は

覚 えて い ませ ん 。 う ま く答 え られ な

か った とい う記 憶 だ けが残 っ てい ます。

き ょうの この美 しい 日に もう一 度 その

時 と同 じ機会 が 持 て ない ものか と私 は

願 って い ま す。 昨 日 の午 後 ， ヒ ン ク

レー大管 長 か ら私 と会 いた い 旨の連 絡

が あ り， この聖 な る職 の召 しが与 え ら

れ て以来 ，私 はそ の質問 にい くらか 答

え られ る よ うにな りま した。 今 な ら，

もう少 し彼女 た ち を助 け られ るよ うな

気 が します。

まず第1に ，私 は彼 女 た ちが すで に

最 初 の教 訓 を学 んで い る こ とに気 づ い

たで し ょう。 その よ うな質問 を して き

た とい う事実 が， 自分 の 力量 不足 に対

す る圧 倒 され るよ うな思 い を超 えて，

従 い さえすれ ば， なすべ きこ とがわ か

りさ えす れ ば，今 まで以上 の働 きが で

き る とい う望 み を彼女 た ちが持 って い

た こ とをすで に証 明 して い ます。 も う

一 度 同 じ ような機 会 が与 え られれ ば
，

私 はその 点 を彼女 た ち に伝 え， 次 の よ

うな小 さな助 言， す なわ ち何 をす れ ば

い い の か 教 えた で し ょ う。 私 は こ う

言 った と思 い ます 。 「御 子 を常 に忘 れ

〔な い〕」(モ ロ ナイ4：3;5：2;

教 義 と聖約20：77，79)よ うに。

そ して彼 女 た ちが そ うで きる よ うに，

想像 の世 界 で救 い主 の次 の言葉 が 聞 こ

え る園へ彼 女 た ち を連 れ て行 こう と し

た で しょ う。 「父 よ， み こ ころな らば，

ど うぞ， この杯 をわ た しか ら取 りの け

て くだ さい。 しか し， わ た しの思 いで
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はな く， み ここ ろが成 る よ うに して く

だ さい。」(ル カ22：42)

次 い で，私 はモル モ ン経 の中 に報告

され た あの栄光 に輝 く日 を彼 女 たち に

示 す で し ょ う。 その 日，復 活 され た主

はア メ リカ大 陸 の民 に姿 を現 わ され ま

した 。 「われ は世 の光 に して また世 の
い の ち

生命なり。われは御父がわれに授けた

まいしかの苦き杯をすでに飲み，世の

人の罪をわが身に引き受けて御父の栄

光を示したり。世の人の罪をわが身に
おい

引 き受 くる こ とに於 て， われ は最初 よ

りす べ て御 父 のみ こ ころ に従 え り。」

(IIIニー フ ァイ11：11)

私 は彼女 た ちの 声や 目か ら感 じ取 れ

た穏 や か さ に よって， そ の時 も， そ し

てお そ ら くい つ も， あの宣教 師 た ち は

主 を覚 えてい ただ ろ う とわ か ります。

主 の完全 な模 範 に よって彼 女た ち は心

が謙i遜にな るの を覚 え，謙遜 にな る に

は どう した らいい だ ろ うか とい う質 問

の答 え を見 いだ しただ ろう と思 い ます。

目的地 の町で 彼女 た ち を降 ろす と，

今度 は この宣教 師 たち はバ ス を待 って

立 って い ま した 。私 が振 り返 る と，彼

女 たち は そ こにぽ つん と立 って い ま し

た。 私 が昨夜 学 ん だ こ とをあの時 知 っ

て いて， 車 の中 で彼 女 たち に教義 と聖

約 の第1章23節 か ら次 の言葉 を読 んで

あ げ られて いた ら どん な に よか った で

し ょ う。 「完 全 な るわ が福 音 ， 弱 き者

た ち単純 な る者 た ちに よ りて世界 の い
の

や はて まで も宣 べ られ， また王 と統治

者 との前 に宣 べ られ んが た め な り。」

続 けて26節 に飛 んで

「〔彼 ら〕智 恵 を求 めた らば教 え を授

け ら るる を得 ，
こら

罪 を犯 した らば悔 い改 む るた め に懲

しめ らる るを得，

へ り下 りた らば強 くせ られ て天 の祝

福 を受 け， また折 々知 識 を与 え らるる

を得 るた め な り。」(26-28節)

あの宣教 師 た ち は救 い主が 自分 た ち

の こ とを語 って お られた のだ とわ か っ

だ はずで す。 そ して謙 遜 な気 持 ちで，

み名 を宣 べ伝 えるた めの力 を 自分 た ち

が 授 か って い る ことに気 づ いたで し ょ

う。

こ こ何時 間 か前 か ら，私 は 「御 子 を

常 に忘 れ」 ない ことか ら もた らされ る



別 の祝福 につ いて もわ か る よ うにな り

ま した。 ニ ュ ーメ キ シコ州 アルバ カー

キに住 む，何 年 も前 に会 った あ る家 族

の こ とを私 は覚 えてい ます。 父親 と母

親 ， そ してふ た りの10代 の娘 さん がい

て，彼 らは ど この教 会 に も加 わ って い

ませ んで したが ，毎 日家 族 で聖 書 を読

んで い ました。 救 い主 の生涯 とみ 言葉

につ いて深 く考 えて い ま した。 私 た ち

と会 った時 ，彼 らは キ リス トが教会 を

組 織 され た はずで ， それ を探 す必 要が

あ る と考 えて い ま した 。教 会 の土 台 に

は予言 者 と使徒 が い る はずで あ る こ と

も彼 らは知 って い ま した。 時 の絶頂 に

キ リス トは ご 自分 の教 会 に それ らを残

して いか れ たか らで す。彼 らは復 活 さ

れた主 が使 徒 た ち にみ姿 を現 わ され た

こ とも知 っ てい ました。

で すか ら私 た ちが父 な る神 と世 の救

い主 で あ る御 子 とが少 年 予言者 ジ ョセ
あかし

フ ・ス ミス の元 に来 られ た こ とを証 す

る と，彼 らに はそれ が当然 の こ とに思

えま した 。ペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネ が

現 わ れて神 権 を回復 した と私 た ちが証
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す るの を聞 くと， そ うい う こ とが起 き

て いな けれ ば な らなか った こ とを，彼

らは理解 して い ま した。彼 ら自身 も感

じてい た聖霊 が ， それ が真 実 であ る こ

とを この家族 に告 げて い ま した。私 は

昨晩 遅 くか今 朝 早 く どこか の時 点 で，

この家族 が これが イエ ス ・キ リス トの

教会 で あ る とい う真 理 を知 り得 た の は，

その大 きな理 由 として，御 子 を常 に忘

れ なか った た めで あ る こ とに気 づ きま

した。 毎 日 この家族 は集 ま って主 とそ

の み言葉 に接 して いた た め， 主 を忘 れ

な か った ので す。 バ プテ スマ を受 けた

後 も， 彼 らは予言 者 に従 う準備 が で き

て い ま した 。救 い 主 はそ の民 を祝福 す

るた め に， 常 に予 言者 を通 して語 られ

る こ とを知 って いたか らで す。

私 は御 子 の み名 を受 け， 御子 を常 に

忘 れ ない とい う誓 約 を守 ります。 また

派遣 され る所 で あれ ば ど こへ で も赴 い

て，主 の こ とを教 え， 私 た ちが主 の み

名 を引 き受 け，常 に主 を覚 えて その戒

め を守 る と約 束す る儀 式 を執 り行 ない

ます。

も し人々 が この招 きを受 け入れ るな

ら，彼 らも私 の知 って い る ことを知 る

で し ょ う。 す なわ ち， 父 な る神 が生 き

てお られ， 御 子 で ある キ リス ト ・イ エ

ス は御 父 の み こ ころを行 な い， あ らゆ
しょくざい

る人の罪のために順 罪の業 を成 し遂

げてくださいました。 この主のおかげ

で私たちは復活します。主の贋罪のお

かげで私たちには昇栄の可能性が与え

られていまする主は天のみ使いを送ら
かぎ

れて， 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に鍵 を

託 され ま した。主 は今 日ご自分 の予 言

者 ， ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー を召 さ

れ ま した。救 い主 は この方 を通 して私

た ち に， そ して全 世界 に語 られ ます 。

そ して耳 を傾 け る人 々 が救 い主 のみ

名 を引 き受 け， 主 を常 に忘 れず， その

戒 め を守 るな ら， つい に は主の み もと

に行 き， 主 はそ の人 を ご自身 の 父で あ

り私 た ちの御 父 で もあ るお 方の み もと

へ連 れ て行 かれ， そ こで私 た ちは家族

として永 遠 に住 む こ とがで きるの です。

そ れが真 実 で あ る こ とを私 はイエ ス ・

キ リス トの聖 な るみ名 に よって証 し ま

す。 ア ー メ ン。



愛の誓約

中央扶助協会第二副会長

アイリーン ・H・ クライド

主とのつながりがあるからこそ，光を輝かせ，互いに思いやりをもって接

し，自分の霊を失わずに永遠に保つことができるのです。

「『山 鰍 受獣 熟
か ら移 るこ とな く， 平安 を与 え るわが

契約 は動 くこ とが な い』 とあ なた をあ

わ れ まれ る主 は 言 わ れ る。」(イ ザ ヤ

54：10。IIIニ ー フ ァイ22：!0も 参 照)

この聖 句 を読 む たび に私 は感 動 し，

神 が ま こ とに私 た ち を愛 して お られ，

大 切 に思 って くだ さ って い る とい う気

持 ちで い っぱ いに な ります 。天 父 は遠

い昔 ，天 上 の大会 議 にお いて もこの よ

うに私 たち の英 智 に語 りか け られ た の

で しょ うか。 その ころの私 た ち はキ リ

ス トに従 う とい う選択 がで きる ほ どに

じ ゅうぶん な理解 に達 して い ま した。

永遠 の生 命 を得 る うえで欠 くことので

きない誓 約 を私 た ちが 主 と最 初 に交 わ

したの は，前 世 に いた時 で した。今 も

私 たち が導 きを必 要 と して い る よ うに，

そ の時 も，神 聖 で一人 一 人特 別 な存 在

で あ った私 た ち は， 神 の愛 に守 られ導

かれ る こ とを願 っ てい ました。 そ の時

下 した決 断 に は何 よ りも重要 な意義 が

あ りま した。 私 た ちが人 生 の岐路 に立

た され た り， 進 退窮 まった りす る とき，

前世 で決 断 した 時 の こ とに思 いを はせ

るな ら， 勇気 が 得 られ， 人生 の 旅路 を

さ らに前 進 してい け るで し ょう。

「恐 れ て は な らない
， わ た し はあ な

た と共 にい る。 驚 いて は な らない， わ

た しはあ なたの神 で あ る。 わた しはあ

なた を強 くし， あ なた を助 け， わが勝

利 の 右 の手 を もっ て， あな た をさ さ え

る。」(イ ザ ヤ41：10)

キ リス トの福音 を知 って いた おか げ

で もた らされ た 数々 の祝福 の中 で， 私

が特 に感 謝 して い る教 えが あ ります 。

この世 の人生 には神 の栄 光 を得 る とい

う， 永遠 にかか わ る意義 が あ る と説 く

教 義 です 。私 た ち は神 の大 い なる み業

の中 にあ って非 常 に重要 な役 割 を担 っ

て い ます 。主 の光 を受 けて， その光 を

世 に輝 かせ る よ うに と， 主 は教 えて い

らっ しゃい ます 。

この世 の価 値観 の 中 に潜 む誤 ちや恐

れ に，光 の知 識 で対処 して い くに は，

絶 えず困 難が 付 きま とい ます 。今 日，

私 た ち は，昔 か ら存在 した誘 惑 を新 た

な方 法で 受 けて い ます。 科学 技術 を駆

使 して，誘 惑 が あ りとあ らゆ る方法 で

仕 組 まれ ，至 る所 で待 ち構 えて い るの

です 。 それ らは若 人 に， 未熟 な人 に，

傷 つ きや す い人 に向 け られ てい ます 。

事 実 ，私 た ち一人 一人 に向 け られて い

るの です 。 さ まざ まな暴 力 を取 り入 れ

たテ レビゲ ーム もあれ ば，身 近 で実 際

に恐 ろしい暴 力行 為 を目 にす る こ とさ

え あ ります。 危 険 に取 り巻か れ る うち，

私 た ち の愛 は冷 めて しまい， 中 に は私

聖徒の道/1995年7月 号

29

た ち を脅か してい る その同 じ武 器 で防

衛 しよ う とす る人 もい ます 。 さ らに悪

い こ とには，世 の光 にな る とい う約 束

を守 って互 い に助 け合 お う とす る代 わ

りに， 恐れ の あ ま り，他 人 か ら身 を守

ろ う とす るだ けの人 もい ます。

ジ ョセ ブ ・ス ミス訳 のマ タ イ によ る

福音 書第16章 に は， キ リス トの弟子 と

して理解 す べ き特質 が 明 らか に されて

い ます 。

「自分 の命 を救 お う として神 の戒 め

を破 って はな らな い。 この世 で 自分 の

命 を救 お う と思 う者 は来 世 で それ を失

い ，

私 の た め に この世 で 自分 の命 を失 う

者 は， 来世 で それ を見 いだ すで あ ろ う。

それ ゆ え，世 を捨 て ， 自分の 霊 を救

い な さい。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス訳 マタ

イよ り和 訳)

この教 え を理 解 す るに は， キ リス ト

の光 に頼 らな けれ ばな りません。 しか

し， 恐 れの た め に自分 の霊 を失 っ て し

ま っ て は な り ませ ん 。 教 義 と聖 約 第

101章 に記 され た事柄 を見 てみ まし ょう。
ゆえ おそ

「この 故 に死 に至 る まで も怖 る るな
なんじ

か れ。 この世 の中 にて は汝 の喜 び は満
おい

た され ざれ ど も， われ に於 て汝 の喜 び

満 た さ るれ ば な り。
い の ち か

故 に体 も体 の 生命 も心 に懸 くるこ と

な かれ。 され ど，霊 と霊 の生 命 とを心

に懸 くべ し。
しか

而 して， 耐 え忍 びて汝 ら己れ を失 わ

ざ らん がた め に，常 に主の面 を見 ん こ

とを努 むべ し。 さ らば， 汝 ら永遠 の生

命 を得 ん。」(36-38節)

キ リス トが な され る愛 にあふ れた約

束 を感 じ取 り， 受 け入 れ る とき，私 た

ち は霊 で こた えて い るので す。 イ ザヤ

は， 主 が私 た ちの ため に して くだ さっ

た こ とにつ い て こ う述 べて い ます。

「天 を創造 して これ をの べ
， 地 とそ

れ に生 ず る もの をひ ら き， その上 の民

に息 を与 え， その 中 を歩 む者 に霊 を与

え られ る主 な る神 は こう言 わ れ る。」

(イザ ヤ42：5)

さ らに イザヤ は， 人 に平安 を与 え る

主 のや さし さ， 愛 に満 ちた不 変 の慈 し

み につ いて こう記 して い ます。

「 『主 な るわた しは正義 を もって あ

な た を召 した。 わ た しは あなた の手 を



と り， あ なた を守 った 。 わた しはあ な

た を民 の契 約 とし， もろ もろの国 び と

の光 として与 え 〔る。〕

見 よ， さ きに預 言 した事 は起 った。

わた しは新 しい事 を告 げ よう。 その事

が まだ起 らない前 に， わ た しは まず，

あな たが た に知 らせ よう。』

主 にむ か って新 し き歌 を うた え。地
はて

の果 か ら主 をほ めた た え よ。」(イ ザ ヤ

42：6，9-10)

ア ルマ書 を読 む と， イ ザ ヤが私 た ち
あがな

に歌 うよ うに望 んだ歌 は， 瞭 い を与 え

る愛 を賛 美 す る歌 で あ る こ とが わか り

ます。(ア ル マ5：26参 照)後 に救 い

主 はパ レス チナ の地 にお い て， いち ば

ん大切 な第 一 の戒 め は何 か と問 われ，

即 座 に こ う答 え られ ました。

「 『心 をつ くし
，精 神 をつ くし， 思

い をつ くして，主 な る あな たの神 を愛

せ よ。』

第 二 も これ と同 様 で あ る， 『自分 を

愛 す る よ う に あ な た の 隣 り人 を愛 せ

よ。』 」(マ タイ22：37，39)

この み言葉 はわか りや す く， しか も

深遠 な意 味 を含 んで い ます。 私 たち が

どの よう に主 の誓 約 と取 り組 ん でい け

ばよいか を示 してい るの で す。 そ して

もうひ とつ は っ き りす るの は，主 は私

た ち につい て よ くご存 じな ので， 私 た

ち にで きな い よ うな こ とは何 ひ とっ お

求 め にな らない とい うこ とです。

キ リス トが命 じて お られ る愛 は，大

けんそん

きな改 心 と心 か らの謙 遜 さ を必要 とし

ます。 誇 りや ね たむ心 を捨 て去 らね ば

な りませ ん。 兄弟 や姉 妹 は もち ろん私

た ちを迫 害す る者 を も見 下 した りして

は な りませ ん。 その ような 自分 の よ く

な い性 癖 に心 を向 ける のは， むず か し

く， 多大な努力 を要す るこ とを， キ リス

トは よ くご存 じで した。 こ うおっ しゃっ

て い ます 。 「もし あな た の片 手 また は

片 足 が ， 罪 を犯 さ せ るな ら， そ れ を

切 って捨 て な さい。」(マ タ イ18：8)

ここで主 は手足 を切 断 す る よ うに と

勧 めて お られ るので は あ り ませ ん。 そ

の よ うな罪 を捨 て るのが い か に苦 痛 を

伴 うか ご存 じで あ る こ とを示 された の

です 。私 た ちが 自分 に しか で きな い改

心 をす るな ら， キ リス トの贈 い の血 に
ゆる

よって， 主 に しか与 え られ ない赦 しを

受 け る ことがで きます。 この相互 関係

は， 主が 私 た ちの可能 性 に深 い信 頼 を

置 き，尊 重 して くだ さって い る こ との

表 わ れ です。 主 の愛 を感 じた こ とのあ

る人 な らだ れで も， そ の信頼 に こた え

るとき， また主の みた まを求 めで きるか

ぎ りの努 力 を して主 をたた え る ときに

確 かな勇 気 が与 え られ る こ とを知 って

い ます。再 び聖典 か ら読 んでみ まし ょう。

「わ が い つ くし み はあ な たか ら移 る

こ とな く，平 安 を与 えるわが 契約 は動

くこ とが な い。」(イ ザ ヤ54：10。III

ニ ー フ ァイ22：10も 参 照)「 わ れ は美
なんじ

し き色 にて汝 の石 を敷 き， サー フ ァイ
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もとい

ル に て 汝 の 基礎 をす え 〔る 。〕」(III

ニー ファイ22：11。 イザ ヤ54：11も 参

照)

私 は これ らの 聖句 を読 む たび に強 い

印象 を受 け ます 。問題 の多 い世 の中 に

あ って， 私 が よ り どころ として い る基

は主 との誓約 に よ りもた らされ た もの

で す 。 そ れ らは私 に とっ て ま さに サ

ファイ ヤの よ うで あ 窮 値 のつ け られ

な い宝物 で す。 私 は それ らのお か げで

家 族 や神 と永遠 の きず なで 結 ばれ てい

るの です 。 これ らの基 とはす なわ ち，

回復 され た教 えで あ り， イ エ ス ・キ リ

ス トの福 音 の儀 式 です。 福音 の儀 式 は，

正 しい生 活 をす る人 々 に神 の聖 な る神

権 の 力 に よって与 え られ ます。 バ プテ
たまもの あんしゅれい せいさん

スマ ，聖 霊 の賜 を授 ける按 手礼 ，聖 餐

の儀 式， 神殿 の誓約 な どが そ うです 。

これ らは永 遠 の生命 を賜 わ るた めに私

た ち に与 え られ た もの で あ り， 受 け入

れ るか否 か の選 択 は私 た ちに ゆだ ね ら

れ てい ます 。

「お 前 た ち の結 んだ 誓 約 の た め にお

前 た ちは キ リス トの子 と呼 ばれ ， キ リ

ス トの息 子 や娘 と呼 ばれ る。 それ は今
あらた

日キ リス トが お前 た ちの精 神 を新 に生

み た もうた か らで あ る。 お前 た ちは キ

リス トの御 名 を信 ず るか ら自分 の心 が

改 まった と言 う。従 って， お前 た ち は

キ リス トに よ り生 れ てそ の息子 や娘 と

なった。」(モ ーサ ヤ5：7)

私 た ち は主 の大 い な る愛 の おか げで，

また主 の光 に導 か れた い と望 むが ゆ え

に， キ リス ドの家族 の一 員 とな って い

ます。誓 約 を交 わ してい るお か げで孤

独 や疎外 感 か ら守 られ て い ます。主 と

の つ なが りが あ るか らこそ，光 を輝 か

せ， 互 い に思 いや りを もって接 し， 自

分 の霊 を失 わ ず に永 遠 に保 つ ことがで

きる のです 。

これ らの事柄 を理 解 す るの は大 きな
あかし

祝福 で あ る こ とを証 し ます 。聖 典 に感

謝 してい ます。 キ リス トが 生 きてお ら

れ， この教 会 を導 い てお いで に な る と

い う知識 を与 え られ てい る こ とに も感

謝 してい ます。 戒 め を守 る人 は皆， 主

を身 近 に感 じ られ る ことを証 します。

これ らの ことを主 イエ ス ・キ リス トの

み名 に よ り， へ り くだ って申 しあげ ま

す。 アー メ ン。



信仰を守り通した

七十人

工ドワルド・アヤラ

この入里離れた遠い谷間で，なんとすばらしい教えが生きていたことで

しょう。しかもそこは宗教を守り，福音の原則に従って生活することがあ

ずかしい場所なのです。

会幹部という責任の性質上，私

教 た ち は さ まざ まな国， 場所 ， 団

体 を訪 問 す る割 り当 て を受 け ます。場

所 に よって は危険 が伴 い ます。地 域 の

事情 に よっ て は， 訪 問の割 り当 て を受

けた場 所 までた ど り着 けな い場合 が あ

ります。

あ る時， 私 はペ ル ーの 美 しい 山岳地

域 に あ るス テー キ部 を訪 問 す る責 任 を

受 け ました。旅 行 には危 険が 伴 うた め，

過 去2年 以 上， この ユニ ッ トの人 々 は

教会 幹 部 の訪 問 を受 けた こ とが あ りま

せ ん で した。私 た ち は，正 式 な許 可 を

得 た後 ，伝 道部 長 の助 けを得 て， 片道

5時 間 か か る美 しい マ ンタ ロ リバ ー の

谷 間 に向 けて 出発 しま した。

ス テー キ部 セ ンタ ー に到 着 す る と，

ステ ーキ部 長 とふ た りの副 ステ ーキ部

長 が 出迎 えて くれ ま した。 私 た ち を見

る と， 彼 らの表 情 は喜 び に あふれ ，兄

弟 どう しの 固い抱 擁 を交 わ しま した。

それ よ り3年 前 ， この 町で はふ た りの

愛 す る宣 教 師が命 を失 い ま した。 私 に

あ る愛 情の すべ て を伝 え よ うと してス

テ ーキ部 長 を抱 き締 め た後 ， こ う尋 ね

ました 。 「長 い間 来 る こ とが で き ませ

ん で した が ， そ の 間 ， 苦 労 が 絶 え な

か った で し ょ うね。」 ス テー キ部 長 は

目 に涙 を浮 かべ て言 い ま した。 「え え，

苦 労 しま した。 で も信 仰 は守 り通 し ま

した 。」 この 簡 素 な 言葉 は私 た ち の心

を打 ち ま した 。彼 らが 人 間 として，教

会 の会 員 として遭 遇 した さ まざ まな困

難 に もか かわ らず ，主 の み手 が彼 ら と

ともにあった ことを私 たちは感 じました。

彼 ら との集会 の中 で，私 た ち は多 く

の こ とを学 び ました。 そのひ とつ が，

その よ うな場所 で ， また大 都市 や教 会

本部 か ら遠 く離れ た場 所 で， どの よう

に信 仰 を守 り通 す か， とい う点 で した 。

私 た ちが学 ん だ こ との中で ，彼 らが問

題 を克服 する うえで役立った原則 を，少

な くとも5つ 見 つ けることがで きました 。

第1に ， 彼 らは主 に対 す る信 頼を 決

して捨 てず ，全 面 的な信 頼 を主 に寄 せ

て いま した 。 これ は彼 らの確 信 の基 に

な って い ま した。彼 らは主 が守 り導 い

て くだ さる とい う事 実 を信頼 して い ま
なんじ

した。 主 は こ う言 われ ま した。 「汝 ら

も しわ れ を信 ず るな らば， わが こ ころ
な

にか な う何 事 に て も為 す 力 を与 え ら

る。」(モ ロナ イ7：33)

人 は必 死 の状況 に追 い込 まれ る と，

と きど き，別 の道 や別 の指 導 を求 め る

こ とが あ ります 。 しか し助言 を与 えて

くれ るその ような人 々が ，必 ず し も助

ける力 を持 っ てい るわ けで は あ りませ
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ん。私 た ち の霊的 な必 要 を理解 して い

ない か らです 。試練 の中 で私 た ちに必

要 な助 言 や啓 示 を与 え る備 えが彼 らに

はあ りませ ん。

モ ーサ ヤの 息子 た ちの す ば らしい模

範 を考 えてみ まし ょう。彼 らは多 くの

苦難 や 試 しを乗 り越 え ま した。 彼 らは

主 を信頼 した た め ， 「主 は 『み た ま』

をか れ らに与 え，安 心 せ よ と言 い た も

うた ので かれ らはそれ で心 が安 らか に

なっ た。
よ

… …汝 らはわれ に 由 りてかれ らに模

範 をあ らわす よ う忍 耐強 く堪 忍 を し，
かんなん

また銀難 に堪 え よ。 さ らばわれ は汝 ら

をわ が手 に使 い多 くの人 を救 わ ん。」

(アル マ17：10-11)

第2に ，彼 らは忠 実 に祈 りま した 。

彼 らは大 人 も子 供 も若人 も， 個人 で ま

た家 族 で，信 仰 を込 め て この聖 な る習

慣 を守 りま した 。私 た ちの知 って い る

とお り， 祈 りは天父 に意 思 を伝 え る手

段 で す。 私 た ちは天 父 の子供 で あ り，

天父 は私 た ち を愛 して くだ さ ってい て，

私た ち の祈 りを聞 いて くだ さい ます。

私た ちが 戒 め を守 るな ら，天 父 は祝福

しよ う と心 を砕 い て くだ さって い ます。

救 い主 が ニー フ ァイの 民 を教 え られ

た時 ， こ う言 われ ま した。 「汝 らの妻

子 が祝 福 を受 くる よ う， た えず わが名
ささ

に よ りて 家 族 の 祈 り を御 父 に捧 げ

よ。」(IIIニ ー フ ァイ18：21)御 父 と御

子 が祈 りを聞 い て くだ さ る とい う確 信

を，彼 ら は この時 ほ ど強 く持 て た こ と

はな か ったで し ょう。

第3に ， 彼 ら はた ゆまず 聖典 を勉 強

しま した。 彼 らは聖典 の 中か ら，恐 れ

に打 ち勝 つ信仰 ， 問題 の解 決策 ， 主か

らの慰 め， 天 父 の愛 に満 ちた助 言， そ

して何 よ りも永 遠 の生命 に向 か って導

かれ てい る とい う確 信 な どを見 いだ し

てい ま した。 「聖典 を調 べ なさ い。 あ

なたが た は，聖 典 の 中 に永 遠 の命が あ

る と思 って調 べ てい るが， 聖典 は， わ

た しに つ い て あ か し を す る もの で あ

る。」(欽 定 訳 ヨハ ネ5：39よ り和訳)

彼 らは どの よ うな困難 の 中で もこの戒

めを守 り ました。 この地 の聖徒 の ひ と

りは， こ う言 い ま した。 「聖典 を読 で

い る時 ほ ど，主 を身 近 に感 じた こ とは

あ りませ ん。」



第4に ， 彼 らは神 権 プ ログ ラム を実

践 しま した。 その地 で致命 的 な事件 が

あ ったた め，専 任 宣教 師 た ち を移転 さ

せ る必 要 が あ りま した。 それ を補 うた

め，福 音 を聞 きた い と望 んで い る人 々

に教 え られ る よう に， 帰還 宣教 師 を組

織 す る必 要が 生 じ ま した。 求 道者 は会

員 の 家 族 が 紹 介 し ま した 。 ホ ー ム

テ ィー チ ングの数 が増 え ました。 見過

ごしに され る人 はだ れ もい ませ ん。彼

らの言葉 どお り， 彼 らは信 仰 を守 り通

したので す。

第5に ，彼 らは主 のみ前 にへ り くだ

りま した 。 自分 の生 活 を清 め，悔 い改

め， 聖徒 と して協 力 し合 い， 持 ち物 を

分 かち合 い， 問題 が 生 じた とき， 危 険

が迫 った と きには， 断食 を しま した。

これ らの簡 単 で あっ て も力 強 い原 則

に よって彼 らはみず か らを支 え，信 仰

を保 ち， 教会 の会 員 と してそ の地 域 で

活発 で， 忠 実 な生活 を送 る こ とが で き

ま した。

この人 里離 れた遠 い谷 間 で， な ん と

す ば ら しい教 えが 生 き て い た こ とで

し ょう。 しか もそ こは宗 教 を守 り， 福

音 の原則 に従 って生 活 す る こ とが むず

か しい場 所 な ので す。 それ ばか りか命

その もの を維持 して信仰 を守 るの が む

ず か しい場 所 で あ るこ とは，容 易 に想

像 さ れ ます 。 た だ 神 へ の信 頼 ， イエ

ス ・キ リス トを信 じる信仰 だ けが ， み

ずか らを支 え，前 進 し，清 め る力 を与

えた ので す。

信仰 を同 じ くす る教 会員 が ほか にい

ない人 ，家 族 が教 会員 で は ない人 ， 同
はんりょ

僚 や伴 侶 ，子供 を失 った人 な どに とっ

て，信 仰 を守 り通 す こ と自体 ，大 きな

チ ャ レンジで あ る はず で す。 前進 し続

け るに は大 きな勇 気が 必 要で す。 しか

し私 た ちは， 常 に，天 か ら慰 め を受 け

る ことが で き ます 。

開拓 者 た ち はつぶ や き ませ ん で した。

信 仰 を否 定 した り， 引 き返 した りす る

こ ともあ り ませ んで した 。教 会 が まだ

小人 数 であ った初 期 の ころ， 地上 の ど

こを見 て もほか に教会 員 はい ませ んで

した。彼 らの味 わ った深 い孤 独感 は，

計 り知 れな い ものが あ った と思 い ます。

迫害 され， 辱 め られ ，拒 まれ，殺 され

た人 々 もい ました。 逆境 に負 けず に は

ぐ くんだ 信仰 に よって， 彼 らは同時 に
けんそん

強 くな り，謙 遜 に な りま した。 あれ ほ

ど大 きな抵抗 ，孤 独 ，苦 痛 の中 で信仰

を守 り通 す の は，非 常 に困難 だ った は

ずで す。 しか しそれ は栄 光 の時期 ， 殉

教 の時代 ， 勇敢 で霊感 に満 ちた 宗教 の

礎 を築 く期 間で もあ りま した。

キ ンボー ル大 管長 は， 同 じテー マで

この よう に語 りま した 。 「人 は忍 耐 ，

辛抱 ， 自制 を学 ぶ とき， 苦 しみ を通 じ

て聖 徒 に な る。 救 い主が 味 わ った苦 し

み は そ の教育 の一 部 で あっ た。」(「悲

劇 か運命 か 」 ブ リガム ・ヤ ング大学 年

度講 話，1955年12月6日 ，p5)

そ の飾 らな い模範 に よって， 疲れ ず，

天 父 のみ もとに戻 る力 を与 えて くれた

人 々 に感 謝 し ます。 遠 く離 れ た この小

さな町 や村 の人 々 は， お そ ら く孤立 し

ていた た め にか えっ て強 め られ，清 め

られた のか も しれ ませ ん。

ス テー キ部大 会 の最 後 に， 私 は会員

た ち に，神 が 愛 して くだ さ って い る こ

と，大 管長 会 と十 二使 徒会 は彼 らを忘

れ ず にい る こ とを伝 え ま した 。 だか ら

こそ私 た ち はそ こを訪 問 した の です。

そ して，彼 らは教 会 の一部 で あ る こ と，

忘 れ られ て はい ない こ と， 教 会幹 部 は

彼 らのた め に祈 って い る こ と， な どを
あかし

証 し ました。 彼 らの心 は感 謝 に満 た さ

れ ，主 の みた まに慰 め られ て きた謙遜

な会員 として， また笑 顔 を見 せ て くれ

ま した。

大会 中 の あ る部 会 の閉会 の祈 りの 中

で ，80歳 に もな ろ うか とい う，尊 敬 す

べ きひ とりの老人 が， 彼 らが 予言 者 を

忘 れ ず にい る こ とを， よ く言 い表 わ し

て い ま した 。 彼 は こ う祈 りま した。
しもべ

「天 の お 父様
。 あ なた の僕 の ひ とり を
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この マ ンタ ロの 谷 間 に遣 わ し て くだ

さった こ とを感 謝 します。 この土地 は

あなた の愛 す る僕， キ ンボー ル大管 長

が ひ ざ まず き， 私 た ち を養 い， 生活 の

糧 を もた らして くれ る場 所 と して祝 福

した所 です 。」

私 た ちが き ょう， 神 の予 言者 た ち の

前 に着席 し，彼 らの愛 に満 ち た導 きを

受 け られ るの は， な ん と幸 せ な特権 で

し ょう。 教 会が 世界 的 に成 長 した た め，

これ らのす ば らしい指 導者 た ち とそ ば

近 く接 す る特権 に， 生涯 恵 まれ ない善

良 な会員 た ちが お おぜ い い ます。 しか

し私 は彼 らが教 会幹 部 を愛 し， 教 え を

守 り，予 言 者た ち に会 え るそ の 日を忍
あかし

耐強 く待 って い る こ とを証 し ます。

この世 の 進歩 に合 わせ て人々 や 国々

の状 況 は変化 し ます 。 それ に もか かわ

らず ，凍 る よう に寒 い 山岳 地や ，暖 か

い谷 間， 川岸 ， 荒野 な ど， 教会 員 の い

る所 で あれ ば どこで あろ う と， 基本 的

な原 則 を守 る人 々が 常 に い ます 。彼 ら

はその よ うに して， ほかの人 々 に祝 福

を もた らして い ます 。 どこに い よ う と，

どの よ うにむず か しい状 況 の下 で忍 耐

を強 い られ よ う と， この世 の問 題 に果

敢 に取 り組 み ま し ょう。 信仰 を守 り通

しま し ょう。

私 た ち はさい わ い に も， き ょう， 私

た ちが愛 し支 持 す る新 しい 予言 者 と副

管 長 た ち に， 支持 の挙 手 を しま した 。

いつ か将 来， 地上 の ほ とん どす べ ての

国で ，た とえ どん な に人 里 離れ た町 や

村 で も， き ょう私 た ちが 行 な った よ う

に，会 員 た ちが喜 び を もって支 持 の挙

手 をす る特権 にあず かれ る 日が や って

来 るで し ょ う。

私 た ち はいつ の 日か地 上 での 旅路 を

終 えて， 天父 の み もとに戻 ります。 そ

の 日に，使 徒 パ ウ ロが テモ テ に語 った

と同 じ， 勇敢 な証 をす る こ とが で き ま

す よ う にお祈 り します 。 「わた しは戦

い を りっぱ に戦 いぬ き，走 るべ き行 程

を 走 りっ く し， 信 仰 を守 り とお し

た。」(IIテ モテ4：7)

主 の祝福 に よって私 た ち が これか ら
けんそん

も勇 敢 で ， 謙 遜 で ， 忠 実 で い ら れ ま す

よ う に 。 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ

り， ア ー メ ン 。

イエスが

こらんになるように

七十人

セシル ・0・ サミュエルソン ・ジュニア

あがな

主は……偉大な贋いの業を通して，堕落や誤ぢ，罪，失望を償うに必要

なものすべてを用意してくださいました。

聞7の 歴 史 的 な大会 に皆 さん とと も

(一 ・ に出席 し， 愛 す る予 言 者 を は じ

め とす る教 会 の指 導者 を支 持 す る機会

に あずか り感 謝 して い ます。 また何 よ

りこの神聖 な召 しを受 けて働 ける こ と

を主 に感謝 し，加 えて，私 を育 て，教

え，支 持 して くだ さった すべ て の人々

に感 謝 の念 をお伝 え します。 私 の家族 ，

とりわ け妻 のシ ャ ロ ンはいつ も私 の必

要 を満 た そ う と努 めて くれ ま した。 ま

た ，教 会員 で あ るか な いか にかか わ ら

ず ， おおぜ いの友 人や 同僚 た ち は， こ

の責任 が私 に とって どの ような意 義 を

持 つ のか理 解 しよ う と努 め， 思 いや り

を示 し，励 ま しを与 えて くれ ました。

教会 幹 部 た ちは， こ との ほか 忍耐 強 く

親切 な態度 で接 して くれ ました。 そ し

て これ までの 数 カ月， 自分 を見詰 め直

し， 召 しを よ く果 た そ う とす る私 を，

や さ し く助 けて くれた人 々 に対 し感 謝

の気 持 ちで い っぱ いで す。

正 直言 う と私 は， この 自省 のプ ロセ

ス の中 で， 自分 に訪 れ た この召 しにつ

い て ほか の人 たち は ど う感 じてい るだ

ろ うか と思 い ました。 そ して， 詩人 の

ロバ ー ト ・バ ー ンズの言 葉 に思 い を は

せ ました。せ ん えつ なが ら現 代語 に直

す と次 の よ うな詩 です 。 「ほか の人 が

我々 を見 る ご と くに 自己 を見 詰 め るの

は， な ん と有益 な こ とか。」(「ろ くで

な しに贈 る歌 」)私 た ち が人 か ら ど う

見 られ て いるか ，特 にい ちば ん大切 な

人 か ら どう見 られ てい るか を知 るの は，

興味 深 くか つ重 要 な こ とで す。 まして

や救 い主 が私 た ち を ど う見 て くだ さっ

て い るか理解 で きた ら どんな にす ば ら

しいで し ょうか 。

それ で は， イエ ス ・キ リス トが私 た

ち の こ とを どの よ うに認 識 して お られ

るか を私 た ち は どの程度 知 る こ とが で

きるで し ょうか 。 それ は，主 が定 めて

くだ さった標 準 に私 た ちが どれ くらい

従 って い るか に よ ります。 また ，清 い

心 を持 って い るか どうか によ るので す。

主 は全人 類 に完 全 な模 範 と標 準 を示 し

て くだ さい ました。 さ らに行 ないだ け

で な く， 次 の よ うな印象 的 で はっ き り

とした問 い か け と招 きの言葉 を語 られ
なんじ

ま した。 「汝 らはい か な る人 物 にて あ

るべ きか 。 まこ とに汝 らはわ れ と同 じ

人 物 な らざるべ か らず。」(㎜ ニ ー フ ァ

イ27：27)主 の お っ しゃ った とお りに

行 動 し， 主 の望 まれ るよ うな人物 とな
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るな ら， 主 か ら認 め て い た だ け る で

し ょ.う。 逆 に そ う㌧ なか った な ら，主

の失望 を招 くで し ょう。

主 は私 た ち をい ちば ん よ くご存 じな

だ けで な く， 最 も愛 して くだ さって い
あがな

ます 。 そ して，偉 大 な贈 い の業 を通 し

て，堕 落 や誤 ち， 罪， 失 望 を償 うに必

要 な ものす べて を用意 して くだ さい ま

した。 その た めに私 た ち は， 予言 者 た

ち の示 す狭 い門 を くぐって まっす ぐな

道 を歩 み(IIニ ー フ ァイ31章 参 照)，

み もとに来 る よ うに とい う主 の招 き を

受 け入 れ，恵 みを得 るよ う努 め さえす

れ ば よいの です。 そ うすれ ば権能 を授

か った主 の代 理人 を通 じて祝 福 を受 け

る とと もに， 贈 い の効 力 にあず か れ る

で しょ う。

救 い 主 を愛 し，救 い主 に喜 んで いた

だ こう と努 め る人 々 に対 し， かつ て ヒ

ンク レー大管 長 は次 の ように述 べ まし

た 。 「主 の 弟子 で あ る私 た ちが 下 品 で

無礼 な行 動 を取 った り， 不正 を働 いた

りす るな ら， 当然人 々 の キ リス トへ の

イ メー ジ は損 なわれ ます。 しか し私 た

ちが 善良 で親 切 で寛 大 な態 度で 人々 と

接 す るな ら，私 た ちが そ のみ名 を受 け

て い る主 に一層 の栄 光 を帰 す ことが で

き るので す。」(「模 範 とな りな さい 」

P.90)

良 きサ マ リヤ人 のた とえ話 の中 で神

の御 子 は， 主 の よ うにな りた い と願 う

す べ ての人 々 に対 す る期 待 をは っ き り

と語 られ て い ます 。(ル カ10：30-37

参照)こ の よ うに， 主 は私 た ち一人 一

人 に期待 し求 め られ る態 度 や行 動 にっ

いて教 え， 模範 を示 され ま した。 それ

だ けでな く，主 は儀 式 と誓 約 を備 えて

くだ さい ました。私 た ち は，正 式 に任
しもべ

命 された主 の僕 か らそれ らを受 ける こ

とに よ り， 約束 された この世 での祝 福

と永 遠 の祝 福 のす べ て を享 受 で きる の

で す。
あわ

偉 大 な力 と憐 れ み の心 を兼 ね備 え ら

れ た救 い主 は， 必 要が生 じた ときに は，
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奇 跡 的 な方法 で何 千人 もの人 々 に食物

を お与 えに な り ました 。(ル カ9：10

-17参 照)ま た その一 方 で主 は， み ず

か らを取 る に足 りない者 と考 える孤独

な罪 人 の た め に喜 ん で 時 間 を割 き，

「生 ける水 」 を与 え
，永 遠 の生 命 へ と

導 かれ ま した。(ヨ ハ ネ4：7-26参

照)主 は慈 悲 深 くお おぜ い の人 々 に福

音 を説 か れ ま した。 そ して一 見 した と

ころ重 要人 物 で もなか った ナタ ナエ ル

とその個人 的 な質 問 の ため に も時 間 を

割 こ う と され た ので す 。(ヨ ハ ネ1：

45-51参 照)

神 の指示 を受 け て世 界 を創 造 され た

主 は， ご自身 で文 字 どお り万 事 を処理

す る こ ともで きた はず です が， あ えて

ご自身 のみ業 にほか の人 々 を用 い られ

ました。十 字 架 にお か か りにな った 時
まな で し

に は， 愛弟 子 ヨハ ネに，母 マ リヤ の世

話 を依 頼 し， ヨハ ネ 自身 の母 に対 す る

ように接 して ほ しい とい う気 持 ち を込

め て語 られ ま した 。(ヨ ハ ネ19：25-

27参 照)末 日にあ って は， イエ ス ・キ

リス トご 自身 が天 父 と と もに予 言者

ジ ョセ ブ ・ス ミス の前 にみ姿 を現 わ さ

れ ま したが， 主 に な り代 わ って モル モ

ン経 を世 に出す特 権 と栄誉 は， モ ロナ

イ にお与 えにな りま した。 この教 会 は

救 い主 の教 会 で すが ，主 はゴー ドン ・

B・ ヒン ク レー大 管長 を召 して ，現在

私 た ち を管理 す るよ うにな さい ました。

私 は，主 が皆 さんや 私 を， 主の代 理人

として大 小 さ まざ まの重 要 な務 めや責

任 に召 して ぐだ さって い る こ とを感 謝
い けい あかし

と畏敬 の念 を込 め て証 します。

イエ スが私 た ち を どの よ うに見 てお

られ るか もっ とよ く理解 し よう と努 め

る とき， また腰 い主 が私 た ち に望 まれ

て い るよ うな生 き方 を しよ う と真 剣 に

考 え る とき， 主 の次 の教 えを心 に留 め，

そ れ をすべ ての行 ない に文字 どお り生

か して い こ うで は あ りませ ん か。 「も

しあな たが たが わ た しを愛 す るな らば，

わ た しの い ま し め を 守 るべ き で あ

る。」(ヨ ハ ネ14：15)「 わ た しの 兄 弟

で あ る これ らの 最 も小 さい者 の ひ と り

に した の は， す な わち， わ た し にした

の であ る。」(マ タ イ25：40)イ エ ス ・

キ リス トの み名 によ って 申 しあ げます。

ア ーメ ン。



誓約にあずかる者

十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ ネルソン

自分が何者で，神から何を期待されているかがわかり，すなわち主の律

法が 凸1に記されるとき，私たちは霊的に守られます。

の話 の テー マ は聖典 の 「誓約 に

私 あず か る者 」 で す。1本 題 に入

る前 に， ハ ンター大 管長 の 同僚 として ，

ひ と りの父親 として最近 経験 した こ と

や， また以前 に医者 として経験 した こ

とをお話 し した い と思 い ます。

この数 週 間 は，妻 の ネル ソン姉妹 と

私 に とって つ らい 日々 で した。 愛 す る

ハ ンタ ー大管 長 に別 れ を告 げただ けで

な く， その33日 前 に， い としい娘 のエ

ミ リー を亡 くした ので す。 エ ミ リー は

5人 の小 さな子供 たち の母親 で ，37歳

の誕生 日を祝 った ばか りで天 に召 され

ました。 ハ ンター大 管長 は， エ ミリー

の 実 生 活 に影 響 を 与 え ま し た 。 エ ミ

リーは， す べて の成人 会 員 は神殿 推 薦

状 を持 っ よ うに とい う勧 め に従 い ま し

た 。 彼 女 の 配 偶 者 で あ る ブ ラ ヅ ド

レー ・ウイ ッ トワ ー は， 定期 的 に神殿

で過 ごす 時間 を特 権 と考 えてい ました。

ふた りは 「主 の宮 居 を， 教会 員 で あ る

こ との崇 高 な象 徴 とし，最 も聖 な る誓

約 を交 わす 至高 の場 所」 としたの です。

エ ミ リー は 「主 イ エス ・キ リス トの…

…模 範」2に 従 お う と努 め ました。

ハ ンタ ー大 管 長 やエ ミ リー は，病 気

で激 しい苦痛 に襲 われ て も，決 して怒

りの言葉 を口 に し ませ んで した。 む し

ろ， 忠実 な信 仰 によ って耐 え る道 を選

ん だの です。 善意 の友人 や家 族 が容 態

を気 にか けて尋 ね る と， エ ミ リー は明

る く答 え ま した。 「心配 しな いで ， 私

は だ い じ ょうぶ よ。」電 話 を切 る とき

も， 普通 の 「グ ッバ イ」 で は な く， 彼

女 は 「アイ ラ ブユ ー」 と言 い ま した 。

ボイ ド ・K・ パ ッカ ー長老 と私 が ハ

ンター大 管長 を見 舞 っ た時， 大管 長 は

ハ ンタ ー姉妹 を招 き寄せ て， 手 を握 り，

ほ ほ えん で 言 い ました 。 「そ ば にい て

くれ る と気分 が よ くな る よ。」

娘 や大 管長 の た めに， もっ と何 か し

て あげ られ た ら と思 う と，悲 しみ の涙

が込 み上 げて き ます 。 もし私 に人 を復

活 させ る力が あった ら， ふ た りを呼 び

戻 そ う としたか もしれ ませ ん。聖 任 さ

れ た使 徒 と して各 々 が神 の王 国 のす べ
かぎ

ての鍵 を預か って い ます が， 私 に は復

活 の鍵 はあ りませ ん。 イエ ス ・キ リス

トが そ の鍵 を持 って お られ， 主 の時 に

応 じて， エ ミ リーや ハ ンター 大管 長，

すべ て の人 々 の た めに それ を使 わ れ る

で し ょう。3

エ ミ リーや ハ ン ター大 管長 に， 死 の

恐 れ は あ りませ んで した 。ふ た りは主

と神聖 な誓 約 を交 わ して守 り， 自分 へ

の約 束 も同 じ よ うに守 られ る こ とを

知 って い ま した。4「 誓 約 に あず か る

者 」 として気 高 く生 きた ので す。

何年 も昔 に若 い医学 生 だ った ころ，
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私 は， 今 で は予 防可能 な病 気 に苦 しむ

おお ぜい の患 者 を見 ました。現 在 で は，

かつ ての不 治 の病 に対 す る免疫 を与 え

る こ とが で き ます。免 疫 を与 える医療

法 が 予 防 接 種 です 。 接 種 を意 味 す る
"inoc

ulate"は 興 味 深 い言 葉 で， ふ

た つ の ラ テ ン 語 か ら来 て い ま す 。
"i
n"は 「中 」 を表 わ し，"oculus"

は 「目」 を意味 し ます。"inoculate"

とい う動 詞 は 「中 に 目 を入 れ る」， つ

ま り 「害 の ない よ うに監視 す る」 とい

う意味 で す。

小 児 まひ の よ うな病 気 は，足 や体 に

障 害 を残 す こ とが あ ります。 そ して罪

とい う病気 は霊 に障害 を もた らし ます。

小児 まひ か ら生 じる障 害 は免疫 に よっ

て予防 で きますが， 罪 の罪 か ら生 じる

惨害 に対 して は別 の予 防手 段が 必要 で

す。 医 者 は邪悪 に対 す る免 疫 を与 え る

ことはで き ませ ん。 霊 的 な予防 は主 か

ら5， 主 ご自身 の 方法 で もた ら され ま

す。 主 が選 ばれ た の は予防 接種 で は な

く， 真 理 の教 えで す。 主 の方法 にワ ク

チ ンはい りませ ん。 神 の子供 たち の永

遠 の霊 を守 るた めに，神 の教義 を教 え

るので す。 つ ま り 「中 の 目」 を操作 す

るので す。

ご自身を明らかにし，人を教化される

教 える際 にイエ ス は， まず ご 自身 を

明 らか に し6， そ れか ら従 う人 々 の こ

とを話 され ました。 古代 アメ リカ の民

に語 られ た言 葉 を引 用 し ま し ょ う。

「わ れ 〔は〕神 の子
， イエ ス ・キ リス

ト 〔な り。〕」7

「… …サ ムエ ル の前 に来 りし予言者

た ち， お よびサ ム エル の後 に予 言 を し

た るす べ ての者 た ち は皆 わ れの こ とを
あかし

証 せ り。
なんじ

汝 らは予 言者 らの子孫 な り。 イ ス ラ

エル の家 に属す る者 共 な り。 また御 父

はア ブラハ ム に 『汝 の子 孫 に よ りて世
けんぞく

界 の春族 こ とご と く祝福 を受 くべ し』

と言 い て汝 らの先祖 と誓 約 を結 びた ま
あずか

い しが汝 ら はその誓 約 に与 る者共 な り。

御 父 はわ れ を立 てて まず汝 らに遣 わ

した まえ り。 こはわ れ に汝 らを して各

各 その罪 悪 よ り遠 ざか らしめ汝 らに恵

み を与 え しむ るた め に して ， また汝 ら



ゆえ

が 誓 約 に あ ず か る 者 共 な る が 故 な

り。」8

霊 的 な免疫 を得 るた め に大 きな一 歩

を踏 み 出す に は， まず 「誓約 にあ ずか

る者 」 とい う表現 を理 解 す るこ とです。

救 い主 は どの誓約 につ いて 言わ れ たの

で し ょう。 「ア ブ ラハ ム に立 てた まい

し誓 約 。」9で す。 主 は さ らに こ う言 わ

れ ま した 。 「われ はか つ て わが 民 に立

て た る誓 約 を果 すべ し。 その誓 約 はわ

が心 にかな う時 にわ が民 を集 め 〔る〕

こ とな り。」lo

アブラハムの誓約

主が 最初 にア ブ ラハ ム と交 わ し口，

イサ ク12， ヤ コブ13に 再確 認 され た誓

約 は， 何 に も勝 って重 要 です 。 それ に

は次 の よ うな約 束 が あ ります。

●アブ ラハ ムの 子孫 が多 くな り，永

遠 に増 え， 神権 を持 っ。

●アブ ラハ ム は多 くの 国民 の父 にな

る。

●ア ブラハ ムの血 統 を通 して， キ リ

ス トと王 た ちが生 まれ る。

●定 め られ た地 を受 け継 ぐ。

●地 の すべ ての 国民 が， ア ブ ラハ ム

の 子孫 に よって祝福 され る。

●誓 約 は永遠 で あ り， 「よ ろず よ」14

に続 く。

これ らの約束 の い くつ か は成 就 し，

ほか は まだ で す。 紀 元 前600年 ご ろ の

予言 を引 用 し ま し ょ う。 「私 た ちの 父

はひ とり私 た ちの子 孫 の ことを話 した

ばか りで な く， また イス ラエル の家 の

全 部 につい て も話 を して， 末 の 日に成

就 され る はず の誓約 を教 えた ので あ る。

そ の誓約 とは主 が私 た ちの 先祖 ア ブ ラ

ハム に 結 びた もうた誓 約 の こ とで

あ る。」15

確 か に約束 され た よ うに，主 が末 日

に現 わ れて ， アブ ラハ ムの誓 約 を新 た

に され ま した。 予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス に主 は こ う宣 言 さ れ ま した 。 「ア ブ
しもベ

ラハ ム はその子 孫 とそ のす え(わ が僕
なんじ つ

ジ ョセ フ汝 もそのす えな り)に 就 きて

約 束 を受 けた り。… … この 約束 はまた

汝 の約 束 な り。汝 はア ブ ラハム よ り出

特
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で… … し によ る。」16

私 た ち も 「誓約 にあず か る者 」 です。

昔の人 々 の よ う に， 神権 と永遠 の福 音

を受 けま した。 ア ブ ラハ ム ， イサ ク，

ヤ コブ は私 た ちの先 祖 で， 私た ちは イ

ス ラエル の子 孫 です 。福 音 と神 権 の祝

福 と永遠 の 生命 を受 け る権利 が あ りま

す。 地 の国 々 は，私 た ち の働 きに よ り，

また私 た ちの子 孫 の働 きに よっ て祝 福

され ます。文 字 どお りの アブ ラハ ム の

子孫 と， 養 子縁 組 に よっ てそ の家族 に

加 え られた 人々 は， 約 束 され た祝福 を

受 け ます。 た だ し， 主 を受 け入 れ て，

戒 め に従 う必要 が あ ります。

予 言者 エ ライ ジ ャは，先 祖 に な され

た約 束17を 植 えつ け るた め に， や っ て

来 ました。 後 に， 主が 誓約 にあず か る

者 た ち を集 め る み業 に着手 され た し る

し と して18， モ ル モ ン経 が世 に出 ま し

た 。現代 のた め に書 かれ た この書 物 に

こ う あ り ます 。 「御 父 が イ ス ラエ ル人

…… に立 てた もうた誓 約 は， す で に事

実 とな り始 めた と言 うこ とをあ なた た

ち は知 るで あ ろう。 ……

… …主 はイ ス ラエ ルの 家 に属 して い

る 自分 の民 に立 てた もうた誓 約 を忘 れ
はた

ず に … … 果 し た も う … … 。」19

新 しくかつ永遠の誓約

確 か に，主 は私 た ち をお忘 れ に な り

ませ ん。 私 た ちが主 を忘 れ な けれ ば，

誓 約 にあず か る者 は，誓 約 に よ って神

の教 義 を受 け るので す。 ブ リガム ・ヤ

ング は言 い ま した。 「す べ て の末 日聖

徒 は，教 会 に入 る とき， 新 し くか つ永

遠 の誓約 に入 る。 …… それ は神 の王 国

を支 えるた めで あ って， その ほか の王

国 を支 え るた めで は ない。」20

バ プテ スマ の と き， 私 たち は主 に仕
せい

え， 戒 め を守 る こ とを誓 約 し ます 。聖
さん

餐 を取 る ときに， それ を新 た に し ます。

さ らに神権 の誓 約 を受 け2㌧ 神殿 特 有

の教 義 や誓 約 を含 む エ ンダ ウメ ン トと

い う最 高 の祝福 も受 け る こ とがで き ま

す 。

福 音 の新 し くか つ永 遠 の誓 約 に'よっ

て ，私 た ち は神 殿 で結 婚 す るふ さわ し

さ を身 にっ け，次 の祝 福 を受 けるの で

す 。 「第 一 の復 活 に 出 で来 〔りて 〕 …

…王位 ，王 国 ，公 国， その他権 能 ，領
つ

土 … … を受 け嗣 〔ぎ，〕 …… 最 高 の栄

に進 む を得 て， あ らゆ る事 に光栄 を受

くべ し。」22

神殿 結婚 した両 親 の元 に生 まれた子

供 は， 神権 の祝福 を 自然 に受 け継 ぎ ま

す。誓 約 の 中 に生 まれ た子供 で すか ら，

「約束 の子孫 た る地位 を保 証 す る何 ら

の養子 縁組 の式 あ るい は結 び固 め の式

を要 しない」 の です 。23

戒 め に従順 で あ れば， 私 た ちの理解

を超 えた報 いが もた らされ ます 。誓 約

にあず か る者 は，罪 に敵 対 す る人 々 の

子孫 にな ります 。 それ か らハ ンタ ー大

管長 や エ ミリー ， その ほか誓 約 にあず

か る人 々 と， 「各 々 の 世代 が， 神 の家

族 の 中で ひ とつ に結 ばれ るので す。」24

誓約 を通 して愛 す る人 々 と結 ばれ るの

を知 る と， 大 きな慰 め を受 けます。

誓約にあずかる者たちの一致

末日聖徒は主の次の言葉を理解して
なんじ

い ます。 「汝 らひ とつ とな れ ， もし ひ

とっ とな らず ば， 汝 らはわが ものに あ

らず。」25

ヒン クレー大 管 長 は こ う言 い ま した。

「この崇 高 な一致 こそ， 真 の キ リス ト

教 会 の特質 で す。 世界 じ ゅうの教 会員

が この 一致 を心 に感 じて い ます 。」 ヒ

ン ク レー 大 管 長 は さ ら に続 け て こ う

言 って い ます。 「私 た ちが 一 致 して さ

らに強 め られ ます よ うに。」26

しか し世 界 じ ゅうで， 多 くの人 々 が

争 い や不適 切 な 呼び名 に よって不 一致

を もた らしてい ます 。人 の 品位 を落 と

す よ うなニ ックネー ムが加 え られた り，

本 名 に代 えて用 い られ た りす る こ とが
ちょうしょう

あ り ます。 残 念 な こ とに， 嘲 笑 す る

ような言 葉 が，誓 約 にあず か る者 の本

質 をあ い まい にす るの です 。
きよ

反 対 に神 は， 統一 した聖 め られた 名

称 を用 い られ ます。 福音 を受 け入れ て

バ プ テスマ を受 ける とき， 私た ち は再

び生 まれ て， イエ ス ・キ リス トの神 聖

な み名 を身 に 受 け ます 。27キ リス ト.

の息 子 ，娘 と して養 子 縁組 され，兄 弟

姉妹 として知 られ るよ うに な ります。

主 は新 しい生命 の父 なの です。 私 た ち

は， アブ ラハ ム， イ サ ク， ヤ コブ とそ
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の子 孫 に主が 与 え られた 約束 を受 け継

ぐ 「共 同の相 続人 」『です 。28

ペ テ ロ は現 代 に関 す る予言 の 中で，

きわ め て啓発 的 な言 葉 を使 って い ます。

教会 員 を次 の よ うに表現 して い ます 。

「選 ばれ た種 族
， 祭 司 の 国， 聖 な る国

民 ， 神 に つ け る 民(peculiarpeo一

ple)… …。」29「選 ばれ た」 「聖 な る」

「神 につ け る」 とい う形 容詞 は私た ち

の精 神 を高揚 させ ます。 ところで， こ

こ で使 わ れ て い る"peculiar"と は，

ど うい う意 味 で し ょうか。辞 書 には，

「特 異 な」 とか 「変 わ っ た」 と定義 さ

れ て い ます 。30こ れ は どの よ うな 意

味 の称 賛 の言葉 な の で し ょうか。

この単語 は聖 典 で使 わ れ る ときは，

しか し， まった く異 な る意 味 にな りま

す 。 旧約 聖 書 で"peculiar"に 当 た る

ヘ ブラ イ語 は，"segullah"で そ の意

味 は 「貴 重 な財 産 」 や 「宝 」 を意味 し

ます 。31新約 聖 書 で は，"peculiar"に

当た る ギ リシ ャ語 は"peripoiesis"

で その意 味 は 「所 有物 」 また は 「入手

した物 」 とい う意 味 が あ ります。32

したが って，聖典 の中の"p㏄uliar"

は 「貴 重 な宝 」 「神 に選 ばれ た もの」
しもべ

を表 わ して い ます。33主 の僕 に とっ て

この よ うな表 現 が使 われ て い るの は，

最 高 の賛 辞 なの です 。

自分が 何者 で， 神 か ら何 を期待 され

て い るかが わか り， す なわ ち主 の律 法

が心 に記 され る と き34，私 た ち は霊 的

に守 られ ， よ り よい 人 に な り ます 。

ニ ー フ ァイ人 が 真 に正 しい民 の時， 人

を区別 す る名 前 を使 わ ず ， 「民 は その

心 に神 の愛 を保 ってい たか ら， 全 国に

何 ら不和 が な か った」 の です。35

また， 「レー マ ン人 と言 う者 もどの

よ うなちが った民 もな く， み な同 じ く

キ リス トの子 で あっ て，神 の王 国 をつ

ぐ者 で あった」36と記 され て い ます。

この歴史 か らの教訓 は， 私 た ち も人

を分 けた り，差 別 した りす る言葉 をな

くす とい うこ とで す。 パ ウ ロ はこ う教

え てい ます。 「も はや， ユ ダヤ人 もギ

リシヤ人 もな く， 奴隷 も自 由人 もな く，

男 も女 もな い。 あ なたが た は皆， キ リ

ス ト ・イエ ス にあ って一 つだ か らで あ

る。」37
みもと

「主 は … …主 の御許 へ来 て主 の め ぐ



み に あずか るよ うに招 きた もうて い る。

それで あ るか ら，主 の御 許 へ くる者 は，

黒人 と白人 ，奴隷 と自由人 ，男 と女 の
おんまえ

区別 な く… …神 の御 前 に は…… み な平

等 で あ る。」38

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 は，

古代 の 主の約 束 を成就 す るた めに， 末

日に回復 され ま した。 これ は 「万 物 更

新 」39の一 部 で す 。 「誓 約 に あ ず か る

者」 は， 逆境 の 中 にあ って も固 く立 っ
ひとり

て ぐらつ き ませ ん。私 たち は 「そ の独
こ いけにえ

子 を犠 牲 となす を命 ぜ られ た 〔る〕 ア
ごと こら

ブラハ ムの如 くにす ら， 必 ず懲 しめ ら

れ 試 み られ 」 るの で す 。40し か し，主

の 次 の 約 束 に よ り力 づ け られ ます 。
なんじ よ
「汝 らは肉 に由 りて正 当な る世 つ ぎ に

うち

して，神 の 中 にキ リス トと共 に この世

よ り隠 され たれ ば な り。
ゆえ い の ち

す なわ ち， この故 に汝 の生 命 と神権
しか

とは依 然残 され た り。 而 して… …す べ

て の事 の回復 す る時 まで， 汝 と汝 の血

統 とに よ りて これ は必 ず依 然 残 らざる

べか らず。

され ば もし汝 ら絶 えず わが 善 を行 い，

異 邦人 の光 とな り， この神 権 に よ りて

わが民 イス ラエル を救 う者 とな らば汝
さいわい

ら幸福 な り。」41

こ うした教 義 を私た ち の心 に深 く根

づかせ るな ら，死 の とげは な くな り，

霊 的 な守 りが与 え られ ます。誓 約 にあ

ずか る者 は， この世 で も後 の世 で も，

祝 福 され るの です 。 イエ ス ・キ リス ト
あかし

のみ名 によ り証 し ます 。 アー メ ン。
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イ エ ス」p.6r9)契 約 の子 ， す なわ ち

誓 約 に あず か る者 は 安 息 日を尊 ん で
きよ
聖 く守 り(出 エ ジ プ ト31：12-13，16
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全 な ま まで 異 邦 人 に与 え られ ， つ い

で 異 邦 人 か ら私 た ちの 子 孫 の 残 りの

者 に伝 え られ る。

す な わ ち そ の 日が くる と私 た ちの

子 孫 の 残 りの 者 は ， 自分 た ち が イ ス

ラ エル の 家 に属 して い る者 で あ って

主 の 誓 約 を 受 け た 民 で あ る こ と を知

り， そ こ で心 に悟 って 自分 た ち の 先
あがな

祖の ことを知 り， また 自分 たちの贈

い主が親 しく先祖に与 えた もうた福

音 をも知 る。 かよ うに して，残 りの

者はその贈 い主 と賭 い主の教 えの最

も重要 な点 を知 る ようになって，賭

い主の ところへ立 ち帰 って救 いの道
さと

を覚 る の で あ る 。」(1ニ ー フ ァ イ

15：13-14)

「その 時 にな りて
， われ は エ ル サ レ

ム の民 の 子 孫 を世 界 の 隅 々 よ り集 め ，
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また御父が イスラエルの家の すべ て
はた

の 民 に立 て た まい し誓 約 を果 さん 。」

(皿 ニー フ ァイ16=5)
お く び

「汝はわが末の世 に遣 りた るわが完

全 なる福 音 と， イス ラエルの 家に属

.するわが民 を回復 せんがため に発 し
の

た る誓 約 と を宣 ぶ るべ し。」(教 義 と

聖 約39：ID

「而 して
， わ が民 な るイ ス ラエル の

家 に立 て た る誓 約 を果 して ， わ が 福

音 を わ が 民 な る イ ス ラ エ ル の 家 に伝

えん 。

また イ ス ラ エ ル の 家 よ。 その 時 わ

れ は異 邦 人 が も はや 汝 ら を治 む る権

能 な き こ と を明 らか に 汝 らに 示 し，

わ れ が 汝 らに 立 て た る 誓 約 を果 す に

よ りて汝 らは わ が 福 音 を 完 全 な る ま

ま に知 る に 至 る べ し。」(皿 ニ ー フ ァ

イ16：ll-12)

16.教 義 と聖 約132：30-31。 主 は さ らに

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に こ う言 わ

れ ま した。 「また， わ れ ア ブ ラハ ム に
しょけんぞく つ ごと

この世 の諸春族 に就 きて語 りし如 く，
しもべ

誠 にわ が 僕 ジ ョセ ブ に もそ の 如 く語

る。 す な わ ち ， 汝 と汝 の子 孫 に よ り

て この世 の 春 族 祝 福 を受 け ん， と。」

(教義 と聖 約124：58)

17.教 義 と聖 約2：1-3参 照

18.皿 ニ ー フ ァ イ29：1-9参 照

19.皿 ニ ー フ ァイ29：1，3。 この 約 束 の 中

に は 受 け継 ぎ の 地 が 定 め られ て い ま

す 。 イ ス ラ エ ル の 大 半 の 子 孫 は近 東

の 地 に 受 け継 ぎ を得 ， 選 ば れ た 土 地

で あ る ア メ リ カ は ヨ セ フ の た め に

取 ・ て おか れ ま した ・(イ テ ル13境

参 照)そ こ は モ ル モ ン経 が 翻 訳 さ れ

る版 の 保 管 場 所 とな る 予 定 で した 。

また ， 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教

会 の 世 界 本 部 が置 か れ る よ う に も定

め られ て い ま した 。 約 束 に従 っ て ，

回 復 され た 福 音 が こ こ か ら地 上 の す

べ て の 国 民 を祝 福 す る た め に広 ま っ

て い き ます 。 信 仰 あ つ い男 女 と子 供

が こ の 時 代 に集 め られ ， 以 前 に聞 い

た こ との な い救 い の真 理 に 心 を向 け

る よ うに な ります 。

モ ル モ ン経 に は ， 新1日の エル サ レ

ム に 関 して ， 数 多 くの 予 言 が 載 っ て

い ま す。 一 例 を挙 げ れ ば 次 の よ う な

もの が あ り ます。 「か くて御 父 が その

民 に立 て た ま い し誓 約 は 果 され て ，

エ ル サ レ ム は 再 びわ が 民 の 住 む と こ

ろ と な り， か れ らの 受 け つ ぐ地 と な

るべ し。」(皿 ニー フ ァイ20=46)

「また こ の地 が 天 か ら下 る新 エル サ

レム お よ び 主 の 聖 殿 の 建 つ 地 で あ る



こ とを イテ ル は民 に話 した。

イ テル は キ リス トの 時 代 を先 見 し，

こ の地 にあ る は ず の新 エル サ レム と，
たち さ

イ ス ラ エル の 家 と リー ハ イ の 立 去

る エ ル サ レ ム の こ と と を話 した 。 エ

ル サ レ ム は破 壊 され て か ら再 建 され ，
ささ

聖 い都 と して 主 に 捧 げ ら れ るの て あ

るか ら， 昔 に 一 度 あ っ て か らイ ス ラ

エ ル の 家 の住 む 所 と して 再 建 され ，

主 の 聖 い都 に な る もの で あ るか ら新

エ ル サ レム とは 同 じて な い と イ テ ル

は説 き明 した。

ま た新 エ ル サ レ ム は ヨセ ブの 子 孫

の 残 っ て い る者 た ち の た め に この 地

に建つ と言 った。」(イ テル133-6)

20「 ブ リガ ム ・ヤ ン グ説 教 集 」(英 文)

pl60

21教 義 と聖 約8439-40参 照

22教 義 と聖 約132`19

23.シ ェー ム ズ ・E・ タル メー ジ 「信 仰

箇 条 の 研 究 」p.583?

24ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミ

ス 「大 会 報 告 」[950年10月 号 ，pp.13一

【4

25教 義 と聖 約3827。 「主 とその 民 ， 共

に 住 まん」(賛 美 歌5番)

26『 も しひ とつ とな らず は 』 「聖 徒 の

道 」1984年1月 号 ，p.8

27.教 義 と聖 約2037参 照

28カ ラ テ ヤ3.29， 教 義 と聖 約868-

Il参 照

291ペ テ ロ29(下 線付 加)モ ー セ

も同 じ言葉 を使 っ て こ う語 っ て い ま

す 。 「あ な た は あ な た の 神 ， 主 の聖

な る民 だ か ら で あ る 。 主 は地 の お も

て の す べ て の 民 の うち か らあ な た を

選 んて ， 自分 の宝 の 民(pecullarpeo一

ple)と さ れ た。」(申 命142， 下 線

付 加)

30.「 ア メ リカ ン ・ヘ リテ ソ ジ ・デ ィ ク

シ ョナ リー 」p965

31末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 版 欽

定 訳 聖 書 付 録 「聖 書 辞 典 」(英 文)
"P

ecullar"の 項p748， 『ヘ ブ ラ イ

語 ・カ ル テ ヤ語 辞 典J「 ス トロン グの

聖 書詳 解 語 句 辞 典 」p82，word5459

参 照

32キ リ シ ャ 語 の 接 尾 辞"pOleSls"は 現

代 英 語 の単 語 の 中 に も見 られ ま す。

た と え は 医 師 や 薬 剤 師 は 「調 剤 書

(pharmacopoela)」 と呼 は れ る 書 籍

を利 用 し ます 。 こ れ は 薬 剤 の 成 分 や

調 合 法 か 記 され て い ます 。 英 語 の擬

音 語 とい う意 味の 言葉`bnomatopoela"

は 「ブ ン ブ ン 」 「バ リ ッ」 「ヒ ュ ン

ビ ュ ン」 と い っ た 指 示 物 の示 す 音 を

言 っ た もの て す 。 体 内 て の血 液 の 生

成 をい う言葉 は 「造血(hematopOleSls)」

と して知 られ て い ます 。

33."Pecullar"と い う単 語 が英 語 の聖 書

の 中 で使 わ れ て い る の は7カ 所 だ け

です 。 旧 約 聖 書 で は5回 。(出 エ ジ プ

ト195， 申 命142，2618， 詩 篇

1354， 伝 道28参 照)そ の とれ

もか， 「貴 重 な 宝 」 を意 味 す るヘ ブ ラ

イ 語 か ら訳 さ れ て い ます 。 新 約聖 書

て は2回 。(テ トス214;1ペ テ ロ

29参 照)ど の 場 合 も， 「所 有 物 」

ま た は 「神 か こ 自分 の 民 と して選 ば

れ た人 」 とい う意 味 の キ リシ ャ語 か

ら訳 され て い ます 。

34.ロ ー マ2【5， エ レ ミ ヤ3133，

モ ー サ ヤ13611参 照

35]Vニ ー フ ァイIl5

361Vニ ー フ ァイ1曾17

37ガ ラテ ヤ328。 コ ロサ イ311も

参 照 。正 し い名 前 を 用 い る こ と に つ

い て は ， 主 の 次 の 宣言 か 思 い 出 さ れ
おい すべか

ます 。 「わ が 教 会 は， 末 の 世 に於 て須

ら く末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会
とな

と称 え ら るべ し。」(教 義 と聖 約ll5

4)主 は 「わ が教 会 は か く名 付 け る

べ し」 とは言 われず 「わか教会 はか

く称 え ら るべ し」 と言 わ れ ま した 。

教 会 幹 部 は会 員 た ちに こ う警 告 して

い ます 。 「「モ ル モ ン教 会 』 とい う呼

称 か 盛 ん に 用 い られ て い て， 一 部 の

人 々 か ら誤 解 を招 い て い る よ う に思

わ れ ます 。」(「会 員伝 道 ク ラス， 教 師

用手 引 き」p.2)

38.Hニ ー フ ァイ2633。 別 の 箇 所 に あ

る 聖 句 て は神 は 「この 世 界 と， そ の

中 に あ る万 物 と を造 っ た・・… 。 また，

ひ と りの 人 か ら， あ らゆ る民 族 を 造

り出 して， 地 の 全 面 に住 まわ せ 」(使

徒1724，26)ら れ た とあ ります 。

分 け 隔 て な く隣 人 を 愛 す る よ うに

命 じら れ て い る こ と は は っ き り して

い ます 。 しか し誤 解 して は な り ませ

ん。 こ れ は 一 般 的 に言 わ れ た こ とて
はんりょ

あ り， 伴 侶 の 選 択 に 当 た って は 一 般

的な標 準では な く個別 的な標準か 当

て は ま り ます 。 結 局 ， 結 婚 で き る相

手 はひ と り しか い ませ ん。

夫 と妻の宗教，言 語，文化，民族

的な背景が 同 じであれは，幸福 な結

婚 に結びつ く可能性 の高 いことか知

られて います。 したが って，永遠の

伴侶 の選択 には知 恵が必要です。絶

え ざる逆風 の中を飛行す るの は賢 明

ではあ りませ ん し，時折 出遭 う悪天

候 だ けでも乗 り切 るの は簡単 ではあ

りませ ん。結婚 の誓約 をひとたび交

わ したら，主 と伴 侶 に対 する完全 な

忠誠 が必要 です。

39.使 徒3.2【

40.教 義 と聖約1014

41.教 義 と聖約869-ll

侮簸

㍑ 完

肇
「扁

り 嫁

脇講

鉱，

麟
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新しい予言者への支持

十二使徒定員会会員

デビッド ・B・ ヘイト

古代の予言者を通して行なわれたと同じように，ヒンクレー大管長を通じ

て啓示が与えられ，教会は現代社会の諸問題に対処し，その使命を推し

進めていきます。

弟 姉妹 の皆 さん， き ょ うは歴 史

兄 に残 る祝福 され た 日です 。 ゴー

ドン ・B・ ヒンク レー大 管長 は， これ

まで スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大 管

長， エズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン大 管長 ，

さ らにハ ワー ド ・W・ ハ ンター大 管長

の副管 長 として その召 し を果 た し ま し

た。 こう した人 々 の健 康 が優 れ なか っ

た時， ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー長 老

が霊感 に満 ち て働 い て きた様子 を，私

は身近 に見 て きま した 。皆 さん とと も

に ゴー ドン ・B・ ヒンク レー大 管長 を

油 注が れ た神 の予言 者 と して支 持 で き

る こ とを， 私 は うれ し く思 い ます。

私 が受 けた霊 感 と心 か らの愛 を込 め

て， ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大管 長

が末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の大

管長 に召 され， この時期 に地 上 で神 の

代弁 者 として， また 予言 者 ，聖 見者 ，

啓示 を受 ける者 と して神 の 聖徒 を導 く

あかし

よ う予 任 され て いた ことを証 します。

ヒンク レー大 管長 は トーマ ス ・S・

モ ンソ ン長 老 を第一 副 管長 に召 し， 大

管長 会 の職務 を効 果 的 に継続 す る とと

もに， ジ ェー ムズ ・E・ フ ァウス ト長

老 を第二 副管 長 に召 し ました。 これ ら

の召 しは霊感 に よる もので す。

モ ンソ ン副 管長 は，主 に仕 え る望 み

を持 つ よ う， 教会 内外 の人 々 を励 ま し

導 くこ とに非 凡 な能力 を示 して きま し

た。25年 前， 私 が十二 使徒 評 議員 会会

員 補 助 に新 た に召 され た 時 ， 私 が加

わ った委員 会 の委 員長 を務 めて いた の

が トーマ ス ・S・ モ ンソ ン長老 で した。

私 に とって， モ ン ソン長老 は親 切 な優

れ た教 師 で した。 彼 は教会 の持 つ世界
しもべ

的使 命 と新 任 の神 の僕 に与 え られ る義

務 と祝福 につ いて ， よ くわ か る よ う効

果 的 に しか もや さ し く教 えて くれ まし

た。

ジ ェーム ズ ・E・ フ ァウス ト副管 長

は， 有能 か つ経験 豊 か で，神 聖 な み業

に対 して深 い知識 を持 って い るば か り

で な く， 私 のか けが えのな い友 で あ り

助 言者 です。 フ ァウス ト長老 は， 十 二

使 徒評 議 員会 の集 会 で は， いつ も私 の

隣 の席 に着 きます。 フ ァウス ト長 老 は，

教 会 に とっ て祝福 とな る豊 かな知 恵 と，
たまもの

た ぐい まれ な霊的 指導 力 と識 別 の賜 に

恵 まれた人 で す。

予言 者 アル マ の言葉 は， 今 の この時

代 に もよ く当 て は ま ります。

「祭 司 たち が 聖任 され た 仕 方 は次 の

よ うで ある。 かれ らはそ のす ぐれ て堅

固 な信仰 と善 い行 い とが あ るた めに，

神 の先 見 の明 に よって創 世 の前 か らす

で に選 んで備 えて おか れた 。 かれ らは
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…… すで に善 を選 ん で その信 仰が す ぐ
きよ めし

れ て堅 固 で あっ たか ら，聖 い召 を受 け

て こ の職 に召 さ れ た 。」(ア ル マ13：

3)

さ らに予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は次

の よ うに教 えて い ます。 「世 の人 々 を

教 え導 く召 しを受 けてい る人 はす べ て，

前世 の天 上 の大 会議 にお いて， ま さし

くその 目的 の ため に聖任 され たの で あ

る。」 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は さ ら

に続 け て， 「私 自身 ， 天 上 の大 会 議 で

まさ し くこの職 に聖 任 され た と思 う」

と述 べ てい ます。(「予言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス の教 え」p.365)

ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大管 長 は，

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に与 え られ た

予 言者 の衣 を，今 ま さに身 に ま とって

い ます 。 ヒン クレー大 管 長 は，前 世 の

評 議会 で ，神 聖 で高貴 な予言 者 の召 し

に予任 されて いた の です 。

ヒン クレー大 管 長， モ ンソ ン副 管長 ，

お よび フ ァウス ト副管 長 の管 理 の下 で

働 く私 た ち は， 彼 らの知 恵 と理 解 と神
しん し

聖 な事柄 を固 く守 る真 摯 な態度 に尊敬

の念 を抱 いて い ます。 神 のみ手 が この

み業 を導 き，神 が その僕 を備 えて お ら

れ ます。 神 は僕 らの心 の 内 を知 り， 初

め か ら終 わ りを理解 し， ご 自身 の み業

を遂 行 す る僕 らを立 て られ ます。
けんそん

彼 らは有能 で謙 遜 な指 導者 であ り，

この末 の世 で地上 にお け る神 の王 国 を

管 理 す る よ う神 に召 され て い るので す。

彼 らは忠 実 な神 の ま こ との僕 で， 厳 し

い試練 を経 て試 され 聖 め られ て きた人

人 で す。 また 彼 らは義 の教師 ，説 教 者

で あ り，神 の 戒 め に従 順 に従 い， 善 を

行 な う者 として この世 の模 範 とな る人

人 で す。私 た ちが 彼 らの勧 告 に耳 を傾

け るな らば，私 た ち 自身 と私 た ちの子

孫 に祝福 が もた ら され ます。

初 期 の使 徒 であ っ たオ ル ソ ン ・ハ イ

ド長 老 は，次 の よ うに言 って い ます。

「あ る人 が神 の民 を導 くた め に選 ばれ

召 され る とき， そ の人 はす で に苦難 と

試練 を経 て， 召 され る地 位 にふ さわ し

い ことを神 と神 の聖 徒 の前 に みず か ら

を証 明 して い る こ とが常 で あ る。 ……

『み た ま』 の勧 め と全能 者 の勧 告 を

理 解 す る人 が … … この教 会 を導 く人 と

な る。」(「説教 集 」1：123)



ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー 大 管 長 。

ゴー ドン ・B・ ヒン クレー大 管長 ほ

ど この教 会 をよ く理 解 してい る人 は い

ませ ん し， また 彼 ほ ど教 会 に広 く知 ら

れ てい る人 は い ませ ん 。

1830年4月6日 は， 回復 された キ リ

ス トの教 会 が組織 され た 日で すが ，今

か らち ょ うど165年 前 の今 週 に 当 た り

ます。 ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リヴ ァ ・

カ ウ ドリは， この 日 に教 会 の管 理役 員

に支持 され ました。 ジ ョセ フ ・ス ミス

は神 よ り召 され ，啓 示 に よ り予 言者 ，

聖見者 ， 異言 を解 く者， イ エ ス ・キ リ

ス トの使 徒 に任 じられ ました。 これ は

父 な る神 の み こ ころ と主 イ エ ス ・キ リ

ス トの恵 み に よる もので す 。(教 義 と

聖約20：1-2;21：1参 照)主 は ま

だ小 さな集 団で しか な か った忠 実 な聖

徒 たち に次 の指示 を与 え られ ま した。
ゆえ なんじ

「この故 に汝 ら教 会 員 は
， 彼 が 上 よ

いましめ

り受 くる ま まに汝 らに与 う る誠命 と彼
ことば

の言 とを皆 心 に とめて よ く聞 き， わが

まった きよ ふ

前 に全 く聖 き道 を履 むべ きな り。

そは彼 の言 は， 汝 ら全 き忍 耐 と信仰
もっ

とを以 て， あた か もわが 口よ り聞 くが
ごと

如 くに これ を受 け入 るべ きなれ ば な り。

… …わ れ は彼 に霊感 を与 えて， 善 を
な

為 す た め に大 い な る力 を以 て シオ ンの

大 事 を推 し進 め しむ 。わ れ彼 の勤 勉 な

る を知 り， また彼 の祈 りを 聞 け り。」

(教義 と聖約21：4-5，7)

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に与 え られ

た この啓 示 は，予 言者 で あ る歴代 の大

管 長 に当 て は ま り，私 た ちす べ ての教

会 員 が心 に留 め な けれ ばな らな い こ と

です。

この地 の基 が据 え られ る前 か ら天上

の評 議 会 で ， ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク

レー大 管長 が この神聖 な召 しのた め に
あかし

備 え られ て いた ことを証 します。

ヒン ク レー 大管 長 は，信 仰深 い家庭

に生 まれ ました。 彼 の家族 は献 身 的 な

人 々 で，聖 典 に記 されて い る救 いの尊
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い真 理 と予言 者 ジ ョセ フ ・ス ミスが受
ささ

けた啓 示 の言 葉 に， そ の身 を捧 げて き

ました。 ヒン ク レー大 管長 の両親 は，

りっぱ な模 範 を示 し， 与 えられ た責任

を どの よ うに果 た し， や り遂 げ るか を

教 え ました。 そ の こ とが ヒンク レー大

管 長 の指 針 とな り，彼 は学 識 を積 み，

人類 のた め に奉 仕 す る望 み を持 つ よ う

にな りま した。

ヒ ンク レー長 老 は， 伝道 の召 しを受

け宣教 師 として イギ リス で伝道 し， 福

音 を分 か ち合 う祝福 を享受 し ました。

彼 は ロ ン ドンで伝 道 部長 補佐 として

働 き， マ ス コ ミや教 会 員や 全世 界 の教

会 の ため に広報 活動 を繰 り広 げ なが ら，

新 た な才能 を伸 ば し ました。広 報活 動

に関 す る関 心 は それか ら永 年続 き， も

ち ろん現在 に まで至 って い ます。

教 会 の伝 道 プ ログ ラム の責任 を受 け

た ヒン クレー長 老 は， 新 しい伝 道方 法

を見 いだ し，福 音 の原則 を宣言 す る機

会 を増 し加 え ました。 ヒン クレー長 老

は伝 道活 動 発展 の た めの器 と して働 き，

特 に広 大 な地域 にた くさ んの人 々が 住

む ア ジアで ， その成 果 が大 き く見 られ

る ように な り ました。

教 会幹 部 の 中で も， ヒン クレー長 老

ほ ど神殿 の献 堂 式 に数 多 く出席 してい

る人 はほか にい ませ ん 。 これ は神 殿 の

み業 に対 す る ヒンク レー長 老 の こよな

き愛 を示 して い る と同 時 に，私 た ちが

先祖 を救 う業 に積 極 的 に参加 す る必 要

の あ る こ とを示 す模 範 で もあ るので す。

ヒンク レー長 老 は，最 愛 のマ ー ジ ョ

リー ・ペ イ姉 妹 と結婚 して か ら， その

霊 的 な強 さ と主 の み業 を進 め る望 み が

さ らに高 揚 しま した 。 ヒンク レー姉妹
はんりょ

は， 約58年 間伴侶 として連 れ添 い，霊

的 な励 ま し を与 えて きま した。・

ヒ ンク レー長 老 は どん な境 遇 に あっ

て も堅 固 な 「す べ て の季 節 の男 」(訳

注一 トマ ス ・モ アの生 涯 を描 いた イ

ギ リス映 画 の タイ トル。 邦題 は 『わ が

命 尽 きる とも』)で あ るだ けで な く，

全 世界 の人 々の た め に備 え られ て きた

人 で す。

ヒ ンク レー長 老 は， 日 ごろ教会 の ス

ポー クスマ ン として の務 め を果 た し，

政 府 の公 人 や世界 の 主要 な 団体 の代表

者 と会 って い ます。 そ の結果 こ うした



人 々 は，教 会 に敬 意 を払 い教会 を称賛

す る ように な りま した。

つ い最近 催 され た ヒンク レー大 管長

を囲 む夕食 会 で， 主催 者 は この よ うに

述 べ ま した。 「世 界 じ ゅう の教 会員 が

いっ もあな たに愛 を示 す理 由が よ くわ
こ よい

か りました。今 宵 ， さ まざ まな教 会 の

かた がた に よっ て表 わ され た尊 敬 と感

謝 と愛 が ，特別 な思 い 出 と して あな た

とあなた の ご家 族 の うえに あ り， 生涯

の励 み と慰 め とな る よ う願 っ て い ま

す。」(ニ ック ・S・ ビ ダ ラ キ ス博 士

「キ リス ト教徒 とユ ダ ヤ教 徒 の全 国会

ぱんさん

議 の 年次 晩餐会 」1995年2月21日)

短 い な が ら も霊 感 に 満 ち た ハ ワ ー

ド ・W・ ハ ンタ ー大管 長 の任期 は終 わ

りを告 げ ま した。 ハ ンター大 管長 は，

主 と主 のみ業 を愛 して い ま した。 そ し

て主 もハ ンター大 管長 を愛 して い らっ

しゃっ た こ とを， 私 た ち は知 ってい ま

す。 ハ ンタ ー大管 長 は， もっ とや さ し

く，親 切 に， もっ と思 いや りを持 ち，

そ して もっ とキ リス トの よ うにな るた

め に， さ らに価値 あ る努 力 をす る よ う

教 え ました。

さて私 た ち は今 ， すべ て の人 か ら愛

され て い るゴー ドン ・B・ ヒンク レー

大管 長 の指導 の下 に， 教会 の新 しい 時

代 を迎 え よ う と して い ます 。 彼 は ，

1830年 に教会 が 回復 されて か ら15代 目

の大 管長 にな ります 。

私 た ち は， 定 め られ た方法 に従 い ヒ

ンク レー長老 を大 管長 として受 け入 れ，

支持 しま した。古 代 の予 言者 を通 して

行 なわ れた と同 じよ うに， ヒンク レー

大管 長 を通 じて啓 示 が与 え られ， 教会

は現代 社 会 の諸 問題 に対処 し， その使

命 を推 し進 めて い き ます 。
じ ぎ

主 の啓 示 が時宜 にか なっ て与 え られ

て い る こ とは， き ょ う， こ こ で ヘ ン

リー ・B・ アイ リング長 老 が十二 使徒

定員 会 の会員 に召 され， 主 イエ ス ・キ

リス トの使徒 として 支持 された こ とで

もわ か ります。

この み業 は真 実で す。 天 の御 父 の神

聖 な計画 は， す べて このみ業 に よって

前進 してい きます。 この聖 な る 日に，

主 イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り，以
あかし

上が 真実 で あ る こ とを証 し ます 。 アー

メン。

●1995年4月1日(土)神 権部会

神権者の受け継ぎ
十二使徒定員会会員

ジェフリー ・R・ ホランド

歴史の流れを見ると前途には多くの問題が 寺ぢ構えていますが，若い男性

の皆さんはその問題を乗り越えるだけの力を持っています。

聰7の よ うなす ば ら しい聴 衆 の前 に

L立 ち，今 晩 この神 権会 に出席 で

きる こ とは大 きな特 権 で あ り喜 び です。

特 に今 回 の総 大 会 の よ うな，教会 歴 史

上重 要 な機会 に臨 み，私 た ちが授 か っ

て い る神 権 に対 す る感謝 を余 す と ころ

な く伝 え る こ と は とて もで きな い で

し ょう。 この数 日間，皆 さん も私 もこ
ま

の歴 史 的 な出来事 を 目の 当た りに して

き ました。 そ して聖 会 で挙手 を し， 私

た ち は まさ に ごの歴 史 的 な瞬間 に加 わ

りました。 か つて オ リヴ ァ ・カ ウ ド リ

が この ような 回復 の特権 につ いて述 べ

た よ う に， 「こ は決 して 忘 れ ら れ ぬ

日々」 です 。(ジ ョセ ブ ・ス ミス2章

末 のオ リヴ ァ ・カ ウ ドリの記 述)

この大 会 にハ ワー ド ・W・ ハ ンター

大管 長 が いな いの は ま こ とに寂 しいか

ぎ りで すが ，彼 が今 ，気 高 く偉 大 な永

遠 の存在 であ るか たが た とと もにい る

こ とを思 って， 私 たち は喜 び に満 ちて

い ます。 そ して私 は この大 会 に出席 し

てい るほ か のか たが た とと もに， 証人

として， ゴー ドン ・B・ ヒン クレー大

管長 が この聖 な る職 ， 神 聖 な務 め に神

か ら召 された こ と， その た め に長 い 間
あかし

備 えを して きた ことを証 い た し ます。

その準 備 とは，青 年時 代 か ら教会 で積

み重 ねて き た多 くの経 験 だ け を指 す の

で はあ りませ ん。 ア ルマ は， そ の よ う

な人 は「堅 固 な信 仰 と善 い行 い とが あ

るた め に， 神 の先 見 の明 によ って創世

の前 か らす で に選 ん で 備 えて お か れ

た」(ア ル マ13：3)と 教 えて い ます

が ， まさに ヒ ンク レー大管 長 は この世

へ 来 る前 か ら備 えて おか れ た人 なの で

す。 また ， この証 に加 え，新 た な召 し

を受 けた トーマ ス ・S・ モ ン ソ ン副管

長 ， ジ ェー ムズ ・E・ フ ァウス ト副管

長 ， ボイ ド ・K・ パ ッカー十 二使 徒定

員会 会 長代 理 に対 し， 私 の愛 と感 謝 を

伝 えたい と思 い ます。 さ らに，十 二使

徒 定 員 会 の 二 員 と して ， ヘ ン リー ・

B・ アイ リング長 老 を歓迎 し， これ か

ら長 い間一 緒 に働 け るこ とを楽 しみ に

して い ます。

教 会 の み業 が進 む この 記念 す べ き時

にあ って， 私 は今 晩 ここ に集 ったア ロ

ン神 権 者 の若 い男性 に向 けてお話 し し

たい と思 い ます。神 の ま こ との生 け る

教会 に所属 し，現在 皆 さんが保 持 し，

今後 保 持 す る神 権 の重 要 な職 に就 くと

い う こ とが， これ まで， そ して これ か

らどんな意 味 を持 つ か とい う こ とを，

歴 史 的な見 地 か ら考 えて もらい たい の

です。

教 会 で行 なわ れ る多 くの事柄 は， モ

ル モ ン経 の 中で 「若者 」 とか 「青 年」

(モ ー サ ヤ26：1;ア ル マ5：49)と

聖徒 の道/1995年7月 号

〃ク



呼 ばれ てい る皆 さ んの ため の もの です。

皆 さんが今 ， 歩 んで い る人 生 の道 をす

で に歩 んで きた私 た ち は， 自分 が学 ん

で きた ことのい くつ か を皆 さん に教 え，

励 ま した い と願 って い ます。 また，歩

んで行 く道 の両わ きに あ る落 と し穴 や

危 険 につ い て警告 した い と思 って い ま

す 。可 能 な場 合 に は， 皆 さん と一 緒 に

歩 き， 皆 さ んが私 た ちか ら離 れ な い よ

うに見 守 りた い ので す。

想像 す る のは むず か しいか も しれ ま

せ んが ，皆 さんが 信 じよ う と信 じまい

と，か つ て は私た ち も若 か った ので す。

同 じよ うに信 じが た い こ とか も しれ ま

せ んが ，皆 さん の ご両 親 に も， また皆

さん の監督 や定 員 会 ア ドバ イザ ー に も

か つ て若 い時 が あ りま した。 しか し，

時 がた つ につ れて ，若 い時 分 よ り多 く

の教 訓 を学 ん で き ま したξ なぜ私 た ち

は今 ， 皆 さん の こ とを一生 懸命 考 え，

心配 し，最 高 の もの を与 えた い と望 ん

で い るか， お わか りで し ょうか。 皆 さ

ん は まだ私 た ちの 年代 の こ とはわ か ら

ないで し ょうが， 私た ち は皆 さ ん と同

じ年 代 を過 ご し，皆 さんが まだ知 らな

い こ とをい くらか学 んで きた か らです 。

若 い 時 に はまだ， 人 生 の疑 問や 困難

な 問題 にぶ つ か る こ とはあ ま りないで

し ょ う。 しか し， そ の時 が い つ か は

や って来 ます。 しか も皆 さん の世代 で

は， その時期 がだ んだ ん と早 まって い

ます。一 方 イ エス ・キ リス トの福音 は，

絶 えず ，唯 一 の確 実 で安 全 な道 を示 し

て い ます。 そ こで ，経験 を積 んだ大 人

た ち はそ の歴史 的 な遺産 を若人 に伝 え

よ う と，絶 えず大 声 で叫 び続 けて い る

の で す。

この よ うにひ とつ の世 代 か ら次 の世

代 へ 向か って 叫 ばれ る大 きな呼 び か け

が， 息 子 の隣 に父親 が座 り，父 親 の欠

席 してい る若者 の 隣 には神権 指 導者 が

座 っ て神 権会 を開 く理 由 のひ とつ です。

当時12歳 の ゴー ドン ・B・ ヒン クレー

が， ソル トレー ク第10ワ ー ド部 の古 い

建物 の後 ろの列 に立 った の も， ち ょう

ど この よ うな ステ ー キ部 の集 会 で した。

執事 に聖 任 され た ばか りで， 少 し寂 し

く場 違 い な気 持 ち を抱 きなが ら，初 め

て ス テー キ部 神 権会 に出席 した の です。

しか し， ス テー キ部 の神権 者 た ちが

ウ ィリアム ・W・ フ ェル プス の感 動 的

な記 念 すべ き賛 美歌 『たた え よ，主 の

召 した まい し』(賛 美 歌16番)を 歌 う

の を聞 きなが ら， いつ の 日にか 予言 者

とな る この少 年 は， ジ ョセ ブ ・ス ミス

が ほん とうに神 の予 言者 で あ り，確 か

に 「主 と語 り」 「ジ ョセ ブを世 は また

知 る」 とい う ことを心 に深 く刻 み込 ん

だ ので した。 そ うです。 今朝 の 聖会 を

迎 え る備 えの一部 は，12歳 の執事 が 神

権 会 で， 忠実 で 経験 豊 か な神 権 者た ち

の歌 うシオ ンの歌 を聞 いた時 に始 ま っ

た のです 。

現 在12歳 の執事 の中 で，教 会 の大 管
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長 とな る人 は ご くわ ずか しか い ませ ん。

また私 た ち の信 仰 を証 明 す るた めに，

大 管長 とな る必 要 はあ りませ ん。 しか

し， どんな男性 もか つて は少年 で あ っ

た こ とを忘 れ な いで くだ さ い。 また，

これ まで の神権 時代 で 予言 者， 聖見 者，

啓 示 を受 け る者 として支持 されて きた

人 々が そ うで あ った よ うに，若 い 男性
あかし

の皆 さん は全員 ， 信仰 を もって証 を得，

真 理 を擁護 す る機 会 と責任 を担 ってい

る， とい うこ とを決 して忘 れ て はな り

ませ ん。確 か に歴 史 の流れ を見 る と前

途 に は多 くの 問題 が待 ち構 えてい ます

が ，若 い男 性 の皆 さ ん はその問 題 を乗

り越 え るだ けの力 を持 ってい ます。

ラ ジ ャー ・ク ロウ ソ ン とい う名前 は，

残念 なが ら皆 さ んに あ ま り知 られ て は

い ませ んが ， ク ロウ ソ ン兄 弟 は45年 間

十 二使 徒定 員会 会員 で あ り， その うち

の22年 間 は定員 会会 長 を務 め ま した。

しか し， これ らの責 任 を受 けるず っ と

以 前 の若 い ころ， 自分 の忠 実 さ を証 明

し， 自分 の生命 を危 う くして も信仰 を

守 る意 志 を表明 す る機会 が あ りました。

ク ロウ ソ ン兄 弟 は，若 くして南部 諸

州 へ伝 道 に 召 さ れ ま した 。100年 以 上

前 の アメ リカ で は まだ暴 徒 が横行 し，

そ うした無 法者 が教 会員 や ほか の人 々

の安 全 を脅 か して い ま した 。 あ る時 ，

ク ロ ウ ソ ン長 老 と そ の 同僚 の ジ ョセ

ブ ・スタ ンデ ィ ング長 老 は，宣教 師 大

会 へ参加 す るた めに徒 歩で 旅 を してい

ま した 。 目的地 に近 づ く と，突 然， 武

装 して 馬 に乗 った12人 の荒 々 しい男 た

ち に出会 い ました。

ふた りの長 老 はラ イ フル や連発 銃 を

顔 に突 きつ け られ， 何度 も殴 られ， と

きに は地 面 に倒 されて ， 目的地 へ向 か

う道 か ら強 引 に近 くの森 の 中へ連 れ込

まれ ま した 。 ジ ョセ フ ・スタ ンデ ィ ン

グ長 老 は これか ら待 ち受 けて い る こと

を察 し，勇敢 に も暴 徒 に襲 いか か りピ

ス トル をつ か み ま した 。す る と即 座 に

暴徒 の ひ と りが 若 きス タ ンデ ィ ング長

老 へ向 か って銃 を向 け，射撃 し ました。

も うひ と りの暴 徒 が ク ロウ ソン長老 を

指 して言 い ま した。 「そい つ もや っち

まえ。」 それ を聞 いて 円 陣 に な った暴

徒 た ち は一斉 に彼 の方 に銃 口を向 け ま

した。



この若 い長 老 は， 自分 も倒 れ た長老

と同 じ運命 をた どるの だ ろ うと思 い ま

した。 彼 は こ う述 べ て い ます。 「私 は

… …す ぐに， 逃 げ道 の ない こ とを悟 り

ま した。 私 の番 が来 た ので す。 … …間

もな くジ ョセ ブ ・ス タ ンデ ィング の後

を追 う こ とに な るだ ろ う と思 い ま し

た 。」 彼 は腕 を組 み， 暴 徒 の顔 を真 っ

向か ら見 詰 めて 言 い ました 。 「撃 ち な

さい。 」

この若者 の勇 気 に驚 いた の か， あ る

い は彼 の 同僚 に対 して した こ とが 恐 ろ

し くな ったの か はわか りませ んが ， そ

の運命 を決 す る瞬 間 に， だれ かが 叫 び

ました。 「撃 つ な。」 そ して， ひ と り，

また ひ とり と銃 を下 ろ し始 め ま した 。

ひ ど く震 えなが らも同僚 へ の忠誠 心 に

駆 られ た クロ ウ ソン長 老 は， 相変 わ ら

ず暴徒 を もの と もしな い態度 を続 け ま

した 。 もう撃 た れ ない とい う確信 はあ

りませ んで した が， 若 き クロ ウ ソン長

老 は， たび た び暴 徒 に背 を向 けなが ら，

同僚 の遺 体 を安 全 な場所 まで運 び， 息

を引 き取 った友 のた めに最後 の思 いや

りに満 ちた行 為 を しま した 。 同僚 の体

か ら汚 れた 血 をふ き取 り，遺 体 を列 車

で遠 い故郷 に送 る手 配 を した ので す。

(デ ビ ツ ド ・S・ フ ー プ ス ， ロ イ ・

フ ー プ ス 著 「モ ル モ ン の 使 徒 ， ラ

ジ ャー ・ク ロ ウ ソ ン物 語 」pp.23-

31参 照)

この話 を聞 い て，皆 さんが若 い宣教

師の死 の こ とば か り考 えた り，福音 の

生 活 は教会 の初 期 にあ って は，試練 や

悲劇 しか もた らさな か った と考 えた り

しない よ うに してい ただ きたい と思 い

ます 。 そ うで はな くて， 私 が教会 の若

く新 し い世 代 の皆 さん にお 話 し した

か った の は， 教会 初期 に生 きた若 い男

性や 女性 を含 む兄 弟 姉妹 た ちが 私た ち

に残 して くれた贈 り物 につ い て，す な

わ ち，教 会 の新 しい映画 が 「わ れ らの

遺産 」 とい うタイ トル の言 葉 に よって

表現 して い る ことにつ い てな ので す。

さいわ いな ことに，現 在 私 た ちの ほ

とん どはその ような身体 的 な脅 威 に さ

らされて はい ませ ん。 た だ し私 た ち の

勇 気 は， よ り静 か で さほ ど劇 的で は な

い ものの， 当 時 と.同様 あ らゆ る点 で厳

し く困難 な状況 に さ らされて い ます。

現代 の教 会 歴史 の 中か らひ とつの例 を

紹介 し ま しょ う。皆 さんや 私 に も求 め

られ てい る信仰 と忠実 さを示 した例 で

す 。 この話 を通 して，成 長 過程 にあ る

経験 の浅 い息子 さん たち のた め に力 強

い模 範 を示 して い る忠 実 な父親 の皆 さ

ん に賛辞 を贈 りた い と思 い ます。

J・ リチ ャー ド ・イエ ー ツ兄 弟 は，

か な り前 に伝 道 か ら帰還 し， 現 在 は

ノー ス カ ロライ ナ州 ダー ハム ス テー キ

部 のダ ーハ ム第3ワ ー ド部 で 監督 を務

め てい ます。 数年 前 ，彼 はアイ ダ ホ州

に あ る家 族 の農場 で ，父 親が 牛 の乳搾

りや 夜 の仕事 をす るの を手伝 って い ま

した 。 リチ ャー ドの父親 トム ・イエ ー

ツ兄 弟 は家庭 の経 済 的 な事情 で， 若 い

ころ伝道 に行 け ませ ん で した。 しか し，

その失望 のた め， 自分 にで きなか った

こ と， す なわ ち主 のた め に専 任 宣教 師

と して働 くこ とを， どの よ うな犠牲 を

払 って も必 ず息 子 に実現 させ る とい う

信念 は一段 と強 まった の で した。

当時 ， アイ ダ ホ州 の田舎 で は， 子供

が 青年 とな り，牛 の世 話 がで きる よ う

にな る と， 若 い雌 牛 を1頭 与 えるのが

習慣 で した。 青年 はその牛 を育 て，子

牛 が生 まれた ら一 部 を残 して，後 の子

牛 を売 り， え さ代 にす るので す。 賢明

な父親 た ち は，息 乎 に責 任感 を植 えつ

け， 同時 に伝道資金 をた める うえで これ

が とて もい い方法 だ と知 っ てい ました。

若 い リチ ャ ー ド は初 めて 子 牛 を も

らって よ く世 話 を し， しば ら くす る と

8頭 に まで増 や しま した。 また それ ま

で に，売 った牛乳 で得 た収入 を投 資 し，

ひ と腹 の子豚 を買 い ま した。 つい に伝

道 の召 しが届 いた時 には，豚 の数 は60

匹近 くに増 えてい ました。家 族 は， こ

れ か ら生 まれ る豚 の子 を売 っ て牛乳 の

収入 と併 せ ， リチ ャー ドの伝 道 資金 に

し よう と計 画 を立 てて い ま した。

24カ 月間 の す ば らしい伝 道 を無事 に

終 え て 随 分 月 日が た っ た そ の 晩 ， リ

チ ャ ー ドは納 屋 の 中 で， 伝 道 中 に は

ま った く知 らなか った こ とを聞か され

ま した。 父親 の話 で は， リチ ャー ドの

出発後 ，最 初 の1カ 月の 間 に，家 族が

親 し くして お り， その地 方で 勤勉 に働

い ていた獣 医 がや って来 て， コレ ラが

はや る恐 れが あ るた め予 防接 種 を して
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くれ た， との こ とで した。 とこ ろが不

運 に も， そ のベ テ ラ ンの獣 医が 生 ワ ク

チ ン を投 与 した ものの， 適切 な抗 血 清

を投与 しな か ったた めに，豚 が 全部 コ

レラ にかか っ て しま ったの です 。数 週

間以 内 に豚 は大 部分 死 に， 生 き残 った

もの も殺 さな くて は な りませ んで した 。

豚 が死 んで しまった 今， 牛乳 を売 っ

た代 金 だ けで リチ ャー ドの伝道 資金 を

賄 うの は， 明 らか に無 理 で した。 そ こ
ねんしゅつ

で 父親 は，伝 道 資 金 を捻 出す る た め

に家 族 の乳 牛 を1頭 ず つ売 る こ とに し

ま した 。 しか し，2カ 月 目か らその後

の23カ 月 間，伝 道地 にお金 を送 ろ う と

して い る と，毎 月 の ように， 彼 らの牛

か リチ ャー ドの牛 の1頭 が突 然死 ん で

し まった の です。 こ うして予 想 して い

た よ り倍 も早 く牛 の 数が減 って しまい

ました。信 じが たい不 運 な 出来事 の連

続 で した 。

そん な苦 しい 時期 に， 地 元 の銀行 か

ら借 りてい た多額 の ロー ンの返 済期 限

が迫 って き ました。 これ まで の もろ も

ろの出来 事 と度 重 な る経 済 的問 題 のた

め， イ エー ツ兄 弟 に はロ ー ンを返済 す

るお金 な どまった くあ りませ んで した。

こ うな る と，農 場 を全部 失 う可 能性 も
ささ

強 くなっ て き ました。何 度 も祈 りを捧

げ，心 を痛 めなが らも，伝 道へ 出て いる

息子 には この件 をひ と言 も話 しませ ん

で した。 イエーツ兄 弟 は銀行 の支店長 に

会い に行 きました。 この支店長 は教会員

で は な く， 地元 で は幾 分厳 格 で とっつ

き に くい人 物 として知 られて い ま した。

この非常 に不 運 な 出来事 につ いて説

明 を聞 くと， 支店 長 は一 瞬沈 黙 し， イ

エー ツ兄弟 の顔 をの ぞ き込 み ま した 。

イエ ー ツ兄 弟 はラ ジ ャー ・ク ロウ ソ ン

とジ ョセ フ ・ス タ ンデ ィ ングの ような

信 仰 を もって，穏 や か に， また へ り く

だ った心 で苦 難 と恐怖 に勇敢 に立 ち向

かお う としてい ます 。 その ような状 況

に あ って，彼 として は支 店長 に 「撃 ち

な さい」 と言 うほか はなか った の で は

な いで し ょうか 。

支店 長 は静 か に身 を乗 り出す と， ひ

とつ だ け質 問 し ま した。 「イ エ ー ツ さ
じゆうぶん

ん ， あ な た は什 分 の一 を納 め て い ま

す か 。」 その答 えが どの よ うに受 け取

られ るか ま った く見 当が つ き ませ ん で



した が， イエ ー ツ兄弟 は静 か に， しか

した め ら う こ とな く答 え ま した。 「は

い， 納 め て い ます 。」 す る と支 店 長 は
じゆうぶん

言 い ました。 「続 けて什 分 の一 を納 め，

息 子 さ んの伝 道資 金 を送 っ て くだ さい。

ロー ンの方 は私 が なん とか します。返

済 が で き るよ うに なっ た ら， 払 っ てい

ただ け るで しょ うか ら。」

何 の書類 も署名 も交 わ され ませ んで

した。 脅 しや 警告 の言葉 も発 せ られ ま

せ んで した。 ふ た りの善 良 で高 潔 な男

性 が ただ立 ち上 が って握 手 を交 わ した

だ けで した。 合意 が成 立 し， その約 束

は守 られ ま した。

イエー ツ監 督 は， そ の晩， それ まで

まった く知 らな か った この話 を聞 いて

非 常 に感動 した， と語 って くれ ました。

銀 行 か ら借 りて いた ロ ー ンを返済 し終

わ って年 月が た った今 ， 彼 は父親 に尋

ね ま した 。 ひた す ら福 音 に従 って生 活

し，息 子 を伝 道 へ 出 した こ とは， その

よ うな心配 や 恐 れ と闘 いな が ら犠 牲 を

払 うだ けの価値 が あ った のか と。 父親

は言 い ま した。 「あ った とも。 主が 私

にお求 め に な るな ら， それ以上 の こ と

をす る価 値 だ って あっ た よ。」 そ して

彼 は夜 の仕 事 を続 けたの で した。

身 体 的 な 特 徴 と して は ， トム ・イ

エ ー ツ は， 身長170セ ンチ 足 らず で，

体 重70キ ロ ほ どのやせ た男 性 で した。

幼 い時 に命 取 りにな る恐 れの あ る小児

まひ にか か り，幾 分発 育 が妨 げ られ た

ので す。 しか し リチ ャー ドは，父親 の

体格 の こ とにつ いて どう こう考 えた記

憶 はま った くな い と言 って い ます 。 こ

の息子 に とって は， 父親 はた だた だ霊

的 に大 きな存在 で あ り，常 に人 生 の 問

題 を克 服 し， 子供 た ち に永 遠 にわ た る

献 身 と勇 気 の 遺 産 を残 して くれ た人

だ ったの です 。

家族 にその ような模 範 を示 し， 信仰

を培 って くれ る父 親 の皆 さん に対 し，

また どの ような犠 牲 を払 お う と も高潔

な生活 を送 って い る人 々 ，恐怖 と試練 ，

そ して 死 に さ え もひ る まず に立 ち 向

か った現代 お よび過去 のあ らゆ る時代

の人 々 に，心 か らの感 謝 を伝 えたい と

思 い ます 。私 は また ， イエ ス ・キ リス

トの福 音 に従 って生活 し よ うと決 心 し

てい る若 い男性 の皆 さん を称賛 した い

と思 い ます。神 か ら授 け られ た神 権 を

持 つ 私 たち一人 一 人 の肩 に置 か れた責

任 を，私 は皆 さん とともに担 っ てい き

たい と思 い ます。 私 た ち各 自が， 主 の

み業 に あ って は もう一 方 の ほお を向 け

な くて はな らな い こ とが あ って も，主

に背 を向 けて はな らな い こ とを心 に留

め る よう に願 ってい ます。 この教 会 の

主， イ エス ・キ リス トに誠 実 に， また

信 仰 深 く従 うこ とを， 皆 さん と ともに

改 めて決 意 した い と思 い ます。 そ して，

先 人 が残 して くれた 忠実 とい う遺 産 を，

と も にた た え た い と思 い ます 。 イ エ

ス ・キ リス トの 聖 な るみ名 に よ りお話

しし ます。 アー メ ン。

大 会 の部 会 に到 着 した大 管 長会 を迎 え る十 二使 徒定 員 会 会員 た ち。左 か ら， ラ ッセル ・M・ ネ ル ソ ン長老 ， ダ リン ・H・ オ ー

クス長 老， ゴー ドン ・B・ ヒンク レー大 管長 ， トー マ ス ・S・ モ ン ソン第 一副 管長 ， ジ ェーム ズ ・E・ フ ァウス ト第 二 副 管長 。
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自分は何者なのか

七十人会長会

モンティ ・J・ ブラフ

疑いなく，私たちの家庭や家族の環境は，自分が何者であるかという意

識に最も大きな影響を与えます。

皆
さん は青 少 年の 活動 に出か け る

とき， お母 さ んか らこ う言 われ

た こ とは あ りませ ん か。 「い い こ と，

自分が だれ なのか忘 れ な いで ね。 」 そ

れ を聞 くたび に こ う思 い ませ んで した

か。 「なぜ い つ もそ ん な こ と言 うん だ

ろ う。 と ころで， ぼ くは何 者 なの だ ろ

う。」

この大切 な質 問 を した人 が ほか に も

い ます。

「モ ー セは神 に言 った
， 『わ た しは，

い ったい何 者 で し ょ う。』」}

「そ の時 ダ ビデ王 は， はい っ て 主 の

前 に座 して言 った ， 『主 な る神 よ， わ

た し 〔は〕 だ れ …… です か。』」2

ハ ワー ド ・W・ ハ ンター大管 長 は，

格 調高 いそ の教 えの 中で この よ うに断

言 して い ます。 「私 た ちの 時 代 の最 大

の探求 は， 人 の本 質 と人類 の尊 厳 とを

探 し出 す ことです 。」3人 の本 質 を探 究

す るに は， 私 た ちの行 動様 式 の指 針 と

な る模 範 を見 つ け る必 要が あ ります。

す ば らしい例外 はわず か なが らあ りま

す が， 若 い人 々 は， スポ ーツや 娯楽 ，

流 行歌 な どの分 野 で活躍 す る人 々 の 中

にふ さわ しい模 範 を見 い だす こ とはで

き ませ ん。 これ らの分 野 で よ く知 られ

た人 は， よい模 範 を示 す の を怠 るだ け

で な く， ほ とん どの人 に受 け入 れ られ

る模 範 とは正 反対 の人物 で あ るこ とが

し ば しば で す 。 今 の世 で 崇拝 の的 と

な ってい る彼 らに近 づい て も，費 用 ば

か りかか って 実 りはあ りませ ん。 また

私 た ち は， 公 に認 め られ た薄 っぺ らで

いい か げん な標 準 を目 にす るた び に，

ほ とん どいつ もが っか りさせ られ ます。

多 くの都市 や 町 の繁華 街 に は， 自分 の

行 動 につ いて この薄 っぺ らで い いか げ

ん な標 準 を持 った 若者 が ひ しめ いて い

ます。

しか し私た ち に は， もっ と身近 に，

は るか に深 い影響 を与 え る ことので き

る豊 か な模 範 が あ ります 。 ほ とん どの

人 が比 較 的わ ずか な努 力 と費 用 で，家

族 に とって大切 な模範 とな る人 の長 い

リス トを作 る こ とが で き ます 。 その リ

ス トは， 先祖 の生 活 を謙 虚 な態度 で探

究 す る ことか ら生 まれ るので す。 例 を

挙 げてお 話 し し まし ょう。

数 年前 ，妻 の誕 生 日の贈 り物 として，

私 は 「フ ァ ミ リーサ ー チ」 を使 って ，

記 録 され た妻 の系 図 をす べ てた ど りま

した 。 これ は大 きな間違 い で した。 コ

ンピ ュー ター に よって， 妻が ヨー ロ ッ

パ の王室 の子 孫 で あ る ことが わ か った

の です。 それ以来 ， 妻 との生 活が 大変

に な り ました。 お そ ら く今 で は， この

家 族 歴史 の情 報 に よっ て，以 前 に も増

して私 は妻 を家族 の女王 と して扱 う よ
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うにな った と思 い ます。 しか し もち ろ

んい ち ばん の問題 は， 子供 たち も王室

の血 を引 い てお り，悲 しい ことに私 だ

けが， 家族 の中 で 「一 般庶 民 」 だ とい

うこ とで す。

マ ナ セ ・バ ー ド ・カ ール は，1870年

に生 まれ ， ユタ州 北部 のベ ア レイ クの

近 くで育 ち ました。彼 のす ば ら しい物

語 は， 子孫 たち に教 訓 を与 え る もの で

す。 実 は私 もその教 訓 を受 けた ひ と り

な の で す 。 彼 の 日記 か ら読 ん で み ま

しょ う。

「そ の秋
， 父 は牧 場 主 の ジ ョ ン ・

デ ィケ ンズ の代理 として何頭 か の牛 を

購 入 した 。 デ ィケ ンズ はベ ア リバー に

広 い牧 場 を持 って いた。 … …私 は， 牛

を買 い に北 へ向 か った兄 の ジ ミーが ，

もっ とお金 が必 要だ と父 に手 紙 をよ こ

した 時 の こ とを覚 えて い る。父 は私 に

お金 を持 って行 くよ うに言 った 。母 が

600ド ル を私 の下 着 に縫 い込 んで くれ

た 。 父 は 私 を馬 に 乗 せ て 言 っ た 。

『バ ー ド
， ジ ミー に会 う まで， この 馬

か ら降 りち ゃい けな い よ， 口を固 く閉

じて， もしだれ か に何 か聞 かれ た ら，

黙 って い るか， 行 き先 だ け言 って， こ

の お 金 を ジ ミー以 外 の だ れ に も渡 し

ち ゃ い け な い ， だ れ が 何 と言 お う と

だ 。』 デ ィ ン グ ル デ ル に着 く と， ジ

ミー はモ ン トピ ラー にい る と言 わ れた 。

そ こ で モ ン ト ピ ラ ー で 父 の 友 人 の

ジ ョー ・リ ッチ の 家 を訪 ね た が ， ジ

ミー はすで に家 に帰 った と言わ れ た。

リッチ兄 弟 ぱ私 に， 家 に入 って何 か食

べ て い くよ うに勧 めた が， 私 は それ を

断 わ った。 父か らジ ミー に会 うまで，

馬 か ら降 りな い よ うに言わ れ て いたか

らだ。 私 は ぐる りと向 きを変 え る と家

に向か った 。ベ アーズ 峡谷 の辺 りで，

… … ほ とん ど動 け な くな っ た 。 ポ ッ

ター さん は私 を降 ろ して休 ませ よ う と

したが ，私 は断 わ った 。 よ うや く家 に

着 く と， ジ ミーが私 を馬 か ら降 ろ して，

家 まで運 んで くれ た 。母 は， 私 が130

キロ以上 も馬 に乗 り続 けた と知 って泣

きだ して し まった。」4

ガ ステ ィ ブ ・ヘ ンロイ ドの感 動 的 な

言葉 につ いて考 えて み ま しょ う。

「読 者 の皆 さ ん は
，1853年 に オ マハ

とソル トレー ク シテ ィー の間 で見 られ



た すべ て の事柄 ， す なわ ち娯 楽 と苦難 ，

喜 び と恐れ ，歓 喜 と落胆 ， 悲 しみ と楽

しみ， 渇 き と満 足 ，希 望 と絶望 ， 不安

と平 安 ，苦 痛 と快楽 な ど， 私 た ちの生

活 に付 随 した すべ ての もの を知 る こ と

はで きな いだ ろ う。 毎朝 ， 半分 野 生 の

雄牛 に くび きをつ け， 毎晩 テ ン トの く

い を打 ち，燃 料 にす るた め にバ ッフ ァ

ローの ふ ん を拾 い， 朝 晩， 荷物 や 寝具

を積 ん で は降 ろ し， 朝 な夕 なに寝 床 を

作 り，馬 で あ るい は徒 歩 で，毎 晩 家畜

を守 り， 昼 は放 した牛 を導 き， 豪 雨 に

備 えて テ ン トの周 りに溝 を掘 り， シオ
ほろ

ンの歌 を歌 い，壊 れた 幌馬 車 を直 し，

・…洗濯 を した。 そ してだ れ もが個 人

の 問題 を忘 れ てい た。」5

見 習 うべ き もうひ とつ の大切 な特 質

は， チ ャレ ンジ に直 面 した ときの ユー

モ アで す。

ハ ンナ ・コーナ ビー は，1853年 に移

住 した会 員 で， こ う書 い てい ます。

「記 念 す べ き6月1日 か らち ょう ど

3年 にな る。 …… あの 日，牛 が 到着 し

て私 た ち はケ オ クク を出発 した。 その

時 の様 子 をペ ー ジを割 いて したた めた

い と思 う。牛 は人 に慣 れて い な くて，

くび きをつ け る時 の様 子 ほ ど見 て いて

おか しい もの はな か った。 だ れ もが命

令 をす る けれ ど， だれ も牛 の動 か し方

を知 らなか った。 もし聖 徒 で なか った

な ら，汚 い言 葉 をた くさん使 って いた

に違 い ない。 で も牛 には その言 葉 がわ

か らな いか ら， 使 った と して も同 じ

だ った ろ う。 人 の いい兄 弟 の う ろた え

た顔 を見 るの は， ま さに こっ けい だ っ

た。1時 間以 上 か けて 〔1頭 の牛 を〕

くび きの片側 につ な ぎ， も う一 方 を支

えた まま， そ の下 に 〔別 の牛 を〕導 こ

う と した 。 しか し， 〔初 め て〕 平 原 を

疾 走 す るの を見 た時 ， くび きは激 し く

宙 に踊 って い て， 止 め ように も，彼 に

は どう して よいかわ か らな か った。」6

もち ろん， 私 た ちの先 祖 の生活 に も

政 治 的， 社会 的 な争 い はあ りま した。

しか し， そ うした争 い も，状 況 を処 理

す る過 程 で教 訓 に なっ たの です 。 ジ ョ

ン ・デ ー ビス は， アメ リカ独 立戦 争 の

時 のイ ギ リス政府 支持 者 で した 。後 に

ア メ リカで リッチ フ ィール ド第1監 督

派教 団 として知 られ た英 国 国教会 の設

立 に尽 力 した 人物 で す。初 期 の移 住者

た ち は， 宗教 に次 い で忠誠 心 が基 本 的

な徳 で あ る と教 え られて い ま した。 し

たが って ，母 国 か らの変 革 を 口にす る

の は不 信 心 な反逆 者 だ， と真 剣 に考 え

てい ました。 中 に は， 独立 へ の試 み は

何 で あれ 恩知 らずな行 為 だ と主張 す る

人 もい ま した 。彼 らに とっ て国王 は，
かしら

国だ けで な く，宗 教上 の頭 で もあ った

ので す。

ジ ョン ・デー ビス は， コネ チ カ ッ ト

州 リッチ モ ン ドに最初 の教 会 を建 て る

際 の 障害 として， 革命 軍 の兵 士 に よ り

大 きな打撃 を受 けた こ とを挙 げ てい ま

す。彼 の家 畜 は革 命 主義者 に よって追

い散 らされ，財 産 の 多 くは ひ どい損害

を受 け ま した。 国 王 に忠 誠 を尽 くす

人 々 は この よう に激 し く迫害 された の

で す。 ジ ョン ・デ ー ビス につい て こん

な記 述 が あ ります。

「彼 の 牧場 か ら多 くの牛 を奪 い
， そ

の ほか の略奪 行 為 を行 な った首謀 者 の

ひ と りが，戦 争終 結 後 に貧 困 に陥 り，

窮地 に追 い込 まれ てデ ー ビス氏 に援助
ゆる

を求 め た。彼 は これ までの悪 行 を赦 し

た だ けで な く， 必要 な もの をす べ て与

え.たの で あ る。」7

ター マ ・マ イナ ーの最 初 の夫 の アル

バ ー トが，1848年1月 に亡 くなった 時，

末 の子供 は まだ2歳 に もな らず， いち

ば ん上 の子 もわ ず か15歳 で した。 ター

マ の父 エ ドモ ン ドは， イ リノ イ州 ノー
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ヴーで暴 徒 に殺 され ま した が， そ の時

ターマ は32歳 で ，'9人 目の子 供 が生 ま

れ る ところで した。 娘 の メ リッサ は迫

害 のた だ中 に生後7カ 月 で亡 くな り，

息子 のオ ル ソ ン は17歳 で病死 し， もう

ひ と りの娘 シル ビア も2歳 で亡 くな り

ま した。 ターマ と残 った5人 の子供 た

ちは，1850年6月10日 に大平 原 を横 断

して ソル トレー クシテ ィー への 旅 に出

発 しま した。 ターマ は次 の ようなす ば

ら しい言 葉 を書 き残 してい ます 。

「私 は これ まで に
， あ らゆ る苦 難 と

追放 ，放 火 ，略奪 ，脅 迫 を経 験 し， 聖

徒 と ともにすべ ての 迫害 を受 けなが ら，

ヒ ュー ロ ン郡 か らカ ー トラ ン ド， ミ

ズ ー リ， イ リノイへ と移 り住 み， そ し

て平 原 を横 断 した。 私 は， 子供 た ち に

両親 が経 験 した こ とを少 しで も伝 え る

た め に これ を書 く。 子供 た ちが この よ

うな経験 に感 謝 す る よう願 って い る。

私が 末 日聖徒 の ひ と りに数 え られ る こ

とを何 よ り誇 りに思 って いる ように。」8

これ らは， 家族 の歴史 を学 ぶ とき，

だれ もが 出会 うす ば ら しい模 範 の一 部

です 。

最 近， 私 た ちは大 きな興行 会社 で 重

役 を務 め る女 性 とお会 い し ました。 数

数 のす ば ら しい 肩書 きに加 え， この会

社幹 部 はユ ダヤ人 で した 。彼 女 は家 族

歴史 図書 館 の見学 を楽 しみ ，全世 界 か

ら貴 重 な記録 を集 めて保 存 して い る教

会 の働 き につい て紹 介 を受 け ま した 。

集会 が終 わ った とこ ろで ，彼 女 が尋 ね

て き ました。 「なぜ あ な た方 の 教会 は

系 図 に そ ん な に 興 味 を持 つ の で す

か。」

私 は こ う返 事 し ま した 。 「お 答 えす

る代 わ りに， 同 じ質 問 を しま し ょう。

なぜ ユ ダヤ人 は系図 に興 味 を持 つの で

すか 。」

彼 女 は私 の質 問 に少 し驚 いた様 子 で

答 え ま した。 「な ぜ で す っ てP何 よ

り大切 だ か らで す。 系図 は自分 が ど う

い う存 在 で あ るか を知 り， いつ も心 に

留 め る手段 です。 自分 が何 者 で あ るか

を教 えて くれ るので す。先 祖 の歴 史 と

生活 は， ユ ダヤ人 社会 全体 をひ とつ に

結ぶ きず な な ので す 。」彼 女 は最後 に

言 い ま した。 「自分 が何 者 で あ るか を

知 る 手 立 て が ほ か に あ る で し ょ う

か 。」

私 は答 え ました 。 「それ こそ ，教 会

が 系図 に関 心 を持 ってい る理 由 のひ と

つ です 。」

神権 を持 つ兄 弟 の皆 さ ん， 「わ た し

は何者 で すか 」 とい う昔 か ら問わ れ続

けて きた質 問 に どう答 え ます か。

まず 第1に ，私 た ち は神 の形 にかた

どってつ くられた 神 の息子 で す。 また

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会 員

で す。 私 た ち と教 会 との関 係 は，1世

紀 半以 上 にわ た り多 くの会 員 に よって

培 われ て きま した 。疑 い な く， 私 た ち

の家庭 や家 族 の環境 は， 自分 が何者 で

あ るか とい う意 識 に最 も大 きな影響 を

与 え ます。 これ は私た ち の両親 の家 族

や ， それ以 前 の家族 に も当て は ま りま

す 。 「自分 が 何者 で あ るか 」 を探 求 す

る に当た って ， 自分 自身 の家族 や 先祖

を見 過 ご しに して ，高 い標 準 を持 つす

ば らしい模 範 を ほかか ら見 つ け る必 要

はあ りませ ん。 ラ ッセ ル ・.M・ ネ ル ソ

ン長 老 が き ょうの 午後 の部 会 で教 えた

よ う に ，私 た ち は 「誓 約 に あ ず か る

者 」 なので す。

私た ち の家族 か ら次 の崇 高 な約 束が

もた ら され ます。

ゆえ ごと なんじ
「この 故 に

， か くの 如 く主汝 らに言
よ よ

う。 汝 らはす なわ ち代 々父 の血 統 に よ
も

りて神権 を有 つ者 た ちな り。
よ イ

何 となれ ば， 汝 らは肉 に由 りて正 当
うち

な る世 つ ぎに して， 神 の 中に キ リス ト

と共 に この世 よ り隠 された れ ばな り。
い の ち

す なわ ち， この故 に汝 の生 命 と神 権
しか

とは依然 残 され た り。而 して世 の始 め

よ りこの方 すべ て の聖 な る予言 者 の 口

に よ りて語 られ た るす べ ての事 の 回復

す る時 まで， 汝 と汝 の血 統 とに よ りて

これ は必 ず依 然残 らざ るべか らず。」9

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り， アー

メ ン。
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やぐらの上の見張り

七十人

ヘルベシオ ・マーティンズ

神権者としていくつかの非常に有意義な経験をしたのも，ホームティー

チャーとしての責任を通してでした。

78年6月8日 は ， 明 ら か に ， 忘

19 れ がた い 日で す。 そ の 日， 神権

と神殿 の祝 福 が， 教会 のふ さわ しい男

性 会員 す べ てに授 け られ るよ うに な り

ま した。 それ は非 常 に記念 すべ きこ と

で， その意 義 を じゅ うぶ ん に理解 して

いた数 え切 れ な い ほ どの入 々 は も とよ

り， まだ そ こ まで 理 解 が 達 し て い な

か ったお おぜ い人 々 の人生 に も多大 な

影 響 を及 ぼ し ま した。

その 日， 大 管長 会 は， 主 が新 し く下

され た特別 な啓示 を全 世界 に発表 し ま

した。 それ は多 くの祈 りを重 ね， 主 の

聖 なる導 きを幾度 とな く求 めた末 に も

た らされ た もの です。

その啓示 は，天 父 の多 くの子供 たち

の人生 に大 きな変 化 を もた らし ました。

ブ ラジル の リオ デ ジ ャネイ ロ に住 んで

いた私 た ち家 族 も， そ の変化 の恩 恵 に

あず か りま した。

それ は信 じが た い こ との ように思 わ

れ ました。 予期 も しなか った こ とで し

た。 天 父 は，神 権 とい う この尊 い管 理

の職 に伴 う重要 な責 任 を遂 行 す るた め

に最 善 の状 態 で準備 が整 う日 まで ，賢

明 に も， あ る人 々 を取 ってお かれ まし

た が， 天父 に取 って おか れた その人 々

には夢 に も思 わ なか った 出来事 で した。

真 実 の教 会 の会員 にな って か らの6

年 間 に，私 はそれ な りの知識 を蓄 えた

つ も りで すが， 神権 者 と して最 初 に受

けた召 しは，幹 部 として働 くこ とで も

な く，伝 道部 長 や監 督 ， ステ ー キ部 長

会 の一員 として働 くこ とで もあ りませ

ん で した。 ス テー キ部 や ワー ド部 の幹

部書 記 で もあ りませ んで した。 私 が初

め て割 り当 て られ た 召 し は， ホー ム

テ ィーチ ャー として働 くことだ った の

で す。 ほ かの どの責 任 よ りも先 に まず

この責任 を受 け ま した。 これ は よ く考

えて み る と，何 か深 い意 味 が あ る よう

に思わ れ ます。

以 来 ， ホー ムテ ィーチ ャー の責任 は

何 よ りも大切 で， す ば ら しい召 しだ と

考 える よ うにな りました。 これ まで受

けた い ろい ろな召 しは解任 され る 日が

必 ず来 ま した が，初 め に受 けた この召

しか ら解任 された こ とはあ りませ ん。

「ホ ーム テ ィー チ ャー ほ ど偉 大 な教

会 の召 しは あ りませ ん。天 父 の子供 た
けんそん

ちが教 会 か ら受 け る援助 の中 で，謙 遜

で献 身 的 な決意 に満 ちた ホー ムテ ィー

チ ャーの奉 仕 ほ ど大 きな助 けは ほか に

あ りませ ん。」(エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン

ソ ン 『教会 の ホー ム テ ィーチ ャー へ』

「聖 徒 の道 」1987年7月 号
，p.54)

イ エス は復活 した後 ，昇 天 す る前 に，

シモ ン ・ペ テ ロ に こうお尋 ね に な りま

した。 「『ヨハ ネの 子 シモ ンよ， あな た

聖徒の道/1995年7月 号

49

は この人 た ちが愛 す る以上 に，わ た し

を愛 す るか 。』 ペ テ ロ は言 った ， 『主

よ， そ うで す。 わた しが あ なた を愛す

る こ とは， あ な たが ご存 じです 。』 イ

エス は彼 に 『わ た しの小羊 を養 いな さ

い』 と言 われ た。」(ヨ ハ ネ21：15)主

は同 じ質 問 を3度 繰 り返 され ま した。

そ して3度 ともペ テ ロ は同 じよ うに答

え ま した。 その たび に主 は こう付 け加

え られ ま した。 「わ た しの 羊 を養 い な

さい。」(ヨ ハ ネ21：16-17)

羊飼 い と して あな た に割 り当 て られ

た羊 を養 い，育 て，渇 いた の どを潤す

こと， これ はホ ーム テ ィー チ ャーに与

え られた管 理 の職 で す。

教会 生活 の中 で， 自分 の子供 の世話

を除 け ば， ホー ムテ ィー チ ング ほ ど大

切 で急 を要 す る もの は な く， これ ほ ど

献 身 と忠誠 を要 し，充 実感 のあ る責任

は ほか にあ りませ ん。

この高 い水準 の理解 が得 られ る よ う，

気 づ か ない間 に私 た ちの霊 と心 を備 え

て くだ さ る主 の働 きか けは，尊 い もの

です。

私 た ちが まだ求 道者 だ った ころの こ

とで す。2週 目に， ア ン トニ オ ・ラ ン

デ リノ ・バ ロス支 部長 か ら電話 が あ り

ました。 そ の次 の晩， 訪 問 して もよい

か と言 い ます。

予定 の時刻 にな る と， ふた りの男性

を伴 っ て，バ ロス支部 長 が来 ま した。

皆 ， きちん とした身 な りで した。 家族

が居 間 に集 まる前 に， 支部 長 は祈 りを
ささ

捧 げ る許 可 を求 め ま した。 彼 の言 葉 は

簡 単 で はあ りま した が，霊 感 に満 ち た

主 へ の嘆願 で した。支 部長 は，私 た ち

家 族 が彼 らの訪 問の 目的 をよ く理 解 で

きる ように， 主 のみ た まの導 きを願 い

求 め， 私 た ち家族 の うえに特別 な祝福

が注 がれ る よう祈 って くれ ました。

バ ロ ス支部 長 は， ホ ーム テ ィーチ ン

グの プ ログ ラム につ い て手 短 に説 明 し，

同伴 の ネル ソン ・ベ ゼ ラ ・ドス ・サ ン

トス兄 弟 とア ル フ レ ッ ド ・オ ー ラ ン

ド ・トー レス ・リマ兄 弟 を， 私 たち の

ホームテ ィーチ ャー として紹介 して くれ

ました。教 会 との直接 かつ最初 の コ ン

タク トが始 まった のは この時 か らで した。

なん とす ば ら しい経 験 で しょ う。奉

仕 とはなん とす ば ら しい機 会 で あ り特



権 で し ょうか。 この兄 弟 た ち は私 たち

が支部 に在住 して いた間 ， ず っ と私 た

ち のそ ば にい て くれ ま した。

マ リオ ン ・G・ ロム ニー副 管長 は，

ホ ーム テ ィー チ ャー は 「主 イエ ス ・キ

リス トを代表 して各会 員 の福 祉 を見 守

る とい う， … …栄光 に満 ち た重 大 な責

任 を負 っ て い る」 と語 っ て い ます 。

(『ホ ーム テ ィーチ ャーの責 任』 「聖 徒

の道 」1973年10月 号 ，p.443)

毎 週 日曜 日， このふ た りの兄 弟 は，

私 た ちが教会 に着 く といつ も私 た ち家

族 を迎 え入 れ て くれ ま した 。集 会 の時

は， そば に座 って くれ ました し，賛 美

歌 も教 えて くれ ま した 。 また， 王 国 の

標準 につ いて教 えて くれ ま した。 ジ ョ

セ ブ ・フィー ルデ ィング ・ス ミス大管

長 が亡 くな った こ と， そ して 間 もな く，

ハ ロル ド ・B・ リー大 管長 が新 た に予

言 者 として召 され た こ とを連絡 して く

れ た の も， そのふ たり の兄 弟 で した。

この兄弟 た ち は，私 た ち家族 の幸 せ

や 成長 ，最 終 的 に何 が 必要 か とい う点

に，関 心 を示 して くれ ま した 。2カ 月

延 期 して行 なわれ た私 た ちのバ プテ ス

マの後 で， また テ ィジ ュカ ワー ド部 に

移 転 して か ら約3カ 月 間， このふ た り

の ホーム テ ィー チ ャー とバ ロス支 部長

は， かわ るが わ る に電 話 を入 れ て，新

しい ワー ド部 に う ま くな じんで い るか

どうか， すべ てが うま くい って い るか，

何 か必 要 な ことはな いか， と気 を遣 っ

て くれ ま した 。

住 居 が 変 わ っ て も， この ふ た りの

ホー ム テ ィー チ ャー は，完 全 に解 任 さ

れた とは考 えず， 私 た ち家 族 の世 話 を

し， 関心 を示 して くれ ま した。

私 た ちに新 しい羊飼 いが で きた こ と

がわ か ってか ら も，彼 らは キ リス トに

お け る兄 弟 とし て ， 私 た ち 家 族 を見

守 って くれ ま した。

なん とす ば ら しい態 度 で しょ う。 も

はや責 任 で はな いの に もか かわ らず，

キ リス トの よ うな思 い を寄 せ て くれ た

の です。 た とえ よう もない深 い きず な

が で きま した。 あれ か ら23年 近 くの歳

月が 流 れ ま した。 あの人 々 の後， 非常

に多 くの人 々が， ホー ムテ ィー チ ャー

として の責任 を引 き継 いで くれ ました。

名前 をぼん や りとしか覚 えてい な い人

が ほ とん どです が， あ の最初 の ホ ーム

テ ィー チ ャーの名 前 と姿 は， 永 遠 に忘

れ ない で し ょう。 ま こ との羊 飼 い とし

て働 い て くれた か らで す。

「人 生 で最 も価 値 あ る召 しは
， … …

はらから

最善 を尽 くして 同胞 に奉 仕 す る こ とで

す」 とデ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大管 長

は 教 え て い ます 。(デ ビ ッ ド ・0・

マ ッケ イ 「イ ンス トラク ター」1961年

3月 号，pp.73-74)

あの兄 弟 た ちは文 字 どお り保 護者 で

あ り，守 り手 で あ り， よ く助 けて くれ

ま した。 それ に， もうひ とつ触 れ てお

か な けれ ばな らな いの は，彼 らが終 始

に こや か な笑 顔 で， 自分 た ち の務 め を

果 た して いた とい う点 です。 それ は，

彼 らの霊 の状 態 が とて も幸 せ だっ た と

い うこ との現 わ れ です。

その ように仕 える こ とが 自分 た ち に

とっ て誉 れ で あ り特 権 で あ る， と考 え

て い る よ うで した。 年配 の人 に も若 い

人 に も同様 に与 え られ る この責 任 を よ

く理 解 してい る よ うで した 。使 徒ペ テ

ロは次 の よ うに語 っ てい ます。
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「あな た が た に ゆだ ね られ て い る神

の羊 の群 れ を牧 しな さい。 しい られて

す るの で はな く，神 に従 って 自 ら進 ん

で な し， 恥 ずべ き利 得 のた めで はな く，

本 心 か ら， それ を しな さい。」(1ペ テ

ロ5：2)

この献 身 的 な兄弟 た ち の模 範 は， 新

し く神権 者 として 召 され る よ うにな っ

た その後 の 私 の行動 の 土台 とな りまし

た。 現在 私 自身 が ホー ム テ ィーチ ャー

として 召 され てい ます が， 過去 の い ろ

い ろな経 験 を思 い起 こす ときに， 自分

の 中 にイエ ス ・キ リス トの模 範 に きわ

め て近 いモ デル が あ るの です。

あれ以 来 ，私 は，全 力 を尽 くして，

またで きるか ぎ りの努 力 を して，割 り

当 て られた家 族 の世 話 を して きま した 。

また，神権者 としてい くつかの非常 に有

意義 な経 験 を した の も， ホー ム テ ィー

チ ャー として の責任 を通 して で した。

1969年4月3日 に開 か れた地 区代 表

セ ミナー でハ ロル ド ・B・ リー大 管長

は 「神権 を持 つ訪 問者 は， や ぐ らの上

の 見張 りで ある」 と語 りました。
めんどり ひな

主は主の 「民を，正に雌鶏が雛を翼
ごと

の下 に集 む る如 くに集 め ん」(教 義 と

聖 約29：2)こ とを望 んで い らっ しゃ

い ます 。 ホー ム テ ィーチ ャー も， さ ら

に範囲 を広 げて言 えば訪 問教 師 も，主

のみ こころ を成 就 す るた め の重 要 な役

割 を担 って いる ので す。

エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ン ソン大 管 長 は

こう言 い ました。 「〔ホー ム テ ィーチ ン

グは〕 非常 に重 要 な プ ログ ラム であ っ

て，忠 実 に実行 す るな ら教 会 の霊 性 を

一 新 し
，個 々 の会 員 と家族 を昇 栄 に導

く助 け とな る で し ょ う。」(『教 会 の

ホー ム テ ィー チ ャー へ 』 「聖 徒 の道 」

1987年7月 号 ，p.53)

私 た ちが，神 権 者 として この神 聖 な

職 務 につ い て よ り完全 に理 解 で きる よ

う祈 って い ます。

神 が生 きてお られ， 私 た ちの救 い 主，
あがな

順 い主 で あ られ る御子 イエ ス ・キ リス

トも生 きて い らっ しゃ い ます。主 は，

今 日 も，私 た ち の愛 す る予言者 ， 私 た

ち を導 く予 言者 ， ヒ ンク レー大管 長 を

通 して その み こ ころを語 られ ます。

イ エ ス ・キ リス トの聖 な るみ名 に よ
あかし

り証 し ま す 。 ア ー メ ン。



羊飼いの責任

第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウスト

福音の簡潔 で，崇高で，霊的な力をもたらす救いの原則に焦点を合わせ，

それに集中するようにしてください。固く立ってください。

神
権 を持 つ愛 す る兄 弟 の皆 さん，

この会場 な らび に全世 界 の多 く

の建 物 に集 ま ってい る人 々 の大 きな力

を感 じるの は，非 常 に謙 虚 な気持 ち に

させ られ る経 験 です。 私 た ち は今 夜 集

ま って， ハ ワー ド ・W・ ハ ンター大 管

長 の生 涯 とその働 き， 彼 か ら学 ん だす

べ て の事柄 につ いて， 大 管長 の名 をた

た えて い ます 。ハ ンタ ー大管 長 の記憶

が 長 く人 々 の心 に とど ま ります よ うに。

兄弟 の皆 さん， 私 は受 けた召 しに多

少 の不 安 を覚 えて い る とい うこ とを告

白 し ます 。心 か らへ り くだ っ て，皆 さ

んの信 仰 と祈 りを頂 きたい と切 に願 っ

て い ます 。 当教会 にお いて は いか な る
そのにん

職 で も， 人 は 「神 に よ りて其 任 に召 さ

れ ね ば な らぬ」1と い う，絶 対 的 な確

信 が私 にな か った な らば，私 は こめ召

しにあ って ほ んの1時 間 も奉 仕 す るこ

どはで きな いで し ょう。 私 は， この光

栄 と， ゴー ドン ・B・ ヒン クレー大 管

長 が私 を第 二副 管長 に召 す に当た っ て

示 して くだ さった信 頼 につい て，大 管

長 に心 か ら感謝 を申 しあ げ ます。 私 は

大管 長 に絶 対 的 な忠誠 を尽 くし，大 管

長 を支持 します。

1995年3月13日 ， 月曜 日の記 者会 見

で述 べ た ように，私 は これ まで の40年

間 ， ゴー ドン ・B・ ヒンク レー大 管長

とさま ざ まな教 会 の務 め を ともに果 た

す大 いな る特権 を頂 いて きま した。私

は彼 の心 を知 っ てい ます。 彼 の情 熱 を

知 っ てい ます。 彼 の信 仰 を知 っ てい ま

す 。彼 の献 身 を知 ってい ます 。彼 の偉

大 な能 力 を知 っ てい ます。 主 と神 の聖

な るみ業 への彼 の愛 を知 って い ます。

私 は個人 的 に彼 に深 い愛 と敬意 を抱 い

てい ます。 私 はまた， 彼 が私 た ちの 時

代 に この教 会 の大 管長 とな る よう に予

任 され， 実 に りっ ぱに備 えられ てい た

こ とを知 って い ます。

トーマ ス ・S・ モ ンソ ン副 管長 との

交 際 も長 く，祝 福 された もので した。

私 た ち は数 十 年 の間， い くつ か の務 め

を一緒 に親 し く果 た して きま した。彼

の知性 と記 憶 力 は無類 の もので あ り，

彼 の信 仰 は純粋 で絶対 的 です 。 モ ン ソ

ン副管 長 は大 きな人 です が， 彼 の最 も

大 きな ところ は， その偉 大 な心 です。

彼 は実 にす ば ら しい才能 を持 ってい ま

す。 ヒン クレー大 管長 や モ ン ソン副管

長 とと もに奉 仕 で き る ことに，私 は と

て も謙 虚 な気 持 ち を覚 え ます 。 私 は，

パ ッカー 会長 代理 や 十二使 徒 会 の各 会

員 ， な らび に教会 幹部 の全員 に深 い尊

敬 と称 賛 を覚 え ます 。 また， アイ リン

グ兄弟 を，神 聖 な使 徒職 を有 す るす ば

らしい仲 間 の中 に歓 迎 いた します。

今夜 ， 私 は， 主 の羊飼 い とい う立 場
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に ある神 の神権 者 にお話 しした い と思

い ます。 ブル ー ス ・R・ マ ッコンキ ー

長 老 は こ う述 べ ま した 。 「当 教会 で何

らか の立場 にあ って奉 仕 し， 主 の子供

た ちの物心 両 面 にわ た る福 利 に責 任 を

負 って い る人 はだれ で あっ て も， その

羊 た ち に対 す る羊 飼 いで あ る。主 はご

自分 の羊飼 いた ち に， ご 自分 の羊 た ち

の安全 〔す なわ ち，救 い〕 を確保 す る

責 任 を負 わせ て お られ る。」2神 権 を持

つ人 々 は， 父 親 で あ っ て も， 祖 父 で

あ って も， ホー ム テ ィーチ ャーや 長老

定 員会 会長 ， 監督 ， ス テー キ部長 ， あ

る いは その ほか の教会 の召 しを受 けた

人 で あ って も， この大 きな責 任 を負 っ

て い るので す。

初 め に私 は， ア ロ ン神権 を持 つふ さ

わ しい若 い男 性 に お話 しし ます。 私 が

まだ小 さな子 供 だ った時 ，私 の 父が荒

れ野 に置 い て きぼ りにな った1頭 の子

羊 を見 つ け ました。母 羊 の いた群 れ が

移 動 し， ど うい う訳 か， そ の子羊 は母

羊 か らは ぐれて しまっ たの です。 羊飼

い はそ の子羊 が い な くな ったの を知 ら

な か ったの で し ょう。子 羊 だ けで は砂

漠 の中 で生 きて い けな いの で，私 の父

は子 羊 を車 に乗 せ て，家 に連 れ て来 ま

した。子 羊 をその ま まに してお けば，
え じき

コヨー テの餌 食 にな るか，飢 え死 にす

るか， いず れ に して も死 ん で し まい ま

す。 まだ乳 を必 要 とす るほ ど小 さかっ

た か らです 。牧 羊業 者 の中 に は， この

ような子 羊 を 「の ら くら者 」 と呼ぶ人

た ちが い ます。 父 が その子 羊 を私 に く

れ たの で，私 はそ の羊飼 い にな りま し

た。
ほにゆう

数 週 間， 私 は牛乳 を哺乳瓶 に入 れて

温 め， それ を子 羊 に飲 ませ ました。 私

た ち はす ぐに友 達 に な りま した 。私 は

そ の子 羊 を 「ナイ 」 と名 付 けま した。

ど うして そ う名 付 けた のか ，今 は覚 え

て い ませ ん。子 羊 は大 き くな り始 め，

私 は彼 と一 緒 に よ く芝 生 の上 で遊 び ま

した。 とき ど き，一 緒 に草 の上 に横 た

わ.り， また私 は よ く子 羊 の柔 らか い，

ふ さふ さ とした横腹 に頭 を載せ て ，青

空 や 白い巻 き雲 を見上 げた もので す。

私 は 日中， 子羊 を閉 じ込 めて お くこ と

は しませ んで した 。逃 げ出す こ とは な

か った の です。 子 羊 は間 もな く草 を食



べ るよ うに な りま した 。私 は庭 の ど こ

か らで も， 「メー， メ ー」 とい う羊 の

鳴 き声 をで きるか ぎ りまねて呼 ぶ だ け

で，子 羊 を呼 び寄 せ る こ とが で き ま し

た。

あ る晩， ひ どいあ らしに な り ました。

私 は子 羊 を小屋 に入 れ な けれ ば な らな

か ったの に， そ の晩 はそ れ を忘 れ ま し

た。 そ して，私 は寝 ました。私 の小 さ

な友 はあ らしに おび え，私 に はその子

羊 の鳴 き声 が 聞 こえ ました。私 は 自分

のペ ッ トを助 けな けれ ばな らな い こ と

を知 っ て い ま した が， 安 全 で 温 か な

ベ ッ ドの 中で ，体 をぬ ら さず にいた い

と思 い ま した。私 は起 きな けれ ば な ら

なか った の に，起 き ませ ん で した。翌

朝 ，外 に出 てみ る と， 子 羊 は死 んで い

ました。子 羊 の鳴 き叫ぶ 声 を聞 きつ け

た犬 が，殺 して しまった の です。 私 の

幼 い 心 は引 き裂 かれ ん ばか りで した 。

私 は，父 か ら託 され た もの につ いて の

よい 羊飼 い， す なわ ち よい管 理人 で は

な か った ので す。 父 は言 い ま した 。

「息 子 よ
，た った1頭 の子 羊 の 世話 さ

え， お ま えに任 せ られ な い の かね 。」

父の 言葉 は， 羊毛 に包 まれ た友 を失 っ

た こと以 上 につ らい もので した。 その

日， 私 は幼 いな が ら も決 心 し ま した 。

いつ か もう一 度 同 じ立 場 に置 か れた な

らば，二 度 と羊飼 い として の 自分 の 管

理 の務 め をお ろそか に しな い と。

その後 あ ま り年が たた な い うち に，

私 はホー ム テ ィーチ ャー の後 輩 同僚 と

して召 され ま した。 とき どき， とて も

寒 い 日や 荒 れた 日が あ り，私 は家 にい

て楽 をした い と思い ました。 で も私 の

心 の耳 に，幼 い子 羊 の鳴 き声 が 聞 こ え

て くるので す。 私 は よい羊飼 い にな っ

て， 先輩 同僚 と一 緒 に行 か な けれ ばな

らない と悟 りま した 。 これ まで長 年 の

間， 自分 の務 めか ら逃れ た い と思 った

とき はいつ も， 自分 が よ い羊飼 いで な

か った何 年 も前 の あの夜 感 じた ひ どい

悲 しみ を思 い起 こした もの です 。私 は

自分 が な さな けれ ばな らない ことを，

必ず し もす べて行 な えてい るわ けで は

あ りませ ん 。 しか しそ うし よう と努 め

て はい ます 。

私 は主 の 羊飼 い の定 め られた本 質 的

な義 務 につ い て，少 しの時 間お話 し し

た い と思 い ます。 それ は， 主 ご 自身 か

ら与 え られ た啓 示 に含 まれ て い る責 任

の こ とです 。夫 また は父親 として の責

任以 上 に大 い な る責 任 は あ りませ ん。

その責任 に は解 任 が あ りませ ん。主 は
なんじ まこころ も

言 わ れ ました 。 「汝 ら誠 心 を以 て妻 を

愛 して これ と結 び合 うべ し。 その他 の

者 に愛着 す る ことなか れ。」3主 は この

教会 の 父親 た ち にさ らに こ う言 ってお

られ ます。 「わ れ は汝 らの小 児 た ち を
うち

光 明 と真 理 の 中 に導 き来 れ と汝 らに命

じた り。」4

「また 両 親 はそ の子 供 た ち に祈 る こ

とと， 主 の前 に正 し く歩 む こ ととを教

えざ るべか らず。

シオ ンに住 む民 は， また安 息 日を守
きよ

りて これ を聖 くす べ しの5

もうひ とつ の大 い な る責任 はホ ーム

テ ィーチ ャー としての責任 です。 「教師

〔テ ィー チ ャー 〕 の義 務 は常 に教 会 員

を守 護 し， 彼 ら と共 にあ りて彼 らを強

くす べ き もの と す 。
よこしま

また教会 員 の 中 に邪 曲な き よ う，互
かたくな

いの 間 に頑 固 な る こ との な き よ う， ま
かげぐち あくこう よう

た虚言 ， 蔭 口，悪 口な どもな き様 注意

すべ きもの どす。」6さ ら に次 の戒 めが

続 き ます 。 「また 教会 員 の し ば しば集

会 す るこ とを はか り， またす べ ての会

員 に そ の 義 務 を つ くす よ う に な さ し
と

む 。」7「 彼 ら は 警 告 を与 え ， 釈 き ， 勧
か

め且 つ教 えて， キ リス トに来 る様 す べ

ての人 々 を勧誘 すべ きな り。」8

神権 定員 会 会長 とその 副会 長 も羊 の

群 れ の羊飼 い で あ り， 自分 の定員 会 の

会 員 を愛 を もっ て世 話 す る とい う責任

を負 って い ます。 教会 の監 督 た ち は，

や ぐらの上 の見 張 りです 。 テモ テへ の

手紙 に は， 教会 の監督 につ いて この よ

う に述 べ られ て い ます。

「『もし人 が 監督 の職 を望 むな ら
， そ

れ は良い仕 事 を願 う こ とで あ る』 とは

正 しい言葉 で あ る。
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さて ，監督 は， 非難 の な い人 で ， ひ

とりの 妻 の夫 で あ り， 自 らを制 し，慎

み深 く，礼 儀正 し く， 旅人 を もてな し，

よ く教 える こ とが で き，

酒 を好 まず ， 乱 暴 で な く， 寛 容 で

あっ て，人 と争 わず， 金 に淡 泊 で，

自分 の家 を よ く治 め，謹 厳 で あ って，

子 供 た ち を従順 な者 に育 て てい る人 で

な けれ ばな らな い。

自分 の家 を治 め る こ とも心得 て い な

い人 が， ど うして神 の教 会 を預 か る こ

とが で き よ うか 。」9

ア ロン神権 につ いて ，主 は こう言 わ

れ ま した 。 「監 督 会 は この 神権 の管 理
かぎ

者 に して， この神権 につ け る鍵 また は

権威 を保 有 す る もの な り。」Io監督 の皆

さん， この教会 の若 人 は今 ，人 生 の あ

らしの まった だ 中 にい ます。 彼 らをむ

さぼ り食 お う と して歩 ぎ回 って い る危

険 な おお か みた ちが い るの です 。若人

の多 くは私 の幼 い子 羊 の よ うに，助 け

を叫 び求 め てい ます 。私 た ち は監督 の

皆 さん にお願 い します。 彼 らを安全 に

守 るた め に， で きるか ぎ りの ことを行

な って くだ さ い。

ステ ー キ部 長 も教 会 の定 め られ た役

員で す。 彼 は ステ ー キ部 を管理 す る人

だか らです 。主 はス テー キ部 につ い て
ぼうぎょ

こ う言わ れ ま した 。 「一 つ は防 禦 の た
さけどころ

め とな り， また暴風 雨 の避 所 とな り，

憤 りのあ りの まま に全 地 に注 が る る時

に一 つ の避所 ともな らんた め な り。411

ステ ーキ部 は 「シオ ンの あ げ幕 また は

シオ ンの 力 」12なの で す。 ス テ ーキ 部

は，義 と力 と守 りの 霊的 な 中心 の場 所

で な けれ ばな りませ ん。

管 理監 督会 には， 大管 長会 よ り割 り

当 て を受 けた とお りに教 会 の実 務 を指

導す る責 任 が あ り， その一 人一 人 が監

督 に聖任 され てい ます 。 この大 きな，

全世 界 的 な教 会 にお いて， 管理 監督 会

の責 任 は重 く， 大 きな もの とな って い

ます。

主 は七十 人 につ い て こ う言 わ れ ま し

た 。

「また
， 福 音 を説 き異 邦 人 と全世 界

あかしびと

の人 々 に対 す る特 別 の証 人 た らん が

た め 『七 十人 』召 さ る。 す なわ ち か く
ごと つ

の如 くこの者たちの天職に就ける義務
お ほか

は，教会に於ける他の職員らの義務 と

異るなり。
『七十人』は十二使徒会すなわち巡

回高等評議員会の指揮の下に教会を設
くにたみ

立 し， また よろず の国 民 に於 け る教 会

の あ らゆ る事務 を整 理 す る に主 の御 名

に よ りて行 い ， まず異邦 人 よ り始 めて

次 に ユ ダ ヤ 人 に及 ぼ す べ き者 た ち な

り。」13

十 二使 徒 は， 「全世 界 に於 け るキ リ

ス トの御名 の特別 の証 人 とな るべ き者

な り。 す なわ ち， か くの如 く彼 らは当

教 会 に於 ける他 の職員 とは， その天職

に就 ける義務 を異 にす。」14主が言 わ れ

た よ うに， 彼 らは， 「イ エ ス ・キ リス
の

トの福 音 を宣 ぶ るに よ りて扉 を開 くた

め に鍵 を もち て 遣 わ さ る る者 た ち 」【5

で す。十 二使 徒 は主の特 使 で す。

大 管長 会 は地 上 にお ける神 の王 国の

諸事 につ いて最 終責 任 を負 ってい ます 。

大 管長 会 につ いて ，主 は こう言わ れ ま

した。
も うち

「メルケゼデク神権を有てる者の中

三人の管理大祭司あり，当団体により
あんしゅ

て選ばれ，その職に任命して按手聖任

され・，教会員の信任と信仰 と祈りによ

りて支持せられ，当教会の大管長会な

る定員会を構成す。
しか

而して，大神権の評議会の大管長会

は他の大祭司すなわち十二人を招集し，
たす

これ を評 議 員 として援 けをな さ しむ る

権 能 あ るべ し。 か くして， 大神 権 の大
お きて

管長会と評議員 とは教会の律法に従い
な

証 拠 に基 き判 決 を為 す権 能 を有 す べ

し。」16

大管 長 に つい て は， 主 が言 われ た よ

うに， 彼 は， 「教 会 の大 神 権 の 大管 長

"芝1;
，

言 を換 えて言 わ ば， これ は教会 の大

神 権 の管 理大 祭 司 な り。」17彼は 「全教

会 を統轄 す べ き もの に して ，モ ーセ の

如 くあるべ し。 … … この教会 の頭首 に
たまもの

神 の与 えた も うあ らゆる賜 を有 し誠 に

彼 は聖 見者 た り，啓 示 を受 くる者 た り，

翻訳 者 た り， また予 言 者 た り……。」18

大 管 長 は神権 の鍵 と権能 の すべ て の

行使 につ い て指 示 を与 え ます。 また，

それ らの すべ て を行 使 で きるた だひ と

りの人 で す。 そ れで も， 聖任 を受 けた

使 徒 は全 員 これ らの鍵 を持 って お り，

その うちの あ る鍵 は，必 要 な ときにだ
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け使 え る状 態 となっ てい ます。

兄 弟 の皆 さん，私 は大管 長会 の一 員

とな って， わ ずか数 日 にす ぎ ませ ん。

この召 しを受 ける前 は，私 の視 野 は ま

るで狭 め られ て いた かの ようです。 し

か し今 ，私 は眼鏡 を掛 けて， 少 しで は

あ ります が， 大管 長 の責任 の重大 さを

以 前 よ りはっ き り と見 る こ とが で き ま

す。 しか し私 は， 自分が 片眼 鏡 を掛 け

た貴 族 の よ うで はないか と心 配 です。

片眼 鏡 をか けた貴 族 は 「理解 で きる よ

りも多 くの もの を見 る ことが で きた 」

の で す 。 主 の この 巨 人 た ち， ヒ ン ク

レー大管 長 とモ ン ソン副 管 長 は，大 き

な映 像 をだれ よ りもはっ き りと見 てい

る人 々 で す。彼 らは前 の大 管長 た ちの

副 管長 と して ，長 年忠 実 に奉仕 して き

ま した。

さて，兄 弟 の皆 さん，最 後 に申 しあ

げ ます。 私た ち の教会 の よう に広 大 で，

世 界 の隅 々 まで に及 ぶ教 会 に は，秩 序

が な けれ ば な り ませ ん 。 教 会 が秩 序

立 った方 法 で全世 界 に発 展 して い くに

は， 聖文 や近 代 の啓 示 に加 えて ， さ ま

ざ まな指 針 や手 続 きが な けれ ばな りま

せ ん。 ど うして も避iけられ な い管理 上

の さまざ まな要 素 が あっ て，時 折， 何
ざ せつ

か不 快感 や， こ とに よ る と挫折 感 の生

じ る場 合 が あ ります。 教会 の管 理運 営

に当 た って は，不快 な こ とや不 都合 な

こ とを大 目に見 る よ うに して くだ さい。

福 音 の簡 潔で ，崇 高 で，霊 的 な力 を も

た らす救 い の原則 に焦 点 を合 わせ ， そ

れ に集 中す る よ うに して くだ さい。 固

く立 っ て くだ さい。 羊飼 い で ある教会

の管 理役 員 として， 自分 の管 理 の職 に

忠実 で あ って くだ さい。 私 た ちの召 し

と， 私 た ちが持 ってい る聖 な る神 権 に

対 し誠 実 であ り続 けま し ょう。 私 たち

を管 理 す る権 能 を有 す る人 々 を助 け，

支持 し ま し ょう。

兄弟 の皆 さん，60年 以上 た って も，

あの時 の子 羊 の鳴 き声 ， おび えた 叫び

声 が私 の心 の中 に よみが え って き ます 。

あの時 私 は， 本来 す べ き とお りに羊 の

世 話 を しな か った のです 。 また私 は，
しっせき

父 の愛 情 に満 ちた叱責 も思 い出 します。

「息 子 よ
， た っ た1頭 の子 羊 の世話 さ

え， お ま え に任 せ られ ない の か ね。」

この世 で よい羊 飼 いで なか っ た人 は，



永 遠 の世界 で どんな思 い がす る ことで

しょ う。

「イ エ ス は シモ ン ・ペ テ ロ に言 わ れ

た， 『ヨハ ネ の子 シモ ン よ， あ な た は

この人 た ちが愛 す る以 上 に， わた しを

愛 す るか。』 ペ テ ロ は言 った， 『主 よ，

そ うです。 わ た しが あな た を愛 す る こ

とは， あ なた が ご存 じです 。』 イエ ス

は彼 に 『わ た しの小 羊 を養 い な さい』

と言 わ れた 。

また もう一 度彼 に言 わ れ た ， 『ヨハ

ネ の 子 シ モ ン よ， わ た し を 愛 す る

か。』彼 はイエ ス に言 った， 『主 よ， そ

うです。 わ た しが あな た を愛す る こ と

は， あ なた が ご存 じで す 。』 イエ ス は

彼 に言 わ れ た， 『わ た しの羊 を飼 い な

さい。』

イエ ス は三度 目 に言 わ れ た， 『ヨハ

ネ の 子 シ モ ン よ ， わ た し を 愛 す る

か。』ペ テ ロ は 『わ た しを愛 す るか』

とイ エ スが三度 も言 われ た ので， 心 を

いた めて イ エ ス に言 った， 『主 よ， あ

なた はす べ てを ご存 じで す。 わ た しが

あな た を愛 して い る ことは， おわ か り

に な って い ます 。』 イ エス は彼 に 言 わ

れた， 『わ た しの羊 を養 いな さい。』」19

私 たちが そ うす る ことが で きる よ う

に， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ りお

祈 りし ます 。 アー メ ン。

注

1.信 仰 箇 条 第5条

2， 「モ ル モ ン の 教 義 」p。710

3。 教 義 と 聖 約42=22

4.教 義 と 聖 約93：40

5.教 義 と 聖 約68=28-29

6.教 義 と 聖 約20：53-54

7.教 義 と 聖 約20：55

8.教 義 と 聖 約20159

9.1テ モ テ3：1-5

10.教 義 と 聖 約107=15

11.教 義 と 聖 約Il5：6

12.教 義 と 聖 約101：21

13.教 義 と聖 約107：25，34

14。 教 義 と聖 約107：23

15.教 義 と聖 約107：35

16.教 義 と聖 約107：22，79

17.教 義 と聖 約107：65-66

18.教 義 と聖 約107=91-92。21：1も

参 照

19.ヨ ハ ネ21：15-17

あらゆる人が

聞くために
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トーマス ・S・ モンソン

収穫はまさに偉大です。間違えないようにしましょう。伝道の機会は生涯

にわたって皆さんのものです。

弟 の皆 さん，神権 者 が ひ とつ に

兄 集 って い る さま は， ま さに胸 の

高 鳴 る光 景 で す。世 界 じゅ うの数 千 の

礼拝 堂 に神権 者 が集 ま り， 衛星 中継 に

よって この放 送 を受 信 してい るの は，

ほ ん とうに喜 ば しい こ とです。 皆 さん

の 国籍 や言葉 は さ まざ まですが ，共 通

の きず なで ひ とつ に結 ばれ て い ます。

私 たち は神権 を持 ち，神 のみ名 に よ っ

て行 動 す る よう委 任 されて い ます。 神

か ら信頼 され る者 で あ り，多 くの こと

が期 待 され て い ます 。

私 た ち は涙 と悲 しみ の うち に， や さ

し くて 偉 大 な人 物 ， 神 の 予 言 者 ， ハ

ワー ド ・W・ ハ ン ター大 管長 に別 れ を

告 げ ま した 。 そ して き ょ う， ゴ ー ド

ン ・B・ ヒン クレー長 老 を教 会 の大管

長 と して ，神 の予 言者 ， 聖見者 ， 啓示

を受 ける者 として支 持 しま した 。 ヒン

ク レー大 管長 は，天 父 に よっ て予言 者

に召 さ れ ， 救 い 主 が 教 え られ た道 に

従 って私 た ち を導 いて くれ ます 。 み業

は前進 し，主 の民 は祝福 され るで しょ

う。 教 会 の 大 管 長 会 の 一 員 と して ，

ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レー 大 管 長 や

ジ ェーム ズ ・E・ フ ァウス ト副管 長 と

ともに働 くの は名誉 で あ り， す ば ら し

い特 権 で す。

そ の 昔 ， 私 た ち の 主 ， 救 い 主 イ エ

ス ・キ リス トは神 聖 な戒 め を与 えて愛

す る11人 の使徒 た ち に こ う告 げ られ ま

し た 。 「そ れ ゆ え に， あ な た が た は

行 って， す べ ての 国民 を弟 子 として，

父 と子 と聖 霊 との名 に よって， 彼 らに

バ プテ スマ を施 し， あな たが た に命 じ

て おい た いっ さい の こ とを守 る よ うに

教 え よ。 見 よ， わ た しは世 の終 りまで，

い つ も あ な た が た と共 に い る の で あ

る。」1マ ル コ は さ らに こう記 して い ま

す。 「弟 子 た ち は出 て 行 っ て， 至 る所
の

で福音 を宣 べ伝 えた 。主 も彼 ら と共 に

働 〔かれ た〕。」2

この神 聖 な責務 は，取 り消 され て は

い ません。 む しろ，繰 り返 し強調 され

て き ました。 予言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス

は，教 会 の 目的 につ いて こう述 べて い

ます 。 「福 音 の真 理 に 関す る知 識， す

なわ ちイ エ スが キ リス トで あ り， 世 の
あがな

救 い主 ，贋 い主 であ る こ と， そ して み

業 に現 われ る信 仰 を通 して のみ，人 と

国が 平和 を享受 で きる こ とをすべ て の

男女 に伝 え るので あ る。」

私 た ちが 住 んで い る この世界 は， イ
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エ ス ・キ リス トの福 音 の教 えを必要 と

してい ない で し ょ うか 。 ほ とん どの地

域 で 見 られ ます が， 環境 の破壊 だ けで

な く， もっ と深 刻 な霊性 や 永遠 の戒 め

に対 す る従 順 さの破 壊 が進 んで い ます。

そ して人間 の貴 重 な身 と霊 が甚 だ し く

軽視 され て い ます 。

主 は厳粛 に 「人 の値 は神 の前 に大 い

な る」3も の で あ る と宣 言 され ま した

が ，多 くの人 々 は主 か ら顔 を背 けて き

た よ うで す。 また 「わた しに従 って き

な さ い」4と い う主 の や さ しい み言 葉

に も，多 くの人 は耳 をふ さぎ， 心 を閉

ざして い ます。 そ の よ うな人々 はほか

の声 に波 長 を合 わせ て い る よ うで す。

子 供 の ころに聞 いた 「ハ ー メル ンの

笛吹 き男 」 の話 を覚 えて い ますか 。彼

はハ ー メル ン とい う町 へ行 き，人 々 を

悩 まして いた ねず み を，?いくらかの お

金 で退 治 す る と申 し出 ま した 。契 約 が

成立 す る と，彼 は笛 を吹 い て建 物 か ら

ねず み をお び き出 し，川 まで 導 い てす

べて お ぼれ させ ました。 と ころが町 の

指 導者 が お金 を払 うの を拒 んだ の で，

彼 は また 笛 を吹 いて， 今 度 は大切 な子

供 た ち を安全 な家 か ら連 れ 出 して，二

度 と戻 りませ んで した。

笛 吹 き男 は今 で もい るで し ょうか 。

魅 惑 的 な音楽 を奏 で， それ に聞 き従 う

人 を破滅 へ と導 い てい ない で し ょ うか。

この笛 の音 は 「高慢 」 「快楽 」 「わ が ま
どんよく

ま」 「貧 欲 」 で あ り， その 結果 は精 神

の混 乱 ，心 の苦 悩 ，空 虚 な生活 ，夢 の

破壊 なの です 。

無数 の人 々 の心 か らの願 いが， い に

し えの ピ リポに対 す る あ る人 の嘆 願 に

表 わ れ て い ます。 「だ れ かが ， 手 引 き

を して くれ な けれ ば， どう して わか り

まし ょ う。」5

神権 を持 つ兄弟 の皆 さん， この世 は

皆 さん の助 けを必 要 と して い ます。 足

元 を支 え，手 を しっか り握 り，励 ま し

と霊 感 を与 え， 救 いへ 導 く人 が 必要 で

す。 収穫 は まさ に偉 大 です 。間 違 え な

い よう に しま し ょう。伝 道 の機 会 は生

涯 にわ た って皆 さん の もので す。 永遠

の祝福 が待 って い ます 。見 物人 にな る

ので な く， 神権 奉 仕 とい うステ ー ジに

立 つ特権 が与 え られ るので す。

ア ロ ン神権 者 の皆 さん に申 しあ げ ま

す。 伝道 に備 えて くだ さ い。皆 さん は，

い まや5万 人 に上 る勇敢 な主 の軍勢 の

一員 にな るの です
。

で は， どうすれ ば よい で し ょうか。

宣 教 師 と して成 功 す るた めの原 則 を お

話 し しま し ょう。

1、 目 的を も って備 え る。
あかし

E.証 をも っ て教 える 。

3.愛 をも っ て働 く。

第1は ， 目的 をも って 備え る こと で

す。 主 は資格 を備 え る こ とにつ いて次

の よ うに言 わ れ ま した 。 「見 よ， 主 は

真 心 と喜 び て 事 に 従 う精 神 と を 求

む。」6伝 道活 動 は易 し くあ り ませ ん。

力 を尽 くし，能 力 を尽 くして， 最善 の

努 力が ， そ して しば しば それ以 上 の力

が 要求 され ます。 これ以上 に時間 や献

身 ，多 くの犠牲 と祈 りを必 要 とす る仕

事 はほか に あ りませ ん。

ジ ョン ・テイ ラー大 管 長 は次 の よう

に 条 件 を ま と め て い ま す 。 「福 音 の

メ ッセ ー ジを携 え て行 く人 として，私

大 会 の部 会 の開 始 を待 つ十 二使 徒定 員 会 の4人 の会 員 。 左 か ら， ヘ ン リー ・B・ アイ リング 長老 ， ジ ェ フ リー ・R・ ホ ラン ド

長 老， ロバ ー ト ・D・ ヘ イル ズ長 老， リチ ャー ド ・G・ ス コ ッ ト長 老 。
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た ちが求 め るの は，神 へ の信仰 を もち，

自分 の宗教 を信 じ，神 権 を尊 び， 信仰

を同 じ くす る人 々か ら知 られ，神 か ら

信 頼 され る人 で あ る。 …… また， 聖霊

と神 の力 に満 た され た人 で あ る。国 々

に生命 の言葉 を携 えて行 く人 は，信 義

を重 ん じ， 高潔 で， 徳高 く，清 い人 で

ある。 これ は神 か ら命 じられた こ とで

あ り， 実行 す る よ う努力 す べ き こ とで

ある。」7
あかし

第2は ， 証を も って教 え る こと です 。

ペ テ ロ とヨハ ネ は， 元 漁師 で改 宗 して

使徒 にな りました。 あ る時 ， イエ ス ・

キ リス トと十字 架 につ い て教 え ない よ

うに警 告 され， 彼 らは きっ ぱ り と答 え

ました。 「神 に聞 き従 う よ りも， あ な

たがた に聞 き従 う方 が ，神 の前 に正 し

いか どうか，判 断 して も らいた い。 わ

た したち として は， 自分 の見 た こと聞

いた ことを，語 らな いわ け には いか な

い。」8

真理 を証 す『る人 ，使 徒パ ウロが ，愛

す る友 の テモ テ に与 えた勧 告 は，会 員

と宣教 師 のす べ て に当て は ま る もの で
ぎょうりょう

す。 「言葉 に も，行 状 に も，愛 に も，

信 仰 に も，純 潔 に も， 信者 の模 範 にな

りな さい 。」9

デルバ ー ト ・L・ ス テイ プ レー長老

は，十 二使 徒評 議 員会 の会 員 で した が，

何年 も前 に， パ ウ ロの ロー マ人 への 手

紙 を引 用 し ま した 。 「わ た しは福音 を
すくい

恥 としない。 それ は…… 救 を得 させ る

神 の力で あ る。」loステ イプ レー長 老 は

付 け加 え て こ う言 い ま した 。 「もし福

音 を恥 としない な ら， それ に従 った 生

活 も恥 じるべ きで は あ りませ ん。 そ し

て生 活 を恥 としな いな ら，分 か ち合 う

の も恥 とす べ きで は あ りませ ん。」

3番 目 は，愛 をも って 働 く こと です。

愛 に代 わ る もの はあ りませ ん。 この愛

は しば しば，少 年期 に母 親 に よ って と

も され ，父 親 に よっ ては ぐ くまれ， 神

へ の奉仕 を通 して生 きた もの に な りま

す。主 の次 の勧 告 を忘 れ ない で くだ さ

い。 「神 の 栄 光 を まこ こ ろ もて仰 ぎ み
も

て，信 仰， 希望 ， 慈悲 ，仁 愛 の徳 を有
つか

っ者 は， 神 の業 に仕 う る資格 あ り。」目

次 の ように 自問 して み る とよい で し ょ

う。 「き ょう私 は ，信 仰 ， 希望 ，愛 を

高 めた だ ろ うか。」私 た ちが神 の標 準

大 会 の部会 に出席 す る ための 列 を作 る訪 問者 た ち。後 ろの像 は ，1829年5月15圓 ，

ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リヴ ァ ・カ ウ ドリに アロ ン神 権 を授 け るバ プテス マの ヨハ ネ 。

に従 って生 活 し，人 々 を主 の み も とに

導 くた めに愛 を もって働 く とき， そ の

影 響 を受 けた人 は，次 の よ うに言 って

嘆 くこ とは な いで し ょ う。 「刈入 れ の

時 は過 ぎ， 夏 もはや終 った， しか しわ

れわ れ は まだ救わ れ な い。」12

若 い宣教 師 は いつ も， 自分 が伝 道 し

た い場 所 に つい て考 え てい ます。 た い

て いそれ は， 聞 き慣 れ ない名 前 の遠 く

離 れ た所 で す。

あ る日私 は，大 きな店 の紳 士用 ス ー

ツ売場 で， それ ぞれ母 親 と一 緒 のふ た

りの 宣教 師 に会 い ま した。宣 教 師 とそ

の母 親 を見分 け るの はむず か しい こと

で はあ りませ ん。会 話 の中 で， ひ と り

の長 老 が 尋 ね ま した。 「君 は ど こに召

され た の。」

答 え は こ うで す。 「オ ー ス トリア だ

よ。」

最 初 の宣 教 師 が 言 い ました 。 「運 が

い い な， オ ー ス トリアへ行 くなん て!

美 しいアル プ スや す ば ら しい音 楽 ，陽

気 な人 た ち。 ぼ くもそ こへ行 けた らな

あ。」
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「君 は ど こへ 召 され たの
。」 オー ス ト

リアへ行 く宣教 師 が尋 ね ま した。

「カ リフ ォルニ ア さ
。 飛行 機 で2時

間 もか か らな い。毎 年休 暇 で行 く所 だ

よ。」

母親 たち の表情 や 今 に も涙 を流 しそ

うな宣 教 師 を見 た とこ ろで ，私 が会 話

に割 って 入 り ま した。 「カ リフ ォル ニ

アで す って。 私 が前 に管 理 して い た地

域 で す。 す ば ら しい召 しを受 け ました

ね。 カ.リフ ォル ニ ア で 何 が あ な た を

待 って い るか 知 って い ます か。至 る所

に礼拝 堂 とステ ー キ部 セ ンター が あっ

て，宣 教師 と一緒 に福 音 を分 か ち合 い

た い と願 って い る末 日聖徒 で い っ ぱい

で す よ。 そ こで伝 道 で きる なん て，君

はな ん て幸 運 な宣教 師 で し ょう。」 も

うひ と りの母 親 が 言 い ま した 。 「モ ン

ソ ン兄弟 ， オ ース トリア につ い て も何

か 言 っ て くだ さい。 早 く。」 そ う しま

した。

若 人 の皆 さん， どこ に召 され よ う と，

そ こが行 くべ き所 で あ り， そ の伝道 部

を愛 す る よ うにな るで し ょう。

兄弟 の皆 さ ん， 私 た ち は妻 子 と一 緒

に，専 任 宣教 師 や ステ ーキ部 宣教 師 と

協 力 して，人 々 を キ リス トの み も とへ

導 く業 に参加 で きます。 最 も効果 的 で

実 りあ るひ とつ の方法 は，私 た ち の建

物 で オー プ ンハ ウス を開 くことです。

ワー ド部 の監督 や ス テー キ部 長 が ジ ェ

フ リー ・R・ ホ ラ ン ド長 老が 出演 す る

ビデオ(英 文)を 準備 して くれ ます。

それ は伝 道 の た めのオ ー プ ンハ ウ スに

最適 の ビデオ です 。使 って くだ さ い。

そ うす れ ば，教 会 の会 員数 は増 加 し，

主 の みた まが私 た ち の中 に とどま るで

し ょう。
あかし

目的 をも っ て備 え， 証を も って教 え ，

愛を も って働 くこ と。 この原則 と，主

の神 聖 な み業 が 真実 で あ る こ とを証 し

ます。

何 年 も前 に， 私 はサ ンフ ラ ンシス コ

か らロサ ンゼルス 行 きの飛行 機 に乗 り

ま した。 私 が座 っ た時， 隣 の席 は空 い

て い ま した。 間 もな くして， 美 しい若

い女性 が その席 に座 り ました。 飛行 機

が離 陸す る と，彼 女 が本 を読 んで い る

のに 気づ き ました。 私 はだ れ もが す る

ように， ち らっ とタイ トル を見 ま した。

く

「奇 し きみ業 」 とあ ります
。 私 は勇 気

を奮 い起 こ して尋 ね ま した 。 「あな た

はモ ル モ ンです ね。」

彼 女 は答 え ま した 「いい え， なぜ で

すか 。」

「あ な たが お 読 み の本 の著 者 は
， リ

グ ラン ド ・リチ ャー ズ とい って， 末 日

聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の 著名 な指

導 者 だか らで す。」

彼 女 は答 え ま した。 「ほん と うで す

か 。友人 か ら この本 を も らったの で す

が ，詳 しい こ とは知 りませ ん で した。

で も，興 味 を持 った ので す。」

私 は心 の中 で 思 い ま した 。 「教 会 に

つ い て もっ と話 す べ き だ ろ うか 。」 使

徒ペ テロ の言葉 が心 に浮 か び ました。

「あ なたが た の うち にあ る望 み につ い

て説 明 を求 め る人 に は， いつで も弁 明

の で き る用 意 を して い な さ い 。」13私

は今 こそ私 の証 を述 べ る時 だ と決心 し

ました。 私 は彼 女 に，何 年 も前 に この

本 を出す た め に リチ ャーズ長 老 を助 け

たの は， 私 の特権 だ った と話 し ました。

そ して， リチ ャーズ長 老 の偉 大 な伝道

ス ピ リッ トに触 れ， おお ぜ いの人 々 が

彼 の書 い た本 を読 ん だ後 ，真 理 を受 け

入 れ た こ とを話 し ま した。 それ か ら，

私 の特権 で したが ，飛 行機 の残 りの時

間 ，教 会 に関す る彼 女 の質 問 に答 え ま

した。 私 は彼女 の心 か らの知 的 な質 問

を聞 いて， 彼女 が真 理 を求 め て い る こ

とに気 づ きま した。 そ こで，宣 教 師 を

彼女 の家 に送 って もよいか ど うか尋 ね

ま した。 また， 彼女 の住 んで い るサ ン

フラ ン シス コで，私 た ち の教会 に集 っ

て みた いか ど うか尋 ね ました。 答 え は

「は い」 で した。 彼 女 はイ ボ ン ヌ ・ラ

ミレス といい， 飛行 機 の搭乗 員 で仕 事

に行 く途 中 で した。

家 に帰 ってか ら， 私 は伝道 部長 とス

テー キ部 長 に手紙 を書 き，飛 行機 で の

会 話 や， 手紙 と一 緒 に読 み物 を送 った

こ とを伝 えま した。 ち なみ に，若 い 男

性 の皆 さん， 私 は この非 番 の美 しい搭

乗 員 とその ルー ム メー トに， ふ た りの

長 老 で はな く， ふた りの姉 妹 宣教 師 を

送 る ように推 薦 しま した。

数 カ 月 が た ち ま した 。 私 は そ の ス

テー キ部長 か ら電話 を も らい ま した。

「モ ンソ ン兄 弟
， 今年 の秋 の初 め サ ン
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フラ ン シス コか らロサ ンゼル スへ の飛

行機 で 隣 に乗 り合 わせ た搭乗 員 を覚 え

て い ますか 。」 私が 「はい」 と言 う と，

ス テ ー キ部 長 は続 けて 言 い ま した 。

「イ ボ ンヌ ・ラ ミレス 姉妹 が ご く最近

バ プテ スマ を受 けて教 会 員 に なった こ

とを， お知 りにな りたいだろ うと思った

ので す。彼 女 が話 した いそ うで す。」

きれ い な声 が 聞 こ えて き ま した。

「モ ン ソ ン兄 弟
， 証 を して くだ さっ て

あ りが とう ござい ます。私 は今 ， 世界

じゅ うで い ちば ん幸せ で す。」

涙 が込 み上 げ， 神へ の感 謝 で満 た さ

れ た私 は， 彼女 に感謝 し， 賛辞 を送 り

ま した。真 理 を探 し求 めて見 いだ し，

洗 い清 める水 に入 っ て永遠 の生 命 への

門 を くぐる とい う決意 を した か らです。

受話器 を置 いて か ら， しば ら く無 言

で座 って い ま した。 救 い主 の言 葉 が胸
たれ なんり

を よ ぎ りま した 。 「誰 にて も汝 らを受

け入 る る者 には， われ もまた そ こにあ

らん。 そ は，わ れ汝 らの前 に先立 ちて
あ

行 くべ けれ ば な り。 わ れ は汝 の右 に在

り， また左 に在 らん。 わが 『み た ま』
うち

は汝 らの 心 の中 に在 り， またわ が天使
いだ

らは汝 らを囲み て懐 き支 えん。」14

これ らの約 束 は， 私 たち が伝道 の機

会 を活 用 し， ナ ザ レの イエ ス，王 なる

救 い主 の勧 告 と戒 めに従 う とき， 私 た

ち の ものに な るので す。 主 は生 きて お

られ ます 。 この証 をイエ ス ・キ リス ト

の み名 に よ り申 しあげ ます。 ア ー メン。

注
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人のためのみ業

大管長

ゴードン ・B・ ヒンクレー

この教会は全世界に広がる大きな組織となっています。しかし，私たちの

関心は常に個入に向いていなければなりません。

権者の皆さん，世界的なこのす

神 ば らしい神権 会 に出席 す るた め

に， 皆 さんが努 力 され た ことに感謝 し

て い ます。皆 さん が どの地 に お られ る

か にかか わ りな く， 私 た ち は皆 さん の

信仰 ， この主 のみ業 へ の忠 実 さ， また

日々 の生活 の 中で ，各 自が受 けて い る

聖 な る神権 にふ さわ し くな ろ う と努 め

てお られ るこ とに感 謝 し， その こ とを

たた えた い と思 い ます。

今朝 私 た ち は こぞ って 聖会 に出席 し

ました。 聖会 とは その名 が示 す とお り

の もの です。 教会 員 が集 い， 各人 が相

等 しい立 場 で，啓 示 の定 めに よっ て指

導者 と して選 ばれた 人々 に対 す る支 持

あるい は不支 持 の意 思 を表 わす権 利 を，

厳粛 に行 使 す る場 です。

この支 持 の挙 手 は，単 に手 を挙 げ る

とい う形 式 的 な行為 で は あ りませ ん。

指 導者 として選 ばれた人 々 を支 え， 援

助 す る とい う決 意 の表 明 です。

主は大管長会について次のように言
も

わ れ ま した。 「メ ル ケゼ デ ク神 権 を有
うち

てる者の中三人の管理大祭司あり，当

団体によりて選ばれ，その職に任命し
あんしゆ

て按手 聖任 され，教 会 員 の信任 と信 仰

と祈 りに よ りて支 持せ られ， 当教会 の

大 管長 会 な る定員 会 を構成 す 。」(教 義

と聖約107：22)

私 は 「教 会 員 の信任 と信 仰 と祈 りに

よ りて支持 せ られ」 とい う言 葉 を強調

した い と思 い ます。

今朝 の聖会 にお け る皆 さんの挙 手 は，
しもべ

皆 さん の兄弟 で あ り僕 で あ る私 た ち を，

信 任 と信 仰 と祈 りに よって支 持 す る と

い う，皆 さん の 自発 的 な意 思 と望 みの

表 明で す。 私 はそ の こ とに心か ら感 謝

してい ます 。皆 さん一人 一人 に感 謝 し

て い ます。 皆 さん すで にご存 じの よう

に，主 が定 め られ た方 法 の中 に は役職

へ の野 心 は存 在 し な い とい う こ とを

はっ き りと申 しあげ ます。 主 は弟 子た

ち に 「あなた が たが わた しを選 んだ の

で はな い。 わ た しが あ なたが た を選 ん

だ の で あ る」(ヨ ハ ネ15：16)と 言 わ

れ ま した 。 この役 職 は みず か ら求 め る

もの で はあ りませ ん。 選 ぶ権利 は主 に

あ るの です。 主 は命 と死 の主 で す。人

を召 す権 能 は主 に あ ります。 解任 す る

権 能 も， その職 に とどめ る権 能 も主 に

あ ります。 それ らはす べて 主の み手 の

中 に あるの です 。

私 は，主 の偉 大 な計 画の 中 にお いて ，

なぜ 自分 の よ うな者 が この職 に召 され

た のか わ か りませ ん。 しか し， 私 は こ

の責 任 を与 え られ て， 力， 時間 ，才 能 ，

そ して命 な ど， 自分 の持 て るすべ て を
ささ

新 た な気持 ちで主 の み業 に捧 げ，兄 弟

姉 妹 のお役 に立 ちた い と思 って い ます。
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再 度 申 しあ げ ます。 愛す る皆 さんか ら

き ょう頂 い た支持 の挙 手 に感 謝 いた し

ます 。私 が切 に祈 って い るの は， この

召 しにふ さわ しい者 になれ るよ うに と

い うこ とで す。 また，皆 さん の祈 りの

中 に，私 の こ とを入 れ て いた だ ける よ

うに望 ん でい ます。

このみ業 が前 進 してい く中 で， とき

として管理 上 の事柄 で変更 が あ ります 。

教義 が 変 わ る こ とはあ りませ ん。 しか

し と きど き，啓 示 の定 め る ところ に よ

り，組 織面 ，管理 面での変更が あ ります。

た とえば，28年 前 に大 管長 会 は十二

使 徒会 の地 区代 表 を召す よ うに霊 感 を

受 け ました。 当 時 それ は，教 会 で新 た

に定 め られた 召 しで した 。大 管長 会 は

この 召 しが必 要 に な った理 由 につ いて，

「教 会 の絶 え ざ る成 長 に伴 い， ステ ー

キ部 とワー ド部 の指 導者 が教 会 の プ ロ

グ ラム につ い て訓練 を受 け， さ らに，

彼 らが 主 に託 され た各 自の責任 に関 し

て会 員 に訓練 を与 える こ とが大 い に必

要 となっ たた めで あ る」 とい う声 明 を

出 しま した。

そ の時 に召 され た地 区代 表 は69人 で

した 。 現 在 は284人 の地 区代表 が い ま

す 。 この組 織 自体 が管 理上 か な りの大

所 帯 に なっ て きてい ます 。

さ らに最近 の こ とです が， 大管 長会

は七十 人 の 中か ら地域 会 長会 を召 す よ

うに との霊感 を受 け ま した。 全世 界 で

み業 が発 展 す るにつ れ， 教会 幹部 が 人

人 と親 し く接 す る機 会 を多 く持 て る よ

うにす るた め には， 管理 上 の権 限 の分

散 が 必要 にな って きた ので す。 い まや

この地域 会長 会 の シス テ ム はす っか り

定着 し， 効 果 的 に機 能 してい ます。

現 在， 地域 会 長会 の 管理 下 に あ る組

織 を強化 す る こ とが望 ましい と考 えら

れ て い ます。 これ を受 けて，今 年 の8

月15日 で， す べて の地 区代 表 を名誉 を

もって解任 す るこ とを， ここ に発 表 し

ます。 この熱 心で 有能 な兄 弟 た ちが，

天 父 の大義 を推 し進 め るた め に成 し遂

げた す ば らしい働 き， また その誠 実 さ，

忠 実 さ，献 身 に心 か らの感謝 の意 を述

べ させ て いた だ きます。 この兄弟 た ち

への気 持 ち は言葉 で 言 い尽 くせ る もの

で はあ りませ ん。 彼 らは時 間 と持 て る

もの を犠 牲 に して き ま した。



大会 開 催 中の テ ン プル ス クウェ ア。 中央 の ドー ム型 の建物 か タバ ナ クル ，右 側が ソル トレー ク神殿 。

請 わ れれ ば時 と所 を問 わず に足 を運 び，

賢明 な勧 告 と教 え， また適切 な訓練 と

指 示 を与 えて， ステ ー キ部 長 や監 督 を

ほん とうに よ く助 けて きて くれ ました。

地 区代 表 と して働 い て きた すべ ての か

たが た に感 謝 し， これか ら も主 が彼 ら

に， 「自分 た ち はみ業 のた め に有 意義

な働 きを し， それ が主 に受 け入 れ られ

た」 とい う確信 を，祝 福 と して与 えて

くだ さ る ように祈 っ て い ます 。

さて こ こで， 地域 幹 部 とい う各 地域

の地元 役員 を新 た に召 す こ とを発 表 い

た します。 この職 に召 され るの は，経

験豊 か な現 職 の教会 指 導者 あ るいは過

去 に教会 指 導者 として働 いた経 歴 の あ

る人 々 の 中か ら選 ばれ た大 祭司 で す。

彼 らは現 在 の各 自の職業 を続 け る と と

もに， 自宅 に住 ん で，教 会 で の奉 仕 と

して この召 しを果 たす よう にな ります 。

この召 しに は確 定 した任 期 はあ りませ

ん が，通 常 は約6年 で す。地 域 幹部 は

地 域 会長 会 との 密接 な 関係 の下 に働 き

ます。人 数 にお い て は， 地 区代 表 よ り

も少 な くな ります 。 この新 しい地域 役

員 の召 しを定 め る につい て も，地 区代

表 の召 しにつ い て昔 の教会 幹部 が した

の と同 じよ うに，神 権 に関す る啓 示で

あ る教 義 と聖 約 第107章 にあ る定 め を

指針 としま した。十 二使 徒 と七 十人 へ

の指 示 に続 けて， この啓 示 の 中 には次

の よう に述 べ られ てい ます。
しか

「然 る に十二 使 徒 会 に も 『七 十 人 』
ほか

にも属せざる他の教会職員は，すべて

の国々を巡回する責任を有することな

し。されど事情の許すかぎりは巡回す
しか おい

べ きもの な り。 而 して教 会 に於 て重 要

に して 責 任 あ る地 位 を有 す る こ と を
う

得 。」(98節)

再 度 申 しあ げ ます 。 この発 表事 項 が

発 効 とな るの は今 年 の8月15日 です 。

さて， 以上 の事 柄 に関連 した こ とを

少 し申 し あげ ます。 教会 は非 常 に大 き

く複雑 な組 織 にな って い ます 。 い まや

150以 上 の 国 々 に教 会 員 が い ます。 教

会 員 数 は900万 人 に達 して い ます。3

年 半 に約100万 人 の割 合 で 増 え続 け て

い ます。 教会 員 の必 要 を満 たす ため に
せいさん

行 なわれ る聖 餐会 ， ホー ム テ ィーチ ン

グ，神 権 定員 会 や捕助 組織 の集会 な ど

の通常 の プ ログ ラム に加 えて，私 た ち

は ほか に も大規 模 な プ ログ ラム を進 め

てい ます。 その 中 には， 系図 と家族 歴

史 関係 の資 料 を納 め た世界 最大 の記 録

保管 庫 の運 営， 世界 一 で は ない に して

も合 衆 国最 大 の私立 大 学 の運営 ， それ

に関連 して数 多 くの生 徒 を擁 して実 施

され て い るセ ミナ リー ・イ ンス テ ィ

テ ユー トプ ログ ラム， また，5万 人 近

い宣 教 師 を送 り出 してい る，私 の知 る

か ぎ りで は最大 の伝 道組 織 の要 員配 置

と管 理 運営 ， さ らに は，前例 のな い大

規模 な建 築 プ ロ グラム ，大規 模 で効 率

的 な出版 事 業 のた めの施 設 の運 営， さ

まざ まな場 で無 報酬 で奉 仕 す る教 会 宗

務 役 員 の大 きな組織 に対 す る訓練 と動

機づ けな どが あ ります。 最上 級 の言葉

を使 った表現 はあ ま り使 い た くあ りま

せ んが， この場 合 に はよ く当て は ま る

と思 い ます。
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この教 会 は全 世界 に広が る大 きな組

織 とな ってい ます。 しか し，私 た ち の

関 心 は常 に個人 に向 いて い なけれ ば な

りませ ん。 この教会 の会員 は，男性 も

女 性 も，少 年 も少 女 も，一 人 一人 が大

切 な存 在 です 。私 た ちの大 きな責 任 は，

一 人 一 人 の 会 員 が 「忘 れ て な お ざ り

に」 され ず 「神 の善 い教 えで… …養」

わ れ る(モ ロナ イ6：4)よ うにす る

こ とで す。 また， 一人 一人 が主 の み業

と道 の 中で成 長 と自己表 現 と訓練 の機

会 を得， 生活 上 の必 要 に事欠 く人 が だ

れ もい ない よう にし，貧 しい人 々 の必

要 が満 た され， 一人 一人 の会 員 が励 ま

し と訓練 ， そ して不 死不 滅 と永 遠 の生

命 へ の道 を前進 す るた め の機会 にあず

かれ る よ うにす る こ とです 。 これ は，

主 の み業 に見 られ るす ば らしい特 質 で

す。 この組 織 は確 か に大 き くな り，会

員 数 も増 え てい くこ とで し ょう。 この

福 音 は あ らゆ る国民， あ らゆ る血 族，

あ らゆ る国語 の民 ， あ らゆ る人 々 の 中

に伝 え られ な けれ ばな りませ ん。 予見

し得 る将 来 に は， 教会 が発 展 し， 前進

し， シオ ンを世界 に築 き，広 めてい く
ざ せつ

うえで， い か な る停 滞 も挫折 もあ り得

ませ ん。 しか し， この よ うな状 況 に

あって もなお， 教会 員 と賢 明で 思 いや

りに満 ちた 監督 ・支 部長 の間 に は， こ

れ まで と同 じよ うに， 羊 と羊飼 い の よ

うな親 しい関係 が な けれ ば な りませ ん。

監督 ・支部 長 は この群 れ の羊飼 いで あ

り，彼 らに は， 比較 的 少数 の人 々 を，

忘 れ られ た り， 見落 とされた り，見 過

ごしに された りす る こ との ない よ うに

世 話 をす る責任 が あ ります。

イエ ス は苦 しむ人 々 に， ひ と りず つ

手 を差 し伸 べ，個 人 的 な祝 福 を授 けた，

ま ことの羊飼 い で した。

リー大 管長 は，広 い野 原 を よ く見 渡

し， 小 さ な羊た ち を よ く養 うよ うに繰

り返 し教 え ました。 全体 像 を理 解 した

うえで， 各 自に託 され た持 ち場 で勤 勉

に働 か な けれ ぼ な らない こと， また，

その ときに一人 一人 の必 要 に心 を向 け

な ければ な らな い こ とを話 した のです 。

このみ業 は人 に関心 を向 けて い ます。

一 人一 人 が神 の息子 であ り娘 な ので す。

教 会 が達成 して きた ことを説 明 す る と

きに，私 た ち は数 字 を挙 げて話 を し ま

すが， 私 た ちの働 きはす べて個 人 の成

長 に焦 点 を当て た もので な けれ ば な り

ませ ん。

例 を挙 げてお話 し しま し ょう。ハ ン

タ ー大管 長 は神殿 活 動 を さ らに前進 さ

せ る よ うに強 調 しま した。 この神 聖 な

業 は過去 と現 在 の全 人類 とい う大 きな

家族 のた めの もの です。 しか し神殿 活

動 そ の もの は， 個人 の働 きに基 づ いて

行 なわ れ てい ます。 つ ま り，す で に 自

身 の儀 式 を受 けて い る人 が ほ かの人 の

身代 わ りを務 め るの です。

同様 に伝 道活 動 も，個 人 の働 きに基

づ い て行 なわ れ てい ます。 宣教 師 は求
あかし

道 者 に教 え，証 を します が，求 道者 も

真 理 の知識 を得 る には， 自分 ひ と りで

真 剣 に祈 り， 求 め なけれ ば な りませ ん。

強 く確 か な証 を得 る ことは，教 会 員

一 人 一人 に許 された 特権 で あ り
， 機会

で す。 主 は こ う言 われ ま した。 「神 の

み こころ を行 お う と思 う者 で あれ ば，
おしえ

だ れで も， わた しの語 って い る この教

が神 か らの ものか， そ れ とも， わ た し

自身 か ら出 た もの か ， わ か る で あ ろ

う。」(ヨ ハ ネ7：17)

人 の た め に働 き，学 び， 祈 るな ら，

この み業 への信 仰 に導 か れ， やが て は

真 理 の知識 に導か れ る こ とで し ょう。

これが個 人 的 に求 め るべ き もので あ る

こ とは，過 去 にお い て も， 将来 にお い

て も常 に変 わ る こ とが あ りませ ん。.

私た ち は， ウ イル フ ォー ド ・ウ ッ ド

ラ フ大 管 長 が イギ リス で ユ ナ イ テ ッ

ド ボブ レズ レ ンの約800人 を改宗 させ

た こ とにつ いて よ く話 し ます 。 しか し，

その一 人一 人 が悔 い改 め と主 イ エス ・

キ リス トへ の信 仰 の た め に孤 独 な道 を

歩 まな けれ ばな らなか った こ とも忘 れ

て はな りませ ん。 また彼 らは それ ぞれ

に，古 代 の福 音 が この約 束 され た時 満

ちた る神権 時代 に再 び地 上 に もた らさ

れた事 実 を受 け入れ る必 要 が あ った の

です 。

私 た ちの個 人 的 な決 断が ，私 た ちの

生活 を織 り成 して い き ます 。 どの よう

な織 物 が 出来上 が るか は， どの よ うな

糸 で織 り上 げるか にか か って い ます。

特 に ここに集 っ てお られ る若 い男性 の

皆 さん にお話 し した い と思 い ます 。悪

い行 ない にふ けれ ば必 ず ，人 生 とい う

織物 の美 しさ を損 な って しま う こ とに

な ります 。不 道徳 な行 ない は， どの よ

うな もの で あれ， 醜 い糸 とな って し ま

い ます。 また どの よ うな種類 か を問 わ

ず， 不正 直 も人 生 の傷 とな ります。 下
ぼうとく

品で冒漬的な言葉遣いも人生の美しい
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模 様 を汚 して し まい ます。

「選 べ
，正 義 を選 べ よ」(賛 美 歌152

番)と い う呼 び か け は， 私 た ち一人 一

人 に向 け られた もの で す。

最後 に申 しあげた い と思 い ます。 私

は この偉 大 な業 の， 勇気 と勝 利 に輝 く

す ば らしい歴 史 を誇 りとして い ます 。

私 は皆 さん と ともにや ぐらの見 張 り と

して 立 ち，驚 異 の念 を もって この時 代

を見 て い ます。 私 は希望 と確 信 と確 か

な信仰 を もって 未来 を見 て い ます。

永 遠 の父 な る神 は実在 の お方 で す。

この業 は主 の み業で あ り， あ らゆる時

代 の神 の息子 娘 に 「不死 不滅 と永遠 の

生命 とを もた らす 」(モ ー セ1：39)

た めの業 で す。

イエ ス はキ リス トで あ り，約 束 の メ

シヤで す。 イエ ス は非 常 に粗末 な環 境

の 中 に生 まれ， 地上 におい で に な りま

した。 そ してパ レスチ ナ の土 ぼ こ りが
いや

舞 う道 を歩 きなが ら，人 々 を教 え， 癒

され ま した 。や が て， ゴル ゴタ の残 酷

な十 字架 の上 で亡 くな り， それか ら3

日後 に よみが え られ ま した。 この教 会

は， 主 の教 会 です。 キ リス トの名 で呼

ばれて い る教会 で す。 私 た ちは皆 キ リ
しもベ

ス トの僕 です。 私 た ちが受 けて い る神

権 は キ リス トの神権 で あ り，私 た ち は

キ リス トのみ名 に よって， その神権 を

行使 し ます 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リ

ヴ ァ ・カ ウ ドリが神 権 を授 か っ たの は，

昔 それ を主 ご自身 か ら受 け てい た人 か

らで した。 福音 は平 和 へ の道 ， また，

成長 ， 安 らぎ， 救 い， 昇栄 へ の道 で す。

この最 後 の 神 権 時 代 は ， 少 年 ジ ョセ

ブ ・ス ミスへ の御 父 と御子 の現 われ に

よっ て始 ま りま した。 皆 さん，私 た ち
あん

はこの聖なる神権を，権威ある人の按
しゅ

手 を通 して受 け ました。 私 たち は その

よ うな神権 にふ さわ しい生活 を しな け

れ ばな りませ ん。 私 た ち は この神 権 を

守 り， 尊 び， ほ かの人 々 に祝福 を もた

らす た めに正 し く行使 しな けれ ば な り

ませ ん。皆 さん に私 の祝福 を残 す とと

もに， 神 の助 けが あっ て，私 た ちが そ

れぞ れ に受 けて い る偉 大 で神 聖 な信 託

に忠 実 に こた え るこ とが で きる よう，

イエ ス ・キ リス トの み名 によ り，へ り

くだ りお祈 りし ます 。 アー メ ン。

●1995年4月2日(日)午 前の部会

あ わ

憐れみ
第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

たまもの

神の賜

だれかに対して間違ったことをしたり，荒々しい話し方をしたりしたときは，

それを正して改善するためのステップを踏あとよいでしょう。

し前， 私 はかつ てユ ー ゴス ラ ビ

少 ア と呼 ばれ た国 を苦 しめ続 けた，

暴 力 と流 血 に関 す る長 い報 告書 を読 み

ま した。 平和 へ の努 力 に もか かわ らず，

殺 人 や傷 害 が横行 して い る ようで した。

殺 害 を 目的 とし，幼 い子 供 の命 を奪 う

狙撃 兵 の記事 に，私 は深 く悲 しみ まし

た。 そ して 静 か に こう 自問 しま した。
あわ

「憐 れみ とい う神 の属 性 は
， ど こに あ

るのだ ろう。」

戦 争 の む ごた ら しさ は，憎 しみ と人

命 の軽視 を もた らす よ うで す。 これ ま

で いつ もそ うで した。 しか し， その よ

うな退 廃 の中 で も，時 折，憐 れみ とい

う消 え る こ との ない光 が輝 い てい ます 。

ノル マ ン デ ィー 上陸50周 年記 念祭 の

間 に放 映 され た ドキ ュ メン タ リー 番組

で は， どれだ け多 くの人命 が 失わ れた

か が グ ラフで 示 され， 参加 した兵 士た

ちの体 験 が紹 介 され ました。特 にア メ

リカ人 の歩 兵 の言 葉が 心 に残 りま した。

彼 が 激 しい戦 いの後 ，浅 い ざん ごうか

ら見 上 げ る と，敵 兵 が腰 の位 置 に銃 を

構 えて， 自分 の 心臓 に向 けてい ました。

彼 は こ う話 して い ます。 「私 はす ぐに

死 の橋 を渡 って 永遠 の世 界 へ行 くの だ

と悟 りました。 しか し信 じ られ ない こ

と に， そ の敵 兵 は片 言 の 英 語 で こ う

言 っ たの で す 。 『あな た に とって ，戦

争 は終 わ りま した。』 こ う して 私 は収

容所 へ連 れ て行 かれ ，助 か りま した 。

その時 の憐 れ み を， 私 は決 して 忘れ ま

せ ん。」

さ らに さか の ぼった別 の戦 い，す な

わ ち アメ リカ の南北 戦争 の 歴史 記録 に

は， 憐 れ み を伴 った勇気 が描 か れ てい

ます。

1862年12月11日 か ら13日 に， 北軍 が

バ ー ジニ ア州 フ レデ リックスバ ー グの

町 を見 下 ろす マー レー の丘 を攻 撃 し，

それ を6，000人 の 反乱 軍(南 軍)が 迎

え撃 ち ま した 。 南 軍 は丘 の す そ野 に

沿 っ て築 いた石 垣 の後 ろに身 を隠 し，

防御 体 制 を取 っ てい ました。 さ らに，

北軍 か ら見 えな い石垣 の後 ろの低 い道

路 に も，兵 士 が4列 に並 んで待 機 して

い ま した。

北 軍 の4万 人 以 上 の兵士 は， 平原 を

横切 って 自殺 に等 しい波状 攻撃 を開始

し ま した 。兵 士 たち は銃 に撃 たれ て次

次 と倒 れ ，石垣 の手前30メ ー トル よ り

先 には進 め ませ んで した 。

や がて南 軍 の 陣地 の前 に は，青 い軍

服 を着 た北 軍 の兵 士 が数百 ， 数千 と倒

れ て い き， 日暮 れ前 にそ の 数 は1万

2，000人 に達 し ま した。 負 傷兵 た ち は

助 け を求 め て叫 び なが ら， ひ どい寒 さ

の中 で夜 通 し地面 に横 た わ って い ま し

た。

聖徒の道/1995年7月 号

61



翌 日は 日曜 日で，夜 明 け は寒 くもや

に包 まれ て い ま した。 朝 もや が晴 れ る

ころに なっ て も， 負傷 者 の もが き苦 し

む声 は依然 として聞 こえて き ます。 つ

い に， 南軍 の19歳 の若 い軍 曹 が行 動 に

出 ま した。 名 前 は リチ ャー ド ・ロー ラ

ン ド ・カー クラ ン ドといい ます。 彼 は

指 揮 官 の所 へ行 って 叫 び ま した 。 「昼

も夜 も，水 を求 め る気 の毒 な人 々 の声

が聞 こえて き ます 。 もう我 慢 で き ませ

ん。 ……水 を持 って行 く許 可 を くだ さ

い。」 あ ま りに危 険 だ った の で ，最 初

は相手 にされ ませ ん で した。 しか し，

つい に許可 が 下 り，間 もな く，両 軍 の

兵 士が 驚 きの 目 を見張 る中 を，若 い兵

士 は首 に水 筒 を い くっ も下 げ，石垣 を

よ じ登 る といち ばん近 くに いる北 軍 の

負 傷兵 に歩 み寄 りました。 彼 は傷 つ い

た兵士 の頭 を抱 きかか え， や さ し く水

を飲 ませ， 自分 の上着 を掛 けて あ げま

した。 それか ら次 の負傷 者 に近 づ きま

した。 そ して次 々 と水 を飲 ませた ので

す。 カー ク ラ ン ドの 目的が わ か る と，

至 る所 か ら 「水 ，水 ，水 を くれ 」 とい

う叫 び声 が起 こりま した。

北 軍 の兵士 は最初 驚 きの あ ま り発 砲

し ませ んで した 。や が て，若 い南軍 の

兵士 の して い る こ とが わか る と，声 援

を送 り始 め ました。1時 間半 以 上 の間，
あわ

カ ー クラ ン ド軍 曹 は憐 れみ の業 を続 け

ま した。

悲 しい こ とに， リチ ャー ド ・カ ー ク

ラ ン ドは数 カ月後 に， チ カマ ウガ の戦

いで 戦死 し ました。 彼 の最後 の 言葉 は

こ うで した 。 「生 きて 帰 っ て， ぼ くは

りっ ぱに死 んだ と父 に伝 えて くれ。」

カー ク ラン ドの名 前 は， キ リス トの

ような愛 によ り，南軍 と北軍 を問わ ず，

戦 争後 の世代 に とって，憐 れ み を表 わ

す代名 詞 とな りました。 彼 は両軍 の 兵

士か ら 「マ ー レーの丘 の天使 」 として

知 られ る よ うにな りました。 この愛 に

満 ちた憐 れ みの行 為 は， フレデ リッ ク

スバ 憎 グの石 垣 の前 に立 つ ブ ロンズ の

記 念碑 に よって たた え られ てい ます 。

その像 は， カー ク ラ ン ド軍曹 が冷 た い

水 を飲 ませ るた め に， 北軍 の負傷 兵 の

頭 を抱 きかか え てい る姿 を描 い てい ま

す 。 また ペ ン シル ベ ニ ア 州 ゲ テ ィ ス

バ ー グの監 督派 教 会 に も， カー ク ラ ン

ドの栄 誉 をた た え る銘 板 が掛 け られ て

い ます。簡 潔 な次 の言 葉 が，若 い兵士

の憐 れ み の行為 の真髄 を と らえてい ま

す 。 「博 愛 の 英雄 ， 自分 の 命 を危 険 に

さ ら して まで も， フレ デ リ ック スバ ー

グの地 で敵 兵 に水 を与 えた。」1

ウ ィ リアム ・シ ェー クス ピア の次 の

言 葉 は， カー ク ラ ン ドの行 ない を よ く

表 わ して い ます。

「慈悲 は強制 さるべ き もの で はな い
。

それ は， 恵 みの 雨 の よ うに， 天 か ら

この大 地 に降 りそそ ぐものだ。 それ は

二重 に祝 福 にみ ちて い る。

与 え る者 を祝 福 し， そ うして受 け取

る者 を祝 福 す る。

それ は， … …神 の持 ち た も う性 質 の

あ らわ れだ 。」2
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デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大管 長 の信

仰 あっ い りっ ぱな ふた りの副管 長 は，
あわ

か つて人 に知 られ た最 高 の憐 れ み の行

な い につい て， 永遠 の勧 告 を与 えて い

ます。 スチ ー ブ ン ・L・ リチ ャー ズ副

管 長 は こ う言 い ま した。 「救 い主 ご 自

身が 宣言 された よう に， 主 は律 法 を排

す るた めで な く， 成就 す るた め に来 ら

れた 。 しか し正義 の律 法 とと もに， そ

の施行 を和 らげ るた め に， また 背教 者
ゆる

に 〔憐 れ み と〕悔 い改 め を通 して赦 し

を得 る とい う希望 と励 ましを与 えるた

め に ， 憐 れ み の 律 法 を もた ら さ れ

た。」3

J・ ル ーベ ン ・クラ ー ク ・ジ ュニ ア
あかし

副 管 長 は こ う証 して い ます。 「私 は主

が 私 た ちを助 けて くだ さ る と信 じてい

る。 また， 主 に求 める とき， 正 しい生

活 を して いれ ば， 知恵 を与 えて くだ さ

る と信 じて い る。 主 は私 た ちの祈 りに

こた え，天 父 はす べ ての神 の子供 た ち

を救 いた い と願 って お られ る。私 は，

規則 や 法規 に対 す るわ ず か な違反 や わ

ず か な罪 のた め に，主 が そ の人 を締 め

出 そ う とされ る とは思 わ な い。私 た ち

が守 らな けれ ば な らない偉 大 で基 本的

な戒 めが あ るが， 主 は ささい な ことに

つ いて あ ら探 し を され るよ うな こ とは

な い。

主 が その 子供 た ち を扱 う と きの裁 き

の原 則 は，次 の よ うに言 い表 わせ る と

思 う。 主の正 義 と憐 れ み にお いて ，主

は私 た ちの行 為 に対 して最 大 限の報 い

を与 え， 主 に で きるす べ て を与 え，反

対 に可能 な か ぎ り最 小 限の罰 を課 せ ら

れ る。」4

「私 は よ く思 うのだ が
， キ リス トの

生 涯 で最 も美 しい 出来事 の ひ とつ は，

十 字架 上 で の主 の言 葉 で あ る。 十字 架

上 で の死 は， 古代 にお いて最 も激 しい

苦 痛 を与 える と言 わ れ てい る。 そ の死

の苦痛 に さい な まれ る主 は， 憐 れ みの

すべ て の定 め に反 す る不 正 で違 法 な扱

い を受 け，罪 を着 せ られて十 字架 につ

け られ， 手足 を くぎで打 た れ て，今 に

も命 を捨 て よ う とされ た時， 周 囲 の人

人 に聞 こえる声 で天 の御 父 に こ う言 わ

れた 。 『父 よ， 彼 ら をお ゆ る し くだ さ

込。彼 らは何 を して い るの か， わか ら

ず にい るので す。』(ル カ23：34)」5

モ ル モ ン経 の 中で ， アル マ は これ ら

の こ とを 自分 の言 葉 で美 し く描写 して

い ます 。 「憐 みの 計 画 は， 身 代 りに よ
あがな うち

る罪 の照 いが 行 われ な い中 は成就 す べ

き もので はなか った 。 それで あるか ら，

神 は憐 みの計 画 を成就 させ るた め と正

義 の 要求 に応 ず るた め と， また 自 らが

完 全 で正義 の憐 み深 い神 で あ るた めに，

自分 が代 っ て世 の人 の罪 を贈 いた も う

ので あ る。」6

以上 の知 識 に基 づ いて， 次 の よ うに

自問 して みて くだ さい。人 々 が互 い に

赦 し合 お う とせず ，憐 れ みや赦 し とい

う清 めの行 為 を示 そ うと しない状 況 が，

ど こにで も見 られ るの はなぜ だ ろ うか。
いや

心の傷が乳香によって癒されるのを妨

げ る もの は何 だ ろ うか。 かた くなな心

で し ょうか。高 慢 で し ょ うか。 憎 しみ

が まだ消 えて いな い か らで し ょうか。

「非 難 は傷 口を開 き
，赦 しはそれ を癒

す」7の です 。

最 近私 は， あ る老 人 が兄弟 の葬儀 で

した話 を読 み ました。彼 は若 い ころ，

ニ ュー ヨーク州 カ ニ ステオ の近 くに そ

の兄 弟 と住 ん でい ました。部 屋 が ひ と

つ しか な い小 さな小 屋 で した。 ふ た り

は けん か を してか ら， チ ョー クで線 を

引 いて部 屋 をふ た つ に分 け， 線 を越 え

て立 ち入 る こ とも言 葉 を交 わす こ とも

しませ んで した 。 その 日以来 ，62年 間

もで す。 なん とい う悲劇 で し ょうか 。

す べ て は憐 れ み と赦 しの 欠 如 か ら起

こった ので す。

家庭 や 身近 な場 所 で憐 れ みが必 要 と

され る こ とが とき どきあ ります。 私 に

は4歳 に なる孫 の ジ ェフ リーが い ます。

あ る 日，15歳 の兄 ア ランが フ ァ ミコ ン

で全 面 を ク リア ー し ました。 ち また で

は，最 もむず か し く， いち ばん巧 妙 な

設 計 と言 われ た ゲー ムで す。 しか し，

ア ラ ンが ち ょっ と部屋 を空 けた す きに

幼 い ジ ェ フ リー が フ ァ ミコン に近 づ き，

誤 って その プ ログ ラム を消 して しまっ

たの で した。 ア ラ ンは戻 って 来 る と，

弟 の しで か した ことに気 づ き激 怒 し ま
しっせき

した。 ア ラ ンか らの叱 責 が間近 に迫 っ

てい るの を察 した ジェ フ リー は指 を出

して ア ラ ンの 方 に向 け，心 の底 か ら こ

う言 った の で す。 「忘 れ な いで ね， お

兄 ち ゃん。 イ エ ス様 は 『幼 な子 に手 を
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か け ては な らない』 ってお っし ゃった

ん だ よ。」 アラ ンは笑 いだ し，怒 りは静

ま り，憐 れ みが勝 利 を収 めたの で した。

私 た ちの 中 に も， ほんの ささい な怒

りや 侮 辱の た め に， 人 に憐 れみ や赦 し

を与 え られ ず に 自分 自身 を苦 しめて い

る人 が い ます。 とき どき この よ うな言

葉 を 口 に し ます。 「あ の人 だ け は… …

決 して赦 せ ない 。」 その ような態 度 は，

本 人 の幸 せ も破壊 し ます。人 の心 を徐

徐 に腐食 させ ，生 活 を荒 廃 させ ます。

ほか に も，人 は赦 せ て も自分 を赦 せ な

い人 が い ます。 その ような状 態 は もっ

と有 害 です。

私 は十 二使 徒評 議員 会 の会 員 として

働 き始 めた ころ， ヒ ュー ・B・ ブ ラウ

ン長老 に， 自分 を赦 せ ない ため に ワー

ド部 の責任 に就 けな い， あ る善 良 な人

につ い て相 談 した こ とが あ ります 。彼

は，人 を赦 せ るので すが， 自分 を赦せ

ませ ん。憐 れ みが 自分 には及 ば ない よ

うで した。 ブラ ウ ン長 老 は，彼 を訪問

して次 の聖 句 に そ って助言 す るよ う，

私 に勧 め ました 。 「主 な るわ れ は， そ
なんじ

の赦 さん と欲 す る者 を赦 す。 され ど汝

らに はす べ ての人 を赦 す こ とを求 め ら

る。」8そ れか ら， イザ ヤ書 と教 義 と聖

約 の 聖句 も引 用 し ま した。 「た とい あ
ひ

なたが た の罪 は緋 の よ うで あって も，
くれない

雪 の よ うに 白 くな るのだ。 紅 の よ うに

赤 くて も， 羊 の 毛 の よ う に な る の

だ 。」9「見 よ， お よそ すで にそ の罪 を

悔 い改 めた る者 は赦 され， 主 な るわれ

もはや これ を忘 るべ し。」lo

深 く考 え込 む表情 で ， ブ ラウ ン長 老

は続 け ま した 。 「その 人 に ，主 が 忘 れ

よ う と言わ れ た こ とを，思 い出 そ う と

す べ きで な い と伝 えて くだ さい。」 私

た ち も この勧 告 に従 うな ら，心 を清 め，

霊 を新 た にす る うえで役 立 っで し ょう。

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス は， こう主

張 して い ます。 「憐 れ み深 くしな さい。

そ うす れ ば憐 れ み を受 ける。人 を滅 ぼ

す ので な く，救 うため の助 けを しな さ

いb罪 人 が ひ と りで も悔 い 改 め るな ら，

悔 い改 め を必 要 としな い99人 の正 しい

人 のた め に も勝 る大 きい喜 びが， 天 に

あ るか らで あ る。」II

とき どき， 小 さな失敗 に悩 ま され て，

心 を痛 め， その こ とに こだ わ って， い



つ まで も考 え続 ける こ とが あ ります。

だ れで もその よ うな経験 をす る もので

す 。で は， 美 しい結 末 を迎 えた例 を紹
かぎ

介 しま し ょう。 私 は最近 ， 鍵が 同封 さ

れ た短 い手 紙 を受 け取 りま した。 こ う

書 い て あ りま した 。

「モ ンソ ン副 管長
，

13年 前 の夏， 私 は夫 とホ テル ・ユ タ

に宿泊 し ました。 そ して旅 行 の記 念 に，

ホテ ルの鍵 を持 って来 て しまい， 以来

ず っ と悪 い気持 ち を感 じて き ました。

現 在， 教会 が このか つて の ホテル を所

有 して いる と聞 いた ので， この鍵 は教

会 にお返 しし ます 。 あ るべ き場 所 にお

収 めいた だ けれ ば さいわ いで す。 鍵 を

持 ち 出 した りしてほ ん と うに申 し訳 あ
ゆる

りませ んで した。 ど うか お赦 し くだ さ

い。」

私 は思 い ました。 な ん と正 直 なん だ

ろう。 なん とす ば ら しい精 神 の持 ち 主

だ ろ う。 私 は返 事 を書 き ま した。

「親 愛 な る姉 妹 へ
，

思慮 深 い手紙 と， お返 しいた だい た

ホ テル ・ユ タの鍵 に感 謝 し ます。 姉妹

の誠 実 さ に感 動 しま した 。 この鍵 は と

て も軽 い もので すが， 姉 妹 に とって は

長 い間負 って きた重荷 だ ったの です ね。

この鍵 に は大 した価値 はあ りませ んが，

返却 した こ とには は るか にす ば らしい

価値 が あ ります。 謹 ん で鍵 を受 け取 り

ます 。姉 妹 は確 か に赦 され るで し ょう。

私か らの心 ばか りの贈 り物 をお 受 け取

りくだ さい。」

その鍵 は， きれ いな額 に収 めて彼 女

にお返 しし ました。

だれ か に対 して間 違 った こ とをした

り， 荒 々 しい話 し方 を した りした とき

は， それ を正 して 改 善 す る た め の ス

テ ップ を踏 む と よい で し ょ う。 「ほか

の人 を赦 せ な い人 は，天 国 に行 くた め

に， 自分 が渡 らな けれ ば な らない橋 を

壊 して い る。だ れ もが赦 し を受 ける必

要 が あるの だか ら。」12
あわ

憐 れ み と赦 しの最 も感 動 的 な例 のひ

とつ は， イエ スの生 涯 の中 の よ く知 ら

れ た 出来 事 にあ り ます。 「イ エ ス はオ

リブ 山に行 かれ た。

朝 早 くまた宮 にはい られ る と，人 々

が皆 み も とに集 まって きた の で， イエ

スはす わ って彼 らを教 えて お られ た。

す る と，律 法学 者 た ちやパ リサイ人
かんいん

た ちが，姦 淫 を して い る時 につ か まえ

られ た女 をひ っぱ って きて， 中 に立 た

せ た上 ， イ エス に言 った ，

『先 生， この女 は姦 淫 の場 で つ か ま

え られ ま した。

モ ー セ は律 法 の中 で， こ うい う女 を

石 で 打 ち殺せ と命 じ ましたが ， あ なた

は どう思 い ます か。』

彼 らが そ う言 った の は， イエ ス をた

め して， 訴 え る口実 を得 るた めで あっ

た。 しか し， イエ スは身 をかが めて ，

指 で地面 に何 か書 いて お られた。

彼 らが問 い続 けるの で， イエ ス は身

を起 して彼 らに言 われ た ， 『あな た が

た の中 で罪 の ない者 が， まず この女 に

石 を投 げ つ けるが よい。』

そ して また身 をかが め て，地 面 に物

を書 きつづ け られ た。
としより

これ を聞 くと，彼 らは年 寄 か ら始 め

て， ひ と りび と り出 て行 き， つ いに，

イ エ スだ け にな り， 女 は中 にいた まま

残 され た。

そ こで イエ ス は身 を起 して女 に言わ

れ た， 『女 よ， み ん なは どこにい るか。

あなた を罰 す る者 は なか った のか 。』

女 は言 った ， 『主 よ， だ れ も ござ い

ませ ん。』 イ エス は言 われ た， 『わ た し

もあ なた を罰 しない。 お帰 りな さい。

今後 は も う罪 を犯 さない ように。』」13

救 い主が 地面 に書 かれ た こ とはす ぐ

に消 えて しまい ます が， 主が 示 され た
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あわ

憐 れみ はい つ まで も心 に残 るで し ょう。

「主 イエ スの愛 に た だ驚 く

恵 み の深 きに われ 惑 う
つみびと

罪人のため 十字架にて
ふる

流 された る血 に 身 は震 う……

突き刺されし主の 手を思い

その愛 と恵み 忘れ得ず
くら

み座 の前 に ひ ざ まず いて

主 の み恵 み を たた え まつ らん」14

この 同 じイエ スが 「群 衆 を見 て， 山

に登 り，座 につ かれ る と，弟 子 た ちが

み も とに近 寄 って きた。

そ こで， イエ ス は口 を開 き，彼 らに

教 えて言 わ れた。 ……

『あわ れ み深 い 人 た ち は， さ いわ い

で あ る，彼 らはあわ れ みを受 け るであ

ろ う。』」15

この安 息 日に私 は心 か らへ り くだ っ
たまもの

て，一 人一 人 が神 の賜 であ る憐 れ み を

施 し， また受 け られ るよ うに祈 っ てい

ます。 イエ ス ・キ リス トの み名 に よっ

て， アー メ ン。
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私たちの真の力は多様性ではなく，霊的，教義的な一致にあります。

愛
す る兄弟 姉妹 ， そ して友 人 の皆

さん， この教 会 の大 管長 会 に新

た に召 され， ソロモ ンの次 の ような言

葉 を思 い 出 し ます 。 「わ た しは小 さ い

子供 で あ って， 出入 りす る こ とを知 り

ませ ん。」1ソ ロモ ンの よ うに， 私 もわ

き まえ る心 を神 に祈 り求 め ます。 ここ

に， 愛 す る友人 で あ りと もにみ業 に働

い て きたハ ンター大 管長 が い ない のが

な ん とも残念 でな りませ ん。私 た ち は

彼 の名前 を尊 びた た えた い と思 い ます。

彼 の思 い 出は私 た ち に とって永 久 に変

わ る こ とのな い祝福 とな るで しょ う。

私 は ヒンク レー大 管長 か ら第 二副 管

長 として の召 しを受 け， 身 に余 る光 栄

を感 じて い ます。母 も， 私 が この席 に

座 る とは夢 に も思 っ て い な か った で

し ょう。 昨 晩 の神権 部会 で も触 れ た よ

うに， ゴー ドン ・B・ ヒンク レー大 管

長 との長 い交 わ りを通 して， 成 人 して

か らの生 活 の大 部分 が祝 福 され た もの

とな りました。 皆 さん もご存 じの よ う

たまもの

に， ヒンクレー大管長 はす ば らしい賜

と才 能 の持 ち主 です 。 これ まで ず っ と

彼 は私 たち皆 を教 え，導 き， 祝福 して

きま した。主 はた びた び彼 を召 し，強

め られ ま した。 それ に つれ て彼 が強 さ

を増 し加 えてい くの を， 長 い年 月 にわ

た って私 た ち は 目に して き ました。 ヒ

ンク レー大管 長 は3人 の大 管 長 の副管

長 を務 め る な ど多 くの 召 し を受 け，

次 々 に重 責 を果 た して き ま した。 一 つ

一 つ の召 しに全力 を尽 くし
， 霊的 な導

き と優 れ た知性 ， そ して行 動 力 で，傑

出 した働 きを したの です。 彼 はその働

きを通 して世界 じゅ うで神 のみ業 に貢

献 し ました。

トー マス ・S・ モ ンソ ン副管 長 と も，

彼 が使 徒 に召 されて以 来， ともに働 く

特 権 に あず かっ て き ました。 モ ン ソン

副 管長 は偉 大 な精 神 と能力 を備 えて い

ます。 彼 は子供 の ころ も成 人 してか ら

も， いつ も卓越 した指 導者 で した 。非

常 に早 い時 期 か ら，大 きな責任 を担 っ

て訓練 され て き ました。堅 固 で純粋 な

信 仰 を もった人 です。 その明 る く思 い

や りに満 ちた 心 は，彼 が奉 仕 して きた

長 い年 月 にわ た って教 会員 に この うえ

ない祝 福 を与 えて き ました。

き ょう， 私 は世 界 じゅ うの教 会 員 に

お話 しした い と思 い ます。 そ して皆 さ

んに文 化 や人種 ， 言葉 の違 いを乗 り越

えて いた だ きた い と思 い ます。 教会 初

期 の時 代 か ら， 教 会幹 部や 宣教 師 た ち

は世界 じ ゅうを旅 し， ジ ョセ フ ・ス ミ

スを 通 して回復 され たイ エス ・キ リス
の かぎ

トの福音を宣べ伝え，神権の鍵 と権能

を備えた教会を多 くの国に組織してき

ました。私たちの務めの中で感動的で

楽しい部分は，多 くの文化や民族的背

景を持つすばらしい人々とともに神を
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礼拝 で き る こ とです 。彼 らの霊 的 な力

と愛 を感 じ， 私 た ちの愛 をお返 しす る

とき，心 が満 た され る思 い が し ます 。

い まや一 層多 くの発展 途上 国 で， 福

音伝 道 の門戸 が解 放 されつ つ あ ります 。

そ うした い くつ か の国 々で は， 大部 分

の 国民 が貧 困 の状 態 にあ ります 。彼 ら

の多 くが，快 適 な生 活 どこ ろか 生活 必

需 品 に も事 欠 いて い ます。朝 か ら晩 ま

で くた くた にな るまで働 いて も， ほ ん

のわず か な収 入 しか得 られ な い男女 の

姿 も目に して き ま した 。 しか し彼 らが

いつ も見せ る笑顔 や 明 る い表情 か ら，

与 え られた 環境 に何 らか の幸福 を見 い

だ してい る こ とが わか ります。

「同 じ神 の子 供 なの に
，健 康 や この

世 の富 に恵 まれ て い る者 とそ うで な い

者 が い る現 実 に，正 義 な どあるの だ ろ

うか」 と言 う人 が い るか もしれ ませ ん。

恵 まれ た人 々 の多 くは， 自分 の持 っ て

い る もの に対 して あ ま り感 謝 しては い

ない よ うに思 われ ます 。 しか し私 た ち

は，教 会員 た ちが， 生 活必 需 品 に も事

欠 く世 界 じゅ うの貧 しい人 々 に対 して

大 きな関心 を抱 き， 惜 しみ な く分 け与

え る姿 も目 に して きま した。彼 らはた

とえその 国 に教 会員 が い な くて も， 多

くの 国の貧 しい人 々 を助 け るた めに献

身 してい るの です。1985年 以来 ，教 会

は114力 国 に対 して 人 道 的 救援 活 動 を

行 な って きま した。2

私 は，訪 問 す る特 権 に あず か った各

国で， 人種 や文 化 の異 な る善 良 な人 々

に会 い，彼 らに対 して称賛 と尊 敬， 愛

の気持 ち を抱 くよ うにな りま した。 私

の経験 で は，霊 性 と信 仰 にお い て民 族

や階級 に よる優 劣 は あ りませ ん。霊 性

を欠 く人 が あ る とすれ ば， それ は人 種

や文化 ， 国籍 の問題 で はな く， 救 い主

が語 られ た種 まきの た とえ にあ る よ う

に 「生 活 の心 づか いや 富 や快楽 にふ さ

がれ て，実 の熟 す る まで に な らない人

たち」3な ので す。

合衆 国 の著名 な世 論 調査 家 リチ ャー

ド ・ワー ス リン氏 の調 査 に よ り， ア メ

リカ人 の基 本 的 な欲 求 は， 自尊 心 ，心

の平安 ，個 人 的 な満足 で あ る こ とが明

らか にな りま した。 これ らは世 界 じ ゅ

うの神 の子 供 た ちす べて に共通 す る欲

求 だ と思 い ます。 これ らの欲求 を満 た

す には ど うした らよいで し ょうか 。私

は思 うの です が， こ うした欲求 の 裏 に

は， 自分 自身 が神 の子 供 で あ る とい う

自覚 を確立 す る必 要性 が存 在 す るので

はな いで し ょうか 。私 た ちの 内 にあ る

神 聖 な特質 に 目を向 け るな らば， 民族

や 文化 ， 国籍 を問 わず ， これ ら3つ の

欲 求 を満 たす こ とが で き ます 。主 ご自

身 が 言 わ れ た よ う に 「『みた ま』 は世
きた

に来 る あ らゆ る人 々 に光 を与 え， また

『み た ま』 は その 声 を聴 く全世 界 の あ

てら

らゆる人 々 を照す 」4の で す。

デ ビッ ド ・0・ マ ッケ イ大管 長 は こ

の よ うに述べ て い ます。

「だ れ で も
， 人 を前 進 させ 高 め よ う

とす る神 聖 な力 を内 に秘 め てい ます。

この 内 に秘 め られ た力 は，神 か ら来 る

もの で あ る と私 た ちは信 じてい ます。

この地 上 へ来 る前 には前世 が あ り，人

は内 に宿 る霊 を完 成 す るた め に， 現在

地 上 に い るのです 。生 活 してい て時折 ，

神 と交 わ りた い とい う欲 求 を 自覚 す る

こ とが あ ります。 人 の霊 が神 を求 める

ので す。 この よ うな感 情 は万 人 に共通

の もので あ り， すべ て の人 は，深 遠 な

真 理 の 中で， 霊的 な平 安 と自由 を追求

し増 し加 える とい う偉 大 な業 に取 り組

むべ きで す。」5
けんそん しもべ

神 の謙遜 な僕 として， 教会 幹部 や宣

教 師 を は じめ とす る人 々 は世 界 じゅ う

を旅 しますが ，私 た ち はい つ も次 の よ

うな問 い を発 せ ず には い られ ませ ん。

「この地 上 の人 々 の た め に
， 私 た ち は

何 を した らよい のだ ろ うか。 ほかの だ

れ も与 え られ ない， どんな もの を与 え

る こ とが で きるのだ ろ うか。 主が 命 じ

られ た よ うに 『全 世 界 に 出 て行 』6っ
ささ

て多 くの努力 と時 間， 財 産 を捧 げ るの

に匹敵 す るよ うな こ とが ， どう した ら

で き るだ ろ うか。」 私 た ち は国 々 の経

済 状態 を変 え る こ とはで き ませ ん。 ま

た，政 府 を変 え よう と もしてい ませ ん。

答 えは単 純明 快 です。 私 た ち は， 救 い

主 が約 束 された次 の よ うな希 望 を人 々
あ

に与 え られ るの です 。 「この世 に在 り

て は平 和 を得 ，次 の世 に在 りて は永遠

の 生命 を得 ん。」7神 の 僕 た ちが 世 界

じ ゅうの神 の子供 た ち に神 の戒 め を受

け入 れ， 守 る よ うに教 え る とき， 人 々

の生活 は変 わ ります。 文 化的 背景 や経
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済的 な状 況 を問 わず ， だれ で も主か ら

与 え られ る霊的 な力 の泉 へ行 って， そ

の水 を飲 む こ とが で き ます 。救 い主 が

言 わ れ た よ うに ， こ の水 を飲 む 者 は

「いつ まで も， か わ くこ とが ない ばか

りか … … その人 の うちで泉 とな り， 永

遠 の命 に至 る水 が， わ きあ が る」8の

です 。 ワー ス リン博 士 に よっ て明 らか

にされ た人類 の基本 的 な欲 求， す なわ

ち 自尊心 ， 心 の平安 ，個 人 的 な満足 は，

神 の 戒 め を 忠 実 に守 る こ とに よ って

じゅ うぶ んに満 た され るので す。 これ

は国 や文 化 を問 わ ず あ らゆ る人 々 に適

用 され る真 理 です。

多 くの人 々が 生活 必需 品 に も事欠 く

状 況 に置 か れ てい ます が， 私 は次 の よ

うなニ ー フ ァイの言 葉 に慰 め を見 いだ

し ます。 「み な 同 じ くキ リス トの子 で

あ っ て ， 神 の 王 国 を つ ぐ者 で あ っ

た。」9

教 会 が世 界 じゅ うの国々 へ広 が るに

つ れ て， 教 会 内の文 化 的 な多様 性 が増

して い ます が， ど こに行 って も 「信 仰

の一 致」loを見 い だす こ とが で き ます。

それ ぞれ のグ ルー プが 主 の食卓 に特 別
たまもの

な賜 と才 能 を差 し出 し，皆 ，互 いに価

値 あ る もの を分 か ち合 う ことがで きる

の です。 しか し私 た ち は個 人 として，

主 イエ ス ・キ リス トの福 音 に含 まれ る

す べ ての誓 約 と儀式 ，教 義 を享 受 しよ

う と進 んで 求 め る必 要 が あ ります。 そ

れ らは私 た ち を一致 と救 い に導 いて く

れ る のです 。

さ まざ ま に異 な る国民 ， 文化 ，状 況

にあ って， 私 た ちは皆 ，主 の み前 で平

等 です。 パ ウロ は次 の よ うに教 えて い

ま す 。 「あ な た が た は み な ， キ リ ス

ト ・イエ ス にあ る信 仰 に よ って，神 の

子 な ので あ る。

キ リス トに合 うバ プテ スマ を受 けた

あなた が た は， 皆 キ リス トを着 た ので

ある。

もはや， ユ ダヤ人 もギ リシヤ人 もな

く， 奴隷 も自由人 もな く， 男 も女 もな

い。 あなた が た は皆 ， キ リス ト ・イエ

ス に あっ て一 つだ か らで あ る。

もしキ リス トの もので あ るな ら， あ

なたが た はア ブ ラハ ムの子 孫 で あ り，

約束 に よる相続 人 な ので あ る。」II

教 会員 にな った か らといっ て， 自分



自身 を失 う こ とに はな りませ ん。私 た

ち は神 の 王 国の継 承 者 とな り， キ リス

トの体 の 一部 とな り，個 人 的 な違 い を

わ きに置 い て， よ り大 き な霊 的 目標 の

た めに一 致 す るので す。 教会 員 の皆 さ

ん に申 しあ げ ます。 皆 さ んの文 化や 個

人 的 な特 質 の中 で， 気高 く，好 ま し く，

精 神 を高 揚 させ る もの はす べ て持 ち続
かぎ

けて くだ さい。 しか し神 権 の鍵 の権 威

と権能 の下 に あっ て，私 た ちが 神 の王

国の後 継 者 とな り， 神権 の鍵 を所有 し

てい る者 に一 致 して従 い， みず か らの

内 にあ る神聖 な特質 に目 を向 け るな ら

ば， すべ て の違 い は問題 とな りませ ん。

すべ て の人 が歓迎 され， 価値 を認 め ら

れ ます。 日の光 栄 の王 国 はただ ひ とつ

なの です 。

私 た ちの真 の 力 は多様 性 で は な く，

霊 的 ，教 義 的 な一 致 にあ ります 。 た と

えば，バ プ テス マ の祈 り と水 に沈 め ら

れ るバ プテ スマ は， 世界 じ ゅ うど こへ
せいさん

行 って も同 じで す。 聖餐 式 の祈 りもそ

うで す。 どの国 で も同 じ賛 美歌 を歌 っ

て神 をた た え ます。

この教 会 の高 い道 徳 的標 準 は， あ ら

ゆ る国 のす べて の会 員 に当 て は ま りま

す。 正直 と高潔 とい う徳 は どの地 で も

教 え られ ，期 待 され て い ます。 結婚 前
はんりよ

の純 潔 と結婚 後 の伴 侶 に対 す る完全 な

貞 潔 は， 全教 会 員 に求 め られ てい ます。

こう した高 い道徳 的 標準 を破 る者 は，

世 界 じ ゅう どこで も会員 としての資 格

を問 われ る こ とにな ります 。

神殿 参 入 の要件 が 場所 に よっ て変 わ

る ことは あ りませ ん。神 殿 が あ る所 な

ら どこで も， ま った く同 じ祝福 が神 権

の権威 に よっ て授 け られ ます。 神殿 で

の礼 拝 に は，教 会員 としての一 致 が何

もの に も増 して よ く表 われ て い ます。

私た ち は皆 ，神殿 参 入 にふ さわ しいか

ど うか につ い て， 同 じ質 問 に答 え ます 。

すべ て の男性 は同 じ服装 を し ます。 す

べ ての女 性 もそ うです。 神殿 に参入 す

る と，私 た ち は世 の煩 い を離 れ，皆 ，

同 じ祝福 にあず か り， 同 じ誓約 を交わ

し ます。 す べ ての人 は皆 ， 主 の み前 に

平等 で す。 とはい え，私 たち の霊 的 な

一致 には
， 個性 とそれ を表 現 す る機 会

もた くさ ん与 え られ てい ます。 その よ

うな状況 で，皆 が王 国 の後 継者 とな る

灘

勉'
轟簸譲

ので す。 ハ ンタ ー大管 長 の次 の言 葉 は，

それ を よ く伝 え て い ます 。 「教 会 が一

致 す るた め の鍵 は，教 会 員 が心 を ひ と

つ に して，仲 良 くす る ことで あ り， 内

輪 で争 った り仲 たが い す る所 に一 致 は

あ り得 ない。」12

私 た ちの集 会 が霊 的 であ るか どうか

は，集 会 が行 な われ る建物 や国 とはほ

とん ど関係 が あ りませ ん。 ず っ と以 前，

私 はブ ラ ジルの マ ナ ウス とい う町 に行

き，宣 教 師 と当 時 その地 域 に住 ん でい

た数人 の聖徒 に会 い ま した。 その町 は

ア マ ゾ ン川 のか な り上流 にあ り， 周 り

は ジ ャ ング ルで した。 ガ ラスの 窓 のな

い質 素 な家 で集会 が 開 かれ ました。非

常 に 暑 い 日で，'子供 た ち は床 の 上 に

座 っ て い ま し た 。 エ リ オ ・ダ ロ ー

チ ャ ・カマ ル ゴ伝 道部 長 が 司会 し， ひ

と りの 忠実 な兄弟 に開会 の祈 りをして
けんそん

くれ る ように頼 み ま した。 その謙 遜 な

兄 弟 は こ う答 え ま した。 「喜 んで いた
あかし

しま すが ， 証 も して い いで す か。」 ひ

と りの姉 妹 が指揮 をす るよ うに頼 まれ

る と， こ う答 え ま した。 「喜 ん でお 引

き受 け しますが ，私 に も証 をさせ て く

だ さい。」
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そん なふ うに して，何 らかの責 任 を

受 けた人 は皆 ， 同 じ よ うに申 し出 ま し

た。 だ れ もが， 救 い主 とその使命 ， イ

エ ス ・キ リス トの福 音 の回復 につい て，

強 い証 を述 べた い とい う気持 ちに駆 ら

れ たの です。 出席者 全員 が 「ふ た りま

た は三 人 が ， わ た しの 名 に よ っ て集

まって い る所 には， わ た し もその中 に

い るの で あ る」13とい う救 い主 の言葉

を思 い起 こ し， 霊的 な奥 深 い源 に到達

したの です。 この よ うな こ とを行 なっ

た彼 らは， ブ ラジル の教 会員 とい う よ

りむ しろ，神 の王 国の継 承者 と呼 ばれ

るにふ さわ しい と言 えるで し ょう。

言 語 と文 化 の 多様 性 は， 教 会 員 に

とって は成長 の機会 で もあ り， チ ャ レ

ンジで もあ ります。 す べて の人 が母 国

語 で福音 を聞 くよ うにす るに は，大 変

な努 力 と資金 が 必要 で す。 しか し， み

た まは言 語 よ りも高 度 な コ ミュニ ケー

シ ョンの方 法 です。 集会 に出席 した 時，

話 され た言 葉 は ま った く理 解 で きな

・か った が
， み た まが世 の救 い主 で あ り

あがな

贋 い主 で あ るイエ ス ・キ リス トに つい

て力 強 く証 す るの はわ か った， とい う

経験 を した人 はた くさん い ます 。た と

え言 葉 の違 い はあ っ て も， 少数 派 のか

た が た が 「キ リス トの か ら だ 」国 に

あ っ て疎 外 されて い る と感 じ， 自分 の

民族 だ けで礼拝 した い と思 っ て しま う

こ とのな い よ うに願 ってや み ませ ん。

だ れ もが 自分 は必 要 とされ て い る と感

じ るよ うな聖徒 の共 同体 を築 け るよ う，

多数 派 の教会 員 は， 福音 で結 ばれ た兄

弟姉 妹 と して手 を差 し伸 べ て いた だ き

た い と思 い ます。

霊 的 な平 安 は，民 族や 文 化， 国籍 を

問 わず ，神 に対 す る献 身 お よび福音 の

誓約 と儀 式 に対 す る献 身 を通 して見 い

だ され ます。 国籍 に かか わ らず，私 た

ち は各 自， 心 の奥底 に まで思 い を深 め，

私 た ち 自身 の 内 に秘 め られた神 聖 な特

質 を見 い だ し， 特別 な知恵 と霊 感 を与

えて くれ るよ う主 に嘆願 す る必 要 が あ

ります。 その ような心 の深 み に到達 し

て初 めて， ほん とうの 自分 や 自分 の価

値 ，人 生 の 目的 を見 いだせ るので す。

また，利 己心 や名 声， 富 への執 着 を捨

、て よ う とす る とき初 めて， この世 の煩

いや心 配事 ， 心 の傷 ， 苦痛 ， そ して惨



あん ど

めな思 い か ら解 き放 た れ， 安堵 感 に満

た され るので す。 この よ うに して私 た

ち は，J・ ル ーベ ン ・クラー ク副 管長

が 述べ た よ うに 「内 に秘 め られた 豊か

な精 神 を開花 結 実 させ る」15ので す。

神 は私 た ちが 永遠 に変 わ らぬ 至高 の喜

び と満 足 を見 いだ す の を助 けて くだ さ

る ばか りで はな く，私 た ちが神 の王 国

の継承 者 となれ る よう に， 私 た ち を変

えて くだ さ い ます 。

こ うして私 た ち は， 自分 た ち の内 に

あ る神 聖 な特 質 に真 に立 ち返 る ことが

で きるの です 。私 た ちの 内 に は， 人生

のチ ャ レン ジに対 してみ ずか ら選 ん だ

方 法 で立 ち向 か う力が あ り， そ の力 を

用 い れ ば， いか な る状 況 を も克服 で き

ます。 救 い主 が病 に苦 しんで いた 女性

に言 われ た よ うに 「あ なたの信 仰 が あ

なた を救 った 」16ので す。
あがな

イエス が私 た ちの貴 い救 い主， 騰 い

主 で あ り，父 な る神 の御子 で あ る こ と

を，私 は確 か に知 ってい ます 。 あ ま り

に神聖 な経 験 で あ るた め， 話 す ことは

差 し控 え ます が， 私 は主 の実在 を はっ

き りと知 って い ます。 ジ ョセ ブ ・ス ミ
かぎ

スが時 満 ちた る神権 時 代 の鍵 を回復 し，

その鍵 が教 会 の歴代 大 管長 に継 承 され ，

今 日， ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー 大管

長 の手 にあ る こ とは絶 対 に間違 いな い

真 実 です。 これ らの こ とを， イエ ス ・
あかし

キ リス トの み名 に よ り証 いた します。

アー メ ン。
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幸福の

偉大な計画と結婚
七十人会長会

ジョー ・J・ クリステンセン

現在と将来にわたって結婚のきずなを強めるための8つ の実用的な提案

と妻 のバ ーバ ラに は恵 まれて6

私 人 の子 供 が い ます 。何 年 か前 の

こ とです が， その6人 全 員 を連 れて 私

の両親 の所 へ出 か け ました。 父 は私 に

向か って こ う言 い ま した 。 「ジ ョー ，

お ま えた ち夫 婦 も， い よい よ終 わ りの

ない こ とを始 めた よ うだ な。」

この復活 祭 の季 節 に当 た り，私 た ち

は全世 界 の人 々 に対 して ， イエ スが キ

リス トで あ り， キ リス トの聖 な る神権

と結 び固 め の権 能 を通 して， 結婚 や家

族 が ，決 して終 わ る必 要 もな く， 永遠

に存続 で きる， とい う理想 的 な真 理 を

高 らか に宣言 い た し ます 。

き ょう，私 は皆 さん に，私 た ちの結

婚 生活 につ いて お話 しした い と思 い ま

す。 これ か ら，8つ の実 用的 な提 案 を

します。 で きれ ば この提案 が ，現在 と

将 来 にわ た って結婚 の きず な を強 め る

う えで ，役 に立 つ もので あ って ほ しい

と願 って い ます。

1.結 婚 生活 で 最 も重要 な こ とは何

か ， 常 に心 に と ど め て お く。 ブ ル ー

ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー 長 老 が 天 父 の

「幸 福 を与 え る偉 大 な 計 画 」(ア ル マ

42：8)の 中 で， 結婚 の 占 め る重 要性

につ いて， 次 の よ うに言 っ てい ます の

で ， よ くお聞 き くだ さ い。

「この世 に生 を受 けた その瞬 間 か ら
，

神殿 で 結婚 す るその時 まで， 私 た ちが

教 え られ る福音 の体 系 とい う もの は，

どの部 分 を取 っ てみ て も， 結婚 の神聖

な きず な に入 るた め の準備 と資格 獲得

の た め に備 え られ た もの で ある。 その

きず な によ って， 私た ちは この世 にお

い て も，来 世 にお い て も， 夫 婦で あ り

続 ける こ とが で き る。 … …

この世 にお いて ，家 族 の創造 と完成

以 上 に大 切 なげもの は な い。」(『救 い は

家 族 で あ ずか る もの で あ る』 「イ ンプ

ル ー ブメ ン ト ・エ ラ」1970年6月 号，

pp.43-44)

2.結 婚 生活 が うま くい くよう に祈

る。 何 年か 前， まだ教 会幹 部 が伝 道部

を巡 回 して，全 宣教 師 と面 接 す る こ と

が一 般 的 に行 なわ れ ていた 時 の こ とで

す が ， 当 時 十 二 使 徒 定 員 会 の 会 員 で

あ った スペ ンサ ー ・W・ キ ンボール長老

が， 伝道 の終 了 を間近 に控 えたひ と り

の長 老 と面接 をす る機会 が あ りま した 。

「長 老 ， あ な た は解 任 され た ら， 何

をす るつ も りです か。」

「大 学 へ戻 るつ も りでい ます
。」 そ し

て， に こに こしな が ら， こ う付 け加 え

ま した。 「そ れ か ら， で きれ ば恋 を し
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て， 結婚 した い んです 。」

これ に対 して， キ ンボ ール長 老 は次

の ような賢 明 な ア ドバ イ ス を与 え ま し

た 。 「それ で は， 祈 る とき に は，愛 す

る人 と結婚 で きる よ うに祈 るの で はな

く， 結 婚 す る人 を愛せ る よう に祈 って

くだ さ い 。」

自分 が もっ と親切 で， 思 いや りも深
けんそん

く，謙 遜 で， 忍耐 強 く，人 に対 して 寛

容 で あ り， そ して特 に利 己 的な 心 を捨

て られ る よう，祈 る こ とが大 切 です 。
はんりよ

よい伴侶 にな ろ う と努 力 す る とき，

個人 的な 問題 や弱 点 が あ るた め にそれ

がで きない とした ら， その 問題 や弱 点

を認 め るた め には， 私た ちは祈 りを通

して 主の み も とへ行 き， モ ルモ ン経 に

あ る次 の よ うな力 強 い約 束 の恩 恵 に あ

ずか る必 要 が あ ります 。 「も し人 わ れ

に来 らば， われ はか れ に その弱 点 を認

め させ ん。 …… かれ らが わ が前 にへ り

くだ りわ れ を信 ず る時 に はそ の弱 きを

強 き に変 えん。」(イ テル12：27)

だ か らこそ， 祈 る必 要が あ るの です 。

日々 ともに祈 って い る夫 婦 で結 婚生 活

上 の重大 な問題 を抱 えて い る例 は見 た

こ とが な い， と数多 くの教 会指 導者 や

結婚 カウ ンセ ラーが 言 っ てい ます 。何

か問 題 が生 じ， 結婚 生活 に危機 が訪 れ

た ときに は，夫 婦 で ともに祈 るこ とが

最 も効果 的 な治 療法 で あ る場合 が往 々

に してあ るの です。

3.よ く耳を 傾 ける 。 時間 を作 って，

伴侶 の声 に耳 を傾 けて くだ さい。 で き

れ ば， 定期 的 に話 を聞い て あ げて くだ

さい。 率直 に話 し合 い，伴 侶 として そ

の役割 を きち ん と果 た して い るか どう

か ，評 価 し合 っ て くだ さい。

ブ レン ト ・バ ー ロー兄 弟が ， あ る時

神権 者 の兄 弟 た ち に こんな質 問 を し ま

した 。 「皆 さ んの 中 で ，啓 示 を受 けた

い と思 って い る人 は どれ くらいい ます

か。」全 員 の手 が 挙 が り ま した 。 す る

と， バ ー ロー兄 弟 は， 「そ れ で は， 全

員 帰宅 した ら，奥 さん に どう した ら自

分 は もっ とよい夫 にな る こ とが で きる

か， 尋 ね て み て くだ さ い」と， 提 案 し

た ので す。彼 自身 は， そ の結 果 につ い

て， 次 の よ う に言 っ て い ます 。 「私 も

自分 の提 案 に従 っ て み ま した。 その 日

の午 後 は，妻 のス ーザ ン と1時 間以 上

に もわ た って， 実 に有益 な話 し合 い を

す る こ とが で きた の です 。」(「エ ンサ

イ ン 」1992年9月 号 ，p.17)こ の よ

うな会話 は私 た ちに とって，啓 示 とな

り得 る もので す。

兄 弟 の皆 さんの 中で ，奥 さんか らこ

んな言 葉 を聞 いた こ との あ る人 はい な

い で し ょ う か 。 私 は 最 近 ， 妻 か ら

「ジ ョー
， ち ゃん と聞 い て くれ て い る

の 」 と言 われ ました。 私が ちゃ ん と聞

いて い るのか どうか， 疑 問 に思 った の

は妻 だ けで はあ りませ んで した。 しば

ら く前 の こ とです が， 私 は昼 寝 を して

いた時 に， 孫 娘 の ア リソ ンが や って来

て，私 の片 方 の まぶ た を開 け る と， こ

う言 った の で す。 「お じい ち ゃん ， そ

こにい るのP」 私 た ち はい つ も 「そ こ

に」 い て，連 れ合 いの呼 び か けに は こ

た えて あげ たい ものです 。

4.「 いた ず らに あ ら探 しを す る」

こ とを避 ける 。 お互 い の欠点 に対 して

過 度 に批判 的 にな らな い こ とで す。 だ

れ ひ と りと して完 全 な者 はい ない， と

い う点 を忘 れ ない で くだ さい。 私 たち

の 目標 として， 指導 者 が説 いて い る，

キ リス トの ような者 とな るた め には，

まだ まだ長 い時 間 が必 要 なので す。

藪騨 、

綱 、

鞭

譲

餓灘

懇
鍵 耀
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キ ンボール大 管 長 が言 って い る よう

に， 「いた ず ら にあ ら探 し」 を続 け て
は たん

い る と， どんな結婚 生 活 で も破 綻 して

しまい ます。(「結婚 と離婚 」1976年 ブ

リガ ム ・ヤ ング大 学年 度講 話)一 般 的

に言 って ，私 た ち は皆 ， 自分 の欠 点 に

つい て は痛 い ほ ど承知 して い ます。 だ

か ら， 人 か らそ れ に つ い て た び た び

言 って もら う必 要 はな いので す。 絶 え

ず批判 された り小 言 を言 われ た りした

結果 ， よい方 に変 わ った とい う人 はほ

とん どい ませ ん。注 意 しな い と， 私 た

ちが建 設 的 な批判 のつ も りで言 った こ

とが ，実 際 に は人 を落 ち込 ませ る結果

に な る こ ともあ るので す。

ときに は， 何 も言 わず にいた 方が よ

い 場 合 もあ り ます 。 ロー ラ ・ウ ォル

タ ーズ姉 妹 は， 結婚 後 間 もな い ころ，

あ る雑誌 で， 結 婚 の きず なを強 め る に

は， 夫婦 で定 期 的 に率直 に話 し合 う時

間 を持 ち， そ の時， お互 いに気 に入 ら

な い癖 が あれ ば， それ を指摘 す る とよ

い， とい う記 事 を読 み ま した。 彼女 は，

その経験 を次 の よ うに書 いて い ます。

「私 た ち はお互 い に気 に入 らな い こ

とを5つ ずつ指 摘 す る こ とに し，私 か

ら始 め ま した 。 … …私 は 主人 に， グ

レー プ フルー ツの食 べ方 が嫌 いだ と言

い ま した。 主人 は， グ レープ フル ー ツ

を食 べ る とき，皮 をむい て， まるで オ

レ ンジで も食 べ る よ うに して食 べ るか

らで す。 私 はそ んな ふ う にグ レー プ フ

ル ー ツ を食 べ る人 を見 た こ とも， 聞 い

た こ と もあ りませ ん。若 い 乙女が ， グ

レー プ フル ー ツをオ レン ジの よ うに食

べ る夫 と生涯 を， いや， 永遠 を ともに

過 ごす なん て， いか に も夢 の ない話 で

した 。 ……

私 の方 で 〔5つ 挙 げ〕 終 わ る と，今

度 は主人 が， 私 の嫌 い な点 を挙 げ る番

に な りました。 … …す る と， 主人 は こ

う言 っ たの で す。 『実 を言 う と， ぼ く

は君 の嫌 いな点 が何 ひ とつ思 い浮 か ば

な いん だ よ。』

息 が止 ま りそ うで した。

私 は急 いで主 人 に背 を向 け ました。

自分 の 目にあ ふれ た涙 が ほお を伝 って

い く理 由 を， どう説 明 した らいい かわ

か らなか った か らです 。」

ウォル ター ズ姉妹 は， この話 を次 の



よ うに結 んで い ます。 「性 格 の不 一 致

を唱 え る夫婦 の話 を聞 くた び に，私 は

い つ も， そ うした夫 婦 も私 が 『グ レー

プ フル ー ツ症 候群 』 と名 付 けた病 気 で

苦 しん でい るので はな いか と， 考 えて

い ます。」(「エ ンサ イ ン」1993年4月

号 ，p.13)

そ うです 。 ときに は何 も言 わな い方

が よい こ ともあ るので す。

5.い つ まで も新 婚時 代の 気持 ちを

忘れ な い。一 緒 にふた りだ けで，何 か

をす る時間 を作 って くだ さい。 家族 と

して子供 た ち と一緒 に過 ごす時 間 もも

ち ろん大 切 で すが， それ と同 じ よ うに，

ふ た りだ けで毎週 定 期 的 に時間 を過 ご

す必 要 もあ ります。 きちん と時 間 の調

整 を して お け ば， 「結婚 生活 は とて も

大切 な もの だ か ら， それ を大 切 に育 て

て い こ う」 とい う両 親 の気持 ち を子 供

た ち にわか っ て も らえ るはず です。 そ

の た めに は，決 意 と計画 と時間 の調 整

とが必 要で す。

お金 をか ける必要 はあ りませ ん。 一

緒 に時 間 を過 ごす こ とが， い ちば ん大

切 な要素 なの です。

あ る時， 私 の義 父 が昼 食 を終 えて再

び畑 に戻 ろ う とした時 です。 義母 が 大

きな声 で こう言 い ま した 。 「アル バ ー

ト， 戻 って来 てち ょうだい 。私 に 『愛

して るよ』 って 言 っ て。」義 父 は， ニ

ヤ ッ とす る と， こんな冗 談 を言 って笑

い とば した の で す。 「エ ル シ ー， 結婚

した 時 ， ち ゃ ん と 『愛 し て る』 って

言 って あ げた だ ろ う。 もし気 が変 わ っ

た ら， す ぐに教 えるか ら。」 「愛 して る

よ」 という言葉 を言 いすぎ ることはあ り

ません。 ど うぞ，毎 日使 って くだ さい。

6.す ぐに 「こめ んな さ い」 と言 う。

この言葉 を口 にす る こ とが つ らい と思

う こ とが あ っ て も， で き る だ け 早 く
ゆる

「す まな か っ た
。 赦 して ほ しい 」 と

言 って くだ さ い 。 た とえ， 自分 に は

まった く落 ち度 が ない ときで も， そ う

して くだ さい。真 実 の愛 を育 てた い と

思 った ら， 自分 の過 ちや 間違 い を素直

に進 ん で認 め る者 にな る こ とで す。

意 見 の食 い違 いが 生 じた ときは， よ

く話 し合 い， 解決 が で きれ ば それ に越

した こ とはあ りませ んが ， ときに は沈

黙 の時 間 を守 るのが い ち ばん よい場合

もあ ります。 ぐっ と こらえて，10ま で，

あ る い は100ま で 数 え る こ とが大 切 で

す 。場合 に よっ ては， 日が暮 れ て も，

怒 りを胸 に秘 めた ま まに して お いた方

が ，翌朝 目が覚 めた とき， 問題 を落 ち

着 い て冷 静 に見 る こ とが で き， 解決 の

チ ャンスが 広 が る場 合 もあ るので す。

とき ど き， こんな話 を聞 くこ とが あ

ります。 「私 た ちは結 婚 して50年 に な

ります が， 今 まで意 見 の食 い違 いな ど

一 度 もあ りませ ん
。」 も し これ が言 葉

どお りだ とした ら， 夫婦 の うちの どち

らか の意 見 が異 常 に抑 えつ け られ て い

るか， それ と もだ れか の言 う ように，

どち らかが 「真 実 に対 して無知 」 な の
そうめい

で し ょう。 聡明 な夫 婦 な ら必 ず意見 の

食 い違 い は存在 し ます。 問 題 は， そ の

解決 法 をはっ き りと知 っ てい るか どう

か です。 そ して， そ うい う努力 が， 幸

福 な結婚 生 活 を さ らに充 実 させ るた め

の過 程 の一 部 なの です。

7.収 入 の範 囲内 で生 活 する よ う努

める 。結 婚 生活 で起 きる最 も大 きな問

題 の 中に は，家 計 の問題 にかか わ って

起 きて くる ものが い くつか あ ります。

「米 国 法 廷 弁護 士 協 会 の調 査 に よ る と

… …離婚 全体 の89パ ー セ ン トが ， その

原因 をさか の ぼ る と，金 銭 に関 す る け

ん かや非 難 に行 き着 く」 の だ そ うです。

(「エ ン サ イ ン 」1975年7月 号 ，

p.72)予 算 の 範 囲 内 で 生 活 す る た め

に，進 んで購 入 を延期 した り，差 し控

えた り して くだ さい。毎 月， 自分 の収

入 よ り も50ド ル少 ない予 算 で生活 す る

の は幸 福 に通 じる けれ ども， 収入 よ り

50ド ル多 く使 う の は悲劇 に通 じ る， と

い う こ とを忘 れ な いで くだ さい。 は さ

み とク レ ジ ッ トカ ー ドを取 り出 して，

ホ ラ ン ド長 老 が言 う よ うに， カ ー ドを

切 り刻 む 「プ ラス チ ックの手 術」(「エ

ンサ イ ン」1986年6月 号 ，p.30)を

しなけれ ば な らな い時が 来 たの か も し

れ ませ ん。

8.家 庭 と家族 の責 任;を平 等 に果 た

す 。 ただ座 って い るだ けで， 何 で も し

て も らうの を待 つ よ うな夫 にな っ ては

い け ませ ん。 そ うい う夫 は， 生活 費 を

稼 ぎ出す のが 自分 の仕 事 で， 家事 や育

児 は妻 ひ と りの責 任 だ と考 えて い ます。

家庭 や 家族 を維持 す る責任 は， ひ と り

の もので は あ り ませ ん。

この よ うに家庭 の こ とに関 して は，
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共 同責 任 を負 っ て い るのだ とい うこ と

を忘 れ ない で くだ さい。 バ ーバ ラ と私

は，毎 朝 ベ ッ ドを整 えるの に， ふ た り

です れ ば1分 もかか らない こ とを発 見

しま した。 しか も， そ れだ けで ベ ッ ド

が一 日 じゅ う整 っ てい るの です 。バ ー

バ ラ は， 私 に そ うい う仕 事 をさせ るの

は， そ れ に よって私 に一 日 じ ゅう気 持

ち よ く過 ご して ほ しい か らだ， と言 っ

て い ます。 それ は確 か に一 理 あ る と私

は思 って い ます 。

一 緒 に聖典 を勉 強す る時 間 を取 っ て

くだ さい。 そ して ， キ ンボー ル大 管長

の次 の よ うな賢明 な勧 告 に従 っ て くだ

さい 。 「夫 と妻 が一 緒 にた びた び聖 な

る神殿 へ参 入 し， 家庭 で家 族 と ともに

一 緒 に ひ ざ まず い て祈 り， 手 を取 り

合 っ て教会 の集 会 に出席 し，精 神 的 に

も肉体 的 に も汚 れ の な い生活 を送 り，

…… そ してふ た りが と もに神 の王 国 の

建 設 に携 わ って い る とした ら， その と

き幸 福 は頂 点 に達 す る。」(「結 婚 と離

女昏」p.24)

要約 し ま しょ う。

●結婚 生活 で最 も重要 な こ とは何 か，

常 に心 に とどめて お く。

●結婚 生活 が うま くい くよう に祈 る。

● よ く耳 を傾 ける。

● 「いた ず らにあ ら探 し をす る」 こ

とを避 ける。

●いつ まで も新婚 時代 の気持 ちを忘

れ な い。

●す ぐに 「ごめん な さい」 と言 う。

●収 入 の範 囲 内で生 活 す る よ う努 め

る。

●家 庭 と家族 の責任 を平 等 に果 た す。

私 はイ エ スが キ リス トで あ る こ とを
あかし

証 し ます。 あの3日 目に墓 が 空 に な り，

「ア ダム に あ ってす べて の人 が死 ん で

い るの と同 じ よ うに， キ リス トに あ っ

てす べ て の人 が生 か され る」(1コ リ

ン ト15：22)こ と を証 し ます 。 イ エ

ス ・キ リス トの 回復 され た福 音 の 中 に

結 び固 めの権 能 が あ る こ とに感 謝 しっ

つ， 私 た ちは， か の詩人 とと もに， 確

信 を もっ て こ う申 しあ げ ます 。 「我 は
なれ

死 し て さ ら に 汝 を 深 く愛 す 」(エ リザ

ベ ス ・パ レ ッ ト ・ブ ラ ウ ニ ン グ 「我 ，

汝 を い か に 愛 す や 」)イ エ ス ・キ リ ス

トの み名 に よ り， ア ー メ ン。

「すべて神のみこころ

に背くことを捨てよ」

十二使徒定員会会員

ニール ・A・ マツクスウエル

おもな社会的，政治的問題のほとんどは，無私の心を大量投与しなけれ

ば解決できません。

ボ∴島蝿粛騰
こ の 十 二 使 徒 定 員 会 に ， 私 は ヘ ン

リー ・B・ ア イ リング長 老 を迎 え られ

る こ とをうれ し く思い ます 。 アイ リン
そうめい

グ長 老 は や さ し さ と聡 明 さ を合 わ せ

持 った 特別 な 方で す。 また 私 は ジェー

ム ズ ・E・ フ ァウス ト副管 長 を喜 んで

支持 します。 フ ァ ウス ト長 老 とは14年

間 ，十 二使 徒会 で 席 を隣 り合 わせ ，30

年 以上 に もわ た って さ まざ まな市 民活

動 や教 会 の責 任 に携 わ った同僚 で す。

私 には5人 のす ば ら しい肉親 の姉 妹が

い ますが ， 肉親 の兄弟 はい ませ ん。 し

か し， フ ァウス ト長老 は長 年 の 間，私

に とっ てそ の よ うな兄 弟 で した。

さ らに，私 は改 めて感 謝 を込 め て，

トーマ ス ・S・ モ ン ソ ン副管 長 を支持

し ます 。 モ ン ソン長 老 は， や は りその

同 じ期 間， 私 に機会 を与 え，私 を指 導

し，力 づ けて くれ ま した。 モ ンソ ン長

老 は とき として， そ の優 れた記 憶力 で

人 々 に よ く知 られ て い ますが， 彼 が人

知 れ ず行 な う親 切 には もっ と大 きな注

意 が払 わ れ るべ きで し ょう。

1935年 に伝道 か ら帰 った ゴー ドン ・

B・ ヒン クレー長 老 は， イ ギ リス諸 島

での特 別 な働 きにつ いて大 管長 会 に報

告す るよ うに求 め られ ま した。予 定 さ

れた15分 が1時 間半近 くまで延 ば され，

感 銘 を受 けた大 管長 会 は， ヒンク レー

長老 に伝 道 を助 ける よ うに要請 しま し

た。 それ以来 ヒ ンク レー長老 はほ とん

ど教 会 の執務 ビル を離 れた こ とが あ り

ませ ん。 そ し て今 ，60年 前 に初 め て

入 った大 管 長会 評議 室 の 中央 のいす に

へ り くだ って座 って い ます 。

ヒン クレー大 管長 は，霊 性 と実践 力

を兼 ね備 え，確 か な原則 を鋭敏 な心 に

蓄 えてい ます。 彼 を表 わ す言葉 には，

優 れ た判 断力 ，優 れ たユ ーモ ア，優 れ

た意 志 ，優 れ た聞 き手 な ど，共 通 して

い るの は 「優 れ た」 とい う形容 詞 です。

優 れ た徳 が今 日の ヒ ンク レー大 管長 を
かぎ

作 り上 げた鍵 で あ って， 私 は喜 んで彼

を大 管長 と して， 予 言者 ，聖 見者 ，啓

示 を受 け る者 として 支持 します。 この

気高 い召 しは， 並外 れた 備 えの後 にひ

ときわ優 れ た弟 子 に もた らされ ます。

弟 子 に関 す るイ エス の教 え には，行

な うこ と とそ の優 先 順位 が含 まれ てい

ます 。 「だ れ で もわ た しに つ い て きた

い と思 うな ら， 自分 を捨 て， 日々 自分
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の十字 架 を負 うて， わ た しに従 っ て き

な さい。」(ル カ9『 ：23， 下線 付加)ま

た別 の箇所 でモ ロ ナイが 宣言 した よ う

に 「すべ て神 の み こ ころに背 くこ と」

(モロナ イ10：32)， す なわ ち大 きな罪

とさ さいな罪 をすべ て捨 て る必要 が あ

ります。大 きな岩 の ような罪 が私 た ち

の道 をふ さ ぐ一方 で， 砂利 の よ うな小

さな罪 も弟 子 の働 きを弱 め ます。 小 さ

な石 の よ うな罪が つ まず きの石 に な る

ので す。

ベ ンジ ャ ミン王 とパ ウロ は， 肉欲 に

従 う人 の生 まれ つ きの弱 さ につ いて述

べ てい ます。 彼 らは神 に背 き，霊 的 な

事 柄 を 「愚 か な もの」 と見 な し ます。

(モー サ ヤ3：19;1コ リン ト2：13-

14;コ ロサ イ3：9参 照)で すか ら，生

まれ なが らの欲 望 や見 方 を取 り去 る こ

とが， 自分 を捨 て る大 きな要素 で あ り，

ときに はそれ が ひ ど く恥ず か しい思 い

や ，後悔 の念 を伴 う こと もあ ります。

(ジ ョセ ブ ・ス ミス訳 ルカ14：28参 照)

しか し， 現代 で は， 自由や個 人 の欲

望 に対 す る誤 った見 方 が否 定 され る ど

ころか ， もて はや され て い ます。 あ る

筆 者 に よれ ば， このマ ン トラ呪 文 の持

つ 独特 の リズ ム は こ うで す 。 「…… 私

私 私 私 。」(ト ム ・ウ ル フ
かくせい けんらん

『自分本 位 の時代 と第3の 覚 醒』 「絢 欄

た る時代 」p.293。 デ ビ ッ ド ・フ ラム

「デ ッ ドライ ト」p
.203に よる引用)

感 情 に基 づ く幸 福 は， 永続 し ませ ん。

公認 された娯 楽 で あ って も， それ を生

み 出す もの と同様 に移 ろい やす く， 真

の喜 び は それ を もた らす もの と同様 に，

永続 す るの です。

現代 の有害 な思 想 の 中で， 快楽 主義

は最 も多 くの人 々 に悪 影 響 を与 え てい

ます。 その ような快楽 主 義 は，人 とは

違 う生活様 式 を してい るだ けだ と言 う

の で は， あ ま りに単純 す ぎます。 ゲ ラ

サ の豚 たち もそ うで した!

4半 世 紀 前 に， 歴 史 家 の ジ ョ ン ・

ル ーカ クス は次 の よ うな洞察 の あ る警

告 を与 えて い ます 。 「性 的不 道徳 は，

一 部 の人 々 を巻 き込 むだ けで な く
，現

代 の道 徳 的 危 機 の 中 心 とな るで あ ろ

う。」(ジ ョン ・ル ー カ クス 「近 代 が迎

え る死 」p.169)ル ー カ クス は誇 張 し

て いる と考 え る人 もい ますが ，子供 の

妊 娠 ，未婚 の母， 両親 の い ない子 供 ，
まんえん

何 十万 人 もの父親 の い ない子供 ， 蔓延

す る不 貞 な ど， その後 起 こった あ りの

ま まの悲劇 につ いて考 えて みて くだ さ

い。 こう した 出来 事 とその結 果 に よ り，

社 会 の未来 は， それ が到来 す る前 に脅

か されて い るの です。 しか し， 肉欲 主

義者 は，雪 崩 の よ うに降 りか か る恐 ろ

しい結 果 に社会 全体 が 苦 しめ られ て も，

自分 の考 え を捨 て よ うとは し ませ ん!

次 のあ りの ままの統計 につ い て考 え

て くだ さい。 「合 衆 国 の約40パ ー セ ン

トの子供 が ， 父親 の住 ん でい な い家 庭

に寝 に帰 る。」(デ ビ ッ ド ・ブ ラ ンケ ン

ホー ン 『父 親 の い な い生 活 』 「USA

ウイー ク エ ン ド」1995年2月26日 号 ，

PP.6-7)

この数 字 が60パ ーセ ン トに な る と予

測 して い る人 もい ます。 この解 説者 は

さ らに こう述べ て い ます。 「父 親不 在

が最 も急 を要す る社 会問 題 ，す なわ ち

犯罪 か ら未成 年 者 の妊娠 ，家 庭 内暴 力

な どの原 因 に な ってい る。」(同 上)兄

弟姉 妹 の皆 さ ん，残 念 な こ とに こう し

た結 果が ， ア メ リカの最 も重 大 な問題

を構 成 し， それ らはス ラム の よ うに広

が る世俗 主義 か ら生 まれ るので す。

箴 言 に こ うあ ります 。 「戒 め は と も

しびで あ る……。」(箴 言6：23)ひ と

た び暗 くな る と， その社会 は善悪 を識

別 す る力 や， も とも と間違 って い る も
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の を指摘 す る力 を失 い ます。 戒 め とい

う ともしび がな けれ ば， 世 の中 は望 み

を失 っ て，一 時 的 な解 決 法 を打 ち立 て，

新 た な標準 を受 け入 れ後 退 し， 問題 を

避 け るよ うにな ります。 す べて を許 す

社 会 は，結 局 す べて を失 うので す!

したが っ て，人 々 が理解 して い よ う

とい まい と，個 人 の道 徳観 が 非常 に大

切 な ので す。 しか し今 日， 自分 を正 当

化 す る叫 び声 が多 く， 恥 じ入 る声 はほ

とん どあ りませ ん。 また悪 い行 ない は

だ れ の責任 で もな く， す べ ての ことに

は言 い訳が 立 つ と考 え てい ます。

そ の よ うな正 反対 の価値 観 の 中で，

被害 者 が しば しば無視 され，加 害 者が

た た え られ て も， 驚 くに当た りませ ん。

同様 に実際 の告 白の 中 には， 「自分 自
ゆる

身 を赦 せ る よ うに願 って い ます」 とい

う意 味 の言 葉が あ ります。 反対 に，不

審 を感 じた使 徒 た ち は， どち らを向 く

必 要が あ るか知 って い ま した。 使 徒た

ち は皆 ，今 に も起 こる裏切 りにつ い て

恐 る恐 るイエ ス に尋 ね ま した。 「主 よ，

まさか ，わ た しで は ないで し ょう 〔…

…
。〕」(マ タイ26：22)

れんびん

自分勝 手 や 自己憐 欄 とい う沼 か ら醜

悪 な罪 が徐 々 に現 われ て き ます 。 しか

し， 悪 い言葉 を使 う とい った小 さな罪

も， そ の沼 か ら，泥 の 中の 虫 け らの よ

うに生 まれ て き ます 。 で は私 た ち はな

ぜ， 「肉 の こ とを思 」 う人 々 に， 悪 い

言 葉 を正 す よう求 め るので し ょうか。

(ロー マ8：5)

あ る人 々 に'とっ て， 「彼 らの神 はそ

の腹」 で あ り，体 のほ かの部 分 が礼拝

の対象 で す!(ピ リピ3：19)ま た2，3

の快 楽 主義 者 に とって ， 「ほ しい ま ま

に… …不潔 な行 い を して」 も，彼 らの

栄 光 はそ の恥 な ので す 。(エ ペ ソ4：

19)悲 しい ことに，悪 人 を うらや む人

もい ます し， 悪人 が その報 い を受 けな

い こ と に不 平 を言 う人 もい ます 。(箴

言23：17;マ ラ キ3：14-15参 照)

皮 肉 な ことに， すべ て の望 み にお い

て ， 自己中 心 的で感 受 性 の鈍 い快 楽主

義者 は， ほ とん ど無 感 覚 に なっ てい る

自分 の感 性 をたた えます。3人 の 予言

者 た ちが， 口を そ ろえて， その よ うな

人 は 「な ん らの感 じ もな い」 と言 っ て

い ます 。(1ニ ー フ ァイ17：45;エ ペ



ソ4：19;モ ロナ イ9：20参 照)

民 が 「道 を守 ら」 な くなる と，や が

て彼 らは 「野 蛮 」 に な り， 「慈 悲 の 心

が な」 くな り，無 感 覚 に な ります。

(モ ロナ イ9：11-20参 照)そ の よ う

な人 は真 の喜 び を味 わ え ませ ん。た と

えば神 へ の心 か らの感 謝 ， 「罪 …… に
おぽ

溺 れ」(IIニ ー フ ァ イ4：28)た 人 を

助 け る喜 び， あ るい は， 称賛 や 報酬 を

ほか の必 要 な人 に譲 って進 んで 何か を

す る喜 びな どで す。

私 た ちの物 理 的環境 も家族 の 置か れ

た状 況 と同様 に， 利 己心 によ って脅 か

され てい ます。人 々 はオ ゾン層 に開 い

た穴 につ い て心配 し ます 。 しか し， 戒

め とい う と もしび を欠 いた 多 くの家族

は， スイ ス チー ズの よう に まさに穴 だ

らけなの で す。

もち ろん，魔 法 の つ え をひ と振 りし

て家族 を直 ち に改 善 す る こ とはで き ま

せ ん。 下 流 に は堤 防 や砂 袋 が必 要か も

しれ ませ んが ， ほん とうの 問題 は家族

とい う水源 にあ ります。 多 くの事 柄 は，

私 た ちの家 族 が よ くな る まで改善 され

ませ んが， それ に は もっ と無 私 の心 が

必 要 です。 お もな社会 的 ，政 治 的問題

のほ とん どは，無 私 の心 を大 量投 与 し

な けれ ば解 決 で きませ ん 。皮 肉 な こ と

に， これ は戒 めが 教 え られ， 互 い に愛

し合 う家族 の中 で は ぐ くまれ る最 高 の

特 質 なの です 。

一 方
， この世 で は， つ か の まの もの

と永遠 の もの を自由 に選 ぶ こ とがで き

ます 。(IIニ ー フ ァイ2：27参 照)人

人 の選 択 の結 果， ポ ル ノグ ラ フ ィー は

子供 たち よ りも保 護 され て い ます。 も

ち ろん 自制 は検 閲 に勝 りますが， 快楽

主 義者 に 自制 を求 め るの は， ドラ キ ュ

ラ に血 液銀 行 の周 りを う ろつか な い よ

うに言 うの と同 じで す。

十 戒 の ほ とん ど は， 「何 々 し て はな

らな い」 とい う自制 の戒 め です 。天 父

は私 たち を完全 に愛 し， 私 たち の性癖

を完全 に知 って お られ ます。 うそ， 盗

み，殺 人， ねた み，性 的不 道 徳， 親 を

ない が し ろにす る こ と，安 息 日 を破 る

こと， 偽証 な ど， す べて の ことは神 の

標 準 や人類 へ の影 響 な どか まわ ず に，

当座 の楽 しみ をむ さぼ る とい う過 ちか

ら起 こるの です。 予 言 され てい るよ う

に，道 徳観 は相対 的 な ものだ と言 う人

人 が 増 えて い ます 。 「あ ら ゆ る者 お の

が 心 の ま ま に振 舞 い お の れ ら の神 の
かたち

姿 を求 むれ ども， そ の姿 は人 の世 の像

…… な り。」(教 義 と聖 約1：16)

戒 め とい う と もしびが な けれ ば，善

悪 の識別 は で き ませ ん。(モ ル モ ン経

ヤ コブ4：13参 照)私 が読 んだ本 によ

れ ば， ある ナチ の指導 者 は， ガ スで殺

され るユ ダヤ人 を監視 しなが らハ イ ド

ンの音 楽 を聴 いた といい ます 。お そ ら

く彼 は 自分 の音 楽 の鑑 賞力 を自慢 して

いた で し ょう。

ム ッソ リー 二 は， イ タ リアの鉄 道 を

時 間 どお り走 らせ て乗 客 か ら喜 ばれ ま

したが ， その全 体 主義 統治 の 恐 るべ き

結 果 とそれ に よって奪 わ れた 数万人 の

命 とは， とうて い償 え る もの で はあ り

ませ ん。

だれ もが ， あ ざ ける ゴ リアテ に立 ち

向 か った若 きダ ビデ を ほめた た え ます 。

しか し， ダ ビデ の初 期 の勇 敢 な行為 も，
かんいん

後 にウ リヤの妻 バ テ シバ と犯 した姦 淫

を償 う こ とはで き ませ ん。 す べて を考

慮 す る と， 兄弟 姉 妹 の皆 さん ， ダ ビデ

が最 も打撃 を与 えた の はだれ で し ょう，

ゴ リアテ で し ょうかPウ リヤで し ょ

うかPそ れ と もダ ビデ 自身 です かP

同 じ よ うに神 の第2の 戒 め 「あなた

の 隣人 を愛 しな さい」 は明 らか に人 種

差別 を許 しませ ん。 しか し人種 差別 を

な くして も，人 が欲 望 の奴 隷 に なっ て

い るな ら， まだ じ ゅうぶ んで は ない の

で す 。 イ エ ス は よ い こ との 中 に も

「もっ と重 要 な」 こ とが あ る と言 っ て
，

バ ラ ンス を取 る こ との必要 性 を強 調 さ

れ ま し た 。(マ タ イ23：23)戒 め を

守 って い る青年 に， イエ ス は 「あなた

に足 りな い こ とが一 つ あ る」 と言 って ，

財産 に執着 す る誤 りを指摘 され ま した 。

(マ ル コ10：21)ほ とん どの人 に とっ

て ，足 りない の はひ とつだ けで はあ り

ませ ん。主 に近 づ くな ら， 主 は私 た ち

に 「弱 点 を認 め させ ん」 と約束 され ま

した。(イ テ ル12：27)こ の ゆ え に，

だ れ もがす るよ い こ とを して ，弱 点 に

取 り組 め なか った とい う言 い訳 はで き

ない のです 。

私た ち 自身 のわ が ま まな行為 の リス

トは， 真 の喜 び と正 反対 の もので す。
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それ は自分 を捨 て る まで は経 験 で きな

い喜：び です。 一 方， 生活 の 中 に大 きな

罪が な い と， 見 か けの小 さな罪 に対 し

て いい か げん にな る こ とが あ ります。

両親 へ の訪問 や世 話 を怠 るの は， 父 と

母 を敬 うの を怠 る こ とで す。 その ささ
はんりよ

い な形 で の 自制 心の 欠如 が， 伴侶 へ の

不 親切 な言葉 を招 き，極端 な場 合 ，家

庭 で虐 待 や殺 人 さ え起 こす ことがあ り

ます 。攻 撃 され る ときに仕返 しす る性

癖 は，私 た ち をぞ んざ いで不 作法 に し，

人 々 を兄弟 姉 妹 で はな く，単 な る対 象

物 として 扱 う よ うに させ ます 。 こう し

て， エ ゴが あふ れて こぼれた 毒液 が広

が る よう に， あ らゆ る致命 的 な罪 に流

れ 込 む の で す 。(箴 言6：16-19参

照)若 い親 た ちは， わず か コ ップ半分

の こぼれ た ミル クが ∫台所 の床 半 分 を

覆 うの を知 って い るで し ょう。小 さな

罪 もその よう に広 が るの です 。

イ エス は欠 けた ところの ない霊 的完

全 さに よ り， ま こ とに 「道 で あ り，真

理 で あ り，命 で あ」 り， 主の 道 は世 の

中の道 と明確 な対 照 を成 して い ます。

(ヨ ハ ネ14：6)イ エ スの 完全 な属 性
きよ

は， 聖 いだ けで な く， まった く欠 けた

部 分 が あ りませ ん。 イエ スの神 聖 な属
しょくざい

性 が な け れ ば， 驚 くべ き贋 罪 を成 し

遂 げ るこ とはで きませ ん!そ して主

は私 た ち に， ご自身 の よ うにな る よ う

求 め て い らっ し ゃ い ま す 。(マ タ イ

5：48;IIIニ ー フ ァイ12：48;27：29

参 照)主 の弟 子 の重 い くび き は，軽 く

な ります 。(マ タ イ11=30参 照)主 が

重 荷 を軽 くし，私 た ちの 肩 を強 くして，

「耐 え られ る よ う に」 して くだ さる の

です 。(モ ー サ ヤ24：14;1コ リ ン ト

10：13参 照)
ささ

個人 の犠 牲 として ，祭壇 に動物 を捧

げ る こ とはし ませ ん。代 わ りに， 私 た

ちの 中 の動物 的 な欲望 を祭 壇 の上 にお

いて ，焼 き尽 くすの です!そ れ は犠

牲 として主 に捧 げ る 「へ りくだ りた る

心 と悔 い る精 神」 で あ り(教 義 と聖約

59：8)， 神 を知 る た め に 「一 切 の

罪 」 を捨 て， 十字 架 を負 うう えで必要

な こ とで す。(ア ル マ22：18)自 分 を

捨 て てか ら， 主 を完 全 に受 け入 れ る こ

とが で き るか らです 。 イエ ス ・キ リス

トの み名 によ り， アー メ ン。



主のみ業
大 管 長

ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー

私たちは皆，この偉大なみ業にともに携わっています。私たちは，天父が

み業を推し進め，栄光を示されるうえで助け手となるために召されている

のです。

愛 な る友 ， また この偉 大 な み業

親 の同 労者 で あ る， 全世 界 の兄 弟

姉 妹 の皆 さん， 皆 さ ん よ くご存 じの よ

うに， これ は私 に とって最 も厳 か で神

聖 な機 会 です。 へ り くだ って聖 霊 の導

きを求 め， 自分 の 心 の思 い をな ん とか

皆 さん にお伝 え した い と願 って い ます 。

もし私 的 な思 い を話 しす ぎ る ような こ

とが あ りました ら， お許 しい ただ きた

い と思 い ます。 その ときに は， 一 人称

単 数 の表現 は忘 れ る ように努力 します。

私 た ちは最近 ， 愛 す る友 であ り指導

者 で あ った第14代 大管 長 ，民 の予 言者

ハ ワー ド ・ウ ィ リア ム ・ハ ンタ ー長老

の死 を悼 み ました。大 管長 としての在

任期 間 は短 い もので した が， 私 た ちに

残 して くれ た善 への感 化 力 に は実 に大

きな ものが あ りました。 温和 で穏 や か

な方 で した が， このみ業 の真 実性 に対

す る強 い確信 は， キ リス トの よ うな生

活 を送 る よ うに とい うその教 えに強 い

説得 力 を与 えて い ま した 。

1995年3月3日 の朝 ， 息 を引 き取 る

前 に，ハ ンター 大管 長 は肉体 的 にか な

り苦 しみ ま した 。 そ して，男 性， 女性 ，

子 供 を合 わ せ ，2万5，000人 以 上 の

人々 が教 会執 務 ビル を訪 れ， 美 しい広

間 に安置 された ひ っ ぎを前 に して弔 意

を示 し ました。 人々 は， わ ずか 数 カ月

前 に 自分 た ちが 支持 の挙 手 を した人 へ
ほ

の愛 を胸 に，恭 しい態度 で整 然 と歩 を

進 め ま した 。

1995年3月8日 の水 曜 日に， この 由

緒 あ るタバ ナ クル で， ハ ンタ ー大管 長

の葬 儀 が行 な われ， その模様 は放送 を

通 して多 くの人 々 に伝 え られ ました。

葬儀 は， い まや歴史 上 の人物 とな った ，

徳 にあふ れた偉 大 な方 を追悼 す るにふ

さわ しい もの で した。 後 に残 され たハ

ンタ ー姉妹 とその ご子 息， そ して3代

にわ た る親 族 のか た がた に私 た ちの愛

と弔意 をお伝 え した い と思い ます 。遺

族 の か た が たが ， 「わ た しこ そあ な た

を慰 め る者 だ 」(イ ザ ヤ51：12)と 宣

言 された お方 か ら慰 め と支 え と祝福 を

受 け られ ます よ うに。

ハ ンター大 管長 の死 去 に伴 い大 管長

会 は解散 し ました。 副管 長 の職 を務 め

て いた モ ン ソン兄 弟 と私 は， 教会 の 管

理 機 関 となった十 二使 徒 定員 会 の会 員

の立 場 に戻 りま した 。

3週 間前 の 日曜 日，聖 任 され た使 徒

が全 員， 断食 と祈 りを もって，神 殿 の

階上 の部 屋 に集 い ました。私 た ち はそ

こで ともに神 聖 な賛 美歌 を歌 い， 祈 り
ささ ばんさん

を捧 げ ました。 そ して， 主 の晩餐 の聖

餐 を受 け， そ の神 聖 か つ象徴 的 な誓 約
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あがな

の中 で，聖 な る瞭 い主で あ られ るお方

との契 約 と関 係 を新 た に し ました。

その後 ，代 々確 立 され て きた慣 行 に

従 って，大 管 長会 が再 組織 され ました。

そ こに は職 を巡 る選 挙運 動 も， 論争

も野心 もあ りませ んで した。 それ は静

かで ，平穏 で，簡 潔 で， 神聖 な もので

した 。 主 ご 自 身 が 定 め られ た 方 式 に

の っ とって行 なわ れ ま した 。

多 くのか たが た か ら， お祝 い と信頼

の気 持 ち を示す 言葉 を頂 き ました。 教

会 員 の皆 さんか らの言葉 もあ りま した

が， 教会 外 の人 々 か らの言 葉 もあ りま

した。皆 さん一 人一 人 に心 か らの感 謝

を申 しあ げ ます 。 私 はそれ らの賛辞 が ，

人 間で は な く， 召 しに対 す る もの で あ

る こ とをよ く承 知 してお ります。

昨 日の朝 ，世 界 じゅ うか ら来 た 教会

員 が聖 会 に集 い ま した 。 そ して， 強制

に よ らず， 自分 自身 の意志 で手 を挙 げ，

3週 間 前 の使徒 た ち の決議 を承 認 し，

奉 仕 の務 め に召 され た人 々 を支 持 し ま

した。

皆 さ ん ご存 じの よ うに， 私 は これ ま

で3人 の偉 大 な大 管長 に，副 管長 と し

て仕 え る特 権 にあず か って きま した。

重 要 な責任 とい うもの の何 た るか を，

多 少 は心得 てい るつ も りで す。 に もか

かわ らず ， この数 日は 自分 の非力 さに
かしら

心 が沈 み， この教 会 の頭 で あ られ る主

に， また副管 長， 十 二使 徒， 七十 人 ，

管 理監 督 会， そ して世 界 じ ゅうの教会

員 の 力 に全幅 の信 頼 を置 か な けれ ばな

らない とつ くづ く思 い ま した。 私 は今

どの よ うに言 えば， 自分 の 心か らの感

謝 と愛 を表現 で きるの か と考 えて い ま

す。

何 年 か前 に指 導者 の孤 独感 とい うこ

とにつ いて話 を した こ とが あ ります 。

そ の孤独 感 の ほん とうの意 味 を，今 初

めて実感 して い ます。 なぜ この大切 な

責任 が 自分 の肩 に懸 か っ て きたの か そ

の理 由はわ か りませ ん。皆 さんの 中 に

もそ の よ うに感 じ て い る 方 が い ら っ

しゃ るので はな いで しょ うか。 しか し，

現実 は この よ うに， 私 た ちが召 された

の です 。

この よ うな状 況 に な る と，人 は これ

まで過 ご して きた人 生 を振 り返 り， さ

らに は， そ の人 生 が始 まる前 に まで さ
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「喜 ひの時 」 と題 され た この像 は
， モル モ ン の女 性 をた た え る一連 の彫 刻 作 品 の

ひ とつ で， 教 会本 部 ビル 前 の広場 に設 置 され て いる。

か の ぼっ て，思 い を巡 ら します。 私 は，

この教会 に改宗 した最初 の先祖 か ら数

えて， わず か3代 目の教会 員 です 。祖

父 は， まだ 少年 だ った1836年 の夏 にカ

ナダ のオ ン タ リオ 州で バ プ テス マ を受

け ました。 祖 父の母 親 は夫 に先立 た れ，

後 にふ た りの子 供 を連 れ て イ リノイ州

のス プ リン グフ ィール ドへ 移 りま した。

祖 父 は そ こか らさ らに徒歩 で ノ ー ヴー

へ行 き， そ こで予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

スの話 を聞 き ました。1846年 に教 会員

が 西部 へ の移動 を始 めた時 ， 祖父 は体

力 ，能 力， 信仰 を備 えた18歳 の若 者 に

な ってい ました。 彼 は大型 の荷馬 車 を

か じ

作 る腕 の よい職人 で ，鍛 冶 の技術 も持

っ てい ました。祖 父 は， 西へ 向 か う人

人 を助 け るた め しば ら くアイオ ワ に と

どま るよ うに と， ブ リガム ・ヤ ングか

ら求 め られ た人 々 の ひ と りで した 。

1848年 に結婚 し，1850年 の春 に この峡

谷 に向 け て出発 し ました。

しか し， この過酷 な旅 の途 中 に， 彼

の若 い妻 は病 気 に かか り，死 んで し ま

い ました。彼 は 自分 の手 で墓 穴 を掘 り，
ひ

丸太 を挽 いて ひつ ぎ を作 りました。 そ

して懇 ろ に妻 を葬 る と， 涙 なが らに11

カ 月の子 供 をその腕 に抱 き， 再 び この

峡谷 へ歩 き始 めた ので す。
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山深 い この峡 谷地帯 に教会 員 を定着

させ るた めに， そ れ に伴 う数 々 の困難

な仕 事 を行 な う よう， ヤ ング大管 長 か

ら繰 り返 し召 され た人 々が い ま した が，

祖 父 もその ひ と りで した。彼 はシオ ン

の ミラー ドス テー キ部 のス テー キ部長

の職 を務 め ました。 ス テー キ部 の数 が

ご くわ ずか な時代 で，祖 父 はユ タ 中部

の広 大 な地域 を含 む ミラー ドス テー キ

部 の中 を， あ る時 は馬車 で， あ る時 は

直 接 馬 を駆 って ，何 千 キ ロ も旅 し，責

任 を果 た し ました。 学校 を設 立 す るた

め に惜 しみ な く私財 を投 じたた め に，

か つて はか な りあ った財 産 も，亡 くな

った時 に はわず か ばか りにな って い ま

した。

祖 父 同様 に， 父 も信仰 の あつ い入 で，

ゆ だね られ た多 くの責任 を果 た し，教

会 のた め に惜 しみ ない奉 仕 を し ました。

父 は長 年 にわ た り， 会員 数1万5，000

以 上 の， 当 時 の教会 で は最大 の ス テー

キ部 を管 理 しま した。母 と祖 母 も同 じ

よう に信 仰 あつ い人 で した。 教会 か ら

の さ まざ まな要請 もあって， ふ た りの

生活 は必 ず し も楽 な もので は あ りませ

ん で したが ，不 平 を 口にす るこ とはあ

りませ んで した 。 ふた り とも楽 し く，

また献 身的 に責 任 を果 た し ました。

私 は この 先祖 た ち に対 して，感 謝 と

愛 の気持 ち を感 じてい ます 。 また彼 ら

の信 頼 に こた えな けれ ば な らない とい

う， 非 常 に強 い責任 を感 じて い ます。

今 月末 で， 結婚58年 にな る愛す る妻 に

感 謝 して い ます 。 この ようなす ば らし
はんりよ

い伴 侶 が いな けれ ば，私 た ちの 生活 は

どん な にむな しい こ とで し ょう。私 は

このす ば らしい女性 に心か ら感 謝 して

い ます 。彼 女 は晴 れの 日 もあ らしの 日

も私 に連 れ 添 って きて くれ ました。 ふ

た り とも昔 ほ どの 背丈 はあ りませ んが，

互 いへ の愛 は少 し も小 さ くな って はい

ませ ん。

正 しい生 活 を もっ て私た ち を尊 んで

くれ てい る子供 ， 孫， ひ孫 た ち に も感

謝 してい ます。

そ して特 に， 皆 さん一人 一人 に心か

らの感 謝 を 申 しあげ ます。 教会 幹部 と

して の37年 間 の務 め の中 で，世 界各 地

の教会 を旅 して き ま した。 行 く先 々で

す ば らしい人 々 にお会 い して きま した 。



末 日聖 徒 の生活 の中 に はす ば ら しい も

のが た くさ んあ ります。皆 さん の奉 仕

は，信 仰 のす ば らしい表 われ で す。私

は多 くの かた が たが払 って お られ る犠

牲 につい て知 っ てい ます。 皆 さんへ の

愛 と感 謝 は， 言葉 で言 い尽 くせ る もの
しもべ

で はあ りませ ん。 私 は皆 さんの僕 で あ

り， 引 き続 き皆 さん の信仰 と祈 り と支

持 をお願 い す る と ともに， みず か ら も

全力 を尽 くす こ とを皆 さん と主 に誓 約

いた します。

私 は この聖 な る職 に伴 う責 任 を引 き

受 け ま した が， 自分 が そ う若 くはない

こ と を よ く承 知 して い ます 。 ヒ ン ク

レー姉妹 も私 も，年 を取 る と， 喜 び も

多 いが苦 しみ も多 い とい う こ とを学 ん

で い る ところで す。 しか し正 直 言 って，

私 は 自分 が 年 を取 って い る とは感 じて

い ませ ん。 出生証 明 書 の 日付 を書 き換

える こ とはで き ませ んが ， 全能 者 の こ

の貴 いみ業 に対 して， あふ れ る ばか り

の若 々 しい情 熱 を今 も強 く感 じ る こ と

が で き ます 。

私 は この教会 の会 員， また あ らゆ る

年代，人種， 国々の人々 を愛 してい ます。

私 は子 供 た ち を愛 して い ます 。子 供

たち は，世 界 じゅ う どこへ 行 って も同

じです 。子 供 た ちは， 肌 の色や 環境 の

違 い に関係 な く， そ の無 心 さが生 み 出

す美 しさ， また少 し前 まで天 父 のみ も

とにいた とい う事実 が もた らす美 しさ

を備 えて い ます。世 界 じ ゅうの子供 た

ち にお伝 え し ます 。皆 さん は大 切 な，

す ば らしい存在 で す。

私 は教会 の若 入 を愛 してい ます 。繰

り返 し述 べて きた こ とで すが ， この時

代 の若 人 ほ どす ば ら しい世 代 は かつ て

なか った と思 い ます。 皆 さん の高 潔 さ，

また， よい行 な い をす るた めに心 と手

を訓練 し よう とい う熱 意 ，主 の み言葉

への愛 ， 高潔 と真 理 と徳 の道 を歩 も う

とい う望 み に心 よ り感 謝 して い ます。

子供 た ち を光 と真理 の 中で育 て，体

罰 で な く愛 を もって 治 め，家庭 に あっ

て ともに祈 り，子 供 は 自分た ち が守 り，

訓練 し， 恵 み を注 ぐべ き貴 い財産 と考

えてお られ る父親 と母 親 の皆 さん を心

か ら尊敬 してい ます 。

私 は， 人生 の あ らしに直面 しなが ら

も， その力 に負 け る こ とな く， 前進 し，

信 仰 を守 り続 けて い らっ しゃ る年配 の

か たが た を愛 して い ます。皆 さんが 喜

び と， よい人 生 を送 った とい う思 い出

に満 た され るよ うに願 って い ます。

兄 弟姉 妹 ，最後 に， ひ とつ の こ とを

お話 し した い と思 い ます。 これ は， い

つ まで も忘 れ ない でい ただ きたい と思

い ます。

この教 会 は大 管長 の もの で はあ りま
かしら

せ ん。 この教会 の頭 は主 イエ ス ・キ リ

ス トで す。 私 た ちは一人 一人 が ， その

み名 を受 けて い ます。 私た ち は皆， こ

の偉 大 な み業 に ともに携 わ ってい ます 。

私 た ち は ， 天 父 の み業 と栄 光 で あ る

「人 に不 死 不 滅 と永 遠 の生命 とを もた

らす 」(モ ー セ1：39)た め の働 きの

中で， 天父 の助 け手 とな るた め に召 さ

れ て い るので す。皆 さん の受 けて い る

責 任 も，私 の 受 けて い る責 任 も， そ の

重 要性 に変 わ りはあ りませ ん。 この教

会 に， 小 さ な召 し とか ， つ ま らない召

しな どはあ りませ ん。 私 た ちは皆 ，責

任 を果 た してい く中 で，人 々 の生 活 に

影 響 を及 ぼす の です。 主 は私 た ち一人

一 人 に
， そ の責任 につ いて次 の よ うに

もっ なんじ

言 わ れ ま した。 「これ を以 て汝 忠 実 な
しか

れ。而 してわ れ に命ぜ られ た る職 務 に
たす かいな

服 し， 弱 きを扶 け，垂 れ た る腕 を挙 げ，

か よわ きひ ざ を強 うすべ し。」(教 義 と

聖 約81：5)
な

「これ らの こと を為 して
， 汝 は汝 の

はらから

同胞 に最上 の善 を行 い また汝 の主 の栄

光 をいや増 さん。」(教 義 と聖 約81：4)

主 は さ ら に こ う言 わ れ ま した 。 「而

して汝 終 りまで 忠実 な らば， 汝 はわ が
す まい

父 の家 にわ が備 えた る住 居 に あ りて，

不 死不 滅 の冠 と永 遠 の生命 とを与 え ら

れ ん。」(教 義 と聖約81：6)

この偉 大 なみ業 に仕 え る私 た ち は，

思い，信念，信仰 をひ とつ にして います。

皆 さん は， それ ぞれ の義務 を果 たす

中 で，喜 び を得 るす ぼ らしい機会 を授

け られ てい ます 。 それ は私 の場合 と同

じです。 この み業 の発展 は，心 をひ と

つ に した私 た ちの働 きにか か って い ま

す。 皆 さんが どの よ うな召 しを受 けて

い る にせ よ，私 の召 しの場合 と同 じ よ

うに， その 中 に はよ き こ とを成 し遂 げ

る機 会 が満 ち あふ れて い ます。 そ して

何 よ り大切 な の は， これが 主 のみ業 で
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あ る とい うこ とです。 私 た ちの なす べ

き こ とは， 主 が な された と同 じよ うに，

善 を行 な って い くこ とで す。 、

私 が これ まで 自分 の務 め を果 た して

くる中で ， どな たか を傷 つ け るよ うな
ゆる

ことが あ りま した ら， どうか 赦 して い

ただ きた い と思 い ます。 一度 は教 会 の

群 れ の中 に入 りなが ら， 何 らか の理 由

で，今 は遠 ざか って い る人々 に申 しあ

げ ます。 ど うか戻 って来 て， か つ て味

わわ れた 喜 び を， また味 わ って くだ さ

い。 多 くの人 々 が手 を差 し伸 べ ，温 か

く迎 え，皆 さんの力 とな るこ とで し ょう。

す べ ての教 会 員 のか たが た にお願 い

します。 信仰 の 異 な る人 々 に対 して，

尊 敬 と感 謝 の念 を もって接 す る よ うに

して くだ さい。 信仰 や人 生観 が 異 な る

人 々 の間 で は， 礼儀 正 しさ と互 い に尊

重 し合 うこ とが 非常 に強 く求 め られ ま

す。 民族 的 な優 越主 義 を唱 える偏狭 な

人間 にな って はい け ませ ん。私 た ちが

生 きて い る世 界 には さ まざ まな価値 観

が あ ります 。私 た ち は， 自分 たち と異

な る教 え を奉 ず る人 々 を蓉 重 しな けれ

ば な りませ ん し， それ は可能 な こ とで

す。 私 た ち は， 偏狭 な考 えの犠 牲 に な

りそ うな， ほ かの人 々 の権利 も進 ん で

擁護 しな けれ ばな りませ ん。

1843年 に ジ ョセ フ ・ス ミス が語 っ た

次 の意義 深 い言 葉 に注 意 して いた だ き

た い と思 い ます。

「私 は これ まで い っで も 『モ ル モ ン

教』 のた め に死 ぬ覚 悟 はで きて いた が，

神 の み前 に あって ，改 め て雄 々 し く宣

言 しよ う。 私 は長 老派 やバ プテ ス ト派 ，

その ほか いか な る教 派 の人 々 のた め で

あ ろう と， 善 良 な彼 らの権 利 を擁護 す

るた め には死 ぬ覚悟 が あ る。 なぜ な ら

末 日聖 徒 の 権 利 を侵 害 す る思 想 は，

ロー マカ トリック教会 や その ほか どの

よ うな宗 派の権 利 に対 して も， 同 じよ

う な妨 げ に な る はず だ か らで あ る。」

(教会 歴史5：498)

さて，兄 弟姉 妹 の皆 さん， も う少 し

の頑張 りを示 し， 視野 を広 げ，福 千 年

にお け る末 日聖徒 イ エ ス ・キ リス ト教

会 の壮 大 な使命 に対 す る知識 と理 解 を

深 め る よ う精神 を集 中す る時 が来 ま し

た 。今 は堅 固 に立 つ べ き時 です。 自分

た ち に与 え られ てい る使 命 の意義 ， 大



き さ， 重 要性 をよ く理 解 した うえで，

た め らう こ とな く前進 す る時 です 。 ど

の ような結 果 に な ろ う とも， それ をい

とわず に， 正 しい こ とをなす べ き時 で

す 。戒 め を守 るべ き時 で す。 悲 しみ の
くらやみ

中 に あ る人 々， また暗 闇 と苦 しみの 中

を さま よって い る人 々 に，愛 とや さ し

さ を示 す時 で す。 すべ て の人 間関 係 に

お いて ， お互 い に思 いや りを示 し，親

切 に し，節 度 あ る態度 で， 礼儀 正 し く

す る時 で す。言 い換 えれ ば， なお 一層

キ リス トに近 い生活 をす る時 なの です 。

私 た ち に は， 恐 れ るべ き もの は何 も

あ りませ ん。神 が私 た ち を導 いて お ら

れ ます。 神 は， このみ業 の益 とな るよ

うに， すべ て をつ か さ どって お られ ま

す。 主 は戒 め に忠実 に歩 む人 々 に祝 福

を注 い で くだ さい ます。 主 はその よう

に約 束 して くだ さい ま した 。主 が約 束

を果 た して くだ さる こ とに，疑 問 の余

地 は まった くあ り ませ ん。

ダニ エル が示現 の中 で見 た，人 手 に

よ らず に山 か ら切 り出 され た小 さな石

は今 ，全 地 を満 た すた め に転が り出て

い ます 。(ダ ニ エル2：44-45参 照)

私 た ちが義 の道 を選 び， 信仰 を守 り，

忠実 に生 き るな ら， この世 の いか な る

力 もそれ を止 め る こ とはで きませ ん。

全能 の主 ご 自身 が私 た ち を導 いて お ら
あがな

れ るか らで す。 私 た ちの腰 い主 ， また

大 い なるエ ホバ ，偉 大 な メシヤ で あ ら

れ る救 い主 は こう約 束 して くだ さい ま
なんし

した。 「わ れ 汝 らの前 に先 立 ち て行 く
あ

べ けれ ば な り。 われ は汝 らの右 に在 り，

また左 に在 らん。わ が 『み た ま』 は汝
うち

らの 心 の中 に在 り， また わ が天使 らは
いだ

汝 ら を囲 み て懐 き支 えん。」(教 義 と聖

約84：88)

主 はまた次 の よう に言 わ れ ま した 。
ゆえ

「この故 に小 さ き羊 の群 よ
， お そ る る

なか れ。 善 を行 え。 この世 と地獄 と共

にな りて む かい来 ら しめ よ。 も し汝 ら
いわ あた

わが磐 の上 に立 た ば， 彼 ら打 ち勝 つ能

わ ざれ ばな り。
おも ねんねん

何 を念 う とも， 念 々わ れ を見 るべ し。

疑 うなか れ， お そ る るな かれ 。

あばら

わが 肋 の突 き傷 と， またわ が手足 に
くぎあと いましめ

あ る釘 痕 を見 よ。 忠信 なれ 。 わが誠 命

を守れ 。 さ らば， われ 汝 らに天 の王 国

をつが しむ るな り。」(教 義 と聖 約6：

34，36-37)
しもべ

私た ち は生 け る神 の僕 として， 自分

た ちが 仕 え， その み名 に栄光 を帰 そ う
あい し

と努 めて い る神 の愛 子 で あ る主 の み業

を行 ない， 手 を携 え前進 し ようで はあ

りませ んか 。

兄 弟姉 妹 ，繰 り返 し申 しあ げ ます 。

これ は主の み業 で す。私 た ち の主 であ

り， 友 で あ る主 は生 きてお られ ます。

これ は，私 た ちの理 解 を超 えた愛 のゆ

えに，私 た ち一人 一人 のた め に ご自身
ささ

の命 を捧 げ られ た贋 い主 の み業 です。

選 ばれ た予 言者 を通 して回復 された神

聖 なみ業 で す。 私 たち は この み業 に自

分 の人 生 をゆだ ね てい ます。 と もに働

きを進 め る愛 す る皆 さんの うえに え り

抜 きの祝 福 が注 がれ るよ うにお祈 りし

て い ます。 イエ ス ・キ リス トの み名 に

よって， ア ー メ ン。
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●1995年4月2日(日)午 後の部会

お ん な

「選 ばれ し婦 」

十二使徒定員会会員

L・ トム ・ペリー

女性の役割について大きな混乱が存在する現在，ヒンクレー姉妹は入生

に正しいバランスを見いだそうと苦しんでいる入たちにとって，よい模範

となっています。

結 艶 ：申欝 庭獄 線
究極 の チ ャ レ ンジで あ り， ほ かの どん

な成功 も， そ れ に取 って代 わ るこ とは

で きませ ん。夫 婦 が一 致 して努 力 しな

けれ ば，結 婚生 活 は地 獄 の苦 しみ とな

るで し ょう。今 日の世 の 中 に は不 幸 な

結 婚が 多 す ぎ ます 。軌 道 を外 れ て離婚

に終 わ るケー ス も多 す ぎ ます 。 また，

不 仲 の両 親 と離婚 の陰 には， 必要 な慈

しみや世 話 を受 け られず に無 言 で苦 し

む， お おぜ いの子 供 た ち もい ます。

神 は女 性 を創造 され る前 か ら， 男性

が ひ と りで い る こ とは好 ま し くな い と

知 って お られ ま した。主 は最 初 の女性

で あ るイ ヴ を創 造 した後 ，結 婚 の制 度

を制 定 し， 最初 の男 性 で あ るアダ ム に

この よ う に指 示 を 与 え られ ま した 。

「それ で人 はその 父 と母 を離 れて
，妻

と結 び 合 い， 一体 とな るの で あ る。」

(創世2：24)

この時 ア ダム は，結婚 の結 びつ きが ，

ほか の どん な家 族 の結 び つ き よ りも強

い こ とを学 んだ ので す。神 聖 な結婚 の

結 び つ きの下 で は，一 致， 貞節 ， 尊敬 ，

そ して互 い に助 け合 う関係 が 養 われ ま

す。聖 典 を読 む と， ア ダム とイ ヴが こ

れ を実践 してい た こ とが わ か ります 。

ふ た りが エ デ ンの 園 を追 わ れ た 時 ，
ごと

「ア ダム は先 にわ れ 主 の命 じた りし如

く， 土地 を耕 しすべ て の野 の獣 を治 め，

彼 の額 の汗 によ りて食 物 を食 う こ とを
しか

始 めた り。 而 して， 妻 な るイ ヴ もま こ

とに彼 と共 に働 きた り」 とあ るか らで

す。(モ ー セ5：1)

さまざ ま な教 会 や国 の指 導者 が最 も

憂慮 して い るの は， 昨 今急 激 に増 え て

い る家 庭 の崩壊 で す。 統計 に よる と，

夫 婦 の仲 が よい ほ ど家 族 の結束 も固 い

と言 われ て い ます 。家 庭 の崩壊 は，貧

困，犯 罪 ，非行 な どの深刻 な社 会 問題

を生 み， ひ いて は地域 社会 の崩壊 につ

なが ります。

夫 婦 の結 びつ きは決 して軽 々 し く扱

える もので は あ りませ ん。 主が その神

聖 な 目的 を果 た され るた めに は，結婚

の誓 約 は必 要不 可欠 な もの だか らで す。
きよ

神 の戒 め は夫婦 間 の聖 い結 びつ きを守

るた めに定 め られ たの だ と，主 は一 貫

して明 言 して お られ ます。

私 た ち教 会員 は， 模範 を通 して多 く

の こ とを学 び ます。 予 言者 た ちか ら学

ぶ と きも， その言葉 だ けでな く， 日常

の行 ない を模範 として学 んで い ます。

兄 弟 た ちは， キ ンボ ール大 管長 ， ベ ン
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ソン大 管 長， そ して ハ ン ター大管 長 の

行 ない を通 して ，妻 へ の接 し方 ，つ ま

りや さ し く親 切 で深 い愛 情 を もっ て接

す る こ とな ど， た くさんの こ とを学 ん

で きた はず です 。 同様 に姉妹 たち も，

予 言 者 の夫 人 た ち を観 察 す る こ と に

よって， 同 じ ような教 訓 を学 んで きま

した。夫 を よ く支持 し，助 けなが らも，

気 品 と教 養 の あ る， ひ と りの人 間 とな

る方法 を学 ん だ と思 い ます。 そ んな 中

で ， ヒ ンク レー大 管長 夫妻 の仲 むつ ま

じ さは，男 女 を問 わ ず，兄 弟 姉妹 た ち

の す ば ら しい模 範 にな る はず で す。

ヒン ク レー 大管 長 に つい て は， 今後

大 管長 の任 期 中 に多 くが 語 られ， そ し

て書 かれ るで し ょう。 しか し，大 管 長

の愛 す る妻， マ ー ジ ョ リー姉 妹 に つい

て書 かれ る こ とは， そ れ ほ ど多 くはな

い はず です。 そ こで き ょう は， ヒ ンク

レー姉妹 に親 し く会 う機 会 が なか った

皆 さん の ため に，少 し ご紹 介 した い と

思 い ます。 教会 の姉 妹 た ち に とって，

そ して世 の女性 す べ て に とって， ヒン

ク レー 姉妹 はす ば らしい模 範 で した。

これか ら もそれ は変わ らな いで し ょ う。

ヒンク レー姉妹 は，忠 実 で協 力的 な，
はんりよ

大 管長 に とってか けが えの ない伴 侶 な

ので す。

ヒ ンク レー姉妹 は開拓 者 の家系 に生

まれ ました。 そのル ー ツは， 姉妹 のひ

と とな りや人 生 に決定 的 な影 響 を与 え
そう そ ふ

て き ま した。 曾祖 父 につい て，姉 妹 は

次 の よ うに書 いて い ます。

「1841年 秋 の あ る 日曜 日， 当 時16歳

の曾 祖 父 ウ ィ リア ム ・ミンス ホー ル ・

エバ ンズ は，教 会 に行 くた め に， イギ

リスの リバ プ ール の町 を歩 い てい まし

た。 す る と突然 ， それ まで 聞 いた こ と

の な いほ ど美 しい，す ば らしい歌 声が

聞 こえて きた ので す。 ウ ィ リアム はそ

の歌 声 に引か れ て，裏 通 りを抜 け，古

ぼ けた 階段 を上 って行 き ました。 た ど

り着 いた部 屋 で は，数 人 の人 が集 会 を

開 い て い ました。 歌 っ ていた の は，後

に教会 の大 管 長 とな り， 美 しい テナ ー

の歌声 で知 られ た ジ ョン ・テイ ラー で

す。彼 の歌 声 に魅 せ られた ウ ィ リアム

は， そ の場 に残 っ て説 教 に も耳 を傾 け

た ので した。

家 に帰 った ウ ィ リア ム は，い っ も歌



って いた聖 歌 隊 を休 んだ こ とで， 兄 の

デ ビ ッ ドに しか られ ました。 一体 何 を

して いた のか と聞 か れた ウ ィ リアム は，

次 の よ うに答 え ま した。 『兄 さん も行

けた らよか った の に。 今朝 聞 い たす ば

らしい真理 を家 族 み ん なに聞 い て も ら

う まで は， ぼ くの 気持 ちは収 ま らな い

よ。』 ……

ウィ リアム とデ ビ ッ ドは福音 に改宗

し， その後 ，残 りの家 族 を改宗 に導 い

た の で した。」(「土 ンサ イ ン」1981年

7月 号 ，p.48)

ヒンク レー姉 妹 は こ う言 って い ます 。

「教 会 の 賛 美歌 を歌 うた び に
， この賛

美歌 の歌 声 が私 の先 祖 を福 音 に導 き，

ひ いて は私 自身 を祝 福 して きたの だ と

思 わ ず に は い られ ませ ん 。」(同 上 ，

P.48)

マ ンタイ神 殿 の改 修工 事 が終 わ った

後 の再 献 堂式 で， ヒンク レー大 管長 は

姉 妹 の祖 父 に つい て次 の よ うに話 しま

した。 「昨 日の朝 こち ら に来 た時 ， ヒ

ンク レー姉妹 と私 は神 殿 の 東側 の扉 に

案 内 され ま した 。 たぶ ん，人 目 を引か

ず に神 殿 に入 って ほ しか った ので し ょ

う。 とにか く，私 たち ふた りは東側 の

扉 に案 内 され，.扉が 開 け られ ま した。

(扉 はふ た組 あ りま した が)私 た ちが

通 った の は， 厚 さが10セ ンチ ほ ど もあ

る，非 常 に重 い扉 で した。美 し く削 ら

れ， 美 し く組 み立 て られ て，頑 強 な金

具 で美 し く据 え付 け られた扉 で した。

これ は私 たち に とっ て大 変感 動 的 な経

験 で した。 それ とい うの も， その扉 を

据 え付 けた のが ヒ ンク レー姉 妹 の祖 父

だ った か らです 。 当時 まだ24歳 だ った

彼 は，結 婚 してい て子供 が ひ とりお り，

妻 はふ た り目の子 を身 ご もっ てい ま し

た。 彼 は その重 い扉 を据 え付 けて い る
ゆ こ う や く

時 にヘ ルニ ア を患 い， それ が絞 拒性 ヘ

ルニ ア となっ て，数 日苦 しみ抜 いた 末

に死 亡 した ので す。 その信仰 ゆえ に，

時折1ポ ン ドの バ ターや 卵 を1ダ ー ス

も らう以 外 まった く無償 で， 長 い間 仕

上 げ大工 として神 殿建 設 に従 事 し， そ

して亡 くなった彼 は， ま さに殉教 者 だ

った と言 えるで し ょう。」

ヒ ンク レー姉妹 の 先祖 につい て， ふ

たつ の話 をご紹介 し ましたが ， この 中

に姉妹 のす ば ら しい伝 統 とユニ ー クな

人 柄 の源 をか い ま見 るこ とが で き ます。
そう そ ふ

姉 妹 は曾祖 父 か らはみた まを感 じる強

い感受 性 を， そ して祖 父 か らは仕 事 と

犠 牲 に対 す る強 い思 い を受 け継 いで い

るの です 。

恵 まれ て， 妻 と私 は教会 の 仕事 で，

長 年 ヒン クレー大 管長 夫妻 と旅 を と も

に して き ました。 旅行 中， ヒ ンク レー

姉 妹 はい つ も前 向 きで，朗 らか です。

姉 妹 の そん な はつ らつ とした協 力 的 な
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姿勢 が， 大管 長 の励 み にな って い るの

は明 らかで す。 私た ち の旅行 の 多 くは，

長 くて体 力 的 につ らい もの です。 理想

的 とは言 えない ス ケ ジュー ル も しば し

ばで す。 宿泊 先 も四 つ星 ホ テル どころ

か， ず っ と格 下 げの場 合 もあ ります。

しか し， どん な混 乱 や不便 ， チ ャ レ ン

ジの さなか で も， ヒ ンク レー姉 妹 はい

つ もの朗 らかな性 格 そ の まま に表 情 も

変 え ませ ん。 目的地 に着 き， 聖徒 た ち

の歓迎 を受 けて飛 行機 のタ ラ ップ を降

りるた びに， ヒ ンク レー姉 妹 のや さ し

い愛 に あふれ た人 格 が周 りに波及 して

い くようで した。 この点 で姉妹 は，神

権 指 導者 を夫 に持 つ姉 妹 た ちのた め に，

夫 を支 持 して長 所 を引 き出す た めの規

範 を作 った と言 え るで し ょう。

あ る時 ヒンク レー ご夫妻 は， 結婚50

周 年 の記念 日 と教 会 の責任 が重 な り，

記 念 日を と もに祝 うた めに子供 た ち を

旅 行 に 同 伴 した こ とが あ り ま した 。

バ ーバ ラ ・ス ミス姉妹 はその時 の ご夫

妻 に つい て，次 の よ うに語 ってい ます。

「い つ もの よ うに朝 か らひ っ き りな し

に集会 が あ り， 地 元 の指導 者 た ち との

夕食 会 もあ って， 夜 にな る ころ には ヒ

ンク レー副 管長 も疲れ切 って いた こ と

で し ょ う。 で も 〔ヒ ンク レー姉 妹 は〕

夕食 会 の会 食 中， い っ とき夫 と指 導者

た ち の会話 に耳 を傾 け る と， そ っ とそ

の場 を抜 け出 して は， 家族 の様 子 を見

に行 って い ま した。

この こ とか ら， ヒン クレー姉 妹 が長

年， 神 の み国 のた め に重大 な業 に励 む

夫 を助 けなが ら， 同時 に子供 た ち の世

話 に細 心 の注意 を払 って きた様 子 を う

か がい知 る こ とが で き ます 。」(バ ーバ

ラ ・B・ ス ミス ， シ ャ ー リー ・W・

トー マ ス 共 著 「信 仰 深 い 女 性 た ち 」
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世 界 じゅ うの神 権 指 導者 の奥 さんた

ち に とって ，す ば らしい模範 で は ない

で し ょうか 。

家 族 に か か る教 会 奉 仕 の大 きな プ

レ・ッ シ ャ ー に もか か わ らず ， ヒ ンク

レー姉妹 は妻 と母 とい うふ たつ の永遠

の重 要性 を持 つ 召 しの 問で， 絶 えずバ

ラ ンス を保 って きたの です。 リチ ャー

ド， クラー ク， キ ャス リー ン， そ して

バ ー ジニ ア とジ ェ ー ン とい う ピ ンク



レー家 の お子 さ んた ち を見 れ ば，姉 妹

が 母親 の役 割 を りっ ぱ に果 た して きた

ことが 明 らか です 。 それ ぞれ両 親 が誇

れ る子 供 た ちだか らです。

ヒ ンク レー姉 妹 は， 母親 の役割 につ

いて この よ うに話 した こ とが あ ります。

「まず
，小 さい 子供 をお持 ち の 母親

の皆 さん にお話 しし ます。今 は皆 さん

に とって最 高の 時で す。 今 こそ，皆 さ

んが お そ ら く人 生で い ち ばん重 要 な働

きをす る時 な のです 。小 さい子供 た ち

の世 話 をす る この時 期 が早 く過 ぎれ ば

よい のに と願 って， 無駄 に過 ごさな い

で くだ さい。人 生 とい うの は， こん な

時 が来 た らと将 来 を思 い描 いて いて も，

いつ だ って今 とい う時 を生 きな けれ ば

な らない ものな ので す。今 こそ神 の王

国 を築 くうえで， す ば ら しい機 会 な の

だ と認 識 して くだ さい。子 供 た ち に天

父 を愛す るよ うに教 える とき，皆 さん

は最 高 の業 を行 な って い るので す。専

業主 婦 の皆 さ ん，専 業主 婦 でい られ る

こ とに どうぞ感 謝 して くだ さい 。 また，

職業 をお持 ち の皆 さん， ご自分 に とっ

て最 善 と思 われ る道 を歩 んで くだ さい。

私 自身 は， 専業 主婦 で あ る こ とに引 け

目 を感 じた こ とは一 度 もあ り ませ ん。

今 の皆 さん の生活 は， きっ と目が 回

る よ うに忙 しい毎 日で し ょう。 私 は今

まで， さ まざ まな状 況 の い ろい ろな女

性 た ち を見て きま した。道 路 の補修 工

事 に従 事 す る中 国の女 性 た ち。畑 仕事

をす るヨー ロ ッパ の女 性 た ち。 また道

を掃 くア ジアの女 性 た ち も目 に しま し

た。 で も，私 の意 見 で は， モル モ ンの

女性 ほ ど働 き者 の女性 は，世 界 で もあ

ま り類が ない と思 い ます 。 モル モ ンの

女性 は庭 仕事 を して， で きた野 菜 を瓶

詰 め に します。 裁縫 もすれ ば， 安売 り

の店 を探 して買 い物 も します。 心臓 協

会 の募金 活 動 のボ ラ ンテ ィア もし ます

し，近所 の出産 した ばか りの女 性 や病

気 の人 た ち に食 事 も届 け ます。 年老 い

た両親 の世 話 もす れ ば， カ ブス カウ ト

の男 の子 た ち とテ ィンパ ノ ゴス 山 に も

登 る し， リ トル リー グの試 合 を観 戦 し

ます 。娘 の ジ ェニ ー の ピア ノ練 習 に も

付 き合 い ます 。神殿 奉 仕 もす る し， 日

記 の記入 の遅 れ を取 り戻 さな くて は と，

心配 も します。 日曜 日の朝， 人 に よっ

て は8時 半 とい う早 い 時間 に， 皆 さん

は清潔 に身 支度 を整 えた子供 た ち を引

き連 れ て教 会 にや っ て来 ます。 腕 い っ

ぱい に荷物 を抱 え， よ その子供 た ち を

教 えに教室 に向か う皆 さんの 姿 を見 る

とき， 私 の胸 は誇 ら しさで いっ ぱい に

な ります。 皆 さん は， ほ とん ど人 手 を

借 りず に家 を ピカ ピカ に磨 き上 げ，夜

に夫 が仕事 か ら帰 宅 す る ころ には魅力

的 な妻 に変身 し よう と努 力 して い ます。

で も，若 い母 親 の皆 さん， どうぞ忘 れ

な いで くだ さい 。皆 さん は今 ，神 が望

ん でお られ る働 きを してい るの で す。

この機会 が与 え られて い る こ とに感 謝

して くだ さ い。」(メ ア リー ・E・ ス

トー バ ル， キ ャ ロル ・コ ー ン ウ ォー

ル ・マ ジソ ン共 編 「信仰 深 い女 性 た ち

一BYU女 性 の大 会講 演 集」1989年 ，
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母親 とい う召 しは， どん な もの よ り

も高 尚で， 重 要 な召 しで す。

ヒ ンク レー姉 妹 ， あ なた は私 た ち に

とってす ば らしい模範 で す。 主 は，私

たち が この世 にい る間，成 長 し， 進歩

し続 ける こ とが で き るよ う真理 を啓示

され ました が， あ なた はそ の真理 を熱

心 に探 求 して き ました。 そ の真理 を知

る意欲 のた め に，福音 を勉強 し続 けて

きま した。 また ，機 会 が あ るご とに，
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定期 的 に イ ンス テ ィテ 諸一 トに登録 し，

知識 を深 め よ う と努 力 して き ました。

あなた が話 を し，教 え る ときに， そ の

福音 の知識 の深 さが明 らか にな ります 。

特 に， 専任 宣教 師 の前 に立 っ と き， そ

れが顕 著 に見 られ ます。.姉妹 の真価 が

発 揮 され るの はその 時で す。 宣教 師 た

ちの霊 が鼓 舞 され， あ なた の教 え に こ

た え る有 り様 には， す ば ら しい もの が

あ ります 。

ヒ ンク レー姉 妹， 女性 の 役割 につい

て大 きな混乱 が 存在 す る現在 ， あなた

は人 生 に正 しいバ ラ ンス を見 いだ そ う

と苦 しんで い る人 た ちに とっ て， よい

模 範 とな って い ます。 そ んな人 た ち に

は， ご自分 の人 生 を振 り返 って80歳 と

い うのはす ば らしい時 だ と言 い切 るあ

なた の声 に耳 を傾 けて ほ しい と思 い ま

す 。 それ は きっ と， あな たの人 生 が，

す ば らしい業績 と成長 に彩 られ， 理解

と信仰 を もって夫 を支 えて きた， 満 ち

足 りた ものだ ったか らで し ょう。 あな

た は以 前 この よ うに言 い ま した 。

「世 間 の うわ さ とは違 うか もしれ ま

せ んが， ある程 度健 康 で さえ あれ ば，

この年代 こそ黄 金時 代 といえ るの です

よ。 同年 代 の皆 さん， この年 にな る と

だ れ と も競争 す る こ とが ない で し ょう。

人 に 自分 を証 明 して見 せ る必 要 もあ り

ませ ん。 要 は楽 しむ年代 なの です。 皆

さん の中 に も， 子供 たち に こんな す ば

ら しい時代 はない ， と言 った こ との あ

る人 が た くさん い らっ し ゃ る はず で

す 。」(「 王 国 を築 く」p.10)

ヒン ク レー姉 妹 ，先 日 ソル トレー ク

神殿 に十二 使徒 が 集 ま りヒン クレー大

管 長 を教会 の大管 長 として聖 任 し，任

命 した時 ，大 管長 はあ なた に最高 の賛

辞 を贈 りました。 私 の記憶 に残 って い

る の は次 の よ うな言 葉 で す 。 「妻 は強

い信仰 の持 ち主 で あ り， す ば らしい母

親 で す。 心 か ら妻 を愛 して い ます。」

ヒ ンク レー姉妹 ， あ なた は私 た ちみ

ん な に とってす ば らしい模範 で す。 主

が姉 妹 を祝福 して， 健康 と長 寿 を賜 わ

ります ように。 また， 私 たち一 人一 人

に， 救 い主 と福音 への あ なた の熱 い思

い が伝 わ ります よ うに。 へ りくだ り，

イ エ ス ・キ リス トの み名 に よって お祈

りします。 ア 「 メ ン。



ゆ る

赦しを得る
十二使徒定員会会員

リチャード ・G・ スコット

悔い改めの段階は……清さ，旭1の平安，自尊旭1，希望をもたらし，つ

いには，新たな生活と豊かな機会に恵まれた新しい入を生み出すのです。

目 近， 初 め ての道 を通 って いた 時，

取 「前方に悪路」 と書かれた大き

な仮 設 の標 識 が 目 に入 りま した。 ほん

とうに その とお りで した。 この警 告 が

なか った ら， ひ どい 目 に遭 って いた こ

とで し ょう。人 生 もそれ に似 て い ます。

起伏 の激 しい時期 が た くさんあ ります。

あ る もの は私 た ち を強 める試練 で あ り，

また あ る もの は みずか らの不 従順 か ら

生 じます。 私 た ちが個 人 の生 活 の中 で

受 ける有益 な警 告 も， 私 た ち を災 い か

ら救 って くれ ます 。損 壊 した 道路 はす

べ て の人 に とって 同 じ障害 とな り， だ

れ かが補 修 す る まで同 じ状 態 が続 き ま

す 。で も， 人生 とい う道 は違 い ます。

私 た ち一人 一人 が ，成 長 のた め に独 自

の チ ャ レン ジに遭遇 す るので す。 また

私 た ち 自身 の誤 った選択 も， そ の道 に

もっ と多 くの 障害 を置 くこ とにつ なが

ります 。 しか し私 た ち には，道 を平 ら

に し， くぼみ を埋 め， 自分 の これ か ら

進 む道 を美 し く整 える能 力が 備 わ って

い ます。 そ の過程 は悔 い改 め と呼 ばれ，
ゆる

赦 しへ とつ なが って い ます。

も し も皆 さんが 数 々の警 告 を無 視 し

たた め， 悪路 によ って人 生が 損 なわ れ

た り， 台 な し にな った りした として も，

得 られ る助 けが あ ります 。 その助 けに

よ って，皆 さん は損 なわ れた人 生 を繕

い， や り直 す こ とが で き るの です 。皆

さん は再 出発 で き ます。皆 さんの 進路

を，堕 落 し曲 が り くね った失意 の 道 か

ら，平 安 と幸福 に通 じ る高速道 路 に変

え る ことがで きるの です。

私 は，皆 さんが そ の よ うな平 安 を得

る うえで，助 け にな りた い と願 って い

ます。 そ のた め には， まず背景 とな る

知識 を紹 介 す る必 要が あ ります。 そ う

す れ ば，道 を正 す 方法 が もっ と論理 的
いや

な もの とな り， 癒 し に 向 か う段 階 が

もっ と意 義 深 い もの とな るで しょ う。

私 た ちが な す間違 った選択 ， す なわ

ち私 た ちが犯 す罪 は みな， 永遠 の律 法

へ の違 背 です。 そ れ は， たい てい す ぐ

に認 識 で きる ような否定 的 な結 果 を も

た らし ます 。一 方， 意識 せ ず に行 な っ

た こ とが何 らかの結 果 を招 い て し まう

こ ともあ ります。 た とえ無意 識 の行 動

で あ って も， その結 果 か らは免 れ られ

な いの です。 それ らは現 世 で の私 た ち

の生 活 の質 に著 しい影響 を及 ぼ し， 次

の世 にあ って も強力 な影 響 を もた らし

ます 。永 遠 の律 法 を破 った場 合 ， 自分

自身 で正 義 の要 求 を満 たす こ とは一 切

で き ませ ん。 正 義 の要求 に対 す る支 払

いが 行 なわ れ ないが ぎ り，私 た ち は皆，

い つ まで も否 定 的 な結果 を被 るの です。

この よ うな状 態か ら私 た ち を解放 し

て くれ るの は， イエ ス ・キ リス トの生
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しよくざい

涯 と教 え， そ して 何 よ り順 罪 だ けで

す。 ほか に道 も方法 もあ りませ ん。 私

た ち は皆， 大小 を問わ ず数 々 の過 ち を

犯 してお り， それ が解 消 され な けれ ば，

神 の み も とに戻 る こ とは で きませ ん。

だ か らこそ， イエ ス ・キ リス トの腰 罪

は， か つ て あった 出来事 ， あ るい は こ

れ か ら起 こる出来事 の 中で 最 も重要 な

の です 。無 限 の結果 を もた らす この無

私 の行為 は，栄 光 あ るただ ひ と りの お

方 に よって な され た もので あ り，天 の

御 父 の すべ て の息子 と娘 の人 生 に，例

外な く永遠にわたる影響 を及 ぼ します。1

それ は死 の かせ を砕 き， 私 た ちが最後

に主 か ら裁 きを受 け る ことを正 当 と し

ます。2そ れ は永 遠 が悪 魔 の支 配 下 に

入 る こ との な い よ う に し ます。3そ れ

は，悔 い改 め と従 順 を通 して赦 しを得

た， ふ さわ しい人 々 の ため に，昇 栄 と

永 遠 の生 命 への 門 を開 き ます。4
あがな

購い主は正義に照らして皆さん個人
あわ

の罪 を精 算 し，悔 い 改 め とい う憐 れ み

に満 ちた 方法 で赦 し を与 えて くだ さい

ます 。5贋 罪 が 皆 さん の人 生 に完全 な

奇 跡 を もた らす に は， じ ゅうぶ んな悔

い改 めが不 可 欠 です。 神 は，誤 った道

を歩 む人 々 を迫害 す るのを喜 び とす る

ようなね た み深 いお 方で は あ りませ ん。

腰 罪 につ い て理 解 を深 める な ら， そ の

ことが一 層 よ くわか るで し ょう。神 は

私 た ち の御 父 で あ り， あ らゆ る面 で完

全 で， 慈悲 の心 に富 み，思 いや り深 く，

忍 耐強 く， 寛大 なお方 で す。神 は私た

ちの懇 願 を快 く聞 き入 れ， 勧告 を与 え，

強 め， 高 め，励 まして くだ さい ます。

また， 私 た ち一 人 一人 を この うえな く

愛 して くだ さっ てい るの で，完 全 で，

罪 の ない， 絶対 的 に従 順 で，完 全 に義

にか な った御子 に，筆 紙 に尽 くしがた
く もん

い苦悶 と苦 痛 を味 わわ せ， 全人 類 のた

めに ご 自身 を犠 牲 とす るよ う命 じ られ

ま した 。6世 界 は，絶 対 的 な 正義 が 支

配 す る こ とに よ り秩 序 を保 ってい ます。

私 た ち は腰 罪 の おか げで， その よ うな

世界 で生活 を続 け られ るので す。正 義

が ， イエ ス ・キ リス トの教 えに従 うこ

とに よ って得 られ る憐 れ み によ って和

らげ られ るか らで す。

私た ち の中 で悔 い改 め の奇跡 を必 要

としない人 が い るで し ょ うか。 皆 さん



の人生 が数 々 の間 違 い に よって少 し傷

うい て い よう と， ひ ど く損 なわ れて い

よう と， 回復 の ため の原則 は同 じで す。

しか し，治 療 の長 さ とつ らさ は， 状況

に応 じて異 な り ます。 確 か に私 たち は
ゆる

赦 し を目標 としな けれ ばな りませ ん。

そ して その 目標 に到達 で きる唯一 の道

は，悔 い改 めで す。 そ の こ とについ て

は次 の よ うに記 され て い ます。 「身代
しょくざい

りの購 罪 を な し た も う は ず の イ エ

ス ・キ リス トに よらな けれ ば，人 が依

り頼 ん で救 われ る道 も方 法 もな い… …。

主 … … はその民 を順 うた め に…… 降

臨 した もうが，民 を罪 のあ るま まに は

順 いた まわ ない 。… …

もし も人 々が悔 い 改 め るな らば， 主　 ら
は これ を その罪 か ら腰 う権 威 と能 力 と

を御 父 か ら授 か りた も う。」7

救 い 主へ の従順 と信仰 は，誘 惑 に抵

抗す る力 を もた らし ます。 ヒラマ ン は

こ う教 えて い ます。 「お前 た ち は神 の

御子 で キ リス ト.であ る私 らの贈 い主 の

岩 を基 に しな くて はな らない… …。 贋

い主 の岩 を基 にす る な らば，悪魔 が そ

の大 風 を吹 かせ 〔る〕 とき， また悪 魔
ひよう あ ら し

の窟 と暴 風 雨 とが お前 らを打つ とき，

悪魔 はお前 らに打 ち勝 っ て…… 永遠 の

悲惨 にお前 た ち をひ き落 す能 力 はない 。

なぜ な らば， お前 らの 立つ 岩 は堅 固で

あっ て人 が その上 に立 つ と倒 れ る こ と

ので きない基 であ るか らであ る……。」8

赦 しは悔 い改 めを通 して もた らされ

ます。 で は悔 い改 め とは何 で し ょうか 。

悔 い改 め は ど うす れ ば成 し遂 げ られ る

ので し ょ うか。 その結 果 は ど うなるの

で し ょうか 。簡 単 な質 問 の よ うで すが ，

多 くの人々 が悔 い改 めの方 法 を知 らな

い こ とは明 らかで す。

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大管 長

は 「赦 しの奇跡 」 の 中で，悔 い改 め を

通 して赦 しに至 るす ば ら しい指 針 を与

えて い ます。 それ は， 多 くの人 々 が戻

る道 を見 いだ す助 け とな って きま した 。

彼 は以 下 の よ うな悔 い改 めの5つ の基

本 要素 を明 らか に してい ます。

罪 を 悲 しむ。 主 が皆 さんの過 ち を ど

れほ ど重大 な もの と見 て お られ るか，

調 べ， 深 く考 えてみ て くだ さい。 そ う
いや

す る ことは，癒 しへ と導 く悲 しみ と自

責 の念 を もた らし ます。 また それ は，

変 わ りた い とい う心 か らの望 み と， 赦

しを得 るた め のあ らゆ る条件 に進 んで

従 お う とす る気持 ち を生 じ ます 。 アル

マ は こ う教 えて い ます 。 「これ に よ っ

て正 義 は その一切 の要求 を満 す こ とが
あわれ

で き，憐 み を受 ける に足 る一 切 の人 々

に憐iみが及 ぶ。 そ れで あ るか ら，真 心
たれ

か ら悔 い改 め る者 の ほか には誰 も救 わ

れ るこ とが で きな い。」9

罪 を捨 て る。 これ は， 背罪 を繰 り返

さない とい う決 心 を， 断固 と した， 永

続 す る もの とす る こ とです 。 この決 意

を持 ち続 け るな ら， 罪 を犯 した こ とへ

の後 ろめ た さを再 び感 じる必 要 が な く

な ります。 しか し， 次 の こ とを覚 えて

お い て くだ さい 。 「罪 を犯 す者 に は前

の罪彼 に返 るべ し…… 。」loジ ョセ ブ ・

ス ミス は こう述 べ て い ます 。 「悔 い改

め は， 毎 日 もて あそぶ ような事 柄 で は

ない。 毎 日過 ち を犯 し，毎 日悔 い 改 め

る ような こ とは，神 の 目に よ し とされ

ない。」u

罪 を 告 白す る。皆 さん は 自分 の 罪 を

いつ も主 に告 白す る必 要 が あ ります。

不 道徳 の よ うな重大 な背罪 で あれ ば，

監督 や ス テー キ部長 に告 白 しな けれ ば

な りませ ん。 しか し， ぜ ひ理解 して い

た だ きた いの は， 告 白が悔 い 改 めそ の

もので はない とい う こ とです 。告 白は，

確 か に欠 くこ とので きな い段 階で すが ，

それ だ けで はふ じ ゅ うぶ ん なので す。

小 さな過 ちだ けに触れ た部 分 的 な告 白

は， もっ と重 大 な，隠 れ た罪 を取 り除

く助 け とは な りませ ん。赦 し に不 可欠

なの は，行 な っ.たすべ て の こ とを， 自

発 的 に主 に， また 必要 な場 合 は主 に召

され た判 士で あ る神権 指 導者 に， すべ

て打 ち明 け る こ とな ので す。次 の言葉

を覚 えて お い て くだ さい。 「そ の罪 を

隠 す者 は栄 え る こ とが ない， 言 い表 わ

して これ を離 れ る者 は， あわ れ み を う

け る。」12

罪を 償 う。 盗 んだ もの や損 害 を与 え

た もの， 汚 した もの を可 能 なか ぎ りす

べて元 どお りに しなけれ ば な りませ ん。

自発 的 な償 い は， 皆 さ んがで きるか ぎ

りの こ とをす べ て行 な って悔 い改 め よ

う と決 意 してい る こ とを，主 に具 体 的

に示 す証 拠 とな ります。

すべ て の戒 め に従ll眞に従 う。心 か ら
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従順 にな るこ とに よ り，皆 さん の生活

に福 音 の完 全 な力 が及 び， 特定 の罪 を

捨 て る こ とに絶 えず心 を向 け る強 さが

与 え られ ます 。や が て，集 会 に出席 す
りゆうぶん

る，什 分 の一 を納 め る，奉 仕 をす る，

ほか の人 を赦 す な ど， 最初 は悔 い改 め

を要 す る と感 じてい なか っ たか もしれ

ない事 柄 に も心 が向 けられ る よ うにな

ります 。 主 は こう言 わ れ ま した。 「悔
いましめ

い改めて主の誠命を行 う者は赦され

壷 。」13

さ らに私 は，6番 目の段 階 を追 加 し

たい と思 い ます。 それ は救 い主 を認め

る こ とで す。悔 い改 め に必要 とされ る

す べ ての段 階 の 中で 最 も大切 なのが ，

赦 しは腰 い主 の おか げで 与 え られ る と
あかし

い う確 信 を持 つ こ とで あ る と，私 は証

します。.贈い主 の同意 が あって こそ赦

しが得 られ る とい う こ とを知 る必 要 が

あ るので す。 ア ルマ は こう宣 言 して い

ます 。 「私 は …… 身 も霊 も劇 烈 な苦 痛

を感 じ， 主 イエ ス ・キ リス トに憐 み を

願 い求 め る まで は少 し も罪 の赦 しを受

けなか った が， イエ ス ・キ リス トに祈

り求 めた ら私 の身 も霊 も安 らか にな っ

て慰 め を得 た。」14皆 さん も， イエ ス ・

キ リス トを信 じ る信 仰 を行使 す るな ら

助 け を得 られ るで し ょう。i5す なわ ち，

イエ ス ・キ リス トを信頼 し， また イエ

ス ・キ リス トの教 え を信 頼 す るの です。

サ タ ンは私 た ち に， 重大 な罪 を完全 に

克服 す る こ とはで きない と思 い込 ませ

よ う とします。 しか し救 い主 は，罪 の

な い者 の血 を流 す こ とと聖 霊 に逆 らう

こ とを除 いて， あ らゆ る罪 の影 響 が私

た ち に及 ばな い よ うに， ご 自身 の命 を
ささ

捧 げ られた ので す。

ま こ との悔 い改 め の実 は赦 しで す。

そ して赦 しは， この地上 に備 え られて

い るす べ ての誓 約 と儀式 を受 けて， そ

れ に伴 う祝福 を享受 す るため の門 を開

き ます。 悔 い改 めた人 がバ プ テ スマ を

受 け る とき，以 前 のす べ ての罪 は赦 さ

れ， それ を心 に留 め る必 要 はな くな り

ます。 じゅ うぶ んな悔 い改 め が なされ，

人 が清 め られ る と， 人生 の新 しい展 望

と栄 えあ る可能 性 が生 じます。 主 の約

束 は なん とす ば ら しい もので し ょう。

「見 よ
， お よそ す で に その 罪 を悔 い改

めた る者 は赦 され， 主 な るわ れ もはや



これ を忘 るべ し。」16主 は ご 自 身 の 言

葉 に忠実 で あ り， これか ら も忠 実で あ

られ るこ とで し ょう。

皆 さん の罪 をほか の人 が だれ も知 ら

ない か ら とい って安 心 し ないで くだ さ

い。 これ は砂 の 中 に頭 を隠 した ダチ ョ
くらやみ

ウの ような もの です 。 ダチ ョウは暗 闇

だ けを見 て， 隠 れ る こ とが で きた と安

心 し ます 。 しか し現 実 に は， 愚 か な格

好 で だれ の 目 に も映 って い るの です 。

同様 に，私 たち の行 ない は こ とご と く，
あい し

天 にお られ る私 たち の御 父 とその愛 子

に見 られ て い るので す。 お ふた 方 は私

たちについてすべ ての ことを ご存 じで す。
かんいん

姦 淫 ，不 貞 ， 同性 愛 ， そ の ほか重 大

さ におい て これ らに類 似 した倒錯 行 為

は，生 き方 のひ とつ として受 け入 れ ら

れ るよ うな もの で はあ りませ ん。 これ

らは重 大 な罪 で す。.肉体 的 また性 的 な

虐待 を行 な う こ とは， 大 きな罪 です 。
ゆる

この よ うな重罪 に対 して赦 しを得 るに

は，真 剣 な悔 い改 め が必 要 です。 キ ン

ボ ー ル大 管 長 は こ う教 えて い ます 。

「あ らゆ る赦 し に は条 件 が あ る
。 しっ

くい はそ の落 ち た箇 所 を全 部 覆 って し

ま う まで塗 らな けれ ば な らない。 断食

と祈 りと謙 虚 な態度 は犯 した罪 に じ ゅ

うぶ ん見合 うだ けの もの， あ るい はそ

れ 以 上 の も の が 必 要 と さ れ る。」ロ

「神 が少 し ばか りの懇 願 で 重 大 な罪 を

赦 して くだ さ る とは考 え られ な い。長

い期間 の継 続 した悔 い改 めが あ る まで，

神 はお待 ち にな るで あ ろ う。」18

重大 な罪 を犯 して お きなが ら， そ の

行 な いか ら永続 す る満 足や 慰 め を見 い

だ せ る人 は決 してい ない で し ょう。罪

を隠 し，言 い訳 をす る こ とで な ん とか

切 り抜 け られ た と思 う人が い るか もし

れ ませ んが ， そ うで は あ りませ ん。サ

タ ンは，皆 さんが 最 も人 に知 られ た く

ない行 為 を，最 も大 きな害 の及 ぶ 時 を

見計 らって，公 に しよ う とし ます 。偽

りは， 皆 さん をが ん じが らめにす る鎖

とな り， また サ タ ンが 皆 さん を陥 れ る

わ な とな ります。

時折 ，悔 い 改 めの段 階 は，最 初 は む

ず か し く， 苦痛 を伴 い ます 。 それ は汚

れ た衣服 を洗 うの に似 て い ます。 しか

しそれ らは，清 さ，心 の平 安， 自尊 心 ，

希望 を もた ら し， っ い には，新 た な生 ，

活 と豊 か な機会 に恵 まれた 新 しい人 を

生 み出 す ので す。

次 の 聖句 は， 皆 さんが何 を した らよ

い か を知 る助 け とな るで し ょう。 「し
けんそん

か し謙遜 な人 た ち はた びた び 断食 して

祈 り， ます ますへ り くだ って い よい よ

固 くキ リス トを信仰 したか ら， 喜 び と

慰 め とが その心 に満 ち 〔た 。〕 … … こ
まった

れ らの人 が そ の心 を全 く神 に従 わ せた

か らで きた の で あ る。」19

最 後 にヴ 私 は真 心か ら皆 さん一人 一

人 にお勧 め します。 自分 の生活 を よ く
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見直 して くだ さい。 皆 さん は，幸 福 を

もた らす とわか っ てい る標準 か ら外 れ

た ことは あ りませ んか。 心 の片 隅 に掃

除 の必要 な場 所 は あ りませ んか。 皆 さ

ん は今， 悪 い とわか ってい る事柄.をし

て はい ませ んか 。清 くない考 えで心 を

満 た し て い ませ ん か 。 冷 静 に， また

じっ く り と思 い巡 らしてみ る とき，良

心が皆 さん に悔 い改 め を告 げ ませ ん か。

もしそ うな ら， この世 で平 安 を得 る

た め に， また永遠 の幸 福 を享 受 す るた

め に， どうか悔 い改 め て くだ さい。主

に向 か って心 を開 き，助 けを求 めて く

だ さい。 そ うす れ ば，皆 さん は祝福 さ

れて ，赦 し と平安 ， また 自分 が清 め ら

れ， 完全 にされ た とい う知 識 を得 られ

るで し ょう。 今 ，悔 い改 め る力 を主 に

願 い 求 め る勇 気 を得 て くだ さい。 私 は，
あがな

イエ ス ・キ リス トが順 い 主で あ る こ と
あかし

を厳粛 な思 い を込 めて証 いた します。

主 は生 きてお られ ます。 イエ ス ・キ リ

ス トが皆 さん一人 一人 を愛 して お られ，

皆 さんを助 けて くださる ことを証 します。

今 ，悔 い改 め る こ とに よって主 の赦

しを得て くだ さい。 イエ ス ・キ リス ト

のみ名 に よって 申 しあ げ ます 。 アー メ

ン。
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誓約を記念する

中央若い女性第二副会長

ポニー ・D・ パーキン

誓約によって私は，目先のことにとらわれず，大きな視野に立って物事を

見られるようになりました。誓約によってほかの入々の生活に影響を与え

られるようにもなりました。

ンク レー大 管長 ，私 は若 い女性

ヒ 指 導者 の ひ と り として，若 い女

性 全 員 の気持 ち を代弁 させ てい ただ き

ます 。私 た ち は予言者 であ る あなた を

愛 し，助 け，支持 して い ます。

愛 す る兄弟 姉妹 の皆 さん ，私 は召 し

を受 けて早 くもこの壇上 に立 って い ま

す が， まるで雪 解 け水 のた まった湖 に

投 げ込 まれ た よ うな気持 ちで， まだ ま

だ慣 れ るの に時 間 がか か りそ うで す。

私 には4人 の息 子 が い ます。息 子 ばか

りで すか ら， 中央 カ ブス カ ウ トのデ ン

マザ ー に召 され て もおか し くな い と こ

ろで すが ， で も今 回 この 召 し を頂 い た

おか げで ，娘 が欲 しい とい う長年 の夢

は二 重 にか な え られ ました。4人 の す

ば らしい嫁 と世界 じ ゅうの50万 人 の若

い女 性 た ち とい う， す ば ら しい 娘 を与

え られ たか らで す。 天父 は個 性 を持 っ

た皆 さん一 人一 人 を よ く知 っ てい らっ

しゃい ます。 どう して私 に それが わか

る と思 い ます か。 そ れ は天 父 がや さ し

い み手 を伸 ば して，私 ， ポニ ー ・パ ー

キ ン を支 え， 助 けて くだ さった か らで

す。 御子 の光 が 私の 心 を温か く包 ん で

くだ さった か らです 。 また約 束 や誓 約

を交 わ し，守 る こ とによ って私 の人 生

が変 わ った か らです 。

誓 約 に よっ てあ なた の人生 は変 わ り

ま した か。 あ なた は誓約 を記 念 して い

ます か。

先 日，初 孫 の ジ ョーダ ン ・エ ミリー

が 子供 の祝 福 を受 けるの で， カ リフォ

ル ニ アのパ サ デ ナへ行 き ました。 これ

はふ たつ の理 由で 特別 な経 験 で した。

ひ とつ は， それ まで 主人 と私 はパ ー キ

ンの家 系 に は女 の子 は生 まれ な い と

思 って いた た め， そ して も うひ とつ は，

この祝福 はジ ョー ダ ンが 神 の娘 として

この地上 で最 初 に踏 み 出す第 一歩 だ っ

た ため です。 私 は彼 女 の中 に秘 め られ

た可 能性 に思 い をはせ， 大 きな喜 び を

感 じま した。

ジ ョー ダ ンは恵 まれ た子供 です。 神

殿 で結 び 固 め を受 けた 両親 の元 に，新

し くか つ永 遠 の誓 約 の子 として生 まれ

ま した。 もし両親 が この誓 約 に忠 実で

あ り続 ける な ら， ジ ョー ダ ン はその恩

恵 として平安 や愛 にあふ れた 家庭 で保

護 と理 解 を受 けなが ら成 長 して い ける

で し ょ う。誓 約 の子 と して生 まれ る特

権 は必 ず し もす べ ての教 会員 の もので

はあ りませ ん。 しか し， 誓約 の祝 福 は

ふ さわ しい人 であ れ ばだれ で も受 け る

こ とが で き ます。

幼 い ジ ョー ダ ンが忠 実 な末 日聖徒 と

し て歩 む人 生 が ， 神 権 の祝 福 か ら始
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まって， 神 の子 と してバ プ テ スマ の誓

約 を交 わ し， 若 い女性 として その最初

の誓 約 を守 り， さ らに神 聖 な誓 約 を交

わ して守 るふ さわ しさ を身 につ け， 女

性 として神殿 で誓約 を交わ し， 妻 とし
きよ

て約 束 の聖 きみた まに よって結 び 固 め

られ， そ して最 後 に昇 栄 した神 の 娘 と

して天 父 のみ も とに帰 り， その み腕 に

抱 かれ る まで のす ば らしい旅 とな るよ

う に願 って い ます。 これ は， 私 た ちが

聖 徒 として歩 む旅 路 で もあ ります。

誓約 を交 わ し， 守 る ことにつ い て よ

く話 され ますが， 実 際， そ れ は どうい

うこ となの で し ょう。バ プ テス マ の時，

私 た ち は 「互 い の苦 難 を軽 くす るため

に喜 ん で助 け合 う こ と，悲 しむ者 を思
い

いや って共 に悲 しむ こ と， 慰 めが 要 る

者 を慰 め る こ と， …… いつ い か なる時

で も， どの よ うな所 に居 て も， どん な

こ とにつ いて も… …神 の証 し人 にな り

た い 」 と い う 決 意 を表 わ し ま す 。

(モ ー サ ヤ18：8-9)こ れ は ほ ん の

最 初 の1歩 であ り，神 殿 で は さ らに，
ささ

従 順 で あ り，犠 牲 を捧 げ， 己れ を清 く
の

ふ さわ し く保 ち， 真理 を宣 べ伝 え，純

潔 を守 り，祈 り， 福音 に従 って生 活 し，

そ して永 遠 にわ た って 忠実 で あ るこ と

を誓 約 します。

天 父 は私 た ち一人 一人 を よ くご存 じ

で す。 私た ちが 主 と交 わす 誓約 はひ と

りず つ 個 別 に行 な わ れ ま す 。 ハ ワー

ド ・W・ ハ ンター大 管 長 は この よ うに

言 い ま した。 「私 が常 に感 銘 を受 け て

きた の は， 主 は私 た ち一人 一人 と個 別

に交 わ られ る とい う ことです 。私 た ち

は教会 で 多 くの ことを集 団 で行 ない ま

す。 …… しか し……最 も重要 な事柄 は

すべ て ひ と りず つ行 なわ れ ます。 子供

の祝福 は，双 子 で あ ろう と三 つ子 で あ

ろう と， ひ と りずつ行 ない ます 。バ プ
せいさん

テ スマ もひ と りずつ ，聖 餐 を受 ける と

き も，神 権 を授 か る とき も，神殿 で儀

式 を受 け る とき も， ひ と りず つ， 自分

と天 父 との関係 を強 めなが ら行 な うの

で す。天 で は個 人個 人 ，一 人一 人 に重

きが置 かれ ます。」(『永 遠 の投 資』 「教

会教 育部 職 員 へ の説 教 」1989年2月10

日)こ の ように して一 人一 人 が天 父 と

直 接交 わ した約 束 は まさに，記 念 す べ

き もので あ り，聖 別 すべ き もの です。



アル マが人 々 に誓 約 を交 わす よ うに勧

めた時 ， どん な こ とが起 こったか 覚 え

てい ます か。彼 らはそれ を記 念 しま し
たた

た 。 「そ の手 を叩 いて 」喜 ん だの です 。

で も， 誓約 が特 権 とい う よ り義務 の よ

う に感 じ られ る ことが多 い の はなぜ で

し ょ う。
せいさん

皆 さん は最 近聖 餐 を受 けた とき， ど

の よ う に感 じ ま した か 。 バ プ テ ス マ

フ ォ ン トや神殿 で交 わ した誓 約 につ い

て思 い巡 らした で し ょ うか。 私 た ちは

聖 餐 を通 して誓約 を新 た にで き ます 。

そ うす る こ とによ り，私 た ちが敬 意 を

もって きち ん と誓 約 を守 るな ら， 初 め

てバ プ テス マ を受 けた ときの よ うに清

く， 新鮮 な気 持 ち になれ ます。 また新

郎 新 婦 の よ うに神 殿 の結 び固 め に対 し

て真 心か らの忠実 を胸 に抱 き， 子供 の

祝 福 を受 けた幼 い ジ ョー ダ ンの よ うに

神 の深 い愛 を感 じる こ とが で きます。

誓 約 は私 た ち を新 た に して くれ ます。

誓 約 に よっ て私 たち の 日々 の行 ない

は変 わ っ てい るで し ょうか。 そ うで な

けれ ば な りませ ん。 それが む ずか しい

場 合 が あ って も，努 力 し続 ける必 要が

あ ります。

大 きな困難 に遭 って も誓 約 を固 く守

る ことに よっ て 自分 を新 た に し，次 の

世 にお い てだ けで な く， この世 にあ っ

て も平安 を見 いだ して い る， 多 くの聖

徒 た ちの経験 を耳 に し ます。誓 約 を守

る こ とは， 誓約 を破 る こ と と同 じ よ う

に，習慣 にな るか らで す 。

私た ち は皆 ，悪 や不 正 ，苦 痛 の犠牲

者 とな ります 。 あ る姉 妹 は ご主人 が彼

女 に忠 実 で なか った た めに何 年 もの 間

苦 しみ， 悲 しみ ま したが ，誓 約 に忠実

で あ り続 けた た め， それ を乗 り越 え る

こ とが で きま した 。

人生 には荒 海 もあれ ば，静 寂 な海 も

あ ります 。 イテル は 「この ような望 み
いかり

は信仰 か ら生 じて人 の心 の錨 にな る も

の で あ るか ら， この 錨 の た め に 人 は

しっか りしてび く ともせ ぬ よう にな り，
あが

いつ も多 くの善 い行 い を して神 を崇 め

るよ うにな る こ とが で きる」 と言 って

い ます 。(イ テ ル12：4)誓 約 とい う

錨 は私 たち を堅 い地 面 に しっ か りと立

たせ ， あ ら しの中 で も， 神 か らの約 束

に永 遠 の意義 を与 え るだ けで な く， 今

綴

現 在 に もそ うした約 束 をな くて は な ら

ない もの に して い ます。 誓約 に よって　 うた
「贋 い を与 え る愛 を讃 美 す る歌 を唱 い

た い」 とい う気持 ち にな った こ とが あ

りますか 。(ア ル マ5：26)

あ る扶 助協 会 の集 会 で，姉 妹 た ち は

若 い人々 に誓 約 を交 わ し，守 る よ うに

教 え る に は ど う した らよ い か を話 し

合 って い ま した 。 あ る姉 妹 は10代 の娘

の こ とで非 常 に悩 んで い ま した 。話 し

合 い の中で 信仰 ，祈 り， よい模 範， 聖

典 といった 意見 が 出 され るの を じっ と

聞 い てい た彼女 は， とう とうた ま らな

くな って 自分 の気持 ち をぶ つ け ま した。

「そ うい う こ とは全 部 や って み ま した
。

で も う ま くい き ませ ん。」 そ して静 か

に 「今 ，私 た ち を結 びつ けて くれ て い

る の は ， 愛 で す 。 そ れ しか あ りませ

ん」 と付 け加 えま した。 この す ば ら し

い姉 妹 は， 「(娘に対 して も)愛 あ る人

にな る」 とい う誓 約 を守 って さえい れ

ば，必 ず何 か が変 わ る と信 じて いた の

です。 そ してそ の とお りに な りま した。

若 い女性 のキ ャ ンプ に参 加 したケ イ

テ ィは， 家族 の深 刻 な問題 を抱 えて憤

りを感 じ 自暴 自棄 にな って い ま した 。

ぴを 　

〃 霧 潤

毎
纏

翻 欝

あかし

証 は揺 れて い ま した。 その時 ，彼 女 の

こ とを心 配 した指導 者 は， そ の聖 な る

召 しにふ さわ しい行 な い を しよ う とし

て ，手 紙 を書 き ま した。 「あ なた を愛

してい ます 。信 じてい ます 。 あな たに

は証 が あ ります。今 か ら書 くことはみ

ん な あ な た が 証 し て くれ た こ とで

す 。」 そ れ に続 い て 彼 女 が した 証 の

数 々が挙 げ られて い ま した 。誓 約 に忠
じ ぎ

実 で あ ろ う とした 指導 者か らの時宜 に

か な った この手 紙 によ って， ケイ テ ィ

は力づ け られ ，彼 女 自身 もまた誓約 に

忠 実 で ある こ とが で き ま した 。

私 の ワー ド部 にい る高校 生 のマ ー ク

は， つい最 近 断食 証会 で誓 約 を守 って

生 活 す るた めの力 を どの ように得 て い
ひ けつ

るか話 して くれ ました。 そ の秘訣 は簡

潔 で， 覚 えや す い もの で した。 「聖 典

を毎 日読 め ばサ タ ンは去 る。」

誓約 を守 る と どんな報 いが 得 られ る

で し ょ うか。 心温 か いベ ンジ ャ ミン王

は こ う語 って い ます 。 「お前 た ちの結

ん だ誓 約 の た めに お前 たち はキ リス ト

の子 と呼 ばれ 一 お前 たち は キ リス ト
かしら

と言 う頭 の下 に あ っ て 自由 を得 た 。」

(モーサ ヤ5：7-8)そ して私 た ち
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あがな

は 「神 に腰 わ れ第 一 の復活 にあず か る

者 の数 に入 って永 遠 の生命 を得 る」 こ

とが で き る の で す 。(モ ー サ ヤ18：

9)

兄弟 姉妹 の皆 さん， 私 た ち は誓 約 を

守 る こ とに よ り， くび きを負 って くだ

さるお方 ，重 荷 を軽 くして くだ さ るお

方 であ るキ リス トを思 い出 す こ とが で

きます。

誓 約 を完 全 に守 って い な い か ら と

い って落 胆 しな い で くだ さい。救 い主

は私 た ちが約 束 を守 る ことを強 く望 ま

れ て，永 遠 の順 い を備 えて くだ さい ま

した。今 あなた の心 が腰 い を与 える愛

の歌 を歌 って いな いな らば，誓 約 に立

ち戻 り，記念 して くだ さい 。私 の初 孫

の よう に， あ なた も清 くなれ るの です 。

誓 約 を新 た にす る こ とに よっ て， まる

で暑 い 日に氷水 を浴 び た ときの よ うに

目が 覚 め るで し ょ う。 そ して ， 世 界

じゅ うの何 百万 とい う教 会 員が どん な

試 練 に遭 お う と も日々誓 約 を守 って い

る点 を忘れ ないで くだ さい。 あ なた に

もで き ま す 。

き ょう， 私 が話 した中 でひ とつ だ け

覚 えて いただ く とす れ ば， 誓約 を固 く

守 り， それ を記 念 す る とい う こ とです 。

私 に とって誓約 は信仰 の表 わ れで あ り，

き ょう私 が ここに立 っ てい るの もそ の

た めです。 誓約 に よっ て私 は， 目先 の

こ とに とらわ れず ，大 きな視野 に立 っ

て物事 を見 られ る よ うにな りま した。

息子 た ちが宣 教 師 として伝 道 の業 に携

わ った時 ，私 は誓 約 が主 の み業 を推 し

進 め るの を目 に しま した。誓 約 に よっ

て ほか の人 々の生 活 に影響 を与 え られ

るよ うに もな りました。 私 は どん な こ

とが あ ろ う と神 と交 わ した誓 約 を曲 げ

る ことはで きませ ん。誓 約 に よって容

易 に正 しい選 び がで きる よ うにな りま

す。 私 た ちの人 生で 誓約 が さらに大 き

な力 と喜 び の源 と な る よ う， へ り く

だ って お祈 りし ます 。 それ によ って，

私 た ちが正 し く，揺 るぎ ない人 生 を歩

め ます よう に。 主 のみ手 が 必要 な とき

には， その助 けが いつ もあ ります ように。

主 が私 と交 わ して くだ さ った誓 約 を心

か ら大切 に思 い， それ に忠 実 に生 きら

れ るよ うに心 か ら願 って い ます。 イエ

ス ・キ リス トのみ名 に よ り， アー メ ン。

復活祭の思い出

七十人

アンドリュー ・W・ ピーターソン

お く

「神がわたしたちに下さったのは，臆 する霊 ではなく，力と愛と慎みとの

霊なのである。だから，あなたは，わたしたちの主のあかしをすること

〔を)決 して恥すかしく思ってはならない。」(11テ モテ117-8)

と2週 間 もす る と復活 祭 を迎 え

あ ます。 私 た ちが イエ ス ・キ リス

トに心 を向 け，思 い をはせ る こ とが で

きる よ うに願 って い ます 。多 くの人 々

に とっ て この復活 祭 は いつ もの復 活 祭

と変 わ りな く過 ぎてい くで し ょうが ，
めいそう

あ る人 々 に とって は瞑想 し， 記憶 を呼

び覚 ま し，感 謝 す る時期 にな るで しょ

う。

27年 前 ，私 は宣教 師 として アル ゼ ン

チ ン北伝 道部 で働 いて い ま した が， そ

の時 迎 えた あ る特別 な復 活祭 を今 で も

はっ き り と覚 えて い ます。私 たち の伝

道部 は南 ボ リビア に宣教 師 を派遣 して

い ましたが ，1968年 に私 は，南 ボ リビ

ア にあ るアル テ ィプ ラノ 山のふ も との

クイ リザ とい う小 さな村 で， その復 活

祭 の 日曜 日 を過 ご しま した。村人 が復

活 祭 の支度 を して いた光 景 ， あの時 の

雰 囲気 や音 楽， 気分 は今 も忘 れ られ ま

せ ん。

そ の復活 祭 の 日曜 日の朝早 く， アル

セ長老 は私 に あ る求 道者 の家 族 を訪 問

しよ う と提 案 し ました。 私 た ち はす ぐ

に その家 に向か い ま した。 その村 の舗

装 され てい ない道 の両側 には メキ シ コ

特 有 の れん が造 りの家 並み が続 い てい

ま した。 私 た ち はその家 に着 くと， い

くつか の大切 な質問 につ いて復 習 しま

した 。土 の床 に絵 を描 きなが ら，私 た

ち は ど こか ら来 た のか ， また なぜ この

世 にい るの か， そ して死 んだ後 ど こへ

行 くの か につ いて再 び語 った ので す。

そ こには みた まが あ りました。 バ プ テ

ス マ を受 け るよ うに勧 め る と， 彼 らは

それ を受 け入れ ま した 。 その 日の午 後 ，

す ば らしいバ プテ スマ 会が 開 かれ， 私

た ち は近 くの サ ン ホ ア ン デ オ ロ川 の

濁 った 水 の中 でバ プ テス マ を施 し まし

た。 南 ア メ リカ は季 節 が反 対 で， こち

らが春 の時 に， 向 こ うは秋 にな ります 。

彼 らは衣 装 を着替 え るた め， 刈 りた

ての とう もろ こしの茎 の陰 に隠れ る と，

白い美 しいバ プ テス マの衣 装 を身 に ま

とっ て出 て来 ました。 彼 らの褐 色 の肌

と黒 い髪， そ して輝 くば か りの笑顔 は，

今 で も私 の脳裏 に焼 きつ い て離 れ ませ

ん。 すべ て の人 が 主 のみ も とへ来 るよ

うに とい う， キ リス トの招 きが だれ に

で も当て は まる ことを思 う と， あの復

活祭 の 日曜 日に味 わ った感 動 が よみ が

え り， 今 で も 目頭 が熱 くな ります。

私 は宣教 師 と して 主の み名 の ため に

人 々 の問 で働 い てい た時 ，主 が地 上 で

弟 子 たち に話 された 言葉 を思 い 出 し ま

した。 主 は 「わ た しに は また， この 囲

い にい ない他 の羊 が あ る。 わた しは彼
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らを も導 か ね ばな らな い。彼 らも， わ

た しの声 に聞 き従 うで あ ろ う。 そ して ，
ひつじかい

つ い に一 つ の群 れ， ひ と りの羊 飼 と

な る で あ ろ う」 と言 わ れ ま した。(ヨ

ハネ10：16)

アル ゼ ンチ ンに帰 るた めボ リビアの

ク イ リザ を離 れ る時 ，私 た ち は特別 な
ささ

祈 りを捧 げ ました。星 空 の下 ， 愛す る

同僚 と ともに土 のサ ッカー場 にひ ざ ま

ず き，交替 で心 か ら天 父 に祈 りま した。

その土 地 の人 々， また伝 道部 長 に対 し

て抱 い てい る心 か らの愛 と感 謝 を私 た

ち は捧 げ ま した。 宣教 師 と して働 く特

権 に感 謝 し， これか ら も人 々 を助 け る

こ とを天 父 に約束 した ので す。

伝道 後 も， 宣教 師 の時代 に交 わ した

主 との この約 束 を果 た す機会 に恵 まれ

ました。伝 道 地 か ら帰 還 す る と，私 は

高 校 時代 か らの恋 人 で あ っ た ク リス

テ ィー ン ・ス ウ ェンセ ン姉妹 と結 婚 し
はんりょ

ました。彼 女 は私 の す ば ら しい伴 侶 で

あ り， 私 は心 か ら彼 女 を愛 して い ます。

彼 女 は正看 護 婦 として働 き， ふ た りが

歯 科大 学 を卒 業 す る まで家計 を支 えて

くれ ました。 卒業 を間近 に控 え， 私 た

ち は6回 目の結婚 記念 日 を迎 え ました

が， まだ子 供 が あ りませ ん で した。 し

か し扉 が 開 かれ， その機会 が 訪 れた の

です。 愛 す る大切 な ア シ ュレー が私 た

ちの元 にや って来 ま した 。1年 後 ，私

た ち は ボ リビ アへ 行 き， 孤 児 院 か ら

ジ ョシ ュア を養子 に迎 え ま した。 ジ ョ

シ ュア は当時2歳 で したが， か わ いい

小 さ な 男 の 子 が ， 私 に手 を伸 ば して

「パ パ
， パ パ!」 と言 い なが ら歩 い て

来 る姿 が ，今 で も目に浮 か び ます。

次 に， ミーガ ンが我 が家 に来 た時 ，

生 後24時 間 もた って い ませ んで した 。

そ して ボ リ ビア に戻 っ て初 めて ダニ エ

ルを抱 いたの は，彼が5カ 月の時で した。

数年 後， メキ シ コの メ リダ伝道 部 を

管 理 してい る間， ジェニ フ ァー が家族

に加 わ りま した。 彼女 はメ キ シ コで 生

まれ た，生 後2週 間 の愛 ら しい グ アテ

マ ラ人 の赤 ち ゃんで した。彼 女 は メキ

シ コ南 部 の宣教 師 や会 員 た ちか ら とて

も愛 され ま した。 そ して，伝 道 が終 わ

る3週 間 前 にナ タ リー ・ジ ョイ が私 た

ち家族 の元 に来 ました。 彼女 が この家

族 に加 わ るべ きで あっ た とい う，私 た

あかし

ちの受 けた証 をず っ と後 まで 思い 出せ

る よ う に ， 私 た ち は 彼 女 の 名 前 を

「ジ ョイ」 と名 付 け ました
。結 婚 して

16年 間 に6人 の養子 を迎 えて か ら， ア

ン とア ン ド リュー が私 た ちの 間 に生 ま

れ ， ほか の子供 た ち に も：喜び と幸福 を

もた らしま した。 私た ち はイ エス ・キ

リス トの教 会員 に与 え られ る， 神殿 の

永遠 の結 び固 めの効 力 に心 か ら感謝 し

て い ます。

1968年 の復活 祭 に， ボ リビアの星 空

の 下で 主 と交 わ した特別 な誓約 を胸 に

秘 め， 妻 の ク リス と私 は， 毎 日子供 た

ち を抱 き締 め，す べて の子供 た ちに対

す る神 の愛 を深 く心 に感 じて きま した 。

そ して ，1968年 の復 活祭 と同様 ， この

1995年 の復 活祭 も決 して忘 れ られ ない

もの とな るで し ょう。

6カ 月前 ，私 た ち は教 会 員 としてハ

ワー ド ・W・ ハ ンター 大管 長 を末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の第14代 大 管

長 として支 持 しま した 。私 はその大 会

で新 しい七 十人 として支持 され ま した。

今 年の3月 初 め に入 って， ハ ンター大

管長 が 亡 くな りま した が， 大管 長 の記

憶 は私 の心 の 中 に鮮 明 に残 ってい ます。

ハ ンター大 管長 は私が任 命 され る際，

私 の子供 た ちに次 の よ うな言葉 をか け

て くれ ま した。 「私 た ち は皆 さん を愛

して い ます。 ここで は気持 ち を楽 に し
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て くだ さい。 私 た ち を家族 と同 じよ う

に思 って ほ しい ん です 。」 私 た ちの任

命 を済 ませ る と， ハ ンター大 管長 ゴ ヒ

ンク レー 副管 長， モ ンソ ン副 管長 は子

供 た ち一人 一 人 と握手 して くれ ました。

なん と恵 まれた ひ とときだ った で し ょ

う。任 命後6カ 月 を経 た 今， 私 は こ う

して タバ ナ クル で皆 さんの前 に立 ち，

初 めて教会 幹部 として話 してい ます。

そ して ゴ ー ドン ・B・ ヒン クレー大

管 長 が， 末 日聖徒 イ エス ・キ リス ト教

会 の第15代 大 管長 として支 持 され ま し

た。

27年 前 ， ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー

長 老 は南 ア メ リカ を訪 問 して，宣教 師

に話 を して くれ ました。 当時 ， ヒンク

レー長 老 は使徒 に召 され てわ ず か7年

目で， 今 よ り若 い時期 で した 。 ひ とつ

の聖句 を示 して， チ ャ レ ンジ を しま し

た。 それ は テモ テへ の第二 の手 紙 の，
おく

「神 が わ た した ち に下 さ った の は
， 臆

す る霊 で はな く， 力 と愛 と慎 み との霊

なの で あ る。 だ か ら， あなた は， わた

した ちの 主 のあ か しをす る こ と 〔を〕

決 して恥 ず か し く思 っ て は な らな い」

とい う聖句 で した。(1：7-8)

ヒ ンク レー長 老 は宣 教師 た ち に， 臆

せ ず， イ エ ス ・キ リス トに対 す る証 を

決 して恥 じない ように勧告 し ました。

その勧 告 は 当時宣教 師 だ った私 に大 き

な影響 を与 え，今 も同様 に，私 や皆 さ

ん に重 要 な意 味を持 って い ます。 主 は，

臆 す るこ とな く力 と愛 と慎 みに満 ち，

主 へ の証 を決 して恥 じな い新 しい予 言

者 を立 て て くだ さい ました。予 言者 は

模 範 に よっ て， それ を私 た ちに教 え て

い ます。
めいそう

この復活 祭 が， 瞑想 し， 過去 を振 り

返 り， 感謝 を捧 げ る時 期 とな ります よ
かぎ

うに。 願 わ くは， 王 国の鍵 を持 つ予 言

者 の勧 めに従 う と私 たち が決心 で きま

す よ うに。 人 々 に親 しまれ てい る賛 美

歌 の 中 に， 次 の よ うな歌詞 が あ ります 。

.「心 に光 あ り'主 はわが光
，

この世 の空 よ りも な お輝 く… …」

(賛美歌139番)

確 か にイ エ ス は私 の光 で す 。 イ エ

ス ・キ リス トの み名 に よ り， アー メ ン。



愛に囲まれた食卓

七十人

リグラン ド ・R・ カーティス

テレビを消 して，食卓を囲み，ひざまずいて祈り，助けを願い求め，天

父の数々の祝福に感謝する家族に，どれほどすばらしい成長の機会が秘

められているか考えてみてください。

家慰灘繍聯灘
ニ ー副 管 長 は， 「社 会 に見 られ る悪 性

の病 は，家庭 の基盤 が揺 ら ぐ ことに そ

の端 を発 す る」【と語 りま した 。 きれ

いな家 具 の そろ った大 き くて豪 華 な家

に住 んで い る家 族 もあるか と思 えば，

家具 もほ とん ど見 当た らない小 さ くて

質 素 な家 に住 んで い る家族 もあ ります 。

しか し，住 んで い る家 の いか ん にかか

わ らず，賛 美歌 にあ る よ うに 「愛 あ る

家 は， み 国 を映 す 」 の で す。(賛 美 歌

186番)

家庭 の 中で 目にす る最 も大切 な家具

のひ とつ は，食 卓 で す。大 きな食 卓 も

あ るで し ょう し， 小 さな食 卓 もあ るで

し ょう。 また，食 べ物 や食 器 を置 くス

ペー スが ほ とん どない よ うな小 さな カ

ウンター 式 の食 卓 もあ るで し ょ う。 た

だ， どんな食 卓 で あれ， そ のい ち ばん

大 きな役 割 は，家 族一 人一 人 に栄 養 を

与 え る ことで はない か と思 い ます 。

き ょ うは， この食卓 が持 つ もっ と大

切 な役割 につい てお話 し した い と思 い

ます 。 それ は， 肉体 に栄 養 を与 え る役

割 よ り もっ と大切 な役割 で す。

普 通， 家族 には年 齢 の違 うふ た り以

上 の人が い ます。 家 族全 員 は， と もに

食 事 をす るだ けで な く， で きる こ とな

ら全 員 で祈 り，語 り，耳 を傾 け， きず

な を深 め，学 び，成 長 す る必 要 が あ り

ます。 ヒンク レー大 管長 の次 の言葉 は

至 言 です 。 「私 の願 い は， もっ とう ま

く語 りた いの です が，子 供 を救 う こ と

で す。 あ ま りに も多 くの子供 たち が苦

痛 と恐 れ， 孤独 ，失 意 の 中 を歩 ん でい

ます。 子供 には 日の光 が必 要 です。 幸

福 が必 要 です。 愛 とは ぐ くみ が必 要で

す 。思 い や りと励 まし，愛 庸が必 要で

す 。家 の大 小 を問 わず ， すべ ての 家庭

が 愛 とい う環境 を子供 に与 え るこ とが

で きます。 それが救 い を もた らす ので

す 。」2

ほ とん どの 家族 の場 合 ， いった ん外

に出 る と， この世 の い ろい ろな力 に身

を さ らす こ とにな ります 。 また家 の 中

で も， ラジオ ， テ レ ビ， ビデオ， 録音

テー プ な どが 持 ち込 まれ ，大 きな影響

を及 ぼ して い ます。
せいさん

食卓 を囲 んで福 音， 聖 餐会 で の話 の

内容， 今 月号 の 「聖徒 の道」 に出て き

た記事 ， 学校 で あ った 出来事 ，総 大会

の話 ， 日曜学 校 の レ ツス ン， イ エ ス ・

キ リス トとそ の教 えに つい て話 し合 っ

た り， いい音 楽 を一緒 に聴 いた りす る

家族 を， 心 に思 い描 い てみ て くだ さい。

この ほか に も家族 でで きる こ とは た く
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さん あ ります 。両 親 だ けで な く家 族全

員 が， 食卓 を囲 む一人 一人 の話 に耳 を

傾 け， お互 い に参 加 す る機 会 を与 え合

う とい うの は賢 明 な こ とで す。

テ レビ を消 して，食 卓 を囲み ，ひ ざ

まず い て祈 り，助 け を願 い求 め，天 父

の数 々 の祝福 に感 謝 し， 愛 に あふれ る

天 父 に つい て小 さい時 か ら教 え る家 族

に， どれ ほ どす ば らしい成長 の機 会 が

秘 め られて い るか考 えて みて くだ さい。

家 族 の祈 りを小 さい時 か ら経験 した子

供 た ち は， やが て 自分 の家 族 を持 つ よ

うにな った 時 に も， 家族 で 祈 る よ うに

な る はずで す。

トー マ ス ・S・ モ ン ソン副管 長 も こ
なんじ

う述 べ ま した 。 「主 は 『汝 らの妻 子 が

祝福 を受 くるよ う， た えず わ が名 に よ
ささ

りて家 族 の祈 りを御 父 に捧 げ よ』(III

ニ ー フ ァイ18：21)と 語 られ た時 ，家

族 で祈 る ことを奨励 され た のです 。

一 緒 に主 へ の祈 りを捧 げ てい る典 型

的 な末 日聖 徒 の家 族 をの ぞ い て み ま

しょ う。 父，母 ， そ して子 供 た ち一人

一人 がひ ざ まず き
，頭 を垂 れ， 目 を閉

じて い ます。 家庭 の 中 に は， 愛 と調和 ，

そ して 平安 が 満 ち満 ち て い ます。 『お

父 さんが神 様 の戒 めに忠 実 で，正 しい

行 ない をす る よ うに』 とい う幼 い子供

の祈 りを聞 く父親 に とって， その子供

の祈 りの とお りに生活 す るの はな ん と

易 しい ことで し ょう。 また 『娘 が結婚

相 手 を選 ぶ に当 た って主 の 導 き を受 け

るよ うに， また ，神殿 で結婚 をす る ま

で みずか らを よ く整 える こ とが で き る

よう に』 とい う母 親 の祈 りを聞 く10代
けんそん

の娘 が， 愛 す る母 親 の その ような謙 遜

な願 い に反 す る行 為 をす る と思 い ます

か。 また父 ，母 ，幼 い子 供 た ちが声 を

ひ とつ に して真 剣 に， 『息子 が，(あ る

い は， お兄 さんが)ふ さわ しい生活 を

し， や が て教会 の宣 教 師 として主 に仕

える こ とが で きる ように』 と祈 る よう

な家 族 で は， その子 供 た ちが宣 教 師 と

して奉仕 す る ことを強 く望 む若 者 に成

長 してい く姿が 手 に取 る ようにわ か る

の で はな いで し ょうか。」3

多 くの人 は， 「毎 日， 一 緒 に 家族 の

祈 りを捧 げず に， ど うして子供 や親 を

この世 の 中 に送 り出せ るで し ょうか」

と言 って い ます。 賢 明な両 親 は1日 の



予 定 を検 討 し，必 ず1度 は家族 全 員 で

集 ま り，祈 りが もた らす数 々 の祝 福 に

あずか れ る よ う計 画 します。 す ぐに，

小 さい子供 た ち も自分 の順 番 が来 た ら

祈 れ る よ うにな り，家 庭 の祈 りの大切

さ を学 ぶ よ うに な ります 。

以前 ，私 は次 の よ うな話 を し ました。

「家族 が愛 を示 し合 う家庭 は幸福 な場

所 とな る はずで す。幸 福 は家 庭 で作 ら

れ る と言 わ れ ます。 私 たち は自分 た ち

や子供 に とって家 庭 が幸 福 で楽 しい場

所 とな る よ うに努 力 しな けれ ばな りま

せ ん。福 音 の教 えを中 心 とした幸福 な

家庭 を築 くた め には， 全員 が絶 えず努

力 を傾 けな けれ ばな りませ ん。」4

あ る大 家族 の少 年が ， 自分 は忙 しい

の に毎 日の家族 の祈 りが長 す ぎ る， と

文句 を言 い ま した 。賢 い母 親 は， 次 の

日， その子 につ いて何 も祈 りませ ん で

した。 祈 りが終 わ る と， そ の忙 しい少

年 は 「お 母 さ ん， ぼ くの こ と忘 れ た

よ」 と言 い ま した。 お母 さん はや さ し

く， 「あ なた は長 い お祈 りが 嫌 なん で

しょ う」 と説 明 しま した。 その忙 しい

少 年 は， 「ぼ くの こ と を祈 り忘 れ た ら

だめ だ よ」 と文句 を言 い ま した 。

食卓 を囲 んで聖 典 を開 き， 真 理 と教

えにつ いて話 し合 って い る家 族 を想 像

して くだ さい。 これ こそ ま さに愛 に囲

まれ た食 卓 です!

子 供 た ち は学校 以 外 で ももっ と本 を

た くさん読 まな けれ ばな らない と， 教

育専 門家 は言 って い ます。 毎 日食卓 を

囲 んで ，子 供 た ち と一 緒 に聖典 を読 む

こ とで ，子 供 た ちに祝 福 を与 える こ と

が で き ます。

家 族 が全 員 で食卓 に集 まる機 会 を作

る には， か な りの調整 と周到 な計 画 が

必 要 です。 しか し，愛 に囲 まれ， 語 り

合 う こ とに よ りお互 いの きず な を深 め，

家 族 で一致 し，家 族 が霊 的 に成長 す る

こ と， これ よ り大 切 な もの が ほか に あ

るで し ょうか。 い ち ばん大 きな成功 は，

絶 え ざる努力 か ら得 られ るの です。

今 日の社会 に は家 族 と家庭 を破壊 し

よ う とす る力が 満 ち あふれ て い ます。

賢 い両親 は家族 の きず な を強 め，家 庭

の 中 に霊 的 な雰 囲気 を作 り出 し， イ エ

ス ・キ リス トと神殿 活動 に 目 を向 けよ

う と努 力 します。 ハ ンタ ー大管 長 は こ

う言 い ました。

「私 た ち が互 い に もっ と親 切 に し，
けんそん

もっ と礼 儀 を尽 くし， もっ と謙遜 で，
ゆる

忍耐 強 く，赦 し合 え る ように祈 っ てい

ます。 … …2番 目に教会 員 に勧 め たい

の は， そ の同 じ精神 を もって， 主 の宮

居 を，教 会 員 で あ るこ との崇高 な 象徴

とし， 最 も聖 な る誓 約 を交 わ す至 高の

場所 として確立 す る ことです。 神殿 に

参 入す るふ さわ し さをす べて の教会 員

が 身 につ け る こ と， それ が私 の心 の奥

底 か らの願 いです 。」5

ハ ンター大 管長 の願 い を実 現す る う

えで い ちば んの助 け とな るの は， 食卓

を囲 んで 行 な う 日々 の活 動で す。

私 た ち は， それ ぞれ の家庭 で， 自分

以 外 の人 に対 す る接 し方 を学 ぶ べ きで

す。 ゲ ーテ が この よ うな言葉 を残 して

い ます。 「相 手 を その 現状 の姿 で 受 け

入 れて しま う と，相 手 は進歩 しな い。

しか し，偉 大 な可能 性 を秘 めた価 値 あ

る存 在 として接 す る と， その あ るべ き

姿 の人 間 に変 わ ってい く。」6

パ ッカ ー長老 は次 の よう に言 い まし

た 。 「天 国 の 要 素 を い くつ か家 庭 の中

に持 ち込 め ば，家 族 の一人 一人 が教 会

活 動 の中 で成 長 して い くこ とが保証 さ

れ る。 もち ろん， 家庭 の 夕べ は その 目

的の た めに用 意 され て い る。 家庭 の夕

べ は， あ らゆ る必 要 を満 たす こ とが で

きる よ うに作 られた もので あ り， 教会

堂 で 開 かれ る集会 と同様 に きわ め て神

聖 な もの で あ る。」7デ ィー ン ・L・

ラーセ ン長老 も同 じ よ うな こ とを言 っ

て い ます 。 「私 た ちが 礼拝 す る場 所 が

教会 の建 物 だ け とは限 らない こと も強

調 してお きた い と思 い ます 。私 た ちの

家庭 も信仰 の場 で な けれ ばな りませ ん。

毎 日 『家庭 とい う教 会 』へ 帰 れ る とし

た ら， そ れ はす ば らしい ことです。 主

のみ た まが 最 も注 が れ容易 にそれ が受

け られ る場 所 は， 私 たち の家庭 で な け

れ ばな りませ ん。」8

私 たち の家庭 で これ らがす べ て実現

され るよ うに努 力 す るに当 た り，以 下

のハ ロル ド ・B・ リー大管 長 の言 葉 を

よ く心 に留 めて お くとよい で し ょう。

「主 の 仕事 の 中で 最 も大切 なの は
， あ

なた の家 の 囲 いの 中で行 な う仕事 で あ

る。」9

私 は皆 さんが それ ぞ れの 家庭 と食 卓

を注 意深 く見詰 め直 して くだ さ るよ う，

また家庭 の中 に天 国 の要素 を もた らし，

イエ ス ・キ リス トの み も とに来 る努 力

を常 に怠 らな い よ う切 に祈 る もの です。

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り， アー

メ ン。
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背教と回復

十二使徒定員会会員

ダリンiH・ オークス

末日聖徒イエス ・キリスト・教会の目的は，すべての神の子供たちがみすガ

らの可能性を理解し，神が備えられた最も輝かしい光栄に到達できるよう，

助けを与えることです。

日聖徒 イ エス ・キ リス ト教 会 の

末 教 えに は， 他 のキ リス ト教 会 の

教 え と共通 した もの が数 多 くあ ります。

しか し違 い もあ ります。私 た ちが ほ か

の ク リス チ ャ ンに向 けて宣 教 師 を派遣

した り，教 会堂 以外 に神殿 を建 てた り

す る理 由 は， そ の違 いの 中 にあ ります 。

また私 た ちの信 仰 が，人 生 の数 々 の問

題 や死 に立 ち向か う力 や大 きな喜 び を

もた らして くれ る理 由 も， この違 い の

中 にあ ります。 き ょ うは， 他 の教会 の

教 義 にな くて， 私 た ちの教 会 に あ る重

要 な教 えのい くつ か につ いて お話 しし

たい と思 い ます。 内容 は， 背教 と回復

につ いて です。

昨年 ， スエ ズ運河 に近 い シナ イ半 島
ようさい

のあ る所 で， ロー マ帝 国時 代 の要塞 と

町 が発掘 され ました。 か って は大 きな

町 で したが ， そ こは砂漠 の砂 の中 に埋

もれ，何 世 紀 もの 間， そ の存在 す ら忘

れ 去 られ てい ました。(『シナ イの砂 漠

に現 わ れ た ロー マ の要 塞 遺 跡 』 「デゼ

レ トニ ュ ー ズ 」1994年10月6日 号 ，

p.A-20)こ の よ うな発見 は，知 識 は

時 の経過 とと もに増 して い くとい う一

般 的 な仮 定 と相 反 す る もの です 。事 実，

大切 な真 理 が ゆが め られ， また 無視 さ

れ， つ い に は忘 れ去 られて い く中 で，

人 々 に広 く知 られ てい た知識 が影 を潜

め てい く とい う こ とが あ ります 。 た と

えば， ア メ リカイ ンデ ィア ンは 自然 と

の共 生 とい うこ とで は， 多 くの 点 で，

現代社 会 の私 た ち よ りも優 れて い ま し

た。 同様 に， 現代 の芸 術 家 や工芸 家 は，

ス トラデ ィバ リウ スのバ イ オ リンのニ

ス塗 りの よ うな過 去 の時代 の優 れた技

術 や材 料 を復 元 す る こ とが で き ませ ん。

ゆが め られ，無 視 され ，忘 れ去 られ

て きた い くつか の重要 な事 柄 につ いて

知 識 を回復 す る ことがで きれ ば， 私 た

ち は もっ と賢 くなれ るで し ょう。 これ

は宗教 上 の知 識 に も当 ては ま り ます。

また それ は， 私 た ちが主張 して い る福

音 の 回復 の必 要性 につ いて の説明 と も

な ります。

ジ ョセ ブ ・ス ミス は この教会 のお も

な教 え を説 明 す る よ うに求 め られ た と

きに， 現在 信仰 箇 条 として知 られ て い

る もの を書 き ま した。 その第1条 には

「わ れ らは
， 永 遠 の父 な る神 と， そ の

御 子 イ エ ス ・キ リス トと聖 霊 と を信

ず 」 とあ ります。 予言 者 は後 に， 「福

音 の簡 潔 な第一 原則 」 には 「神 の属 性

を確 か に知 る」 こ と も含 まれ る と宣 言

して い ます。(『大 会議 事 録 』 「タ イム

ズ ・ア ン ド ・シー ズ ンズ」1844年8月

15日 付 ，p.614)私 た ち は神 につ いて
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の真 理 と，神 と人 との 関係 に つい ての

真 理 か ら始 め な けれ ばな りませ ん。 ほ

か のす べ ては， そ の後 に続 い て来 る こ

とです。

ほか の ク リスチ ャ ンのか たが た と同

じよ うに，私 た ち も神会 を構 成 す る御

父 と御子 と聖 霊 を信 じて い ます。 しか

し私 た ち は， 神会 のお三 方 は それ ぞれ
あかし

に独 立 した別 個 の お方 で ある と証 して

い ます。 また， 父 な る神 は単 な る霊 で

は な くて，復 活 され た御 子 イエ ス ・キ

リス トと同 じよ うに，触 知 で きる体 を

持 つ， 栄 光化 された お方 で す。

今 の聖 書 に記 され て い る教 えは， 最

初 予 言者 を通 して人 々 に知 らされた 時

は 「は っ き りしてい て純粋 で あ り， ま
わか

た 非常 に貴 くて すべ ての人 に解 り易 い

もの 」(1ニ ー フ ァイ14：23)で した。

これ まで に私 た ち に伝 え られ ，翻 訳 さ

れ て きた 聖書 で さ え も， 父 な る神 と復

活 された御 子 イエ ス ・キ リス トが 触知

で きる体 を持 つ別個 のお 方で あ る こ と

を確 認 してい ます 。 その ような教 えの

中 か らふ たつ だ け を挙 げてみ まし ょ う。

聖 書 は，人 は神 にか た どって創 造 され

た こ とを宣 言 し， またイ エス のバ プ テ

ス マ の時 に，神 会 の独 立 した お三 方 の

存在 が 示 され た こ とを述 べて い ます。

(創世1=27;マ タイ3：13-17参 照)

これ とは対 照 的 に， 多 くの ク リス

チ ャ ンは触知 で き る体 を持 つ神 ，人 格

神， 別個 のお三 方 か ら成 る神 会 とい う

概念 を否 定 してい ます。 彼 らは，神 は

霊 で あ り，3っ の位 格 を持 つ唯 一 の存

在 で ある と信 じて い ます。私 たち は，

そ の よ うな教 えは いわ ゆ る 「大 背教 」

が起 きた こ との表わ れ で あ る と考 えて

い ます。

「不 可知 の神 の奥 義 」 とか 「聖 三 位

一体 の奥 義」 な どの
，聖 書 に はな い言

葉 遣 い で定義 され てい る教 え は， ギ リ

シ ャ哲学 が説 く概 念 に源 を発 して い る

もの です 。 この よ うな哲 学上 の概 念 が，

使 徒 の死 に続 く5世 紀 の間 に キ リス ト

教 を変 質 させ て しま った の です 。た と

え ば当時 の哲 学者 た ち は，物 質界 に属

す る もの は悪 で あ り，神 は感 情 も情念

もな い霊 で あ る と主 張 して い ま した 。

信 徒 として キ リス ト教 信仰 に大 きな影

響 を及 ぼ す よ うに なった 学者 た ち も含



め て， この よ うな教 えを奉 じてい た入

人 に とって， キ リス ト教 初期 の簡 潔 な

教 えは受 け入 れ がた い もの で した。 ご

自分 は天 父 の真 の姿 で あ る とおっ しゃ

り， ご自分 と御 父が ひ とつ で あ る よう

に ひ とつ にな りな さい と，弟 子 た ち に

お教 えに なった神 の独 り子 ， また十 字

架 につ け られ て亡 くな っ た後 に，骨 肉

の体 を持 つ復 活 した存在 として弟子 た

ち にみ姿 を現 わ された メ シヤ とい う概

念 は，彼 ら に とって なか なか受 け入れ

られ る もので はあ りませ んで した 。

ギ リシャ哲学 の 思弁 的世 界 と， 単純

明解 な信 仰 と実 践 を旨 とす る初 期 の ク

リスチ ャンの 間の衝 突 は， 激 しい論争

を引 き起 こし， ロー マ帝 国の分 解 に つ

なが る ほ どの大 きな政 治 的分裂 に まで

発 展 す る恐 れ が あ りました。 そ のた め，

コ ン ス タ ンテ ィヌ ス大 帝 が 西 暦325年

に教会 最初 の公 会 議 を召集 した ので す。

この ニ カイ ア公会 議(ニ ケ ーア宗教 会

議)で の採 択 は， 使徒 た ち の死 後 ，近

代 キ リス ト教 の神 の概 念 を形 成 す る，

比 類 な い重要 な 出来事 で した。 この ニ

カ イア信 条 の，神 の御 子 は御 父 と 「同

一 実体 」 で あ る とい う定 義 づ けに よっ

て，御 子 と御 父 は別個 のお 方で あ る と

い う教 え は消 し去 られ ま した。

この後 も教 会 の公 会議 が幾 度 も開 か

れ， そ こで の決 議 と聖職 者 や哲 学者 の
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書 物 を基 に， ギ リシャ哲 学 とキ リス ト

教 の教 義 が結 合 しま した 。 こうして，

当時 の公 認 され て いた教 会 の会員 た ち

は，神 と神会 につ いて の完全 な真 理 を

失 って し まった ので す。 そ の影響 は，

3つ の位 格 を持 つ唯一 の神 とい う主張

を し， 唯 一 の お 方 で あ る神 を 「不 可

知 」 の 「体 も肢体 も感 情 もない」 存在

と定 義 す るさ まざ まな キ リス ト教 の教

義 の中 に今 も存続 して い ます。末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の教 義 の顕著

な特 徴 のひ とつ は， 聖書 の 時代以 降 に

定 め られた これ らの教義 を否 定 してい

る こ とです 。(ス チー ブ ン ・E・ ロ ビ

ン ソ ン 「モ ル モ ン は ク リ ス チ ャ ン

か 」;「モル モ ニズ ム百 科事典 」 ダ ニエ

ル ・H・ ラ ド ロー 編 ， 全4巻 ， 『背

教 』 『教 義 』 『父 な る神 』 『神 会 』 の項

参 照)

私た ちが 背教 と呼ぶ この過程 の 中で，

旧新約 聖書 に述 べ られ て い る触 知 し得

る体 を持 つ人格 神 は， ギ リシャ哲学 の
せっちゅう

思 索 主 義 との 折 衷 が生 み 出 した 抽 象

的 な不 可知 の神 に取 って代 わ られ て し

まったの です 。聖 書 の中 の言葉 も受 け

入 れ られ た もの は その ま ま残 りま した

が， いわ ゆ る神 の言葉 の 「隠 され た意

味 」 は，本 来 の もの か らは遠 くか け離

れた哲 学 用語 で説 か れ る よ うに な りま

した。 その哲 学体 系 に よ る言 葉 の中 で

は， 父 な る神 はいか な る点 にお いて も
ぐう い

父 た る こ とをや め， 寓意 的 な意味 しか

占 めな くな りま した。 また慈 悲深 く理

解 し得 るお 方 としての存 在 も終 わ って

しま ったの です 。 そ して，神 の独 り子

が独 立 した存 在 で あ る とい う教 えは，

哲学 の抽 象 的 な概 念 の 中 に飲 み込 まれ，

姿 を消 して しま ったの です 。 その概念

とは，御 父 と御 子 が同 一 の存 在 で あ る

とい う定義 を主 張 し， また 不可 知 の関

係 を説 明 しよ う とす る考 え方 です。

宗教 哲学 につ いて厳 しい こ とを述 べ

て き ましたが， 末 日聖 徒 は その よ うな

信 仰 を もつ人 々 を批判 して いるの で は

ない とい う ことを， ここで 申 し添 えて

お きた い と思 い ます。 私 た ちは， 宗教

界 の指 導者 と信 徒 の多 くは，神 を愛 し，

また それ ぞ れ に最 善 を尽 くして神 を理

解 し，神 に仕 えてヤ)る誠 実 なか たが た

で あ る と信 じて い ます。 私 たち は，今



日に至 るまで何 世紀 に もわ た って， 信

仰 と研究 の と もしび を守 り続 けて きた

人 々 の 恩 を受 けて い ます 。 神 や イ エ

ス ・キ リス トの み 名 を よ く知 らな い

人 々 の中 に存 在 す るか すか な光 と比 べ

て みれ ば， それ だ けで長 い歴 史 の 中 に

お け るキ リス ト教 の教 師た ち の働 きの

偉大 さがわ か ります。

そ して， あ の最初 の示現 の時 が来 ま

した。究 極 の源 に知 識 を求 め た無学 な

少年 が， 筆 舌 に尽 くせ な い輝 き と栄 光

に包 まれ たお二 方 に まみ えた ので す。

その時， 片 方 のお 方が他 のお ひ と りを
あい し

指 して 「こ はわ が 愛 子 な り， 彼 に聞

け」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：17)と 言

わ れ ま した。 この示 現 の 中で神 か ら与

え られ た教 えは， イエ ズ ・キ リス トの

完全 な福 音 の 回復 の始 ま りを告 げる も

の で した。御 子 な る神 は その少 年予 言

者 に， 当時 の もろ もろの教会 の 「信 条
にく

は こ とご と くわが 目よ り見 て悪 む べ き

もの な り」(19節)と お 告 げ に な りま

した。 こ こで， 神 ご自身 に よ るこの宣

言 は，教 会 の教 義 に対 す る非難 で あ っ

て， それ を信 じる誠 実 な探 求者 た ち を

責 め た もので はな い とい うこ とを断言

して お き ます。 ジ ョセ フ ・ス ミス の最

初 の示 現 は，神 の属 性 と神会 につ い て

人 々 の間 に広 が って いた教 えが真 実 で

はな い こ と， また 神 ご自身 が信 仰 あ る

人 々 に得 て ほ しい と望 ん でお られ る祝

福 に導 くもので はな か った こ とを示 し

てい ます。

そ の後 も現代 の聖典 と啓 示 が次 々 と

与 え られ ましたが ， その 中で， この現

代 の予 言者 は次 の よ うに宣 言 しま した。

「御 父 は
， 人 間 の有 す る肉 体 と同 じ く

たい

触知し得る骨肉の体を有したもう。御
しか

子 も また然 り。 され ど，聖 霊 は骨 肉 の
も

体 を 有 ち た ま わ ず し て 霊 の 御 方 な

り。」(教 義 と聖 約130：22)

この教 え は， 私 た ちが霊 的成 長 を遂

げて い るた めに神 を完 全 に理解 で きる

と主張 して い る とい う意味 で は あ り ま

せ ん。 また，私 た ち の不完 全 な 肉体 と，

栄 光 に包 まれ た不 死不 滅 のお 方 の体 を

同一視 して い るわ けで もあ りませ ん。

しか し私 た ちは， 神が ご自身 と神 会 の

別 の お二 方 につ いて啓 示 され た基 本的

な教 え を理 解 す る こ とはで き ます 。 そ

して この知 識 は， 人生 の 目的 と， 現世

の後 に復活 体 を もっ て迎 え る こ とに な

る永遠 の行 く末 を理解 す る うえで 不可

欠 の ものです。

回復 された イエ ス ・キ リス トの教会

の神学 で は，現 世 の生 涯 の 目的 は，神

の息 子娘 として，神 の ように な る とい

う永 遠 の 目標 に到達 す る備 えをな す こ

とにあ ります。 ジ ョセ ブ ・ス ミス とブ

リガム ・ヤ ング は ともに，次 の よ うに

教 え て い ます 。 「神 を知 らず に， 自分

自身 を理 解 で き る……人 はだれ もいな

い。 また， 自分 自身 を理 解 せず に， 神

を知 る こ と はで きな い。J(「 説 教 集 」

16：75。 「ジ ョ セ フ ・ス ミス の 言 葉 」

ア ン ドリュー ・F・ イ ーハ ッ ト， リン

ド ン ・W・ ク ッ ク共 編 ，p.340も 参

照).聖 書 の 中 で は人 間 を， 「神 の 子 」

また 「神 の相 続 人 」 「キ リス トと共 同

の相 続 人 」 な ど と表 現 し て い ます 。

(ローマ8：16-17)ま た， 「キ リス ト

と栄 光 を共 にす るため に苦難 を も共 に

して い る」(ロ ー マ8：17)， 「彼 が 現

れ る時， … … 自分 たち が彼 に似 る もの

とな る」(1ヨ ハ ネ3：2)と も書 か

れ てい ます。 私 た ち は聖 書 の これ らの

教 え を， 文字 どお りに受 け止 めて い ま

す。 私 た ちは，現 世 の生 涯 の 目的 は，

肉体 を得 る こ とで あ る と信 じてい ます。
あがな

また， イエ ス ・キ リス トの簸 い と福 音

の儀 式 と律法 へ の従 順 を通 して，昇 栄

あ るい は永遠 の生 命 と も呼 ばれ る， 復

活 し栄光 化 され た 日の光 栄 の状 態 に入

るにふ さわ しい者 にな る こ とであ る と
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信 じてい ます。

ほ かの ク リス チ ャ ンの かた が た と同

じ よ うに， 私 た ち は死 後 の世 界 に，天

国す なわ ちパ ラダイ ス と，地 獄 が あ る

こ とを信 じてい ます 。 しか し，義 人 と

悪 人 の このふ た つの 区分 は， 死 者 の霊

が復活 と最後 の裁 き を待 つ 間 の，一 時

的 な もの にす ぎ ませ ん。 最後 の裁 きの

後 の行 く先 は， もっ と多 様 な もの とな

ります。 神会 のお三 方 が別個 の存在 で

あ る とい う回復 された知 識 は， 復活 し

た人 々 が受 ける栄光 の多様性 を理解 す
かぎ

るた めの鍵 を与 えて くれ ます。

神 の子 供 た ち は最 後 の裁 きにお い て，

それ ぞれ の従順 さにふ さわ しい栄光 の

王 国 を割 り当 て られ ます。 コ リン ト人

へ の手紙 の中 で，使 徒 パ ウ ロ はそれ ら

の場 所 につい て述 べ てい ます 。彼 は自

分 が 「第 三 の天 に まで 引'き上 げ られ 」，

「口に言 い表 わ せ な い， 人 間 が 語 っ て

はな らない言 葉 を聞 いた 」示 現 につ い

て書 いて い ます。(IIコ リン ト12：2，

4)彼 は死 者 の 復活 に言 及 す る中 で ，

「天 に属 す るか らだ 」 や 「地 に属 す る

か らだ 」(1コ リ ン ト15：40)， また

「星 に属 す るか らだ」(ジ ョセ フ ・ス ミ

ス訳1コ リ ン ト15：41)が あ り， それ

ぞれ 異 な る栄 光 の段 階 に属 す る， と述

べ てい ます。 彼 は これ らの異 な る栄 光

を， 太 陽， 月， さ まざ まな星 にた とえ

て い るの で す。(1コ リン ト15：41参

照)

私 た ち は末 日の啓 示 か ら， この3種

の光 栄 の段 階 が， それ ぞ れ に独立 した

存在 で ある神会 のお三 方 と特 別 な関係

にあ る こ とを知 らされて い ます。

最 も低 い光 栄 は 「福 音 を受 け入 れ ず，
あ か し

イエ スの証 詞 も受 け入 れ ず， 予 言者 も

… …受 け入 れ」 な い人 々(教 義 と聖 約

76：101)， また， 自分 の罪悪 に応 じた

苦 しみ を受 け なけれ ば な らな い人 々が

行 く星 の王 国で す。 しか し， この段 階

の栄光 で さ え 「人 智 の計 り知 らざ るも

の 」(教 義 と聖 約76：89)な ので す 。

星 の光栄 の 王 国 に行 く人 々 は， 聖霊 と

天使 か らの教 え と導 き を受 け ます 。邪

悪 だ っ た 人 々 で さ え も， 最 後 に は
うけつぐもの

「〔この段 階 の〕救 い を受 嗣者 」(教 義

と聖約76：88)と な るの です 。

そ の 次 に高 い 段 階 の 月 の 光 栄 は，

「星 の光 栄 に勝 る
， す な わ ち 光 栄 と

ちか ら おい

能力 と，勢 い と，支 配 の及 ぶ所 に於 て

皆勝 りた る」 光 栄 で す。(教 義 と聖 約
あ

76：91)月 の光 栄 は 「世 に在 りて は正

し き者 」(教 義 と聖 約76：75)が 行 く

所 で す。 その最 も顕著 な特 徴 は， 月 の

光 栄 にふ さわ しい とされ る人々 は 「御

子 の臨 在 を受」 け る(77節)と い う点

です。 ク リスチ ャ ンのか たが た に よ く

知 られ てい る数々 の教 えか らす る と，

御 子 の臨在 を受 け る とい う点 か ら， こ

の月 の光 栄 の王 国 は天 国 に た とえ られ

るか もしれ ませ ん。

伝 統 的キ リス ト教信 仰 と違 って， 私

た ち はパ ウロ と同 じ く， さ らに高い第

三 の天 が存在 す る と断言 してい ます 。

近代 の啓 示 におい て は， それ は 日の光

栄 の王 国 と呼 ばれ てい ます 。 そ こに住
たい

む人 々 の 「体 は 日の光 栄 に属 し， その

光栄 は 日輪 の光 栄 に してす なわ ち神 の

光 栄 な り」 と書 か れ て い ます 。(教 義

と聖 約76：70)日 の光 栄 の王 国 にふ さ

わ しい と され た 人 は， 「神 とそ の キ リ

ス トとの御 前 に， い つ まで も限 りな く

住 」 む(教 義 と聖 約76：62)よ うに な

ります。神 の神 殿 と永 遠 の結婚 の儀 式

の中 で交 わ した誓 約 に忠 実 な人 々 を含

め， この 王 国 に入 る最 も高度 な条 件 を

満 た した人 は，御 父 の 「無上 完全 」 す

なわ ち永 遠 の生命 とも言 わ れ る， 神 の

ような状 態 に救 い上 げ られ るの です 。

(教義 と聖 約76：56，94。 教 義 と聖 約

131章;132：19-20も 参 照)(人 は 最

終的 に永 遠 の生 命 を得 られ る， あ るい

は神 の ご とき者 になれ る とい うこの教

えは ，古 代 の キ リス ト教 の 教 義 の 「神

化 」 「神 格 化 」 とい った概 念 を学 んだ

人 々 には 聞 き覚 えが あ る はず で す)私

たち に とって永 遠 の生命 とは， 不可 知

の霊 の神 との神 秘 的結 合 とい うよ うな

もの で はあ りませ ん。 永遠 の生 命 とは，

慈 しみ に満 ちた天 父， また 自分 の先祖

や子孫 と，家 族 として生活 す る ことな

ので す。

イエ ス ・キ リス トの 回復 され た福音

の教 義 は，私 た ち に理解 で き る普 遍 的

な もの で あ り， 慈 しみ に満 ちた 真実 の

もので す。現 世 で必 要 な経験 を終 え る

と， 神 の息子 娘 は皆 ，最 後 に は復活 し，

い ずれ か の光 栄 の王 国 へ行 きます。 現
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在 どの宗派 や信 仰 に属 してい るか に関

係 な く，義 人 はい ずれ か の光 栄 の王 国

へ行 き ます。 そ こは私 た ちの理 解 を超

えた す ば らしい世界 です。 また，悪 人

で あ って もその ほ とん どは，最 後 に は，

低 い段 階 の光 栄 の王 国 とはい えす ば ら

しい王 国 へ行 きます。 これ らはす べ て，

神 の その 子 らに対 す る愛 と， 「御 父 の

栄 光 を輝 か し，彼 の手 に成 るすべ て の

わ ざ を救 う」(教 義 と聖 約76：43)イ
あがな

エ ス ・キ リス トの贈 い と復活 の ゆ えに

起 こる ことです。

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の 目

的 は， すべ て の神 の子供 た ちが みず か

らの可能 性 を理解 し，神 が備 え られ た

最 も輝 か しい光 栄 に到達 で きる よ う，

助 けを与 え る こ とです。 この教会 は，

神 の息子 娘 に， 日の光栄 の王 国の救 い

に入 る手段 を提 供 す るた め に存 在 して

い ます 。 この教 会 は教 義 的な面 で も実

践 的 な面 で も，家族 をそ の中心 に置 い

てい ます。 永遠 の父 な る神 の属 性 とみ

こころ に関 して私 た ちが得 て い る知 識

は，私 た ち の行 く末 につ いて ， また神

の永遠 の家族 と私 た ち との関係 にっ い

て明 らか に して い ます。 私た ち の神学

は，天 の両親 にそ の始 ま りが あ ります 。

私 たち の最高 の望 み は， 天 の父母 の よ
あわ

うにな る こ とで す。御 父 の憐 れ み深 い

計 画 の下 ，御 父 の独 り子 ， 主 な る救 い

主 イエ ス ・キ リス トの贋 い を通 して，

このす べ てが可 能 とな ります。 私 たち

は この地 上 にお け る親 として，神 の霊

の 子供 に肉体 を与 える こ とによ り，福

音 の計 画 に関与 して い ます 。永 遠 の救

い は， すべ て の家族 のた めの もの です。

これ らのす ば らしい可能 性 が真 実で

あ るか ら こそ，私 た ち は回復 され た キ

リス トの教 え を， す べ ての人 ， しか も

ク リス チ ャ ンと して正 しい生 活 を して

い る他 の教 会 の かた が たに まで宣 言 し

て い るので す。私 たちが神 殿 を建 て る

理 由 もそ こに あ ります。 この信仰 は，

現世 で経 験 す る さま ざ まな 問題 に立 ち

向 か う力 と喜 び を与 えて くれ ます。私

た ち は これ らの真理 とす ば らしい機会

をすべ て の人々 にお伝 えした い と望 ん

で い ます。 これ らが真 実で ある こ とを
あかし

イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ っ て 証 し

ま す 。 ア ー メ ン。



なすべき業あり

大 管 長

ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レ ー

教会には皆さんの力が必要 です。皆さんの愛と忠誠と献身が必要です。

もう少し多く，皆さんの時間と力捌1要 です。

弟姉妹の皆さん，総大会を閉じ

兄 る に当 た り少 しお話 をさせ て い

た だ きた い と思 い ます。 まず最 初 に，

私 た ちは この大 会 に参加 して奇 跡 を 目

に した と申 しあ げます。 壇上 で の話 を

聞 いて いて気 づ いた の です が， 重複 し

た話 はひ とつ もあ りませ ん で した。 す

べ ての話 者 は，独 自の テー マ を採 り上

げま した 。前 もって何 につ いて話 す か

割 り当て を受 けた人 はひ と りもい ませ

んで した 。 それ でい て， すべ て の話 は

美 し く， み ご とな まで に調 和 してい ま

した。

主 が私 た ちに与 えて くだ さった す ば

らしい祝福 に心 か ら感 謝 します。私 た

ち は知 恵 と霊感 にあふ れ た勧 告 を聞 き，

教 えを受 け，高 め られ ま した。

1週 間前 に， 若 い女性 の大会 が この

タバ ナクル で 開か れ ま した 。何 千人 も

の姉 妹 た ちの顔 を見 るの は，霊 感 に満

ちた経験 で した 。彼 女 た ち を見 た人 々

は， だれ もが この み業 の将 来 につ いて

平安 と確信 を抱 い た こ とで し ょう。 大

会 の テー マ は， 聖典 を読 む こ とを若 い

女性 に訴 え る ことで した。

自分 が青 少年 の ころを振 り返 る と，

当 時の若 い男性 も若 い女 性 もそれ ほ ど

聖典 を読 ん で はい ませ んで した 。 なん

と驚 くべ き変 化 で し ょ うか。 主 の み言

葉 に通 じた新 しい世代 が 現 われ て い る

の です。 あ らゆ る不道 徳 と汚 れ に満 ち

た世 の 中で育 ち なが ら も，私 た ち の青

少 年 は ほ とん どの場合 ，世 の悪 に染 ま

らず に生活 の中 のチ ャレ ンジ に こた え

て い ます。 これ は若 い男性 も若 い女性

も同 じで す。 昨晩 この タバ ナクル は，

父 親 と息子 で 埋 ま り， ほか に もおおぜ

いの人 々 が世界 各 地 の教会 の建 物 に集

ま り ました。 青少 年 とい う世代 の息吹

を感 じるの はす ば ら しい こ とです 。 も

ち ろん，本 来送 るべ き生活 を して い な

い人 もい ます。 黙 示者 ヨハ ネ が描 いて

い る天上 で の戦 い以 来 ，常 にあ った こ

とです 。問題 は今 と同 じ， 自由意志 で

した。 そ して， 今 と同 じ く，選択 しな

けれ ばな りませ ん で した。

「さて
， 天 で は戦 い が起 こった 。 ミ

みつかい

カ エル とその御使 たち とが， 龍 と戦 っ

た ので あ る。 龍 もその使 た ち も応 戦 し

たが ，

勝 て なか った。 そ して， もはや天 に

は彼 らのお る所 が な くなっ た。

この 巨大 な龍， す なわ ち， 悪魔 とか，

サ タ ン とか呼 ばれ ，全 世界 を惑わ す年

を経 たへ び は，地 に投 げ落 され， その

使 た ち も， も ろ と も に 投 げ落 さ れ

た。」(黙 示12：7-9)

古代 の戦 い は今 も続 い てい ます 。 自

由意志 の もた らす終 わ りのな い戦 いで
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す。 残念 な こ とに，悪 を選 ぶ人 が い ま

す。 しか し多 くの人 は善 を選 び ます。

教会 の若 い男性 と若 い 女性 の実 に多 く

もそ う します。 彼 らは私 たち か らの感

謝 を受 け るに値 し ます。 しか し， 同時

に励 ま しを必 要 と して い ます。 また，

私 た ち の示 す模範 を求 め てい ます。 私

は， 彼 らの うえに祝 福 が あっ て，徳 高

い 生活 を送 り， 学 び ， 信 仰 と目 的 を

もって成 長 で き るよ うに願 っ てい ます。

また彼 らが， 常 に 「われ ら受 け し信仰

持 ち，殉 教者 の持 つ 真理 を信 じ」 て く

れ る よ う願 っ て い ま す。(賛 美 歌163

番)

若 い女性 の大会 の 強調 点 は， アル マ

書第32章 の アル マの 言葉 で した。 ア ル

マ は次 の よ うに教 えて い ます。 「目を

さ まして ふ るい立 ち， その能 力 をつ く

して少 しな りと も信 じな が ら私 の言葉

を実際 にた め して み る… …。」(ア ル マ

32：27)

私 たち の中 の もっ と多 くの人 々 が，

イ エ ス ・キ リス トの福音 の偉 大 な永 遠

の真 理 に気 づ くた め に， 目 を覚 ま して

奮 い立 つ必 要が あ ります。 私 たち一 人

一人 は
， 今 まで よ りも少 しよ くな る こ

とが で きます。 も う少 し親切 にな れ ま
ゆる

す。 も う少 し慈 悲深 く， もう少 し赦 せ

るよ うに なれ ます。 過去 の弱 点 を捨 て

て， 新た な力 と強 い決意 を もって前 進

し， 私た ち の周 りの世界 ， す なわ ち家

庭 や ，職場 や ，地 域 社会 を改 善 す るの

です 。

私 た ち にはす べ き こ とがた くさ んあ

ります。腕 ま くりを し，新 た な決 意 を

もっ て ， 主 を信 頼 して取 りか か り ま

し ょ う。

「恐 れず来 たれ
， 聖徒 進 み行 け よ

つら

そ の旅 は辛 くとも 恵 み あ らん
うれ

無 益 な憂 い は 払 いて努 め よ

され ば喜 ば ん すべ て は善 し」

(賛美歌17番)

祈 りを込 め て忠実 に行 な うな らば，

達成 で きます。 か つて なか った 成果 を

上 げ られ ます。

教 会 に は皆 さん の力 が必 要で す。 皆

さんの愛 と忠誠 と献 身が 必 要で す。 も

う少 し多 く， 皆 さんの時 間 と力 が必 要



です。

私 は，雇 い主 へ の働 き を犠 牲 に して，

もっ と教会 のた め に与 え る ように求 め

て はい ませ ん。私 た ち に は， 仕事 の場

で完全 に正 直 か つ誠 実 に働 く義務 が あ

ります。

私 は，家 族 を犠 牲 に して， もっ と与

え る ように求 め て もい ませ ん。 主 は子

供 に対 す る責 任 を皆 さん に問わ れ るで

しょ う。私 が 提案 す るの は， 怠惰 な時

間や， つ ま らな い テ レ ビ番組 を見 て過

ごす無 益 な時 間 を少 し減 らす こ とです。

そ うすれ ば時 間 が もっ と有効 に使 われ，

そ の結 果 はす ば ら しい もの に な るで

しょ う。 私 は，確 信 を もって そ う言 う

ことがで き ます。

さて， 愛 す る兄 弟姉 妹 の皆 さん， 家

に帰 る道 の りが安 全 であ ります よ うに。

この2日 間 に聞 いた事柄 につ いて よ く

思 い巡 ら して くだ さい。私 た ちが もう

少 し改 善 す るた め に， も う少 し努力 す

る決意 が で き ます よ うに。 私 た ちが皆

さん の問題 を知 らず にい るの で はな い

ことをわ か って くだ さい。 多 くの皆 さ

んが 大 変 な 重 荷 を負 っ て い る こ とを

知 ってい ます 。私 た ち は皆 さんの た め

に主 に祈 って い ます。 皆 さん が問題 を

解 決 で き る よ う に， 皆 さん と と もに

祈 ってい るの です 。皆 さん に祝 福 を，

使 徒 の祝福 を残 し ます。皆 さん の うえ

に主 のみ 恵 み とみ守 りが あ る よう祝福

し ます。皆 さん の家庭 と生 活 の 中 に幸

福 と平 安 が あ るよ うに， そ して， 愛 と

尊 敬 と感謝 の 気持 ち が夫婦 や親 子 の 間

に あ るよ うに祝 福 し ます。 皆 さんが幸

福 と安 全 と平安 と信仰 の うちに 「神 の
めい

命 に従 っ て生 き」 られ ます よ う に。

(アルマ37：47)

この午後 の部 会 を始 め るに当 た り聖
きよ

歌 隊 が 「い に しえの聖 徒 の …… その聖

き信 仰 わ れ ら も従 わ ん 」(賛 美 歌42

番)と い うす ば らしい賛 美歌 を歌 っ て

くれ ました。 そ の よ うな思 いが皆 さん

の心 に とどま ります ように願 っ てい ま

す。 「い に し えの 聖徒 の… … そ の聖 き

信 仰 わ れ ら も従 わ ん 。」 神 が ， この

栄 えあ るみ業 にあ って私 の愛 す る皆 さ

ん を祝 福 して くだ さい ます よ うに。私

た ち皆 が 仕 え る主， イエ ス ・キ リス ト

のみ名 に よ りへ り くだ って お祈 りしま

す。 ア ーメ ン。
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●1995年3月25臼(土)若 い女性の大会

神のみ言葉を試す

中央若い女性第一副会長

バージニア ・H・ ピアス

聖典を読もうと自分 自身で決旭1してください。そして，聖典を読み始め

たら，どんな気持ちがするかに注意してください。

こ とが で き ます。

アル マ はみ言葉 を種 にな ぞ らえ ま し

た。 失望 した ゾー ラム人 に， も し 「一
た ね ま

つ の種 子 を 自分 の心 の 中 に蒔 く」(ア

ルマ32：28)な らば， よい気 持 ち を感

じ，理 解 で きる ように な り， 生活 が変

わ る と教 え ました。

これ は，次 の よ うに言 い換 え られ る

の で はな い で し ょうか 。 「聖 典 を読 も

う と自分 自身 で決 心 して くだ さい。 そ

して， 聖典 を読 み始 めた ら， どん な気

持 ちがす るか に注 意 して くだ さい。」

次 に アル マ は 「木 が 生 長 し始 め る

と」(ア ル マ32.37)， よ く注 意 して養

い育 て る必要 が あ る と教 え ま した 。

これ は， 次 の よ うに言 い換 え られ る

の で はな いで し ょ うか。 「聖典 を読 み

た い とい う気持 ちを大切 に しな さい。

聖典 を読 み続 け，新 た な見 方 で理解 す

るの に役 立 っ事 柄 を実行 しな さ い。 聖

典 か らよ り多 く学 ぶた め の助 け と励 ま

しを ほか の人 か ら得 る よ うに し， それ

に よって み言葉 が心 の中 で成長 し続 け

るよ うに しな さ い。」

アル マ は長 い間 み言葉 を養 い育 て て

い く と， す ば らしい実 が な る と教 え ま

した。 アル マ書 第32章42節 には次 の よ

うに書 かれ て い ます。

「この よ うに， あ なた た ち が心 の 中
つと

に神 の御 言 葉 の根 がつ くよ うに勉 め は
もつ

げみ，厚 い信仰 を以 て気 長 に御 言葉 を

養 い育 て るな らば， や が てそ の言葉 の

実 を とっ て腹 に満 ち る まで そ れ を食 い，

も う飢 え る こ ともな く渇 くこ ともな い

で あ ろ う。 この言葉 の実 は最 も貴重 で

あって あ らゆ る甘 い もの よ り も甘 く，

あ らゆる 白い もの よ りも白 く， あ らゆ

る清 い もの よ りも清 い。」

これ は次 の よ うに言 い換 え られ るの

で は な い で し ょうか。 「聖典 を読 み 続

け， 聖典 に書か れ て い る事柄 を実行 す

る と， つ いに は想像 もで きな い ほ ど生

ル モ ン経 の アル マ書 第31章 を開

モ い て くだ さい。 予言 者 アル マ は

ゾー ラム人 を教 えるた め にア ンテオ ー

ヌム の地へ 行 きま した 。 ゾー ラム人 の

多 くは神 を礼拝 した い と望 ん でい ま し

たが， 混乱 と失 意 の状 態 に あ りま した 。

アル マは これ らの善 良 な人 々 の生活 が

変 わ る よ うに望 み， 彼 らに とって神 の

み言葉 を聞 い て試 す こ とが 幸福 と満 足

を得 るた めの最 もよ い方法 で あ る と思

い ました。 また， み言葉 を試す な ら，

人 々 の心 は必ず 変 わ る と確 信 して い ま

した。 アル マ書 第31章5節 には， この

よ うに書か れ てい ます 。
の

「神 の 道 を宣べ 伝 え るの は民 に正 し

こう

い こ とを行 わせ るの に非常 に効 が あ っ

て， 剣 や その ほか これ まで に用 い た こ

との あるす べ ての方 法 よ りも強 く人 の

心 を感化 す るか ら， アルマ は神 の道 の

力 を用 い る必要 が あ る と思 った 。」

「神 の 道 」 は 「聖 典 」 に 置 き換 え る
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活が 変 わ るで しょ う。 そ して， 日々の

失望 は， いか に神 に愛 され て い るか と

い う知識 に取 って代 わ るで し ょう。 み

言 葉 を味 わ い， 心 が 満 た さ れ るの で

す。」

今 晩私 た ちが 聞 いた賛 美歌 ， 聖句 ，

お話 ，勧 告 のす べ て は， 私 た ち一人 一

人 が 以下 の事 柄 を行 な うう えで励 み に

な るで しょ う。(1)神の み言葉 を読 む こ

とを各 自で決 心 す る，(2)聖典 を読 む習

慣 をつ け，聖 典 を楽 しむ には どう した

らよい か理解 す る，(3)聖典 を読 む習 慣

に よ り最 終 的 に得 られ る よい気持 ち と

生 活 の変 化 に気 づ く。 アル マ の言葉 で

言 う と，(1)受 け入 れ る，(2)養 い育 て る，

(3)実を取 って食 べ る こ とで す。

(ピア ス姉 妹 の話 の後 ，6人 の姉 妹

が アル マ書第32章27-28節 ，42節 を読

み ま した)

「しか し
， あ なた た ち が も し目 を さ

ましてふ るい立 ち， そ の能力 をつ くし

て少 しな り と も信 じなが ら私 の言葉 を

実 際 にた め して み るな らば， た とえ信

じよ う とす る望 み を起 すだ けで もよい。

…… この望 み を育 てて ゆ け。
た ね

今 ，神 の御 言葉 を種 子 にな ぞ らえて

話 す と， あ なた た ちが一 つ の種子 を 自
ま

分 の 心の 中 に蒔 く とき， も し もそ の種

子 が真 理 の 種 子 す な わ ち 善 い種 子 で

あ って， あ なた た ちが不 信心 の心 で こ

の種 子 を抜 き とっ た り， 主 の 『み た

ま』 に逆 らった りす る ことが なけれ ば

種 子 は次第 に… …ふ くれ 始 め るで あ ろ

う。 そ こで， あなた た ち は種 子 がふ く

れ始 め る こ とを感 ず る と，次 の よ うに

思 う。す なわ ち， これ は ま こ とに善 い

種 子 ，善 い言 葉 に違 い な く， 私 の心 を

大 き く開 き， 私 の理解 力 を増 し， 私 は
よ

よ うや く好 い味 を感 ず る と。

この よ うに， あ なたた ちが 心 の 中に
つと

神の御言葉の根がつくように勉めはげ
もつ

み，厚 い信 仰 を以 て気 長 に御 言葉 を養

い育 て るな らば， や が て その言葉 の実

を とって腹 に満 ち る まで それ を食 い，

もう飢 え る こと もな く渇 くこ ともない

で あろ う。 この言 葉 の実 は最 も貴 重 で

あ って あ らゆ る甘 い もの よ りも甘 く，

…… あ らゆ る清 い もの よ り も清 い
。」

イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ っ て ，

アー メ ン。

脂肪分ゼロのごちそう

中央若い女性第二副会長

ポニー ・D・ パーキン

聖典は皆さんの旭1を開き，高め，慰めと勇気を与えてくれるでしょう。温

かい毛布に包まれたように，天父の愛が皆さんをくるんでくれるでしよう。

親 と娘 が一緒 に座 っ てい る姿 ほ

母 ど麗 しい 光 景 が ほか に あ る で

し ょ うか。 こ こタバ ナ クル に集 って い

る多 くの人 々 の姿 を見 渡 し，世 界 じ ゅ

うの教 会堂 に集 う無 数 の若 い女 性 の姿

を思 い浮 かべ る と， ほん とうにた だ驚

くば か りです。 この よ うな光景 は， ユ

タ州 ヘ リマ ンの農家 に育 った私 をへ り

くだ らせ て くれ ます。

姉 妹 の皆 さん，私 の秘密 をお話 し し

ま し ょう。 私 は食 べ る こ とが大 好 きで

す。 皆 さん もそ うで はあ りませ んか。

最 高 の味付 け と料理 法 で， しか も芸 術

品 の よ うに美 し く盛 りつ け られた食 事

を前 にす る と， 私 は天 国 に いる よ うな

気持 ちに な ります。 メニ ュー を見 て い

るだ けで も，体 重 が増 えそ うです。

主 は私 た ちに ダイエ ッ トをす る よう

に期 待 して はお られ ない ことを，皆 さ

んは ご存 じで した か。 ほ ん と うで す。

ニ ー フ ァイ第二 書第9章51節 を開 い て

み て くだ さい。 そ して いち ば ん最 後 の

行 を見 て くだ さい。 「飽 くまで食 べ て，

あ なた た ちの霊 を肥 やせ 」 と書 かれ て

い ます。 で も，何 を食 べ るので し ょう

か。 チ ョコ レー トで し ょうか。

よ く読 ん で くだ さい。 神 の み言 葉 を

食 べ るので す。皆 さんが み言 葉 を最後

に味 わ った の はいつ で した か。 み言葉

は い くら食 べて も罪悪 感 を生 じない こ

とを知 って い ま した か。

私 の新 しい召 しが もた ら して くれ る

喜 びの ひ とつ は， 会長 会 と ともにみ言

葉 を味 わ える こ とで す。 私 たち は集会

の初 め に聖典 を勉 強 します。 会長 のヘ

イル ズ姉 妹が まず最初 に こ う言 い ます。

「ど なた か聖 典 を持 って い らっ しゃ い

ます か。」 必 ず だれ かが持 って い ます 。

私 た ち は参照 聖句 や項 目別索 引(訳 注

英 語 の聖 典 の付録)を 調 べ， 聖典

に 出て くる考 えを 日常 生 活 に応用 し，

そ して皆 さんの こ とを考 え ます。

この よ うに して ともに聖典 を勉 強す

る と， みた まの導 きを受 ける こ とが で

きます。 赤鉛 筆 を手 に持 っ て，私 た ち

は 自分 の気持 ちや 考 え，願 い を話 し合

い，互 いの きず な を強 め合 い ます。 ま

た ，一 致 が 深 ま り， 皆 さん の た め に

もっ とよ く奉 仕 で きる よ うにな ります 。

皆 さん は， ビーハ イブや マ イア メイ ド，

ロー レル の ク ラスや若 い女性 の会 長会

な どで， この よ うにみ言 葉 を味わ って

い ますか 。集 会 の初 め に，聖典 か らひ

とつ の テー マ を選 んで， 話 し合 って み

て くだ さい。 聖典 につ いて話 し合 う こ

とか ら得 られ るみた まの導 き に驚 くこ

とで し ょう。

私 は若 い女 性 の時， 聖典 を勉強 す る

のが少 し苦手 で した。 もっ とよ く勉強
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して お けば よか った と思 い ます。 ワシ

ン トン州 の シア トル に住 む よ うにな っ

て初 めて， 友達 と私 は， ワー ド部 の霊

的 な姉 妹 た ちの よ うな知識 を 自分 た ち

も得 たい と思 うよ うにな りま した 。 ま

た，子 供 た ちが 「そ の母 か ら教 え を受

け て」(ア ル マ56，47)信 じ，正 しい

道 を歩 む よう に と望 み ま した 。 そ して，

お い しい食 事 を食 べ る とき と同 じで ，

福 音 も友 達 と一緒 に分 か ち合 う こ とに

よって一 層楽 しい もの とな りま した 。

私 に はル イ ーズ ・ネル ソ ン姉 妹 とい う

友達 が いて， 一緒 にみ言 葉 を味 わ った

の です。

古 い ソフ ァに座 り，息 子 た ちに聖 典

の物 語 を読 んで あ げた ことが思 い 出 さ

れ ます。 聖典 の勉 強 をす るにつ れ て，

私 たち の生活 に力が 満 ち始 め ま した。

ル ツが 自分 の家族 を離 れ て主 の民 とと

もに歩 もう と した こと， サ ラ イア が荒

れ野 で子 供 た ち を育 て た こ と， エ ステ

ル が ほか の人 を救 うた め に 自分 の命 を

危 険 に さ ら した こと， そ して，最 も重

要 な こ とは， マ リヤ がわ らを敷 いた馬

小 屋 で御 子 を産 み， か いば お けに寝 か

せた こ とを， 私 は改 め て学 び ま した。

また ，神 は人 々 の生活 の中 で奇跡 を行

なわ れ る ばか りで な く， 私 の生活 の 中

で も驚嘆 す べ き こ とを行 な われ るの を

知 りま した。

私 は， 聖典 の す ば らし さを発見 す る

のが ほかの人 よ り少 し遅 れ ましたが ，

とにか く発 見 した ので す。

そ して今 で も， おい しそ うな料 理 の

メニ ュー を見 る ときの よ うに，知 恵 に

満 ちた 言葉 に飢 え渇 い てい ます 。私 た

ちの霊 の重 み を増 すた め に， もっ とみ

言葉 を食 べ て味 わ わ な くて はな りませ

ん。

い っ もたや す くで き る とはか ぎ りま

せ ん。 まだ理解 で きない こと もた くさ

んあ ります。 で も， そ こで立 ち止 ま ら

ず に主 の導 きを熱心 に求 め る とき， 聖

典 は私 の精 神 を みた まの力 で満 た して

くれ るので す。皆 さん に も同 じこ とが

起 きるで し ょ う。聖 典 は皆 さんの心 を

開 き，高 め，慰 め と勇気 を与 えて くれ

るで し ょう。温 か い毛布 に包 まれ た よ

うに，天 父 の愛 が皆 さん を くるん で く

れ るで し ょう。 ど うして それ がわ か る

か と言 う と，私 自身が 経験 してい るか

らです 。 それ は天 父が 私 たち に約束 し

て お られ る こ とで もあ ります。 聖典 を

読 む ことは， 主の食 卓 に着 くこ とな の

で す。

愛す る姉 妹 の皆 さん， どうぞ み言葉

を試 して みて くだ さい。 イエ ス は言わ

れ ま した。 「聖典 を調 べ な さい。 ・

聖典 は， わた しにつ いて あか しをす る

もの で ある。」(欽 定訳 ヨハ ネ5：39よ

り和訳)

主 は生 きてお られ， 私 た ち を愛 し，

み手 を差 し伸 べ てお られ ます 。皆 さん

と主 に よ く仕 える こ とが で き ます よ う

に， イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ りお

祈 りいた し ます。 アー メ ン。
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み言葉の実を味わう

中央若い女性会長

ジャネット ・C・ ヘイルズ

聖典を通して救い主イエス ・キリストを知るにつれて，私たちは自分の行

ないを改善できるようになります。

が中央若い女性会長に召されて

私 間 もない ころ， ア フ リカ東 部 ，

ケニ アの ナ イロ ビに住 む若 い女性 か ら

手 紙 を頂 きま した。彼 女 の名 前 は シル

ビア といい， 当時15歳 で した。 お父 さ

ん を交 通事 故 で亡 くした彼女 の手 紙 に

は，次 の よ うに書 か れ てい ました。

「父が 死 んだ 時
，私 の一 部 も死 ん で

しまった よ うに感 じ ました。 私 はま る

で人 が変 わ りま した。 自分 で も嫌 にな

る よ うな人 間 にな って し まった ので す。

学 業 や霊性 の面 に も影 響 が現 わ れ， 成

績 は落 ち る一 方 で，学 校 も嫌 にな りま

した。 祈 りを忘 れ る こ ともあ ります 。

神 様 へ の信 頼 もな くしか けてい ます 。

私 が前 に感 じて いた愛 や 温 か さや平安

は，今 は も う遠 い もの にな って しまい

ました。

ヘ イル ズ姉妹 ， ど うか私 を助 けて く

だ さい。 な ん とか しな けれ ば， だれ か

の助 けが な けれ ば，私 はだ め にな って

し まいそ うで す。」

助 け を求 め るシル ビア の叫 び に，す

ぐにで もなん とか してあ げた い と思 い

ま した が， なに し ろ何 万 キ ロ も隔 てた

場所 にい たの で， 私 は彼女 が天 父 へ の

信頼 を取 り戻 す助 けにな れ ば と注 意深

く信 仰 を込 めて手紙 を書 き ま した 。 そ

して こ う提 案 し ま した 。 「毎 日聖 典 を

読 んで くだ さい。 そ して それ に よ って

少 しで もあ なたの 気持 ち が慰 め られた

な ら， 私 に手紙 で教 えて くだ さい。」

数週 問後 ， シル ビアか ら手紙 が 届 き

ま した。 「これ まで私 は， 聖典 を読 む

の をや め てい ました。 読 んで もよ く理

解 で きな いの で投 げ出 して し まった の

で す。 姉妹 の手 紙 を読 ん で… …聖典 を

もっ と熱心 に探 求 した い とい う気持 ち

が わ いて き ま した 。私 は今 ， とて も貴

く霊 的 な力 を受 けて い ます。 聖典 を読

む よう提案 して くだ さ って， あ りが と

う ござい ま した。」

シル ビア は，絶 望 し， 自分 はひ と り

ぼっ ちだ と感 じた 時， 助 け を受 け ま し

た 。同 時 に， 聖典 が 自分 の人生 を よ り

よ くして くれ る こと も知 りま した 。彼

女 は， しば ら くして こう書 い て き まし

た 。 「もっ とよい人 に なれ る よ う努 力

す る決 心 を し ました。 そのた め には，

私 の信 仰 を失 わせ よ う とす る人 た ち に

負 けない よう，今 まで の短 所 を克服 し，

長所 に変 えて いか な けれ ば な りませ ん。

特 に学 校 で は，末 日聖 徒 は私 ひ と りな

の で頑 張 らな けれ ば と思 い ます。」

シル ビア は聖典 を読 む とい う決 意 の

下 に努 力 を続 ける うち， さ ま ざまな選

択 の機 会 に天 父が 助 け導 いて くだ さる

ことに気 づ き ま した。

後 に シル ビア は この よ うに書 いて い
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ます 。 「忙 し くな りま したが ， 聖典 を

読 む こ とは忘 れ てい ませ ん。 ジェ レ ド

の兄弟 や ニ ー フ ァイ の よ うに強 い信仰

を もち， 主 のみ ここ ろが わ か る ように

な りた い と思 い ます。 信仰 が 強 め られ
めいそう

るよ うに瞑想 もす るつ も りです。 私 は

16歳 に な りま した。」

月 日が た つ につれ て シル ビア の聖典

に対 す る理解 は深 ま り，彼 女 はほか の

人 を助 けた い と思 う よう にな ってい き

ました 。 「私 は教 会 に行 くのが 好 きで

す。 い ちば ん楽 しい の は，初 等協 会 の

子 供 た ち を助 けて い る ときです。 子供

た ちが歌 った り， 聖典 を読 んだ り，感

じて い る こ とを話 して くれ た りす るの

を聞 くのが大 好 きなんで す。」

ほか の人 を助 ける よう にな ってか ら，

シル ビア は救 い 主の こ とを もっ とよ く

理 解 で き るよ うに な りま した。彼 女 は，

キ リス トが地 上 で導 き と恵 み を施 され

た最後 の 日々，十 字架 上 の死 ， そ して

復 活 につ い て読 んだ こ と， そ してキ リ

ス トの地 上 にお ける使 命 と， 私 たち に

対 す る大 きな愛 を もっ とはっ き りと理

解 す るよ うにな った こ とを手紙 に書 い

て くれ ま した。

さ まざ まなチ ャレ ンジや友 達 か らの

プ レ ッシ ャー は続 き ましたが ， シル ビ

ア は どんな ときに も助 け を与 えて くれ

る聖典 とい う泉 を見 いだ しま した。私

の母 が亡 くな った こ とを知 った時 ，彼

女 は手紙 で私 を励 ま し， 信仰 を強 め て

くれ ました。

3年 前 ，彼 女 に提 案 した聖典 を読 む

とい う泉 は， 私 が与 え られ る以上 の大

きな助 け を彼 女 に もた らして くれ ま し

た。 シル ビ ア は， 聖典 を読 む こ とに

よって直 面 して いた 問題 を克 服 で きた

だ けで は あ り ませ ん で した 。 彼 女 に

とって聖 典 が永 遠 の泉 とな り， いつ も

と もにいて くれ る存 在 となった ので し

た。 天父 は決 して 自分 をお見 捨 て には

な らな い こ と も学 び ま した。

ほか に もた くさんの人 が 聖典 か ら祝

福 を受 けて い ます。 皆 さん の中 に は，

コ リー ・テ ン ・ブ ーム の書 いた 「隠 れ

家」 を読 んだ人 が おおぜ いい る と思 い

ます 。普 通 で は考 え られ ない厳 しい状

況 に あった彼 女 に答 えを与 えて くれ た

の も聖典 で した 。



コ リー とその姉 妹 ベ ッツ ィー は第 二

次 世界 大 戦前 の オ ラ ンダ に暮 らす ク リ

ス チ ャンで した。 ユダ ヤ人 に対 す る虐

待 が 渦巻 く中， ふた りはユ ダ ヤ人 を 自

分 の家 にか くまい ま した。 隠れ家 が発

見 され， 地獄 の ような収 容所 に送 られ

た ふ た りは， ユ ダ ヤ 人 捕 虜 が そ うで
はくだつ

あ った よ うにす べ て を剥 奪 され た生活

を強 い られ る こ とにな ります。

しか し，特 別 な方法 で コ リー は聖 書

を隠 し持 っ ことがで きま した。彼 女 は，

率先 してほ かの捕 虜 と ともに聖典 を読

む よ うにな りま した。 彼 らが受 ける肉

体 的 な苦 痛 は さ らに激 し くな って い き

ま したが ，彼 らの心 の 中 には まっ た く

違 う世 界 が あ った， と記 され てい ます。

「助 け合 い と希 望 の輪 は ます ます広

が り， その 中心 に は聖 書 が あ りました。

孤 児 が た き火 に寄 り集 ま るよ うに，私

た ちは聖 書 の周 りに集 ま り， その暖 か

さ と光 とを自分 た ちの心 に受 け よう と
やみ

しま した 。辺 りを取 り巻 く闇 は一 層暗

くなっ てい き ま した が， 神 のみ言 葉 は

よ り輝 き を増 し， さ らに真実 の光 を発

しなが ら美 し く燃 えた のです 。 ……

私 た ちに は… …ふ たつ の人 生が あ り

ました。 ひ とつ は 目に見 える， この世

の人生 で ， それ は 日を追 っ てひ ど く，

恐 ろ しい もの にな って い きま した。 も

うひ とつ は神 と ともに生 きる人生 で，

これ は真 理 に真理 を， 栄 光 に栄光 を増

し加 え られ， 日々 ， よ りす ば ら しい も

の にな って い き ました。」(コ リー ・テ

ン ・ブー ム 「隠れ 家」pp.194-195)

シル ビアや コ リー ・テ ン ・ブ ーム の

ほか に も，多 くの人が 聖典 の持 つ力 に
あかし

つ いて証 してい ます。 聖典 に精 通 し，

天 父 のみ 言葉 に信頼 を寄 せ る こ とに関

して， 救 い主 ご自身が 私 た ち に模 範 を

示 して くだ さい ま した 。 ル カ によ る福

音 書第4章 に は， イエ ス が40日 間 断食

した後 ，悪 魔 か ら誘 惑 を受 け られ た こ

とが記 されて い ます。 悪魔 は， もしイ

エスが 神 の子 で あ るな ら石 をパ ン に変

えて み るよ うに と言 った ので す。40日

間 断食 した後 で あ った に もか かわ らず ，

イエ ス は 「人 はパ ンだ けで生 きる もの

で はな い」(ル カ4：4)， 「神 の 口か
ことば

ら出 る一 つ一 つの 言で 生 き る もの で あ

る」〈マ タイ4：4)と 言 われ ま した。

イエ スは予 言者 の言 葉 を しっ か りと心

に留 めて お られた ので す。

サ タ ンは再 びイ エ スを誘 惑 し，今 度

は も しイエ スが サ タ ンを礼 拝す るな ら

力 と栄光 を与 え る と言 い ま した。 イエ

ス は次 の よ うな言葉 を もって誘 惑 を退

け られ ました。 「『主 なる あな たの神 を

拝 し， ただ 神 にの み仕 え よ』 と書 いて

ある。」(ル カ4：8)イ エ ス は御父 の

み こころ を よ くご存 じで した。 そ して

み言 葉 は，誘 惑 に遭 わ れた 主 を力づ け

た ので す。

聖 典 の言 葉 は，皆 さんが誘 惑 に遭 う

とき に力 を与 えて くれ ます 。私 た ち に

聖典 が与 え られ た の は， 苦難 の とき に

平安 と確 信 を見 いだ し， 日々の 問題 を

解決 す る助 け を受 け，誘 惑 に遭 う とき

に強 め られ るた めで す。 また， 聖典 を

通 して救 い 主 イエ ス ・キ リス トを知 る

につ れ て，私 た ち は 自分 の行 ない を改

善 で きる よ うにな ります 。若 い 女性 の

皆 さん は，今 年1995年 の 目標 として ，

定 期 的 に聖典 を読 む よう に勧 め られ て

い ます。

世界 じ ゅ うの50万 人 の若 い女性 が 聖

典 を開 いて い る とこ ろを想 像 してみ て

くだ さい 。 キ ャ ンプ や ， ユ ー ス カ ン

ファ レンス， 日曜 学校 や 聖典 マ ラ ソ ン，

また訪 問 先 の老人 養護 施設 で聖典 を開

いて い る若 い女性 の皆 さん の姿 が 目に

浮 か び ます。 中 に は， 弟 や妹 た ち， あ

るい は 目の悪 くな った祖 父母 に聖典 を

読 ん で聞 かせ て あ げてい る若 い女性 た

ち もい るで し ょ う。 ま くら元 や スタ ン

ドの傍 らに置 か れた聖 典 や，家 庭 の 夕
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べ で聖典 が読 まれ てい る様 子 も見 えて

きます。 聖典 を手 に した若 い女性 の皆

さんが， 今晩 礼拝 堂 や ステ ー キ部 セ ン

タ ーに集 う様 子 を見 て， ア ルマ は どん

な に感 動 してい るこ とで し ょう。 皆 さ

ん，.アル マ書 第32章 を開い てい た だ け

ます か。 私 が27節 を読 み ますか ら， そ

れ に続 けて全 員 で28節 を読 み ま し ょう。

「しか し
， あな た た ち が もし 目 を さ

ましてふ るい立 ち， そ の能 力 をつ くし

て少 しな り とも信 じなが ら私 の言 葉 を

実 際 にた め して み るな らば， た とえ信

じよ う とす る望 み を起 す だ けで もよい。

しか し，私 の言葉 の一 部分 で も受 け入

れ るほ どの信 仰が で きる よ うにな る ま

で， この望 み を育 て て ゆ け。
た ね

今， 神 の御 言葉 を種 子 に なぞ らえて

話 す と， あ なた た ちが一 つ の種子 を自
ま

分 の心 の中 に蒔 くと き， も しもその種

子 が真 理 の 種 子 す な わ ち 善 い種 子 で

あ って， あ なた た ちが不信 心 の心 で こ

の種 子 を抜 き とっ た り， 主 の 『み た

ま』 に逆 らった りす る ことが な けれ ば

種 子 は次第 に胸 の中 でふ くれ 始 め るで

あ ろ う。 そ こで， あなた た ちは種 子が

ふ くれ 始 め る こ とを感 ず る と，次 の よ

うに思 う。 す なわ ち， これ は ま ことに

善 い種 子， 善 い言 葉 に違 い な く， 私 の

心 を大 き く開 き， 私 の理解 力 を増 し，
よ

私 はよ うや く好 い味 を感ず る と。」

37節 には，私 た ちが まいた種 が 生長

し始 めた な ら 「この木 が充 分 に根 を下

ろ して生長 し， 私 た ちの た めに実 を結

ぶ よう によ く注意 して養 い育 て」 な け

れ ば な らない と教 え られ てい ます 。
な

41節 に は， 「その 実 の 生 る時 を待 ち
つと

設 けなが ら勉 め はげ んで， 気長 に よ く
もっ

信仰 を以 て これ を養 う」 よ うに， と書

か れて い ます。 若 い女性 一人 一 人 が種

を植 え，養 い育 て てい くときに 「やが

て その 言葉 の実 を とって腹 に満 ち るま

で それ を食 い， も う飢 える こ ともな く

渇 くこ ともな いで あ ろ う」 とい う42節

に書 か れた約 束 の意 味 を理解 で きる よ

う， 心 か ら願 って い ます。

これ こそ，私 た ちが天 父 の招 きに こ

た えて み言葉 を試 して み る とき に与 え

られ る約 束 です 。 この約 束 が真 実 であ

る こ と を イ エ ス ・キ リス トの み 名 に
あかし

よ っ て 証 し ます 。 ア ー メ ン。



努力のかいがあります

ユク州スパニッシュフオーク西ステーキ部

リーランドワード部所属

メラニー ・イートン

聖典の勉強から得る導きは私を慰め，毎日の生活に平安をもたらしてくれ

ます。

は クロス カ ン トリー と長 距離 の

私 選 手 です 。 ときに は，3マ イル

(約5キ ロ)の 険 しい 道 が 永遠 に続 く

と思 える こ とが あ ります。 私 は，終 わ

りまで堪 え忍ぶ こ と， っ らい仕 事 や多

くの肉体 的， 情 緒 的 なチ ャ レ ンジに耐

える こ とを学 んで きま した。私 の 心が

悲 鳴 を上 げて， レー スや っ らい練 習 を

や めた くな る こ ともあ りましたが ，精

神 的 に も肉体 的 に も最 後 まで堪 え忍 ば

な くて はな らない と思 い ました。 そ し

て ， レー ス を完走 す る こ とや っ らい練

習 を最 後 まで や る こ とが どんな に大変

で あ って も， 自分 が あ き らめ なか った

こ とか ら得 られ る満足 感 は， 何 ものに

も代 えが た い こ とが わか りました。

ニ ー フ ァイ第三 書 第15章9節 で， イ

エ ス は ニ ー フ ァイ人 に こ う述 べ て い
お き て

らっ し ゃい ます。 「見 よ， わ れ は律 法

に して また光 な り。 わ れ にすが りて終

しか なんし

りまで堪 え忍 べ。 然 すれ ば汝 らは必 ず

生 く。 終 りまで忍 ぶ者 にわれ は永 遠 の
あた

生 命 を与 うれ ばな り。」

忍耐 の概 念 は聖 典 の勉 強 に も当 ては

ま ります。私 に とって聖典 を勉 強す る

の は必 ず し も易 しい こ とで は あ りませ

ん。 そ れ はいつ もむず か し く， 険 しい

道 を走 るよ うで す。 セ ミナ リー で は，

毎 日10分 間 聖典 を読 む習 慣 をつ ける よ

う， 励 まされ ま した。最 終 的 に はや る

価値 の あ る こ とだ と確信 し， トレーニ

ング を始 め ま した 。モ ルモ ン経 を読 む

た び に，私 の生 活 の 中で起 きてい る問

題 に関 連 の ある メ ッセー ジ を， その都

度 見 つ け ました。 それ は とて もわ くわ

くす る経験 で した 。今 晩， 私 は皆 さん

に も同 じ気 持 ち を味 わ って ほ しい と思

い ます。皆 さん に とっ てむず か しい こ

とはわか ります。 私 た ちは皆 ， 同 じ経

験 を して きたの です。 で も， 聖典 を開

いて毎 日毎 日読 むな ら，私 と同 じ感 動
あかし

と証 が 得 られ る こ とを約 束 し ます。 最

も大 きな祝 福 の ひ とつ は， 天 父 とイエ

ス ・キ リス トへ近 づ くこ とで す。

また，聖 典 は聖霊 が 私 たち に働 きか

け る道 を用意 し， 私 たち が毎 日正義 を

選 ぶ よう促 して くれ ます。 ニ ー フ ァイ

第 二書 第32章3節 には， この ように書
ちか ら

か れ て い ます 。 「天使 は聖 霊 の能力 で
の

語 るか ら， キ リス トの言 葉 を宣 べ伝 え

る。 それ で あ るか ら，私 はキ リス トの

言葉 をよ く味 わ え とあ なたた ち に勧 め

た。 それ はキ リス トの言 葉 は， あ なた

た ちの しな くては な らない こ とをみ な

教 え るか らで あ る。」

終 わ りまで堪 え忍 び， 聖典 を読 む習

慣 を一生 続 け てい くか ぎ り， パ ウ ロ と

と もに次 の よ うに言 う こ とがで きるで

し ょ う。 「わ た しは戦 い を りっ ぱ に戦

い ぬ き， 走 るべ き行 程 を走 りつ くし，

信仰 を守 りとお した。」(IIテ モテ4.

7)

これ は じゅ うぶ ん努 力 す るに値 す る

こ とを証 します。 私 はモ ルモ ン経 とそ

こに書 か れて い る真理 を愛 してい ます。

日々 の生活 に聖典 を当て は め るこ とを

学 ぶ に は これ まで 何年 もかか りま した

し， これ か らも もっ と長 い時 間が か か

るで し ょう。 で も， 聖典 の勉 強か ら得

る導 きは私 を慰 め， 毎 日の生 活 に平安

を もた らして くれ ます。 イ エス ・キ リ

ス トの み名 に よ り， ア ー メ ン。
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主を信頼する

ユタ州ブリガムシティーステーキ部

フォレス トヒルズワード部所属

アンドレア ・アレン

しかしもし真の目的と真仙をもって助けと答えを求めるなら，導きと指示

が主から与えられます。

友
人 の ひ と りが，今 試練 の さなか

に い ます。今 年 の初 め ご ろ， そ

の友 人 は苦 しんで い ま した 。 しか しそ

んな彼女 を，私 は どう助 けて よい かわ

か りません で した。 で すか ら私 は天 父

に， 彼女 を祝 福 して くだ さい， 私が 彼

女 の よ き友 となれ る よ うに助 けて くだ

さい， と祈 り求 め ました。 そ んな あ る

日， 彼女 が私 に向 か って怒 りま した。

私 に は一 体 どう してな のか理 解 で きま

せ ん。 どう対 応 した らいい の か，わ か

らな くな って し まい ま した 。私 は何 か

不適 切 な こ とを言 って， 友情 を壊 した

くはな い と思 い ま した。 特 に今 こそ彼

女 に とって私 が必 要 な時 期 だ と感 じて

い たか らで す。 しか し彼 女 が私 を怒 っ

て か らは， よい友 でい るな ど自分 に は

で きない と思 い ま した。 さ じを投 げて

し まお う と思 い ま した。 意気 が そが れ

て しまった か らで す。

あ る午後 の， セ ミナ リーで の こ とで

した。 私 はあ る聖 句 を 目に し ました。

モ ーサ ヤ 書第4章21節 です 。 「さて，

もし もお 前た ち を造 りお前 た ち の命 や

持物 や才能 を与 えた もう神 が ， お前 た

ちが必 ず受 け る と信 じて 固い信 仰 で乞

い求 め るあ らゆ る正 しい もの を与 えた

もうな らば， まして お前 た ち は自分 の

持物 を与 えるのが 当然 で は ない か。」

この聖句 を読 んで わか った の です。

その友 人 は私 が与 える こ との で き る持
あかし

ち物 ， 私 の友情 と証 を必 要 としてい た

し，今 で も必 要 なの です。 私 は彼 女 を

見 捨 て まい と決 心 し ました。私 は毎 日

彼 女 と話 して い ます。 い つ も彼 女 の た

め に祈 ってい ます。私 の努 力 か ら何 か

よい結 果 が生 じる と信 じてい ます 。私

は祈 って聖 典 か ら導 きを得 られ た こ と

に，感 謝 して い ます。

若 い女性 も試 練 ，選択 ， そ して困難

な状 況 に直 面 します。 私 た ちは， その

よ うな状 況 を自分 だ けで切 り抜 ける力

が あ る と考 えて し まう こ とが多 くあ り

ます。 しか し私 た ち はそれ ほ ど強 いわ

けで はあ りませ ん 。少 な く とも自分 の

力 だ けで は強 くなれ ませ ん。 しか し も

し真 の 目的 と真 心 を もって助 け と答 え

を求 め るな ら， 導 き と指示 が主 か ら与

え られ ます 。主 に助 けて いた だか な く

て は な りませ ん。 主 を信頼 し， 主 の み

こ ころ を行 なわ な くて はな りませ ん。

主 のみ ここ ろを行 な え ば， 真 の喜 び と

幸 福 を見 いだす で し ょう。 そ して 自分

の行 な って きた 事柄 が正 しい こ とを知

るで し ょう。

箴 言第3章5，6節 を開 いて くだ さ い。

と もに読 ん で み ま し ょう。 天父 が私 た

ち に天 父 を信 頼 す る よ う求 め てい らっ

しゃ る こ とがわ か ります。

「心 をつ くして主 に信 頼 せ よ
， 自分

の知 識 にた よって は な らない。

すべ ての道 で 主 を認 め よ， そ うすれ

ば， 主 は あなた の道 を まっす ぐにされ

る。」

私 は聖 典 に対 す る証 を持 ってい ます 。

主 を信頼 し，祈 りの気持 ちで聖典 を読

む な ら， 困難 な状 況 で の対処 の しかた

につい て， 導 き と指 示 を受 けるで し ょ

う。 この指 示 に従 うな ら， 私た ち に対

す る救 い主 の愛 を感 じ るよ うにな りま

す。 イ エス ・キ リス トのみ名 に よって，

ア ーメ ン。
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主は助けて

くださ：います
ユク州ウエストジョーダンステーキ部

ウエストジョーダン第8ワ ード部所属

ヒラリー ・コール

毎日の聖典学習は，天父に信仰をもつことを思い起こさせてくれます。

た ち は皆 異 な って い ます 。 そ し

私 て 一 人 一 人 が ， 才 能 と と も に

チ ャ レ ンジ を与 え られ て い ます。 中 に

は身体 的 に， あ るい は精神 的 に制 約 を

受 けてい る人 もい るで し ょう。 孤 独 を

感 じて いる人 や， 福音 の原 則 を学 べ な

い家庭 で育 った人 もい る こ とで しょ う。

で も天 父 は私 た ち一人 一人 を愛 して お

いで に な るので， 慰 めや 強 さの源 とな

るもの を与 えて くだ さい ま した 。 それ

が聖典 です。

私 の友 で あ る皆 さん， 私 自身 の聖典

に関 す る経験 を分か ち合 え る この機 会

に感 謝 して い ます。

子 供 の ころか ら， 私 は恵 まれて， 聖

典 が生活 の重要 な位 置 を占 める家庭 で

育 ち ま した。教 会 の活 動 に もた くさん

参加 し，友 達や 家族 が 聖典 の持 つ力 に
あかし

つい て証 す るの を よ く耳 に し ま した。

こう して 私 も聖典 の力 や真 実性 につ い

て， 自分 自身 の証 を得 た い と望 む よ う

に な りま した 。

しか し簡単 に得 られた わ けで は あ り

ませ ん で した。 学習 不能 症 とい う障 害

の あ る私 に とって， 文章 を読 むの は困

難 で， ましてや それ を理 解 す る とな る

と並 た い てい の こ とで は あ りませ んで

した。何 度 も何 度 も恥 ずか しい思 い を

し， い らだち を感 じた ものです 。 自分

は能 力 に欠 けてい る とい う気持 ち か ら，

若 い女性 の集会 に行 くのが嫌 にな りま

した。読 む よ うに指 名 され るか も しれ

ない と思 う と，怖 くな ったの です 。家

族 と一 緒 だ と，幾 分居 心地 が よか っ た

ので すが ，や は り自分 へ のい らだ ち は

消 え ませ んで した。

そん な私が 助 け を求 めて祈 った時，

この聖句 を見 つ けた ので す。 よろ しけ

れ ば私 と一緒 にモ ロナ イ書第7章33節

を開い てみ て くだ さい。 私 の得 た答 え

を皆 さん と分 か ち合 い たい と思 い ます。
なんじ

「キ リス トは 『汝 ら も しわ れ を信 ず

るならば，わが こころにかな う何事 にて
な

も為す力 を与 え らる』 と仰 せ になった。」

な ん とす ば らしい約束 で し ょうか。

もし主 を信頼 す るな らば， 主が 私 を助

けて くだ さ るので す。 私が 聖典 を理 解

で きる よ うに助 けて くだ さ るので す。
かぎ

この聖 句 は私 に とって鍵 とな りま した。

1節 ずつ， 日 を追 うご とに， 私 は理 解

す る ように な りま した。学 校 の成績 も

上 が っ てい き ま した。 そ してモル モ ン

経 のおか げ で，私 は高 校 を卒 業す る こ

とが で きた ので す。現 在 も学 習不 能症

を完全 に克服 で きた わ けで はあ りませ

ん。 日々 試練 に直 面 してい ます。 しか

し毎 日の聖典 学 習 は，天 父 に信仰 を も

っ こ とを思 い起 こさせ て くれ ます。

どこに住 んで い よ う と， どの ような

家庭 で生 活 してい よ う と，天 父 は皆 さ

んを愛 して お られ， 必 要 な とき にはい

っ で も助 け，強 めて くだ さい ます。 私

が確 信 を もって こ う言 えるの も，天 父

が 実際 に私 の力 にな って くだ さ ったか

らで す。私 の試 練 を理 解 して くれ てい

る家族 を愛 して い ます 。一 緒 に問題 と

取 り組 んで くれ る指導 者 に感謝 して い

ます。 私 は この教 会 が真実 で あ る こ と

を知 っ てい ます。 聖典 は， 私 た ち一人

一 人 が学 ぶ ため に与 え られ てい ます
。

キ リス トは生 きて お られ ます 。 イ エ

ス ・キ リス トのみ名 によって， アーメ ン。

轟 轟1

，'轡 ，熱 ・
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成長を促す指導者

ソル トレーク ・モニュメントパーク北ステーキ部

モニュメントパーク第2ワ ー ド部所属

力レン ・マツクスウエル

若い女性は指導者に共感を覚え，自分自身忍耐し努め励む指導者たちか

ら，とても育益な助けを受けるでしょう。

テ ー キ部 若 い女性 指 導者 の ひ と

ス りとして，私 は世 界 じ ゅうで働

くワー ド部 や ステ ーキ部 の 指導 者 のか

た がた と同 じよ うに， み言葉 を養 うた

めのす ば ら しい方法 を探 して い ます。

さいわ い， アル マ書第32章41節 に は，

私 たち が頼 る こ とので き る方法 が，次

の よ うに書 か れ て い ます。 「しか し神
は

の御言葉である木が生え始める時から
な つと

その実の生る時を待ち設けながら勉め
もつ

は げんで ，気 長 に よ く信仰 を以 て これ

を養 うな らば，その木 は根 を下 ろ して永

遠 の生 命 を生 ず る木 にな るで あ ろ う。」

アル マ は， み言葉 を養 いた い と思 う

人 に， 忍耐 と信 仰 とを もって， 勉 め励

む よう に勧 め てい ます 。
けんそん

忍耐 す る には謙 遜 さが必 要 です。 無

理 や り成 長 させ る こ とはで きませ ん。

ボイ ド ・K・ パ ッカー長 老 は こう言 い

ま した。 「私 た ち にで き るの は成 長 を

促 す 環境 作 りを し， は ぐ くみ，守 る こ

とであ り，無 理強 いは で き ませ ん。成

長 を待 たな けれ ば な らない ので す。

偉大 な霊的 な知 識 を得 よう とす る場

合 ，性 急 で あ って はな りませ ん。 育 つ

ま まに し， その助 けを与 える よう に し

て くだ さい 。 無 理 に事 を 進 め る と，

誤 った 方 向 に導 か れ る こ と に な りま

す 。」(『主 の と も しび 』 「聖 徒 の 道 」

1983年10月 号，p.40)

若 い女 性 の皆 さん と と もに， フ ァイ

ヤ サ イ ドや 聖典 の輪 読会 ， また互 いの

思 い を分 か ち合 える よ うな， さ まざ ま

な 自由 な活動 を計画 して くだ さい。 そ

れ に よって彼 女 た ち は， み言 葉 を実 際

に試 し， 成長 を確 実 に実感 す る助 けが

得 られ ます。 一緒 に聖典 を読 ん だ り，

各 々 の経験 を書 き記 した り，音 楽 ， 美
あかし

術 ，証 な どに よって 自分 の持 ってい る

もの を分 か ち合 った りす る機会 を提 供

で きるで しょ う。証 し合 い， い っで も

助 け合 える よ うに備 え る ことがで きる

のです。

ワー ド部 の若 い女 性会 長 会が 集 まっ

た時 ， 「『み言葉 を試 そ う』 と意 気盛 ん

に始 めた もの の，数 週間 もす る と気 が

抜 けて， 何 か心 を燃 え立 た せ る よ うな

刺 激 が ない と続 か ない」 とい う ような

ぼや き声 が 出て きま した 。 この ような

とき こそ ， 「勉 め はげ む」 こ とが大 切

にな って きます。 聖典 を中心 に した，

や りがい の あ る活 動 を計 画 し続 けて い

かな けれ ば な り ませ ん。私 た ち指 導者

も聖典 を読 み続 けな けれ ば な らない時

で もあ ります。 ワー ド部 の ある指 導者

のグル ー プ は聖 典 を読 む ことを決 め ま

した。 そ の中 の若 い女性 指 導者 の ひ と
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りは， 「自分 で は認 め づ ら い こ とで す

が， で も正 直言 って私 には とて もむず

か しい こ とで す」 と言 い ました。彼 女

が率 直 に話 して くれた お かげ で， ほか

の人 々 も自分が 苦心 して い る ことや ，

現 実 的 な 目標 を立 て る必 要 が あ る と

思 って い る点 な どを，打 ち明 け る こ と

がで きま した。 この ワー ド部 の若 い女

性 は指導 者 に共感 を覚 え， 自分 自身 忍

耐 し努 め励 む指 導者 た ちか ら， とて も

有 益 な助 けを受 け るで し ょ う。

最後 に必 要 な の は， 私 た ちが世 界 の

祭典 に向 け て一 緒 に努 力 て い くとき，

イエ ス ・キ リス トが若 い女 性 の心 に触

れ て くだ さ る とい う信 仰 を もつ ことで

す。 信仰 に は必 ず行 動 が伴 わ な けれ ば

な りませ ん。 ヨハ ネ に よる福音 書第7

章17節 は私 た ち に 「神 の み こ ころを行

お う と思 う 〔若 い女 性 〕で あれ ば， だ
おしえ

れで も…… この教 が 神 か らの もの 〔で

あ る こ とが 〕わ か るで あ ろ う」 とい う

希 望 を与 えて くれ ます 。(こ れ は聖典

に書 かれ て い る とお りで はあ りませ ん

が， 「聖文 を私 たち のた め と見立 て た」

ニー フ ァイ は きっ と認 めて くれ るの で

はな いで し ょうか)奉 仕 と 「成 長 す る

私 」 の プロ グラ ム とは神 の み言葉 ， つ

ま り神 の教 えを養 い育 て るのに大 い に

役立 っ で し ょう。 実行 し よう とす る努

力 は， 私た ちが 神 の み言葉 を知 り，養

い育 て る努 力 の助 け にな ります。

また信 仰 に加 えて， 若 い女性 の た め

に祈 り， 彼 女た ち と とも祈 る こと も忘

れ て はな りませ ん。 私 の父 が書 い た次

の詩 には，私 た ち全 員 の心 の祈 りがつ

づ られ てい ます。

あわ なんじ

お お主 よ， 憐 れ み もて賜 わ りた る汝

のみ言 葉 を聞 かせ た まえ。
ささ

わが 心 を和 らげ，汝 に捧 げ る ことを

許 した まえ。

わが 霊 を願 いで 満た し， 汝 を求 め さ

せ た ま え。

わが 耳 と目 とを開か せた まえ。

イス ラエ ル の聖 な る主 よ， われ は主

を喜 び たた え， み名 をほ めた た えん。

(メ リル ・ブ ラ ッ ドシ ョー 「復 活 」)

イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ り，

ア ー メ ン 。



選択の時期
第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

主を導き手としてより頼んでください。皆さんを説き伏せようとする悪の
あがな

声に耳を傾け……ないでください。 「わたしに従ってきなさい」という贋

い主の穏やかで純粋な招きをノ酬こ刻んでください。

△ 晩， この特別 な集会 に若 い女性

7の 皆 さん， そ して そ の母 親 や指

導者 のか たが たが集 って い らっ しゃる

様子 はな ん と輝 か し く，霊 感 あふ れ る

光景 で し ょう。 この大 会 の問， 耳 に し，

目に し，心 に感 じた， 美 し く荘 厳 な教

えの数 々 に よって， 私 た ち は大 いに高

め られ ました。 皆 さ んに短 い話 をす る

とい う特 権 を果 た す うえ で，天 父 の助

けが ある よ うに祈 って い ます。

私 は皆 さん の物 の感 じ方 を理 解 して

お くこ とが ， 自分 に とっ て大切 だ， と

い うこ とをわ き まえて い ます。 私 は こ

の真 理 を，今 晩 こ こに集 って い ますが ，

皆 さん と同 じ年代 の孫娘 か ら教 えて も

らい ま した 。彼 女 の家族 と話 して いた

時， 若 い男性 と若 い女性 が 交流 の機 会

を増 や し，一 緒 に福 音 の原則 を学ぶ に

は， ワー ド部 の 中 に じ ゅうぶ んな人 数

の若 い男 性 と若 い女性 がい るの は とて

も大 切 だ と言 った こ とが あ りま す。

「ジ ョセ ブ ・ワー ス リ ン長 老 が この ソ

ル トレー ク シテ ィー で監督 を してい た

時 ，祭 司定 員 会 に は48人 全 員 が そ ろっ

てい た そ うだ よ」 と私 が言 い ました。

す る と， それ まで何 も言 わ ず に話 を

聞 い てい た孫 娘が ，突 然 こう叫 び まし

た 。 「わ あ， そ ん な に男 の 子 が いた ら

どん な にす て きか しら!」

若 い女性 の感 じ方 を正 し く知 ってお

くこ とはほん とうに大切 で す。 こん な

こ とわ ざが あ ります。 「若者 は世 界 を，

年寄 りは若者 を，変 えたが る1」

私 た ちの 若人 の抱 いて い る夢 は どん

な に美 し く， そ して は か な い もの で

し ょう。 しか し今 日， さまざ まな可 能

性 に恵 まれ なが ら，誘 惑 の 波間 を漂 い，

波 に飲 まれ そ う にな ってい る若人 もい

ます。 ア メ リカの著 名 な ジ ャー ナ リス

トは この国 の現状 を次 の よ うに表 現 し

て い ます 。 「それ は現代 の世 相 を映 し

出 して い る。 ……現代 は妥協 の時 代 で

あ る。原 則 は骨抜 きに され， 罪 は小 さ

な過 ち と見 な され，純 潔 はその とき ど

きの状 況 に よって変化 し，物 質主 義 は

便 利 さだ けを追求 す る一 方 で責任 感 を

な いが しろに して い る。」

若 い女性 の皆 さ ん は心 の 中で ， 「ど

うした ら永遠 の喜 びを確 実 に得 られ る

で し ょ うか。 教 えて くだ さ い」 と，私

に問 いか けてい るで し ょう。 私 は，4

つの事 柄 を提 案 した い と思 い ます 。

1.熱 心 に学'ぶ。

2.注 意 深 く選 択す る。

3.心 を込 めて 祈る 。

4.賢 く行 動す る。

第1に ，熱心 に学'3に とで す。 今晩
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話 された すべ てが， 聖典 は私 たち の人

生 に お ける揺 る ぎな い道 しるべ で あ る

こ とを示 して い ます。聖 典 に書 かれ て

い る教 えに慣 れ親 しんで くだ さい。 主

の た とえ話 や予 言者 の勧 告 が どの よ う

な背 景 や状況 の下 に話 され， 与 え られ

た か学 び ま し ょう。 そ して自分 自身 に

語 られ た もの として受 け止 め，研 究 し

て くだ さ い。 なぜ な ら事 実 その とお り

だ か らです。

た とえ ば， 使 徒パ ウロが その若 い友

人 テモ テ に与 えた思 いや りの ある， し

か し力強 い勧 告 に耳 を傾 けてみ ま し ょ

うg「 あ な た は， 年 が若 い ため に人 に

軽 ん じ られ て はな らな い。 む しろ，言
ぎょうじょう

葉 に も， 行 状 に も， 愛 に も， 信 仰 に

も，純 潔 に も，信 者 の模範 にな りな さ

い。」1

聖典 を一 度 に多 く読 む こ とは， 日々

聖 典 をひ も とい て生活 に役 立 て てい く

の に比 べ る と，効 果 的な 方法 とは言 え

ませ ん。 また ，良 書 を読 む と きに も多

くの よい事 柄 を学 べ ます。 ジ ョセ ブ ・

スタ イ ンの 「屋 根 の上 のバ イ オ リン弾

き」 は今世 紀最 も流行 した ミュー ジ カ

ル の ひ とつで す。

そ れ まで人 々 を引 きつ けて いた陽 気

なダ ンスや 音楽 の リズム， 演技 の うま

さ も， 父親 テ ビエ が ミュ ー ジ カ ル の

テー マ(で あ る と私 は思 い ます が)を

語 る とき， す べて影 を潜 めて しまい ま

す。 貧 しい農夫 で あ る彼 が 美 しい娘 た

ちを傍 らに座 らせ， 彼女 た ち の将 来 に

思 い をはせ て こう話 して聞 かせ るので

す。 「忘 れ な い で お くれ， ア ナ テ フカ

家 のお まえた ち は自分が 何者 で あ るか

を知 って いる。 そ して神 様 がお まえた

ち に どん な人 にな って ほ しい と望 んで

い らっしゃるか もよくわかって いるね。」

この世 の 生活 を改 め て見詰 め， テ ビ

エ の言葉 を深 く考 えて み る と， この よ

うな答 えが 心 にわ いて き ます。 「こ こ

にい る皆 さん一人 一人 は， 自分 が何者

か を知 って い る し，神 が 皆 さん に どん

な人 に な っ て ほ しい と望 んで い らっ

しゃ るか も知 っ て い ます 。」 ど うか，

熱心 に学 ん で くだ さい。

第2に ，注 意深 く選 択 して くださ い。

すべ ての人 は霊 の世界 で あ る前世 を巣

立 って現世 に来 た時， 非 常 に大 きな重



要 な仕事 に取 りかか り始 め たの です。

愛 あ る両 親 に喜 んで迎 え入 れ られ，.霊

感 を受 けた教 師 た ちか ら教 え を授 け ら

れ ました。真 の友 人 た ちか らは助 言 を

受 け ま した。 しか し人 生 の選 択 は，皆

さん 自身 に託 され てい ます。 重 要 でな

い選 び な どひ とつ もあ りませ ん。 それ

は，私 た ち は自分が 思 う とお りの人 間

にな るか らで す。私 た ちの選 び は， 自

分 の行 く末 を決 め ます。

数年 前， 私 は正 しい選 択 の ため のガ

イ ドを手 に しま した。 それ は普 通私 た

ちが合 本 と呼 んで い る もので， モ ルモ

ン経， 教義 と聖 約 ，高価 な る真 珠 を収

めた聖 典 で した。 これ は愛 ある父親 か

ら，美 し く成長 して い く娘 に贈 られ た

もので した。 彼女 は父 親 か ら受 けた助

言 に注 意深 く従 い ま した。 本 の見 返 し

に は 父 か ら娘 へ の 霊 感 あ ふ れ る メ ッ

セ ージが書 き込 まれ てい ました。

「愛 す るモ ー リー ンへ

あな たが常 に真 理 と人 の哲 学 に よる

誤 りとを見分 け られ るよ うに， そ して

知識 を増 し加 えて霊 的 に成 長 で きる よ

うに， この神 聖 な書物 を贈 ります。何

度 も読 み返 し，生 涯 にわた って大 切 に

して くれ る こ とを願 って。愛 を込 めて，

父 よ り。 ハ ロル ド ・B・ リー」

若 い 女性 の皆 さん，友 人 を選 ぶ とき

に も注意 深 くあ って くだ さい。 彼 らは

皆 さ んの将 来 を決 め るの にかか わ って

き ます 。天 父が 望 んで お られ る よ うに，

両 親 を敬 うこ とを選 んで くだ さい 。両

親 は皆 さん を愛 して い ます 。わ ざ と間

違 っ た道へ 導 くよ うな こ とは決 して あ

りませ ん。

ル イス ・キャ ロル の古典 的名 作 「不

思議 の国 の ア リス」 の中 で， ア リス は

まった く反 対 方 向に伸 び た分 かれ 道 に

差 しか か りま した 。 そ こで 出 会 っ た

チ ェ シャ猫 に 「どっ ちの道 を行 った ら

いい のか し ら」 と尋 ね ます。

す る と猫 は 「そ りゃ あん たが どこへ

行 きた いか で，違 って くるよ。 自分 が

ど こへ 行 きた い か わ か ら な い な ら，

ど っ ち を選 ぼ う と大 した 違 い は な い

ね」 と答 え ます。

皆 さん はア リス と違 って 自分 が ど こ

へ行 きたい か を知 って い ます。 どち ら

の道 を選 ぶ かで大 きな違 い が出 て くる

の です。 なぜ な ら この世 で私 た ちが 歩

む道 は， 次 の世 で歩 む道 につ なが って

い るの です か ら。注 意深 く選 択 して く

だ さ い。
ささ

第3に ，熱 心 に祈 りを 捧 げて くだ さ

い。 皆 さん一 人 一人 は神 の娘 であ り，

神 の姿形 に似 せ て つ くられ ま した。 皆

さん の旅 は 日の光栄 の旅 です。 天 父 は

皆 さんが真 心 か らの熱 心 な祈 りに よっ

て ， チ ェ ッ クイ ンす る よ う望 んで い

ら っし ゃい ます。覚 えて おい て くだ さ

い。皆 さん は決 して ひ と りで は あ りま

せ ん。 自分 が愛 され てい る こ とを決 し

て忘 れ ないで くだ さい。皆 さん を心 に

か けてお られ る方 が い らっ しゃ る こ と

を，決 して疑 わ ない で くだ さい。

皆 さ ん は現 実 に試練 を受 け，大切 な

問題 を抱 えて，切 実 に答 えを必要 とし

て い ます 。若 人 の皆 さ ん に， 教義 と聖

約 第9章 をよ く読 み ，学 んで ほ しい と

思 い ます 。皆 さん それ ぞれが 学ぶ べ き

こ とが書 か れて い ます。 何か 決心 を し

な けれ ば な らな い と き に は， ジ ョセ

ブ ・ス ミスが主 か ら勧 め られた方 法 で，

天父 に尋 ね求 めて くだ さい。 主 は予 言

者 ジ ョセ ブ に こ う言 わ れ ま した。 「さ
なんじ うち

れ ど見 よ， われ汝 に告 ぐ，汝 心 の 中に

よ く思 い計 り， そ の後願 う こ とも し正

しか らば汝 願 わ ざ るべ か らず。 願 う こ

と正 しか らば， その時 わ れ汝 の心 を内

に.燃や さん。 これ に よ りて汝 に その正

し き を感 ぜ し む。」主 は続 けて 「さ れ

ども し願 う ところ正 しか らず ば， か か

る感 な くして汝 の心 は次第 に鈍 くな り，

そ はつ いに悪 の悪 た るを忘 れ しむ るに

至 らん」 と言 わ れ ま した 。2

この勧 告 は皆 さん に導 きを与 えて く

れ るで し ょ う。私 も導 き を受 け ました。

どうぞ熱 心 に祈 って くだ さい。

第4， そ して 最 後 に 申 しあ げたい の

は， 賢 く行動 す る とい う こ とで す。 主

を導 き手 と して よ り頼 んで くだ さい。

皆 さん を説 き伏 せ よ う とす る悪 の声 に

耳 を傾 けて， 皆 さんの標 準 や家庭 で 受

けた 教 えや あ なた 自身 の信念 か ら離 れ

な い で くだ さい。 そ れ よ り も， 「わ た
あがな

しに従 っ て きな さ い」3と い う贋 い 主

の穏 や かで純 粋 な招 きを心 に刻 ん で く

だ さい 。贈 い主 に従 い まし ょ う。 そ う

す る な ら皆 さん は賢 く行 動 し， 永遠 の

祝福 を受 け るで し ょう。

皆 さん の人生 の旅 路 で， 同 じよ うに

旅 を して い る人 に気 づ くで し ょう。 皆

さん の助 け を必 要 として い る人 々 が い

ます。 皆 さ んの与 え る確信 ，助 け， 励

ま し， 霊感 を待 つ人 が い ます。 皆 さん
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が救 うべ き人 々 が い るので す。

私 は最 近 ， 何 年 か 前 に知 り合 った

ジ ャ ミ ・パ ーマ ー とい う10代 の少女 と
がん

再 会 しま した。彼 女 は癌 にかか りまし

たが， 今 回復 しつつ あ ります。数 々 の

検 査 に耐 え， 手術 や つ らい化 学療 法 に

も耐 え抜 きま した。今 ， 明 る く美 しい

彼 女 は，確 信 と信 仰 を胸 に， 未来 を見

詰 めて い ます 。彼 女 に とっ て未来 が恐

ろ し く思 えた 最 もつ らい時期 に， 癌 に

侵 された彼 女 の足 は何 回 も手術 を受 け

な けれ ばな りませ ん で した。 前々 か ら

計 画 さ れ て い た 若 い 女性 み ん な との

テ ィンパ ノ ゴス の洞 くつ への ハ イキ ン

グな ど， 問題外 の よ うに思 え ま した。

ジ ャ ミは友 達 にみ ん なだ けで ハ イキ ン

グ に行 って くれ る よう に言 い ました。

きっ と， その時 の彼 女 は声 を詰 ま らせ ，

心 の中 はが っか りした 気持 ちでい っ ぱ

い だ った と思 い ます。 しか し若 い 女性

の仲 間 た ち は断固 として こう言い まし

た 。 「だ め よ， ジ ャ ミ。 あな た も一 緒

に行 くの よ。」

「で も
， 私 は歩 け ない の よ」 と泣 き

そ うにな りなが らジ ャ ミが答 え ま した。

「じ ゃあ
， 私 た ちが 頂上 まで運 ん で

あ げ るわ。」 そ れ は実 現 し ました。

今 で は， それ は ひ とつの思 い出 です

が， 実際 には それ以 上 の意味 を持 って

い ます 。 ス コ ッ トラ ン ドの 詩 人 ，

ジ ェー ムズ ・バ リエ は こう うた っ てい

ます。 「神 は我 々 に思 い 出 を与 え られ

た。 つ ら く悲 しい ときに，幸 福 な あの

日々 を思 い 出 せ る よ う に。」 その 尊 い

若 い女性 た ち は記 念 すべ きあの 日を決

して 忘れ な いで し ょう。 そ の時， 愛 あ

る天 父が にっ こ り とほ ほ えみ なが ら，

彼 女 た ちの した こ とを喜 び， 認 めて く

だ さった はず です 。

天 父が尊 い若 い女性 の 皆 さん を さ ら

に祝福 され，皆 さん の母親 や 教師 の か

たが た に霊 感 と導 きを与 え られ， 皆 さ

ん をいつ も見守 って くだ さる よ う，心

か らお祈 りし ます 。 イエ ス ・キ リス ト

のみ名 に よ り， アー メ ン。

注

1.1テ モ テ4=12

2.教 義 と聖 約98-9

3.ル カ18：22

内なる光
大 管 長

ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー

皆さん一入一入が神の娘であり，神から授かった生得権と使命を担って

いることに思いをはせてみてください。なんと感動的なことでしょうか。

大
い な るみ業 の 中 にあ って私 の愛

す る友 で あ る， す ば ら しい若 い

女性 と母親 の皆 さん。 今晩 私 は，予 定

され た話者 と して こ こに 出席 した わ け

で は あ りませ ん。私 の話 は， も とも と

プロ グ ラム に入 って お りませ んが， こ

れ までに話 された す ば ら しい お話 にひ

と言 だ け付 け加 えさせ て いた だ きます。

私 た ちは皆 ，実 に有 益 な助 言 をた くさ

ん聞 くこ とが で き ました。 これ らの事

柄 を決 して忘れ ず， 生活 の 指標 として

い ただ きた い と思 い ます。

聖 典 を読 む ことが 強調 された こ とに

感 謝 して い ます 。聖 典 を読 む こ とが 義

務 で はな く楽 しみ とな り，皆 さんが神

の み言葉 を夢 中 にな って読 む よ うにな

る ことを望 んで い ます。 聖典 を読 む に

つれ て， 心 が開 かれ ，霊 性 が高 まる こ

とをお約 束 いた します。 最初 は退 屈 か

もしれ ませ んが ，神 の み こ ころを知 り，

み言 葉 を味 わ うにつ れ てす ば ら しい経

験 とな るで し ょう。

若 い女 性 の大会 は， ここタバ ナ クル

を起 点 として これ まで何 度 か行 なわ れ

て きま した が， この よ うな す ば らしい

集会 は世 界 じゅ う どこに もな い と思 い

ます。 この土 曜 の夕 べ に，何 十万 人 も

の若 い女 性が 地上 の さま ざ まな場 所 に

設 け られた会 場 に集 っ てい ます。 皆 さ

ん一人 一 人が 神 の娘 で あ り， 神 か ら授

か った生 得権 と使 命 を担 っ てい る こ と

に思 い をはせ て み て くだ さ い。 なん と

感 動 的 な こ とで し ょうか 。

私 と妻 が今 よ りず っ と若 くて，体 も

固 くなか っ た ころ， よ くダ ンスへ行 き

ま した 。妻 は皆 さん に， 「結婚 した途

端 に行 か な くな った んで す よ」 と言 う

か もしれ ませ ん。 正直 言 う と， ダ ンス

をす る こ とが 楽 しか った とい うよ り，

彼 女 と一緒 にい る こ とが楽 しか ったの

です。

その ころの 流行 歌 に， この ような歌

詞 の歌 が あ りました。

「教 え て あ げ よ う
， だ れ か が あ なた

を愛 して る。

ど こへ行 って も， いつ も一緒 にいた

い と思 って る。」(チ ャー リー ・トビア

ス， ピー ター ・デ ・ロー ズ 『だれ かが

あなた を愛 して る』)

私 は歌 詞 を書 い た作者 とは違 った意

味 に， これ らの言葉 を解 釈 してい まし

た。 私 は皆 さん一人 一人 が ど こにいて

も愛 され てい る とい う こ とを知 ってい

た だ きた い と思 い ます。 皆 さん は天 父

に愛 され， 天父 の特 質 を受 け継 い でい

るので す。 そ して， 天 父 は， 皆 さんが

ど こにい て も，皆 さん の招 き と求 めに
はんりょ

応 じて， 聖霊 が皆 さん の伴侶 とな る よ

う望 ん で い らっ しゃい ます。
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たまもの

皆 さん一人 一 人 の内 に は神 聖 な賜 が

あ ります。 天与 の特 質 で あ るその賜 に

は， す ば らしい可能 性 が秘 め られ て い

ます。 だれ もが ， この世 で優 れ た働 き

をす るた め に， 大 きな力 を天父 か ら授

かっ てい るの です。 皆 さんが社 会 の一

員 と して よ く奉 仕 で き るよ うに，皆 さ

んの頭脳 と技能 を訓 練 して くだ さい。

親切 で思 いや り深 く，人 々 を助 け られ

る よ うな力 を培 って くだ さい。 皆 さん

が受 け継 いで い る神 聖 な特 質 の一部 で
あわ

あ る， 憐…れみ の心 を養 って くだ さい。

皆 さん の中 に は， 自分 は それ ほ ど魅

力 的 で も容 姿端 麗 で もな い と思 って い

る人が い るか もしれ ませ ん。 その よう

な気持 ちを乗 り越 え， 内 な る光 を一層

輝 かせ て くだ さい。 そ うすれ ぼ， 内 な

る光 は ほか の人 に もわ か る よ うな輝 か

しい光 を放 つ よ うにな るで し ょう。

劣等 感 を持 つ必 要 は あ りませ ん。生

まれ つ きの才 能 もない し， あった と し

て もそれ を表 現 す る機 会 に恵 まれ な い

な ど と考 えて はい け ませ ん。 持 て る才

能 が何 であ れ， それ を伸 ばす よ うに努

力 して くだ さい。 そ うす れ ば，皆 さん

の才能 はだ んだ ん と増 し，洗 練 され て，

ほ ん と うの あな た ら しさ を表 現 す る手

段 とな り，人 々 に よ く評価 され る よ う

に な るで し ょう。

要 す る に私 は皆 さ ん に， ア ル マ が

言 った よ うに 「目を さ ましてふ るい立

ち」(ア ル マ32：27)， 一 人一 人 の 内 に

あ る神聖 な特 質 に ふ さわ し くな るよ う，

も う少 し努力 して いた だ きた いの です。

皆 さんが生 活 の 中で よい行 ない を し，

正 しい こ とを した い とい う望 み を持 ち，

祈 り，親 切 と思 い や りを示 してい る こ

とに感謝 いた します。私 たち は皆 さ ん

を心 か ら信頼 して お り，皆 さん を愛 し，

皆 さ んの ため に祈 っ てい ます。 そ して，

イ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り，皆 さ

ん を祝福 いた します。 ア ー メ ン。

聖徒 の道/1995年7月 号

70£



チャーチニューズ

十二使徒定員会

ヘ ン リー ・B ・アイリング長 老

バ 忽;饗 野警㌍∵
B・ ア イ リング は後 ろ向 きに座 り，教

会 の折 り畳 みいす の背 もたれ の問 か ら

足 を出 した姿 勢で ，話 者 の話 を聞 い て

い ま した 。 アイ リング長 老 は その時 の

こ とを こ う述 懐 して い ます。 「私 は く

るっ と振 り返 って，話 者 の顔 を見 ま し

た。 そ して その人 の語 って い る言 葉 が，

神 か ら もた らされ た もの で あ り， 真実

で あ る とわか ったの です 。 その言 葉 は

心 を内か ら燃 や しま した 。」

ハ ワー ド ・W・ ハ ンター大 管長 が3

月3日 に亡 くな り，大 管 長会 が再 組織

され ま した。 その結果 生 じた 十二 使徒

定 員 会 の 空 席 を 埋 め る た め ， ヘ ン

リー ・B・ アイ リング長 老(61歳)が

召 され ま した。

ハ ル の愛称 で親 し まれ たヘ ン リー は，

ヘ ン リー ・ア イ リ ング ， ミル ド レ ッ

ド ・ベニ オ ン ・アイ リング夫 妻 の3人

息子 の次 男 として，1933年5月31日 に

ニ ュー ジ ャー ジー州 プ リンス トンで誕

生 しま した。 そ して音 楽 ，知 的発 見，

霊的成 長 に満 ちあふ れた 家庭 で育 ち ま

した。 「宗 教 を信仰 して いた おか げ で，

科学 を探 究 す る私 た ち家 族 の態度 は高

め られ ま した。」 父親 が プ リンス トン

大学 で化 学 を教 え，母 親 が才 能 に恵 ま

れ た教 師 で あ り音 楽家 で あ った アイ リ

ング長 老 は， その よ うに述べ て い ます。

第 二次 世 界大 戦 中，地 元 の小 さな支部

の 日曜 日の集 会 は， ア イ リン グ家 で行

な われ てい ました。

1946年 ， ア イ リング家 は ユ タ州 ソル

トレー ク シテ ィー に移 り住 み ま した。

そ こで父 親 のヘ ン リー ・ア イ リ ングは

ユ タ大学 の大 学院 の最 高 責任 者 とな り

ま した。 ア イ リ ング家 の息子 た ちで あ

るエ ドワー ド， ヘ ン リーそ してハ ー デ

ンは， い まや 「教会 で ほか に ア ロン神

権 者 が い ない」 とい う状 況 か ら遠 ざか

る こ とに な りま した。

「私 が 物理 を勉 強 した の は
， 科 学 を

じ.ゆうぶ んに理 解す る こ とが大切 だ ，

と父 に言 わ れた か らで す。 」 そ う語 る

ア イ リング長老 は， ユ タ大 学で1955年

に物 理 の学 士号 を取 得 して 卒業 しま し

た。 大学 卒 業後 ，ニ ュー メキ シ コ州 ア

ルバ カー キに あ る合 衆 国空軍 基 地で2

年間 兵役 に就 き ま した。 さ らに，軍 務

と並 行 して ，夕 方や 週末 は西 部 諸州 伝

道部 の地 方部 宣 教師 として働 き，多 く

の人 に福 音 を伝 えま した。

除 隊 後 ， ア イ リ ン グ長 老 は マ サ

チ ュー セ ッツ州 ボ ス トンの ハー バー ド

大学 に入 学 しま した。1959年 に は経 営

学 の修士 号 を，1963年 に は同 じ く博 士

号 を取得 し ました。

ハーバー ド大学在学 中に， カ リフ ォル

ニア州パ ロアル トのジ ョセブ ・ジ ョンソ

ン， ラプ リール ・リンゼイ ・ジ ョンソン

夫妻の娘， キ ャス リー ン ・ジ ョンソン と

知 り合 い ま した。 ふ た りは1962年 にユ

タ州 の ローガ ン神殿 で結婚 し ま した。

そ して6人 の子 供 ，ヘ ン リー ， スチ ュ

アー ト， マシュー， ジ ョン，エ リザベス，

そして メア リーの両親 とな ったのです。

ア イ リン グ家 はい つ も家 族 生活 を大

切 にして きま した 。子 供 た ちが幼 か っ

た ころ，家 庭 の夕 べ だ けで はな く，土

曜 日の午前 中 に家 族 で本棚 を作 った り，

花 を植 えた りして過 ごし ま した。 知的

発 見や 霊 的成 長 の機会 を大 切 にす る と

と もに ， ほか の 分 野 との バ ラ ン ス を

保 ってス ポー ツ も行 な い ました。 ア イ

リン グ長 老 は こう言 って い ます 。 「子

供 た ち と一 緒 に で きな いス ポー ツ を し

よ う と は思 い ませ ん で した。」 そ の た

め， テニ ス， バ スケ ッ トボー ル， 水泳

が 家族 の活 動 とな り ました。
きょうべん

教 鞭 を執 る こ と を選 ん だ ア イ リン

グ長老 は，1962年 にス タ ンフ ォー ド大

学 の大 学院 経 営学部 教 授 の職 を受 諾 し

ま した。 ス タ ンフ ォー ド時 代 に， マ サ

チ ューセ ッツ州 ケ ンブ リッジに あ るマ

サ チ ュー セ ッツ工 科大 学 内 のス ロー ン

経 営 ス クール か ら客員 教授 として招 か

れ ，1年 間 教 え ま した。 また ，パ ロア

ル トステ ー キ部 の学生 ワー ド部 で ある

スタ ン フォー ド第1ワ ー ド部 の監 督 と

し て，4年 間働 き ま した 。 「1971年 ，

9年 間 過 ごした スタ ン フォー ドを後 に

し， アイ ダ ホ州 レ ック スバ ー グ に ある

リックス カ レ ッジの学 長 を引 き受 けま

し た 。」 学 長 と し て 在 職 中 ， 近 くの

テ ィー トンダ ムが 決壊 し， アイ リング

長 老 は，学 生 た ち と一 緒 に なっ て シャ

ベ ル で泥 をす くい 取 りま した 。 「6年

後 の1977年7月 ，8年 間 にわ た る教会

教育 部 で の任務 が 始 ま りました。 その

うち の3年 間 は教 会教 育副 理事 長 と し
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て， その後 の5年 間 は教 会 教育 理事 長

として働 きま した。」

ア イ リ ング長 老 はこれ まで に教 会 で，

地 区代 表 や 日曜 学校 中央管 理会 の役員

な ど も務 めて きま した。1985年4月 に

管 理監督 会 の第 一 副監 督 に，1992年10

月 には七十 人第 一 定員 会 に召 され ま し

た。 そ して 七十 人 として，再 び教 育 理

事長 を務 め る ことに な りま した 。

今 年 の3月31日 金 曜 日に十二使 徒 定

員会 会 員 として召 しを受 けた時 は， 北

ア メ リカ西 地域 会長 会 の第 二副 会長 も

務 め てい ま した。

「何 が 真 理 か わ か った な ら， その 真

教会幹部の異動

七十人第一定員会 に4人 ，

七十人第二定員会 にひとりが召される

ジ ョン ・B・ デ ィク ソ ン長老

デ ビ ッ ド ・E・ ソ レ ンセ ン長老

ジ ェイ ・E・ ジ ェンセ ン長 老

月1日 土 曜 日の最初 の部 会 で は

4 聖会 が 開か れ， ゴー ドン ・B・

ヒンク レー大 管長 をはじめ， トーマ ス ・

S・ モ ンソン第一 副管長， ジェームズ ・

E・ フ ァウス ト第 二副管長， および十二

使徒定 員会会 員が，主の予言者，聖見者 ，

啓 示 を受 ける者 として支持 を受 けた。

続 い て その ほか の教会 幹部 と補 助 組織

の中央 管 理役 員 が教会 員 か ら支持 され

た。 この後半 の 支持 で は，新 教会 幹部

を含 む4人 の教会 幹部 が 七十 人第 一 定

員会 に召 され， さ らにひ とりの新 教 会

幹 部 が七 十人 第 二定 員会 に召 された 。

七 十人 第一 定 員会 に召 された の は，

これ まで七十 人 第二 定員 会 で奉 仕 して

きた ジ ョン ・B・ デ ィ ク ソ ン長 老 ，
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理 に従 っ て行 動 す べ きです 。」 ア イ リ

ング長 老 は以前 その よ うに語 りま した。

何十 年 も前 に， 真理 は幼 いヘ ンリー ・

B・ アイ リングの 心 を燃 え立 たせ まし

た 。 そ してア イ リング長 老 は， 今 に至

る まで そ の真理 に従 った生 き方 を続 け

てい るの です 。□

ジ ェイ ・E・ ジェ ンセ ン長 老 ， デ ビッ

ド ・E・ ソレ ンセ ン長 老 ， そ して ソル

トレー ク シ テ ィ ー在 住 の 新 教 会 幹 部

W・ ク レイ グ ・ズ ウ ィック長 老で あ る。

七 十人 第 二定 員会 に召 された 新教 会幹

部 は， ユタ州 プロ ボ出身 の ブル ース ・

D・ ポー タ ー長 老 で あ る。(ズ ウ ィ ッ

ク長老 とポ ー ター長老 に関 して は次頁

の記事 を参照)

デ ィク ソ ン長老(51歳)は1992年6

月 に七十 人第 二定 員会 に召 され， これ

まで南 ア メ リカ南 地域 会 長会 で第 一副

会 長 と して働 いて きた。 ジェ ンセ ン長

老(53歳)は ，1992年6月 に七十 人第

二定 員会 に召 され， これ まで南 ア メ リ

カ北 地域 会長 を務 めて きた。 ソ レンセ

ン長老(61歳)は1992年6月 に七十人第

二 定員 会 に召 され， これ まで ア ジア北

地域 会 長会 で会 長 として奉 仕 して きた。

これ らの管理 上 の決 定 に加 え，土 曜

日夜 の神権 部会 で ヒン クレー大 管長 は，

今 年 の8月15日 を もってす べ ての地 区

代 表 を解任 す る ことを発表 した。28年

前 の1967年 に召 され た最初 の地 区代 表

は69人 で あ っ たが ， 現 在 で は284人 に

な って いた。 ヒ ンク レー大 管 長 は この

点 につ い て触 れ， こ う語 っ た。 「全 世

界 で み業 が発 展 す るに つれ ……管 理上

の権 限 の分散 が必 要 に なっ て きたの で

す 。」 この 後 ， ヒ ン ク レー 大 管 長 は

「地 域幹 部 とい う各 地域 の地 元 役 員 を

新 た に召 す」 こ とを発 表 した。地 域幹

部 は地域 会長 会 の指 示 を受 け なが ら，

担 当の地 域 内で働 くこ とにな る。

さ らに ヒ ンク レー大管 長 は こ う述 べ

て い る。 「彼 らは現 在 の 各 自の職 業 を

続 け る と ともに， 自宅 に住 んで ，教会

で の奉 仕 として この召 しを果た す よ う

にな ります 。 この 召 し には確定 した任

期 は あ り ませ ん が ， 通 常 は 約6年 で

す 。」 □



七十人

W・ クレイグ ・ズ ウィック長 老

籔

レ イ グ ・ズ ウ ィ ッ ク長 老 は1968

ク 年 に ボ リビアの南 部 で伝 道 した

時 に，初 めて教 会 の集会 所 の建 設 に携

わ りま した。 「材 木 ， コ ンク リー ト，

ガ ラス を運 ぶ の に は， ろば を使 って山

道 を越 え な け れ ば な り ま せ ん で し

た。」 当時 を思 い 出 して， 彼 はそ の よ

うに語 ります。

伝 道 後 ， ズ ウ ィ ッ ク長 老 は ソル ト

レー ク シテ ィー を本 拠 地 とす る，父 親

の建 設 会社 に入 社 し， 後 に後継 者 に な

り ま し た 。 病 院 ， 学 校 の ほ か ， ズ

ウ ィ ック建 設 は イ リノイ州 シカ ゴ神 殿 ，

およびマ ンタイ神殿 の改修 工事 を行 ない，

さ らに はオ レゴ ン州 ポー トラン ド神 殿 ，

ソル トレー ク家 族歴 史 図書 館， 教会 歴

史 美術 館， そ してテ ンプル ス ク ウェ ア

の訪 問者 セ ンター南 館 を建 設 しま した 。

ズ ウ ィ ック長 老 は こう述 べ て い ます 。

「教 会 員 が 個 人 の誠 実 さ
， 堅 固 な家 庭 ，

神殿 に参入 す るふ さわ しさ な どの確 固

とした基 を築 くな ら， す ば ら し く成 長

で き ます。 教会 が 引 き続 き力強 く発 展
ま

して い く様 子 を， 私 たち は 目の 当た り

にす るで し ょう。」

七十 人第 一定 員会 の召 しを受 けた時 ，

ズ ウ ィック長老 はユ タ州運 輸局 の幹 部

役 員 を務 め てい ました。1947年6月30

日に ソル トレー ク シテ ィーで双 子 の姉

妹 とともに生 まれ ， ユ タ大学 で は商業

を専攻 し，1971年 に卒 業 しま した。 そ

して， 高校 時代 に知 り合 った ジャネ ッ

ト ・ジ ョンソ ン姉 妹 と1969年11月21日

に， ソル トレー ク神殿 で 結婚 し ました。

夫 妻 はオ レゴ ン州 や カ リフォル ニ ア州

で働 いた後 ，1972年 に ソル トレー クシ

テ ィー に移 りま した。 夫 人 との 間 には

23歳 か ら15歳 まで4人 の子供 が あ り，

家 族 み んな でス キー や スキ ューバ ダイ

ビ ング， マ ウ ンテ ンバ イ クな どの野外

活 動 を楽 しんで い ます。

1989年 に ズ ウ ィ ック長 老 は， チ リの

サ ンテ ィア ゴ南伝 道部 の伝道 部長 に召

され ました。 また， これ まで高等 評議

員 を2度 ，監 督会 の責 任 を3度 ， そ し

て ステー キ部 伝道 部長 会 の責 任 を果 た

して きました。 そして， ユタ交響 楽団 と，

建 設業 界 の 団体 で あ る全 米請 負業 者組

合 の理 事 を務 め， ユタ教 育財 団 お よび

ユ タ航 空 旅行 評議 会 の一 員 として も働

きま した。 ズ ウ ィ ック長 老 はオ ー ク ラ

ン ド建 設 会社 の元 副社 長 で もあ り ます。

「両 親 は一 生 懸 命 働 くこ と と， み た

まの導 きに従 う こ とを， 私 に教 えて く

れ ました。妻 はあ らゆる大切 な点 で私

に勝 っ てい ます。」 ズ ウ ィ ック長 老 は

さ らに こう続 け ます。 「モル モ ン経 と
あかし

現 代 の予 言者 につ いて， 私 は強 い証 を

持 って い ます。」 □

七十人

ブ ル ー ス ・D・ ポ ー ター 長 老

「主 年時代，私は父と一緒によく

目 ホー ム テ ィーチ ング に行 きま

した。 ときに はず っ と遠 くまで訪 問 し

な けれ ばな らず， そん な とき にはい ろ

い ろな ことを話 し合 った ものです 。 と

りわ け，福 音 につい て父 と語 り合 った

こ とが 私 の 心 に強 く刻 み 込 まれ ま し

た。」 ポ ー ター 長 老 は そ う語 ります。

1952年9月18日 に メ キ シ コ の ア ル バ

カ ーキ で生 まれ た ポー ター長 老 は， 自

あかし

分 の証 が芽 生 えたの は両親 のお か げで

あ る， と考 えて い ます。

ポ ー タ ー 長 老 の 証 は ， ドイ ツ の

デ ュ ッセ ル ドル フ伝道 部 で宣 教 師 と し

て働 いた 時 に さ らに強 め られ ま した。

「私 の ふ た りの伝 道部 長 は どち ら も第

二 次世 界 大戦 で ドイツ軍 にい ま した。

ひ と りは ロシア での戦 闘 で捕 虜 にな っ

た こと もあ りま した 。ふ た りの経 験談

に強 い印 象 を受 けた 私 は，伝 道 か ら帰

獺 欝

る とロ シア につい て学 ぶ ことに し まし

た。」

当時 ， ポー ター長 老 はブ リガム ・ヤ
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ング大 学 の寮 に住 む ，学 長奨 学 生で し

た。 そ して宗 教 の ク ラスで スー ザ ン ・

エ リザベ ス ・ホ ラ ン ド姉 妹 と出 会 い，

1977年2月2日 に ワ シン トン神殿 で 結

婚 し ました。

「結婚 した 日か ら夫 は， 主 を別 にす

れ ば，私 の こ とをまず第 一 に考 えて く

れ ま した。 その おか げ で私 た ち は， 夫

婦 として友 として，親 密 な 関係 を保 っ

て こ られ ま した」 とポ ー ター姉妹 は言

い ます。

ポ ー ター長 老 は ドイ ツで は支部 長 と

して， バ ー ジニ ア州で は監 督 として，

そ して最近 まで ブ リガム ・ヤ ング大 学

のス テー キ部 で副 ス テー キ部 長 として

奉 仕 して きま した が， 主 に献 身 す る心

が その働 きに よ く現わ れ てい ました。

彼 は交換 留学 生 として ロ シアで ひ と

夏 を過 ご した後 ， ハー バ ー ド大 学 で ロ

シア の国政 を専 攻 し， 政治 学 の博 士号

を取得 し ました。 そ の後 ， 連邦 政府 機

関 で あ る合 衆 国上 院軍事 委 員会 の職 員

や 国際 放送 協会 の 理事 として働 き まし

た 。

最近 彼 は， ブ リガ ム ・ヤ ング大学 か

らロシア政 治 学助 教授 と して招 か れ，

スー ザ ン夫 人 と4人 の子供 た ち を連 れ

てユ タ州 プ ロボ に移 り住 み ま した。

主 のみ名 を携 えて全 世界 に出 て行 く

とい う召 しにつ いて思 い を はせ なが ら，

ポ ー タ ー 長 老 は こ う語 っ て い ます 。
あかし

「私 の証 の基 とな って い るの は
， 主 が

実 に生 きて お られ ，私 た ちの救 い主 で

あ られ る とい う知識 です。」 □

鯉
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ロ ー カ ル ニ ュ ー ズ

大阪伝道部と神戸伝道部が合併
やす ひろ

新伝道部長に松下泰洋兄弟が召される
大阪伝道部と神戸伝道部とは7月1日 をもって合併され｢神 戸伝道部｣と いう名称

の下に本部が神戸に置かれる。

これに伴い,1992年7月 より伝道部長としてその任にあった大阪伝道部の0･ケ ン

ト･ピ ーターソン長老と神戸伝道部のカーチス･P･ウ ィルソン長老は6月 で任期を

終え,新 たに松下泰洋兄弟が神戸伝道部の伝道部長に召された。

新伝道部長の紹介

日本神戸伝道部

松下 泰洋 伝道 部 長(56歳)。 召 しを受

けた時 は,日 本 東 京南 ス テー キ部 渋谷

ワー ド部 に所属 し,祝 福師 の任 にあ っ

た。 これ まで副 伝 道部 長,副 地 方 部長,

高 等評 議員,監 督,長 老定 員会 会 長 な

どを歴 任 してい る。東 京神 殿･神 殿記

録 部長 。北 海道 大 学文 学部 英 文科 卒 業。

ま

札幌市で松下長太郎,松 下(旧姓･真
かべ

壁)千 代 夫 妻 の間 に生 まれた。 吉 川承

子姉 妹 と結婚 し,4人 の子供 がい る。

松 下 姉妹 は ワー ド部 初 等協 会会 長 の任

にあ った。 これ まで ステ ー キ部 お よび

地 方部 の扶助 協 会会 長 や ワー ド部 の若

い女 性,扶 助 協 会,初 等協 会 の会 長,

お よび 日曜 学校 で 教師 の 召 し を果 た し

て きた 。室 蘭 で吉 川正 三郎,吉 川(旧

姓･藤 江)マ サ ル 夫妻 の間 に生 まれ た。

繊

松下新伝道部長ご夫妻

再 組織 さ:れた高崎 ス テー一キ部 長会
去る2月19日,十 二 使徒 定員 会会 員

ラ ッセ ル･M･ネ ル ソン長 老の 管理 の

下 に開 催さ れ た高 崎 ステー キ 部大 会 で,

1988年5月 よ りステ ー キ部 長 の責 任 を
おか だ ゆき お

果たしてきた岡田幸男兄弟が解任され,
あら い ふみ お

新たに新井文雄兄弟(写 真中央)が 召
くわばら

された。第一副ステーキ部長には桑原
けん じ

健 次兄 弟(写 真 左)が,第 二副 ス テー
あま だ かずとし

キ部長には天田和利兄弟(写 真右)が

召され,そ の任に当たる。

,…騨

徽 藻
､

灘瓢

信仰生活から得られる喜びを次の世代へ

教会のさまざまなプログラムを生かして

高崎ステーキ部長

新井文雄

心 つい た ころ には,私 はす で に

物 この 教 会 の 存 在 に つ い て よ く

知 っ てい ました 。 なぜ な ら,教 会 は私

の家 近 くの遊 び の行 動範 囲内 に あ り,

宣教 師 も よ く見 か け てい ました し,何

よ り も姉 が そ の こ ろ す で に教 会 員 と

な って いた か らで す。 とはい う もの の,
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スチ｣ブ･ヤ ング兄弟,

米国プロフ ットボール リーグ

2度 目の最優秀選手(MVP)に

一 ブ リガ ム･ヤ ング大 学 で クオ ー

兀 ターバ ックとして活躍した。

チー プ･ヤ ング選 手 は,1月4日,98

人 の ス ポー ツ記者 な らび に報 道 関係 者

で構成 され る全米 規 模 の選 考委 員会 の

投 票 に よ り,米 国連 合 通 信 社 のNFL

(米国 の プ ロ フ ッ トボ ール リー グ)最

優 秀 選手 に選 ばれ た。

ヤ ング選 手 は今 シー ズ ン,10年 間の

選 手 生 活 で 最 高 の 実 績 を残 し た 。

NFLで のパ ス や タ ッチ ダ ウ ンの 成 功

率 の新 記録 を樹 立 したの だ。

最 優 秀選 手 に ヤ ング選手 が選 ばれ る

のは,1992年 に続 い て今 回 で2度 目。

3年 間 に2度 も選 ばれた こ とにな る。

｢NFLで 最 優 秀 選手 に選 ばれ る なん

て,普 通,一 生 に1度 あ るか ない かだ

と思 って ま したか らね 。2度 も選 ばれ

る とは驚 きで す。 前 回 と同様,ほ ん と

う に光 栄 です 。｣ヤ ング選 手 はそ う語

る。彼 は今 シー ズ ン461本 中,324本 の

パ ス を成 功 さ せ た 。 これ は実 に70.3

パ ー セ ン トの成功 率 で あ る。

教会 員 の家 庭 に生 まれ育 ったヤ ング

選 手 は,ブ リガム･ヤ ング大管 長 の6

代 目の子 孫 に当た る。 彼 は ブ リガム･

ヤ ング大 学 時代 に も,1983年,全 米最

優 秀 クオー ターバ ック に選 ばれ,1994

年4月 に同大 学法 学部 を卒 業 して い る。

(｢チ ャー チニ ューズ｣1995年1月14日

付)

●タ ッチ ダ ウン社｢タ ッチ ダ ウ ンNFL29｣1995年3月 増 刊 号 よ り抜粋

炎の肖像 ス チ ー ブ･ヤ ン グ

ングは,2歳 で腕立て伏せを

ヤ し,3歳 の ころ に はす で にバ

スケ ッ トボー ル を ドリブル してい た,

と いう エ ピソー ドを持 つ。 グ リー ン

ウ ィ ッチ 高 校 時 代 は,野 球,バ ス

ケ ッ トボー ル,フ ッ トボー ル の3つ

でキ ャ プテ ンと して活 躍 した 。 プ ロ

入 り後 にも,タ ンパベ イ で はラ ンニ

ングバ ック,49ナ ー ズで レシーバ ー

を 務め た経 歴 を持 って いる 。筋金 入

りの ア ス リー ト(運 動 選 手)。 それ

が スチ ー プ･ヤ ングの 才能 だ った 。

旧83年,ブ リガ ム･ヤ ン グ大学 時

代 にパ ス成 功率71.3パ ー セ ン トと い

うNOAA(米 国 大学 体 育 協 会)記

録 を 樹 立 した ヤ ン グ は,文 句 な く

NFL(米 国 の プ ロ フ ッ トボ ー ル

リー グ)ド ラ フ トの 冒立指 名 候 補

だ った。
けいけん

ヤングは敬虚なモルモン教徒であ

る。高校時代には朝5時 に起きて,

教会でモルモン教のクラスを受けた。

現在でも,時 にロッカールームや移

動の飛行機の中などで,モ ルモン教

の本を読むヤングの姿が見られる。

1989年のアメリカンボウルで来日

した 際 には,東 京･吉 祥 寺 の教 会で

説 教 を し,昨 春 は地 元 で,4歳 の子

供 た ちの た め に,教 会 の 日曜学 校の

教 壇 に も立 った 。

モ ル モ ンの厳 しい戒 律 に従 って,

酒 は飲 まず,た ば こも 吸わ ず,コ ー

ヒー さ え飲 まな い。 スポー ツ 選手 に

とって は 当た り前 の,相 手;をのの し

る よ うな言 葉 だ って,ヤ ン グが 口 に

す る こと はな い。

親 しいチー ム メー トとは,オ

フ にゴル フ を楽 しみ,コ ンサ ー

トに出か け'る。 ア ウ ト ドア を好

み,音 楽 や 演劇 と い った芸術 か

らUFOま で,さ ま ざ ま な ト ピ ック

に関心 を示 す。 ジ ョー クだ って しゃ

れ て いる。

た だ,パ ー テ ィーな ど,大 人 数 が

集 ま って,派 手 に騒 ぐよ うな場 所 は

苦 手 で,そ こだ けはち ょっと,ほ か

のチ ーム メー トたち と異 な って いる。

ス ポー ツの 世界 に あ って異 端 では

｢月間タッチダウン3月 増刊号｣の

表紙;を飾ったスチープ･ヤ ング兄弟

あ るが,信 じが た い ほ どの グ ッ ド･

ガ イ(好 人 物)。 そ れ が,ス チ ー

ブ･ヤ ングの 人柄 な のだ 。

ヤ ング が 言 っ た。｢す べ て を振 り

返 る と,い ろ いろな 困難 を切 り抜 け,

今 こう して こ こに立 って い られ る こ

とが,人 生 で いち ばん貴 重 な ん じゃ

な いかな 。｣1B8セ ンチ,97.5キ ロの

ク オー ター バ ック は,NFL10年 目

に して よ うや く頂点 を極 め た。

現 在33歳 。 フ ッ トボ ール の後 には,

弁 護 士 の資 格 を 生 か して,｢人 の 役

に立 て る仕事 を した い｣と 言 う。
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ブックセンターか ら

新刊の紹介
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■L口S文 庫1

｢救い主イエス･キ リス ト｣

86351300A6判304頁300円

圏LD$文 庫2

｢互いに愛し合いなさい｣

B635E300A6判E72頁300円

■LDS文 庫3

｢家族のきずな｣

86353 ,300A6判288頁300円

｢LDS文 庫｣は ,末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教 会 日本 語 版

機関 誌｢聖 徒 の道｣の1970年 代 か ら1990年 前後 にか けて の記

事 の中 か ら,米 国 ユ タ州 ソル トレー ク シテ ィー で開催 され る

年2回 の教 会総 大会 で の,教 会 幹部 の説教 をテ ーマ別 に ま と

めた もので す。

･ゴ ー ドン･B･ヒ ン ク レー

大 管 長 の写真
64330A4変 型(E80×215mm)

輸 入 品50円

鍾麟
雛.･

細 灘!ゼ

_i藁

拶
GordunB.HLIK随 じy

｢福音の視覚資料セット｣を各家庭に

｢福 音 の 視覚 資 料 セ ッ ト｣は
,1992年12月 に発 刊 さ

れ て以 来好 評 を博 してい ます 。 この視覚 資 料 を さ らに

多 くの方 に知 っ てい ただ き,活 用 して いた だ けれ ば と

願 ってい ます 。 旧約･新 約 聖 書,モ ル モ ン経,教 会 歴

史 か ら取 られ た104枚 の視 覚資 料 の裏 面 に は詳 しい説

明 が付 され てお り,紙 芝居 を使 う ような手 軽 さで効 果

的 に福 音 を教 え る こ とが で きます。

日曜 学校 や初 等 協会 な どの レ ッス ン は も とよ り,集

会 で のお話,家 庭 の 夕べや個 人 の福 音 学習 な どで も幅

広 く活 用 で き ます 。ぜ ひ各 家庭 に備 え られ る よ うにお

勧 め します。

(力 夕 ログ 番 号34730300プ ラ ス チ ック ケ ー ス 入 り

2,200円,34735300ビ ニ ール ケ ー ス入 りL900円)
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